
          

四
国
の
社
会
資
本
の
碑 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
藤
山 

究
・
山
本 

基 

著 

       
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
般
社
団
法
人 

四
国
ク
リ
エ
イ
ト
協
会 



は
し
が
き

四
国
各
地
で
は
河
川
、
道
路
、
鉄
道
、
港
湾
、
空
港
、
電
力
、
市
街
地
開
発
、

用
水
、
た
め
池
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
社
会
資
本
整
備
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
私
た
ち
の
生
活
は
、
先
人
が
長
年
に
わ
た
っ
て
築
い
て
く
れ
た
土
台
の

上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
社
会
資
本
に
関
わ
る
碑
が
各
地
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
碑
に
は
、
後
世
の
人
々
に
向
け
た
先
人
の
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
資
本
の
碑
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
知
ら
な
い
方
や
、

碑
の
存
在
を
知
っ
て
い
て
も
碑
文
に
何
が
書
い
て
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
方

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
書
で
は
、「
四
国
社
会
資
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
四
国

の
社
会
資
本
に
ま
つ
わ
る
百
十
一
の
碑
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
四
国
社
会

資
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
は
明
治
以
降
の
四
国
の
主
要
な
社
会
資
本
整
備
に
関
す

る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、
本
書
は
明
治
以
降
に
建
立
さ
れ
た
四
国

の
主
な
社
会
資
本
の
碑
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
碑
は
、
誰
が
、
何

の
た
め
に
建
立
し
、
碑
文
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
か
を
少

し
紹
介
し
ま
す
。

碑
建
立
の
主
体
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
明
記
さ
れ

て
い
る
も
の
の
中
で
最
も
多
い
の
は
社
会
資
本
整
備
の
事
業
主
体
と
し
て
の

国
、
公
団
、
県
、
市
町
村
、
土
地
改
良
区
、
水
利
組
合
な
ど
で
、
こ
れ
以
外
に

ダ
ム
の
施
工
会
社
や
鉄
道
運
営
会
社
が
碑
を
建
立
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
社
会
資
本
整
備
が
行
わ
れ
た
地
元
の
自
治
体
・
団
体
・
有
志
な
ど

が
碑
を
建
て
た
り
、
碑
を
建
て
る
た
め
に
団
体
や
個
人
が
顕
彰
会
や
記
念
事

業
実
行
委
員
会
な
ど
の
組
織
を
つ
く
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

碑
建
立
の
目
的
と
し
て
最
も
多
い
の
が
事
業
の
完
成
や
開
通
を
記
念
す
る

た
め
に
建
立
さ
れ
る
も
の
で
、
河
川
改
修
、
ダ
ム
、
砂
防
、
道
路
、
橋
梁
、
ト

ン
ネ
ル
、
鉄
道
、
港
湾
、
市
街
地
開
発
、
用
水
、
た
め
池
な
ど
の
分
野
に
わ
た

っ
て
い
ま
す
。
次
に
多
い
の
が
事
業
実
施
に
貢
献
し
た
功
労
者
の
顕
彰
を
目

的
と
す
る
も
の
で
、
道
路
、
橋
梁
、
鉄
道
、
港
湾
、
用
水
、
た
め
池
な
ど
の
事

業
を
進
め
る
上
で
功
績
の
あ
っ
た
人
が
讃
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ダ
ム
、

堰
、
橋
梁
、
用
水
な
ど
の
工
事
中
に
殉
職
さ
れ
た
人
を
慰
霊
す
る
た
め
の
碑
や
、

河
川
改
修
、
ダ
ム
や
空
港
の
建
設
の
た
め
に
従
来
住
ん
で
い
た
土
地
か
ら
移

転
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
々
が
い
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
の
碑
も
建
立
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
外
に
も
、
日
本
の
道
百
選
、
日
本
の
た
め
池
百
選
、
世

界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
へ
の
選
定
・
登
録
を
記
念
す
る
碑
や
、
鉄
道
・
駅
の
開

業
周
年
記
念
碑
、
こ
の
地
が
県
に
お
け
る
近
代
港
・
四
国
の
鉄
道
・
四
国
の
高

速
道
路
の
発
祥
の
地
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
碑
な
ど
が
建
立
さ
れ
て
い
ま

す
。碑

文
に
何
が
書
か
れ
て
い
る
か
は
、
主
に
碑
建
立
の
目
的
と
関
係
し
て
い

ま
す
。
事
業
の
完
成
や
開
通
を
目
的
と
し
た
碑
に
は
、
事
業
実
施
の
背
景
・
経

緯
、
事
業
の
内
容
と
経
過
、
関
係
者
の
尽
力
と
地
元
の
協
力
へ
の
謝
意
、
事
業

に
よ
る
地
域
発
展
へ
の
期
待
な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
事
業
に
つ
い

て
、
事
業
主
体
が
建
立
し
た
碑
と
地
元
の
自
治
体
な
ど
が
建
立
し
た
碑
で
は
、

書
か
れ
て
い
る
内
容
が
異
な
る
こ
と
が
多
く
、
事
業
主
体
の
碑
は
事
業
の
経

緯
・
経
過
や
事
業
内
容
を
中
心
に
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
地
元
の
碑
は
事
業

へ
の
地
元
の
対
応
、
地
域
住
民
の
協
力
、
関
係
者
へ
の
謝
意
、
移
転
者
へ
の
配

慮
な
ど
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
終
戦
直
後
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
占
領
下
で
行
わ
れ



た
事
業
で
は
、
日
本
語
と
英
語
で
書
か
れ
た
碑
文
も
あ
り
ま
す
。
碑
文
が
一
言

だ
け
と
い
う
場
合
も
あ
り
、
多
く
を
刻
ま
な
い
こ
と
が
利
害
関
係
者
間
の
調

整
の
難
し
さ
を
物
語
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
功

労
者
の
顕
彰
を
目
的
と
し
た
碑
に
は
、
功
労
者
の
生
い
立
ち
・
経
歴
、
事
業
に

関
す
る
功
労
者
の
働
き
ぶ
り
、
顕
彰
碑
建
立
の
経
緯
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ
た
碑
の
中
に
は
、
漢
文
や
漢
文
調
の
格

調
高
い
長
文
の
碑
文
が
綴
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
殉
職
者
の
慰
霊

を
目
的
と
し
た
碑
で
は
、
慰
霊
の
文
字
と
殉
職
者
の
氏
名
だ
け
が
刻
ま
れ
て

い
る
場
合
が
多
く
、
慰
霊
と
い
う
二
文
字
に
込
め
ら
れ
た
建
立
者
の
鎮
魂
の

思
い
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

 

こ
こ
に
紹
介
し
た
内
容
は
本
書
の
入
口
で
す
。
本
文
を
お
読
み
い
た
だ
け

れ
ば
も
っ
と
多
く
の
こ
と
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
で
き
れ

ば
碑
の
現
場
を
訪
れ
て
、
碑
に
込
め
た
先
人
の
思
い
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
情
報
を
早
く
簡
単
に
手
に

入
れ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
時
代
で
す
。
し
か
し
、
画
面
で
文
字
や
写
真
を
見

る
だ
け
で
は
先
人
の
思
い
は
十
分
に
は
伝
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
現
場
に
行

っ
て
、
周
囲
の
様
子
や
先
人
が
築
い
て
き
た
社
会
資
本
を
見
る
と
、
大
型
の
機

械
が
な
い
時
代
に
よ
く
こ
れ
を
つ
く
っ
た
も
の
だ
と
か
、
こ
の
地
に
住
ん
で

い
た
人
が
移
転
し
て
く
れ
た
お
か
げ
で
自
分
た
ち
が
恩
恵
を
受
け
て
い
ら
れ

る
の
だ
な
と
か
、
工
事
を
進
め
る
た
め
に
犠
牲
に
な
っ
た
人
が
い
た
の
だ
な

な
ど
と
い
う
個
人
個
人
の
感
想
が
湧
い
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
碑
の
中

に
は
風
化
し
て
文
字
が
読
み
に
く
い
も
の
や
、
現
代
で
は
使
わ
な
い
古
い
文

字
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
現
場
で
碑
文
を
じ
っ
く
り
読
む

と
、
先
人
の
気
迫
が
感
じ
ら
れ
、
社
会
資
本
整
備
に
向
け
た
人
々
の
思
い
や
奮

闘
ぶ
り
、
事
業
を
成
し
遂
げ
る
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
あ
り
、
そ
の
解
決

の
た
め
に
関
係
者
や
地
域
の
人
々
が
工
夫
し
た
り
、
努
力
し
た
こ
と
な
ど
が

伝
わ
っ
て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

社
会
資
本
が
完
成
す
る
ま
で
に
は
、
合
意
形
成
、
調
査
、
計
画
、
用
地
、
設

計
、
施
工
な
ど
の
段
階
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
住
民
、
行
政
、
政
治
家
、

研
究
者
、
技
術
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
関
わ
り
ま
す
。
事
業
が
大
規
模
に
な

る
ほ
ど
、
範
囲
が
広
く
な
る
ほ
ど
、
期
間
が
長
期
に
わ
た
る
ほ
ど
、
事
業
に
は

多
様
な
人
々
が
関
わ
り
、
人
数
も
多
く
な
り
ま
す
。
碑
文
に
は
代
表
者
や
著
名

人
な
ど
一
部
の
人
の
名
だ
け
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

背
後
に
は
多
く
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
も
、
碑
を
通
し
て
想
像
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

本
書
で
は
四
国
社
会
資
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
碑
を
対
象

と
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も
四
国
に
は
た
く
さ
ん
の
社
会
資
本
の
碑
が

あ
り
ま
す
。
本
書
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
四
国
の
社
会
資
本
の
碑
に
目
が
向
け

ら
れ
て
、
社
会
資
本
整
備
が
四
国
の
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
に

つ
い
て
理
解
が
深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 
 



凡 

例 
・ 
本
書
は
、「
四
国
社
会
資
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
明
治
以

降
の
四
国
の
主
要
な
社
会
資
本
に
ま
つ
わ
る
百
十
一
の
碑
の
情
報
を
提

供
し
て
い
ま
す 

・ 

碑
は
県
別
、
市
町
村
別
に
並
べ
、
碑
ご
と
に
写
真
、
関
連
す
る
社
会
資
本

整
備
の
概
要
、
碑
文
、
位
置
図
を
示
し
て
い
ま
す
。 

・ 

碑
の
タ
イ
ト
ル
の
下
に
、
カ
ッ
コ
書
き
で
社
会
資
本
の
種
類
と
建
立
年
を

記
載
し
て
い
ま
す
。
建
立
年
が
確
認
で
き
な
い
場
合
に
は
記
載
し
て
い
ま

せ
ん
。 

・ 

碑
文
の
理
解
を
助
け
る
た
め
、
碑
に
関
連
す
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要
を

示
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
参
考
文
献
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

・ 

碑
文
は
現
地
の
碑
を
も
と
に
読
み
取
り
、
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
の
と
お
り

に
表
記
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
碑
文
に
つ
い
て

は
語
句
や
表
記
の
統
一
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
碑
の
中
に
は
他
の
文
献
で

碑
文
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
実
際
の
碑
文
と
は
内
容

や
表
記
が
異
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
本
書
で
は
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
の

と
お
り
に
、
縦
書
き
の
場
合
に
は
縦
書
き
で
、
横
書
き
の
場
合
に
は
横
書

き
で
、
旧
字
が
使
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
旧
字
で
表
し
、
句
読
点
が
な
い

場
合
に
は
句
読
点
を
付
け
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
一
行
当
た
り
の
文
字

数
や
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、
必
ず
し
も
碑
と
同
じ

と
は
限
り
ま
せ
ん
。 

・ 

碑
文
の
個
人
名
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
及
び
紙
面
の
ス
ペ

ー
ス
の
関
係
か
ら
、
省
略
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

・ 

漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
碑
文
に
つ
い
て
は
、
他
の
文
献
で
解
釈
文
が
確
認

で
き
る
場
合
に
は
引
用
し
て
い
ま
す
。
解
釈
文
の
存
在
が
確
認
で
き
な
い

場
合
に
は
、
筆
者
が
拙
い
解
釈
文
を
示
し
て
い
ま
す
。
誤
読
や
誤
解
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
解
釈
の
手
助
け
に
な
れ
ば
と
の
思
い
で
、
あ
え
て
掲

載
し
ま
す
。 

・ 

位
置
図
は
地
形
図
を
も
と
に
作
成
し
て
い
ま
す
。
現
場
の
碑
を
訪
れ
る
際

に
活
用
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。 

                
本書に掲載している四国の社会資本の碑の数 

  徳島県 香川県 愛媛県 高知県 合計 

河川 8 1 8 13 30 

道路 6 8 8 4 26 

鉄道 3 2 2 5 12 

港湾・空港 1 2 2   5 

電力       1 1 

市街地開発   2     2 

ため池   12 4   16 

用水 3 7 8   18 

治山施設       1 1 

合計 21 34 32 24 111 
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記
念
碑
（
河
川
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

30 

徳
島
15 

美
馬
市 

武
田
覚
三
顕
彰
碑
（
道
路
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

32 

徳
島
16 

つ
る
ぎ
町 

松
尾
神
社
の
「
世
紀
の
石
文
」
碑
（
道
路
） 

 

34 

徳
島
17 

三
好
市 

民
益
碑
（
道
路
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

36 

徳
島
18 

三
好
市 

北
麓
疎
水
碑
（
用
水
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

38 

徳
島
19 

三
好
市 

四
国
は
一
つ
碑
（
香
川
用
水
取
水
工
）（
用
水
） 

 

40 

徳
島
20 

三
好
市 

善
徳
不
動
之
碑
（
河
川
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

42 

徳
島
21 

三
好
市 

や
す
ら
ぎ
の
大
地
碑
（
河
川
） 

 
 
 
 
 
 
 

44 

 

〈
香
川
県
〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

47 

香
川
1 

東
か
が
わ
市 

石
引
池
の
香
川
用
水
通
水
碑
（
用
水
） 

 
 

48 

香
川
2 

さ
ぬ
き
市 

軒
原
庄
蔵
氏
像
（
み
ろ
く
自
然
公
園
）（
た
め
池
）
50 

香
川
3 

高
松
市 

新
川
河
川
激
特
事
業
竣
工
記
念
碑
（
河
川
） 

 
 

52 

香
川
4 

高
松
市 

日
本
の
道
百
選
の
顕
彰
碑
（
中
央
通
り
）（
道
路
） 

54 

香
川
5 

高
松
市 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
高
松
・
中
央
通
り
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド 

事
業
記
念
碑
（
道
路
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

56 

香
川
6 

高
松
市 

高
松
港
玉
藻
地
区
港
湾
整
備
事
業
着
工
記
念
碑 

（
港
湾
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

58 

香
川
7 

高
松
市 

旧
高
松
空
港
跡
地
の
碑
（
空
港
） 

 
 
 
 
 
 

60 

香
川
8 

高
松
市 

水
穂 

香
川
用
水
善
海
通
水
記
念
碑
（
用
水
） 

 

63 

香
川
9 

坂
出
市 

番
の
州
高
架
橋
下
の
慰
霊
碑
（
道
路
・
鉄
道
） 

 

65 

香
川
10 

坂
出
市 

瀬
戸
大
橋
竣
工
記
念
碑
（
常
盤
公
園
） 

（
道
路
・
鉄
道
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

67 
香
川
11 

坂
出
市 

大
久
保
諶
之
丞
像
（
瀬
戸
大
橋
記
念
公
園
）（
道
路
）
69 

香
川
12 

宇
多
津
町 

新
宇
多
津
都
市
の
原
形
宇
多
津
塩
田
の
碑 

（
市
街
地
開
発
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

71 

香
川
13 

宇
多
津
町 

宇
多
津
塩
田
土
地
区
画
整
理
事
業
竣
功
記
念
碑 

（
市
街
地
開
発
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

74 



香
川
14 

多
度
津
町 

四
国
鉄
道
発
祥
の
地
碑
（
多
度
津
駅
）（
鉄
道
） 

76 
香
川
15 

琴
平
町 

大
久
保
諶
之
丞
命
像
（
琴
平
公
園
）（
道
路
） 

 
 

78 

香
川
16 
ま
ん
の
う
町 

真
野
池
記
碑
（
た
め
池
） 

 
 
 
 
 
 
 

80 

香
川
17 

ま
ん
の
う
町 

松
坡
長
谷
川
翁
功
徳
之
碑
（
た
め
池
） 

 
 

83 

香
川
18 

ま
ん
の
う
町 

松
崎
渋
右
衛
門
辞
世
の
歌
碑
（
た
め
池
） 

 

86 

香
川
19 

ま
ん
の
う
町 
満
濃
池
配
水
塔
碑
（
た
め
池
） 

 
 
 
 
 

88 

香
川
20 

ま
ん
の
う
町 
修
拓
記
念
碑
（
た
め
池
） 

 
 
 
 
 
 
 

90 

香
川
21 

ま
ん
の
う
町 

縣
営
満
濃
池
用
水
改
良
事
業
竣
工
記
念
碑 

（
た
め
池
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

92 

香
川
22 

ま
ん
の
う
町 

県
営
金
倉
川
沿
岸
用
水
改
良
事
業
の
完
成 

記
念
碑
（
た
め
池
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

94 

香
川
23 

ま
ん
の
う
町 

満
濃
池
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
碑 

（
た
め
池
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

96 

香
川
24 

ま
ん
の
う
町 

昭
和
三
年
拾
月
貳
拾
壹
日
満
濃
池
分
水
協
定 

要
項
碑
（
た
め
池
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

98 

香
川
25 

ま
ん
の
う
町 

佐
文
の
香
川
用
水
記
念
碑
（
用
水
） 

 
 
 

100 

香
川
26 

三
豊
市 

宝
山
湖
の
碑
（
用
水
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

102 

香
川
27 

三
豊
市 

讃
岐
財
田
駅
創
業
50
周
年
記
念
碑
（
鉄
道
） 

 
 

104 

香
川
28 

三
豊
市 

大
久
保
諶
之
丞
君
碑
（
道
路
） 

 
 
 
 
 
 
 

106 

香
川
29 

三
豊
市 

大
久
保
諶
之
丞
の
碑
（
た
か
ら
だ
の
里
）（
道
路
） 

111 

香
川
30 

三
豊
市 

香
川
用
水
記
念
公
園
の
豊
潤
碑
（
用
水
） 

 
 
 

113 

香
川
31 

三
豊
市 

香
川
用
水
記
念
公
園
の
慰
霊
碑
（
用
水
） 

 
 
 

115 

香
川
32 

観
音
寺
市 

豊
稔
池
碑
（
た
め
池
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

117 

香
川
33 

観
音
寺
市 

豊
稔
池
改
修
事
業
竣
功
記
念
碑
（
た
め
池
） 

 

120 

香
川
34 

観
音
寺
市 

姥
ヶ
懐
池
の
碑
（
用
水
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

123 

 

〈
愛
媛
県
〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

125 

愛
媛
1 

四
国
中
央
市 

新
宮
ダ
ム
の
碑
（
河
川
） 

 
 
 
 
 
 
 

126 

愛
媛
2 

四
国
中
央
市 

古
野
小
学
校
跡
地
の
碑
（
河
川
） 

 
 
 
 

128 

愛
媛
3 

四
国
中
央
市 

柳
瀬
ダ
ム
の
慰
霊
碑
（
河
川
） 

 
 
 
 
 

130 

愛
媛
4 

四
国
中
央
市 

銅
山
川
疏
水
功
労
者
頌
徳
碑 

（
戸
川
疏
水
公
園
）（
河
川
） 

 
 
 
 
 
 

132 

愛
媛
5 

四
国
中
央
市 

福
田
武
太
郎
翁
之
碑
（
戸
川
疏
水
公
園
） 

（
河
川
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

135 

愛
媛
6 

四
国
中
央
市 

銅
山
川
疏
水
功
労
者
頌
徳
碑
（
三
島
公
園
） 

（
河
川
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

137 

愛
媛
7 

四
国
中
央
市 

紀
伊
為
一
郎
翁
頌
徳
碑
（
三
島
公
園
）（
河
川
）
140 

愛
媛
8 

四
国
中
央
市 

四
国
高
速
道
路
発
祥
之
地
記
念
碑 

（
三
島
公
園
）（
道
路
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

142 

愛
媛
9 

西
条
市 

壬
生
川
港
改
築
記
念
碑
（
港
湾
） 

 
 
 
 
 
 

144 

愛
媛
10 

西
条
市 

志
河
の
恵
水
碑
（
用
水
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

146 
愛
媛
11 

今
治
市 

来
島
海
峡
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
慰
霊
碑
（
道
路
） 

148 
愛
媛
12 

上
島
町 

弓
削
大
橋
開
通
記
念
碑
（
道
路
） 

 
 
 
 
 
 

150 

愛
媛
13 
上
島
町 

ゆ
め
し
ま
海
道
の
碑
（
道
路
） 

 
 
 
 
 
 
 

152 

愛
媛
14 

久
万
高
原
町 

檜
垣
翁
碑
（
道
路
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

154 

愛
媛
15 

久
万
高
原
町 

檜
垣
伸
翁
の
顕
彰
碑
（
桧
垣
桜
公
園
）（
道
路
）
157 



愛
媛
16 

久
万
高
原
町 

水
徳
洽
豫
洲
の
碑
（
用
水
） 

 
 
 
 
 
 

159 
愛
媛
17 

東
温
市 

石
鎚
の
水
こ
こ
に
展
く
碑
（
用
水
） 

 
 
 
 
 

161 

愛
媛
18 
東
温
市 

国
営
道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
（
二
期
）
事
業 

完
工
碑
（
用
水
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

163 

愛
媛
19 

東
温
市 
佐
古
の
恵
水
碑
（
用
水
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

165 

愛
媛
20 

松
山
市 
小
林
信
近
翁
像
（
鉄
道
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

167 

愛
媛
21 

伊
予
市 

大
谷
池
記
念
碑
（
た
め
池
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

169 

愛
媛
22 

伊
予
市 

武
智
惣
五
郎
氏
頌
徳
碑
（
た
め
池
） 

 
 
 
 
 

171 

愛
媛
23 

伊
予
市 

大
谷
池
改
修
事
業
の
概
要
碑
（
た
め
池
） 
 
 
 

173 

愛
媛
24 

伊
予
市 

大
谷
池
の
全
国
た
め
池
百
選
記
念
碑
（
た
め
池
） 

176 

愛
媛
25 

 

大
洲
市 

肱
川
治
水
碑
（
河
川
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

178 

愛
媛
26 

 

八
幡
浜
市 

南
予
用
水
碑
（
用
水
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

180 

愛
媛
27 

 

八
幡
浜
市 

布
喜
川
調
整
池
の
碑
（
用
水
） 

 
 
 
 
 
 

183 

愛
媛
28 

 

八
幡
浜
市 

鉄
道
開
通
記
念
碑
（
双
岩
駅
）（
鉄
道
） 

 
 
 

185 

愛
媛
29 

 

伊
方
町 

国
道
改
築
記
念
碑
（
国
道
一
九
七
号
）（
道
路
） 

 

187 

愛
媛
30 

 

宇
和
島
市 

山
緑
水
豊
地
の
碑
（
東
蓮
寺
ダ
ム
）（
用
水
） 

 

189 

愛
媛
31 

 

宇
和
島
市 

中
原
町
長
頌
功
碑
（
港
湾
） 

 
 
 
 
 
 
 

192 

愛
媛
32 

 

愛
南
町 

内
海
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
開
通
記
念
碑
（
道
路
） 

194 

 

〈
高
知
県
〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

197 

高
知
1 

室
戸
市 

佐
喜
浜
川
砂
防
の
記
念
碑
（
治
山
） 

 
 
 
 
 

198 

高
知
2 

馬
路
村 

丸
山
台
地
の
記
念
碑
（
電
力
） 

 
 
 
 
 
 
 

200 

高
知
3 

香
美
市 

四
足
峠
ト
ン
ネ
ル
の
碑
（
道
路
） 

 
 
 
 
 
 

202 

高
知
4 

香
美
市 

永
瀬
ダ
ム
の
碑
（
河
川
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

204 

高
知
5 

香
美
市 

永
瀬
ダ
ム
の
慰
霊
碑
（
河
川
） 

 
 
 
 
 
 
 

206 

高
知
6 

大
豊
町 

鉄
道
開
通
記
念
碑
（
豊
永
駅
）（
鉄
道
） 

 
 
 
 

208 

高
知
7 

南
国
市 

安
藝
線
電
化
開
通
記
念
碑
（
鉄
道
） 

 
 
 
 
 

210 

高
知
8 

土
佐
町 

四
国
の
い
の
ち
碑
（
早
明
浦
ダ
ム
）（
河
川
） 

 
 

212 

高
知
9 

土
佐
町 

早
明
浦
ダ
ム
の
殉
職
者
慰
霊
碑
（
河
川
） 

 
 
 
 
 
 
 

214 

高
知
10 

大
川
村 

諸
霊
鎮
魂
親
水
の
碑
（
河
川
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

216 

高
知
11 

土
佐
市 

高
岡
堤
防
竣
工
記
念
碑
（
河
川
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

218 

高
知
12 

土
佐
市 

波
介
川
河
口
導
流
事
業
通
水
記
念
碑
（
河
川
） 

 
 
 

220 

高
知
13 

日
高
村 

日
下
川
放
水
路
竣
功
記
念
碑
（
河
川
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

222 

高
知
14 

日
高
村 

笹
木
越
の
開
道
碑
（
国
道
三
三
号
）（
道
路
）  

 
 
 

224 

高
知
15 

佐
川
町 

佐
川
駅
開
設
五
十
周
年
記
念
碑
（
鉄
道
） 

 
 
 
 
 
 
 

226 

高
知
16 

仁
淀
川
町 

大
渡
ダ
ム
建
設
記
念
碑
（
河
川
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

228 

高
知
17 

仁
淀
川
町 

大
渡
ダ
ム
の
殉
職
者
慰
霊
碑
（
河
川
） 

 
 
 

230 

高
知
18 

仁
淀
川
町 

大
渡
ダ
ム
記
念
碑
（
河
川
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

232 

高
知
19 

梼
原
町 

国
道
一
九
七
号
開
通
記
念
碑
（
道
路
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

235 

高
知
20 

四
万
十
町 

鉄
道
開
通
記
念
碑
（
窪
川
駅
）（
鉄
道
） 

  
 
 
 
 

237 

高
知
21 

四
万
十
町 

予
土
線
開
通
記
念
碑
（
土
佐
大
正
駅
）（
鉄
道
） 

239 
高
知
22 

四
万
十
市 

渡
川
治
水
起
工
記
念
碑
（
河
川
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

241 
高
知
23 

四
万
十
市 

新
中
筋
川
通
水
記
念
碑
（
河
川
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

243 

高
知
24 
四
万
十
市 

四
萬
十
河
橋
之
碑
（
道
路
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

245 

参
考
文
献 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

247 

お
わ
り
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

251 



                       

徳島県の社会資本の碑 

No. 碑の名称 種類 市町村名

徳島1 阿佐海岸鉄道開通記念之碑 鉄道 海陽町

徳島2 一ノ堰記念碑 河川 阿南市

徳島3 國営北岸用水碑 用水 阿南市

徳島4 山田隆二翁碑 鉄道 阿南市

徳島5 平和之碑（那賀川橋梁） 鉄道 阿南市

徳島6 徳島における近代港発祥の
地碑

港湾 小松島市

徳島7 今切川河口堰の慰霊碑 河川 徳島市

徳島8 豊川翁之碑 道路 徳島市

徳島9 日本の道一〇〇選顕彰碑
（吉野川大橋）

道路 徳島市

徳島10 名田橋の碑 道路 徳島市

徳島11 移転之碑 河川 吉野川市

徳島12 川島排水機場の治水拓運碑 河川 吉野川市

徳島13 吉野川改修記念碑 河川 吉野川市

徳島14 林村築堤記念碑 河川 阿波市

徳島15 武田覚三顕彰碑 道路 美馬市

徳島16 松尾神社の「世紀の石文」
碑

道路 つるぎ町

徳島17 民益碑 道路 三好市

徳島18 北麓疎水碑 用水 三好市

徳島19 四国は一つ碑（香川用水取
水工）

用水 三好市

徳島20 善徳不動之碑 河川 三好市

徳島21 やすらぎの大地碑 河川 三好市



                       

香川県の社会資本の碑 

No. 碑の名称 種類 市町村名

香川1 石引池の香川用水通水碑 用水 東かがわ市

香川2 軒原庄蔵氏像（みろく自然公園） ため池 さぬき市

香川3 新川河川激特事業竣工記念碑 河川 高松市

香川4 日本の道百選の顕彰碑（中央通り） 道路 高松市

香川5 クリエイティブ高松・中央通りプロムナード
事業記念碑

道路 高松市

香川6 高松港玉藻地区港湾整備事業着工記念碑 港湾 高松市

香川7 旧高松空港跡地の碑 空港 高松市

香川8 水穂　香川用水善海通水記念碑 用水 高松市

香川9 番の州高架橋下の慰霊碑 道路、鉄道 坂出市

香川10 瀬戸大橋竣工記念碑（常盤公園） 道路、鉄道 坂出市

香川11 大久保諶之丞像(瀬戸大橋記念公園) 道路 坂出市

香川12 新宇多津都市の原形宇多津塩田の碑 市街地開発 宇多津町

香川13 宇多津塩田土地区画整理事業竣功記念碑 市街地開発 宇多津町

香川14 四国鉄道発祥の地碑（多度津駅） 鉄道 多度津町

香川15 大久保諶之丞命像（琴平公園） 道路 琴平町

香川16 真野池記碑 ため池 まんのう町

香川17 松坡長谷川翁功徳之碑 ため池 まんのう町

香川18 松崎渋右衛門辞世の歌碑 ため池 まんのう町

香川19 満濃池配水塔碑 ため池 まんのう町

香川20 修拓記念碑 ため池 まんのう町

香川21 縣営満濃池用水改良事業竣工記念碑 ため池 まんのう町

香川22 県営金倉川沿岸用水改良事業の完成記念碑 ため池 まんのう町

香川23 満濃池世界かんがい施設遺産碑 ため池 まんのう町

香川24 昭和三年拾月貳拾壹日満濃池分水協定要項碑 ため池 まんのう町

香川25 佐文の香川用水記念碑 用水 まんのう町

香川26 宝山湖の碑 用水 三豊市

香川27 讃岐財田駅創業50周年記念碑 鉄道 三豊市

香川28 大久保諶之丞君碑 道路 三豊市

香川29 大久保諶之丞の碑（たからだの里） 道路 三豊市

香川30 香川用水記念公園の豊潤碑 用水 三豊市

香川31 香川用水記念公園の慰霊碑 用水 三豊市

香川32 豊稔池碑 ため池 観音寺市

香川33 豊稔池改修事業竣工記念碑 ため池 観音寺市

香川34 姥ヶ懐池の碑 用水 観音寺市



                       

愛媛県の社会資本の碑 

No. 碑の名称 種類 市町村名

愛媛1 新宮ダムの碑 河川 四国中央市

愛媛2 古野小学校跡地の碑 河川 四国中央市

愛媛3 柳瀬ダムの慰霊碑 河川 四国中央市

愛媛4 銅山川疏水功労者頌徳碑（戸川疏水
公園）

河川 四国中央市

愛媛5 福田武太郎翁之碑（戸川疏水公園） 河川 四国中央市

愛媛6 銅山川疏水功労者頌徳碑(三島公園) 河川 四国中央市

愛媛7 紀伊為一郎翁頌徳碑（三島公園） 河川 四国中央市

愛媛8 四国高速道路発祥之地記念碑（三島
公園）

道路 四国中央市

愛媛9 壬生川港改築記念碑 港湾 西条市

愛媛10 志河の恵水碑 用水 西条市

愛媛11 来島海峡サービスエリアの慰霊碑 道路 今治市

愛媛12 弓削大橋開通記念碑 道路 上島町

愛媛13 ゆめしま海道の碑 道路 上島町

愛媛14 檜垣翁碑 道路 久万高原町

愛媛15 檜垣伸翁の顕彰碑（桧垣桜公園） 道路 久万高原町

愛媛16 水徳洽豫洲の碑 用水 久万高原町

愛媛17 石鎚の水ここに展く碑 用水 東温市

愛媛18 国営道前道後平野農業水利（二期）
事業完工碑

用水 東温市

愛媛19 佐古の恵水碑 用水 東温市

愛媛20 小林信近翁像 鉄道 松山市

愛媛21 大谷池記念碑 ため池 伊予市

愛媛22 武智惣五郎氏頌徳碑 ため池 伊予市

愛媛23 大谷池改修事業の概要碑 ため池 伊予市

愛媛24 大谷池の全国ため池百選記念碑 ため池 伊予市

愛媛25 肱川治水碑 河川 大洲市

愛媛26 南予用水碑 用水 八幡浜市

愛媛27 布喜川調整池の碑 用水 八幡浜市

愛媛28 鉄道開通記念碑（双岩駅） 鉄道 八幡浜市

愛媛29 国道改築記念碑（国道一九七号） 道路 伊方町

愛媛30 山緑水豊地の碑（東蓮寺ダム） 用水 宇和島市

愛媛31 中原町長頌功碑 港湾 宇和島市

愛媛32 内海ふれあいトンネル開通記念碑 道路 愛南町



                       

高知県の社会資本の碑 

No. 碑の名称 種類 市町村名

高知1 佐喜浜川砂防の記念碑 治山施設 室戸市

高知2 丸山台地の記念碑 電力 馬路村

高知3 四足峠トンネルの碑 道路 香美市

高知4 永瀬ダムの碑 河川 香美市

高知5 永瀬ダムの慰霊碑 河川 香美市

高知6 鉄道開通記念碑（豊永駅） 鉄道 大豊町

高知7 安藝線電化開通記念碑 鉄道 南国市

高知8 四国のいのち碑（早明浦ダム） 河川 土佐町

高知9 早明浦ダムの殉職者慰霊碑 河川 土佐町

高知10 諸霊鎮魂親水の碑 河川 大川村

高知11 高岡堤防竣工記念碑 河川 土佐市

高知12 波介川河口導流事業通水記念碑 河川 土佐市

高知13 日下川放水路竣功記念碑 河川 日高村

高知14 笹木越の開道碑（国道三三号） 道路 日高村

高知15 佐川駅開設五十周年記念碑 鉄道 佐川町

高知16 大渡ダム建設記念碑 河川 仁淀川町

高知17 大渡ダムの殉職者慰霊碑 河川 仁淀川町

高知18 大渡ダム記念碑 河川 仁淀川町

高知19 国道一九七号開通記念碑 道路 梼原町

高知20 鉄道開通記念碑（窪川駅） 鉄道 四万十町

高知21 予土線開通記念碑(土佐大正駅) 鉄道 四万十町

高知22 渡川治水起工記念碑 河川 四万十市

高知23 新中筋川通水記念碑 河川 四万十市

高知24 四萬十河橋之碑 道路 四万十市
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徳
島
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徳
島
県
海
陽
町 

徳
島
1 
阿
佐
海
岸
鉄
道
開
通
記
念
之
碑
（
鉄
道
、
平
成
5
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

阿
佐
海
岸
鉄
道
阿
佐
東
線
（
平
成
4
年
開
通
） 

 

阿
佐
東
線
は
大
正
11
年
施
行
の
鉄
道
敷
設
法
の
別
表
に
掲
げ
ら
れ
た
建
設

予
定
線
に
含
ま
れ
て
い
た
が
、
日
本
鉄
道
建
設
公
団
が
牟
岐
～
海
南
間
で
工
事

を
始
め
た
の
は
昭
和
40
年
で
あ
っ
た
。
牟
岐
～
海
部
間
は
昭
和
48
年
10
月
に

完
成
、
国
鉄
牟
岐
線
と
し
て
開
業
し
、
続
い
て
昭
和
49
年
4
月
に
は
海
部
～
野

根
間
の
工
事
が
開
始
さ
れ
、
昭
和
55
年
2
月
ま
で
に
海
部
～
宍
喰
間
六
、
一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
レ
ー
ル
が
つ
な
が
り
、
宍
喰
～
甲
浦
間
二
、
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
路
盤
工
事
が
終
わ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
55
年
施
行
の
国
鉄
再
建
法
に
よ
り

工
事
は
凍
結
さ
れ
た
。
関
係
者
が
協
議
の
結
果
、
海
部
～
甲
浦
間
は
第
三
セ
ク

タ
ー
方
式
で
開
業
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
平
成
元
年
3
月
に
工
事
が
再
開
、
平

成
4
年
3
月
に
阿
佐
海
岸
鉄
道
海
部
～
甲
浦
間
が
開
通
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
阿
南
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
阿
南
市
史
第
四
巻
」
二
〇
〇
七

年
、
東
洋
町
史
編
纂
委
員
会
編
「
東
洋
町
史
」
二
〇
二
〇
年
） 

 

海部駅のＪＲ（左）と阿佐海岸鉄道（右） 

※ＤＭＶ（デュアル・モード・ビークル）の導入に

伴い令和 2年 11月にＪＲ牟岐線の海南～海部間が

阿佐海岸鉄道に編入されたため、現在は海部駅で阿

佐海岸鉄道とＪＲの車輌が隣り合うことはない。 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

阿佐海岸鉄道 

開通記念之碑 

         元厚生大臣 森下元晴書 

 此の地への鉄道誘致に尽力をした先人 

の偉業をたたえ  茲に碑を建立する 

昭和 48年 10月 1日 牟岐線牟岐－海部間開通 

平成 4年 3月 26日 阿佐海岸鉄道海部ー甲ノ浦間開通 

   平成 5年 3月 26日 

（表） 

（裏） 
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徳
島
県
阿
南
市 

徳
島
2 

 
一
ノ
堰
記
念
碑
（
河
川
、
昭
和
28
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

一
の
堰
改
築
事
業
（
昭
和
43
年
竣
工
） 

 

一
の
堰
は
、
桑
野
川
下
流
右
岸
の
阿
南
市
富
岡
町
、
見
能
林
町
及
び
才
見
町

地
域
に
か
ん
が
い
用
水
を
供
給
す
る
取
水
堰
で
あ
る
。
昭
和
21
年
の
南
海
地
震

及
び
昭
和
24
年
の
ジ
ュ
デ
ィ
ス
台
風
に
よ
り
堰
の
一
部
が
崩
壊
流
失
す
る
な

ど
の
被
害
を
受
け
て
取
水
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
徳
島
県
は
災
害
復
旧
事
業

と
し
て
昭
和
28
年
に
富
岡
新
橋
下
流
七
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
の
狭
窄
部
に
二
代

目
の
一
の
堰
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
桑
野
川
の
改
修
計
画
に
伴
い
、
再
び

一
の
堰
の
改
築
が
必
要
と
な
り
、
二
代
目
の
五
〇
メ
ー
ト
ル
下
流
に
橋
梁
併
用

堰
の
三
代
目
の
一
の
堰
が
昭
和
43
年
末
に
完
成
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
徳
島
工
事
事
務
所
編
「
那
賀
川
改
修

史
」
一
九
八
一
年
） 

一の堰 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

          ※
碑
文
で
は
「
昭
和
二
十
四
年
ノ
ケ
イ
ト
台
風
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
ケ
イ
ト
台
風
は
昭
和 

 

二
十
六
年
で
あ
る
。
一
ノ
堰
は
昭
和
二
十
四
年
の
ジ
ュ
デ
ィ
ス
台
風
に
よ
り
被
害
を
受
け 

 

て
い
る
。 

    

此
堰
ハ
現
位
置
ヨ
リ
三
百
五
十
米
ノ
上
流
ニ
ア
リ
シ
ガ
昭
和
二
十
四
年
ノ
ケ

イ
ト
台
風
ニ
依
リ
大
災
害
ヲ
蒙
リ
シ
タ
メ
復
旧
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
シ
ガ
元
位

置
ニ
テ
ハ
富
岡
町
見
能
林
村
内
ノ
耕
地
七
百
余
町
歩
ノ
灌
漑
ト
長
生
村
低
地

部
ノ
排
水
ニ
大
支
障
ガ
ア
ル
ノ
デ
現
位
置
ニ
設
置
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
昭
和
二

十
六
年
十
一
月
起
工
経
費
実
ニ
金
三
千
三
百
万
圓
ヲ
投
ジ
昭
和
二
十
八
年
十

一
月
完
成
セ
リ 

 
 
 

（
理
事
長
な
ど
40
人
の
氏
名
省
略
） 

 

 
 
 
 
 

昭
和
貳
拾
八
年
拾
壹
月
之
記 

 
 
 
 
 

一ノ堰記念碑 
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徳
島
県
阿
南
市 

徳
島
3 
國
営
北
岸
用
水
碑
（
用
水
、
昭
和
32
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

那
賀
川
北
岸
農
業
水
利
事
業
（
昭
和
46
年
度
竣
工
） 

 

那
賀
川
北
岸
地
区
で
は
上
広
瀬
堰
、
下
広
瀬
堰
、
大
井
手
堰
か
ら
引
水
し
て

二
五
〇
〇
町
歩
に
わ
た
り
灌
漑
し
て
い
た
が
、
い
ず
れ
の
堰
も
原
始
的
な
構
造

で
、
洪
水
時
に
は
堰
が
破
壊
さ
れ
、
復
旧
に
莫
大
な
経
費
を
要
し
て
い
た
。
ま

た
、
用
水
路
も
漏
水
が
激
し
く
、
地
区
の
上
流
部
で
は
旱
害
が
、
下
流
部
で
は

塩
害
が
発
生
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
昭
和
13
年
頃
よ
り
改
修
の
要
望
が
高
ま

っ
た
。
三
堰
を
統
合
し
て
幹
線
水
路
を
新
設
す
る
計
画
が
立
て
ら
れ
、
昭
和
23

年
7
月
に
農
林
省
が
国
営
事
業
と
し
て
着
手
し
、
昭
和
30
年
1
月
に
三
堰
を

統
合
し
た
新
し
い
堰
と
幹
線
水
路
（
三
三
七
三
メ
ー
ト
ル
）
が
完
成
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
徳
島
工
事
事
務
所
編
「
那
賀
川
改
修

史
」
一
九
八
一
年
） 

那賀川北岸堰 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

               

北
岸
用
水
縁
起 

川
北
地
方
は
旧
立
江
坂
野
今
津
平
島
羽
ノ
浦
の
五
ヶ
町
村
一
圓
の
総

称
に
し
て
那
賀
川
下
流
の
一
大
沃
野
で
あ
り
此
の
地
方
は
𦾔𦾔
く
慶
長

年
間
よ
り
那
賀
川
の
水
利
に
依
り
耕
作
を
営
な
ま
れ
縣
南
屈
指
の
米

麦
産
地
で
あ
る
従
来
は
原
始
的
杭
柵
井
関
に
よ
り
取
水
す
る
大
井
手

下
廣
瀬
上
廣
瀬
の
三
用
水
に
て
潅
漑
さ
れ
て
居
た
が
毎
年
の
洪
水
期

に
は
甚
大
な
る
損
害
を
蒙
り
農
家
は
其
の
負
擔
の
重
壓
に
永
年
苦
し

め
ら
れ
て
来
た
が
関
係
農
民
の
願
望
を
時
代
の
要
求
は
遂
に
國
家
の

認
め
る
處
と
な
り
三
用
水
を
統
合
し
昭
和
二
十
二
年
四
月
國
営
水
利

改
良
事
業
と
し
て
着
工
同
二
十
九
年
八
月
迄
六
ヶ
年
有
餘
の
歳
月
と

総
工
費
四
億
七
千
萬
圓
を
投
じ
那
賀
川
を
横
断
す
る
堰
堤
並
に
取
水

樋
門
幹
線
水
路
三
千
三
百
餘
米
突
が
完
工
さ
れ
た
實
に
画
期
的
大
事

業
で
あ
り
又
近
代
科
学
の
粋
を
結
集
し
た
工
法
で
あ
る
之
に
依
り
那

賀
川
北
岸
地
域
二
千
六
百
町
歩
の
潅
漑
は
完
璧
さ
れ
此
の
恩
恵
に
浴

す
る
事
測
り
知
れ
ず
仍
て
此
の
業
蹟
を
讃
仰
し
記
念
す
る
為
全
組
合

員
一
同
相
謀
り
茲
に
碑
を
建
て
是
を
永
く
後
世
に
傳
ふ 

 
 

昭
和
三
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日 

 
 
 
 
 

那
賀
川
北
岸
土
地
改
良
區
連
合 

 
 
 
 
 
 
 
 

理
事
長 

貴
田
文
治
郎
誌
之 

國
営
北
岸
用
水
碑 

（表） （裏） 
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徳
島
県
阿
南
市 

徳
島
4 

 
山
田
隆
二
翁
碑
（
鉄
道
、
昭
和
36
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

牟
岐
線
羽
ノ
浦
～
牟
岐
間
（
昭
和
17
年
開
通
） 

 

県
南
の
関
係
町
村
は
四
国
循
環
鉄
道
の
一
環
と
し
て
阿
土
海
岸
線
の
実
現

に
向
け
た
運
動
を
行
い
、
昭
和
4
年
2
月
に
羽
ノ
浦
～
牟
岐
間
四
九
、
六
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
鉄
道
建
設
案
が
帝
国
議
会
で
可
決
さ
れ
た
が
、
政
変
な
ど
に
よ
り

建
設
は
繰
り
延
べ
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
羽
ノ
浦
～
桑
野
間
の
工
事
が
開
始
さ
れ
、

昭
和
11
年
3
月
に
開
通
、
さ
ら
に
桑
野
以
南
の
敷
設
工
事
が
進
め
ら
れ
、
昭
和

12
年
6
月
に
桑
野
～
阿
波
福
井
間
が
、
昭
和
14
年
12
月
に
阿
波
福
井
～
日
和

佐
間
が
、
昭
和
17
年
7
月
に
日
和
佐
～
牟
岐
間
が
開
通
し
た
。
こ
こ
に
羽
ノ
浦

～
牟
岐
間
の
敷
設
工
事
が
完
成
し
、
牟
岐
ま
で
の
全
通
に
よ
っ
て
徳
島
～
牟
岐

間
を
牟
岐
線
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
阿
波
中
島
駅
前
に
牟
岐
線
敷
設
に
功
績

の
あ
っ
た
山
田
隆
二
翁
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。 

（
参
考
文
献
：
那
賀
川
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
那
賀
川
町
史 

上
巻
」
二
〇

〇
二
年
） 

ＪＲ阿波中島駅 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

山
田
隆
二
翁
碑 

 

翁
は
明
治
十
五
年
一
月
五
日
那
賀
郡
那
賀
川
町
中
島

に
生
れ 
資
性
英
邁
に
し
て
高
潔 

夙
に
志
を
立
て
東

京
に
遊
学
明
治
四
十
一
年
東
京
帝
国
大
学
土
木
工
学
科

を
卒
業
直
ち
に
鉄
道
省
に
入
り
技
師
と
し
て
鉄
道
事
業

向
上
の
た
め
鋭
意
精
進
さ
れ
る
こ
と
三
十
年 

こ
の
間

内
閣
よ
り
米
国
に
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
或
は
中
国
に
出
張

し
蔪
新
な
る
知
識
と
豊
富
な
る
経
験
と
を
以
て
本
邦
鉄

道
建
設
の
指
導
に
当
ら
る 

そ
の
功
に
よ
り
昭
和
八
年

勅
任
官
待
遇
に
同
年
勲
四
等
瑞
宝
章
を
授
与
せ
ら
る 

同
十
一
年
鉄
道
省
工
務
局
長
兼
大
臣
官
房
研
究
所
長
と

な
り
退
官
後
も
日
本
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ポ
ー
ル
会
社
取
締

役
兼
技
師
長
日
立
製
作
所
顧
問
等
を
歴
任
さ
る 

 

翁
は
昭
和
十
一
年
三
月
牟
岐
線
建
設
に
際
し
本
町
中

島
の
地
に
当
駅
を
誘
致
せ
ら
れ
こ
の
地
方
発
展
の
礎
を

築
か
る 

茲
に
有
志
相
寄
り
相
計
り
町
民
の
協
賛
を
得

て
こ
の
偉
大
な
る
功
績
を
永
遠
に
記
念
せ
ん
と
し
て
本

碑
を
建
立
す
る 

 

昭
和
三
十
六
年
三
月 

 
 
 
 
 
 
 

徳
島
県
知
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

原 

菊
太
郎
書 

建
設
者 

中
島
協
議
会 

（裏） （表） 
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徳
島
県
阿
南
市 

徳
島
5 

 
平
和
之
碑
（那
賀
川
橋
梁
）（
鉄
道
、
平
成
17
年
建
立
） 

             

ＪＲ阿波中島駅 

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

那
賀
川
橋
梁
（
牟
岐
線
）（
昭
和
11
年
竣
工
） 

 

那
賀
川
橋
梁
は
、
橋
長
四
七
〇
、
六
五
メ
ー
ト
ル
、
一
径
間
四
六
、
二
メ
ー

ト
ル
、
ト
ラ
ス
ト
幅
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
の
直
弦
ワ
ー
レ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
一
〇
連
並
ぶ
橋
梁
で
、
昭
和
11
年
3
月
に
完
成
し
た
。
完
成
当
時
、
付

近
に
は
渡
し
船
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
通
行
に
こ
の
橋
を
利
用
す
る
人
が
絶
え

ず
、
列
車
に
よ
る
人
身
事
故
が
多
発
し
た
。
こ
の
た
め
、
県
は
国
鉄
と
協
議
し

て
、
昭
和
49
年
に
橋
の
両
側
に
幅
一
、
五
メ
ー
ト
ル
の
歩
道
橋
を
付
け
、
県
道

大
林
那
賀
川
線
と
し
て
管
理
し
て
い
る
。
那
賀
川
橋
梁
で
は
、
昭
和
20
年
7

月
、
米
海
軍
の
グ
ラ
マ
ン
戦
闘
機
二
機
が
飛
来
し
、
南
進
中
の
列
車
に
機
銃
掃

射
を
浴
び
せ
、
三
〇
人
を
超
え
る
乗
客
が
死
亡
す
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。 

（
参
考
文
献
：
徳
島
県
教
育
委
員
会
編
「
徳
島
県
の
近
代
化
遺
産
」
二
〇
〇
六

年
） 

那賀川橋梁 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

 

平
和
之
碑 

 

太
平
洋
戦
争
末
期
、
奪
回
さ
れ
た
南
の
島
々
を
拠
点
に
本
土
へ
の
空
襲
が
熾
烈
と
な
り
、

都
市
と
い
う
都
市
は
Ｂ
29
の
空
襲
で
焼
野
原
と
化
し
、
県
都
徳
島
市
も
一
夜
に
し
て
壊
滅

状
態
と
な
る
。
四
国
の
長
閑
な
わ
が
町
に
も
惨
禍
の
爪
跡
が
刻
ま
れ
た
。 

 

昭
和
二
十
年
七
月
三
十
日
午
後
四
時
頃
、
満
員
の
乗
客
を
の
せ
た
五
輌
編
成
の
牟
岐
行
の

列
車
が
中
島
駅
を
発
車
、
那
賀
川
鉄
橋
に
さ
し
か
か
っ
た
時
、
突
然
甲
高
い
爆
音
と
と
も
に

艦
載
機
グ
ラ
マ
ン
二
機
が
飛
来
、
列
車
め
が
け
て
投
爆
と
機
銃
掃
射
を
浴
び
せ
た
。 

 

列
車
の
天
井
も
座
席
も
吹
き
飛
び
車
輌
は
大
き
く
傾
き
鉄
橋
の
上
で
立
往
生
、
そ
の
動
か

ぬ
標
的
に
容
赦
な
く
機
銃
掃
射
を
く
り
返
す
。
鉄
橋
の
線
路
つ
た
い
に
逃
げ
ま
ど
う
者
、
た

ま
ら
ず
川
に
い
く
つ
も
の
悲
鳴
が
落
ち
て
い
く
。
車
内
は
一
面
肉
片
が
散
乱
し
血
の
海
と
化

す
。
三
十
余
名
が
死
亡
二
十
余
名
の
重
軽
傷
者
を
出
す
。 

 

直
ち
に
警
防
団
、
婦
人
会
、
町
内
会
の
人
々
に
よ
る
必
死
の
救
援
が
始
ま
り
死
者
は
横
井

製
材
の
土
場
に
安
置
、
重
傷
者
は
ト
ラ
ッ
ク
で
共
栄
病
院
へ
、
軽
傷
者
は
益
崎
医
院
へ
と
迅

速
果
敢
に
活
動
、
そ
の
夜
西
光
寺
で
営
ま
れ
た
仮
通
夜
で
冥
福
を
祈
る
。 

 

時
は
流
れ
三
十
三
年
後
、
法
要
が
盛
大
に
行
わ
れ
参
列
者
の
体
験
見
聞
記
の
小
冊
子
「
憶
、

七
月
三
十
日
」
が
作
ら
れ
た
。
平
成
十
年
県
婦
人
会
の
戦
争
を
語
り
継
ぐ
会
で
「
那
賀
川
鉄

橋
列
車
爆
撃
」
と
題
し
て
紙
芝
居
を
発
表
、
以
来
毎
年
夏
に
は
小
中
学
生
や
一
般
の
方
に
も

語
り
続
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

戦
乱
に
明
け
暮
れ
た
日
々
を
必
死
に
生
き
抜
い
て
き
た
女
性
故
に
真
剣
に
平
和
を
願
う

も
の
で
あ
る
。 

 

戦
争
の
愚
か
さ
と
残
酷
さ
、
悲
惨
さ
を
く
り
か
え
さ
な
い
よ
う
平
和
の
尊
さ
、
命
の
大
切

さ
を
次
の
世
代
に
語
り
継
ぐ
た
め
戦
後
六
十
周
年
を
記
念
し
、
石
碑
に
刻
み
こ
こ
に
平
和
の

碑
を
建
立
す
る
。 

 
 

平
成
十
七
年
十
二
月
吉
日 

事
業
概
要 

 
 
 

那
賀
川
鉄
橋
列
車
爆
撃 

一
九
四
五 

 

七
月
三
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

死
者
三
十
余
名 

負
傷
者
二
十
余
名 

 
 
 

三
十
三
回
忌
法
要 

 
 

一
九
七
八 

 

七
月
三
十
日 

 
 
 
 
 
 
 

小
冊
子
「
憶
！
七
月
三
十
日
」
中
島
老
人
会
作 

 
 
 

県
戦
争
を
語
り
継
ぐ
会 

一
九
九
八 

那
賀
川
町
婦
人
会 

 
 
 
 
 
 
 

紙
芝
居
制
作
発
表
「
那
賀
川
鉄
道
列
車
爆
撃
」 

 
 
 

石
碑
建
立 

 
 
 
 
 

二
〇
〇
五 

六
十
周
年
記
念
事
業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

那
賀
郡
那
賀
川
町
婦
人
会 
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徳
島
県
小
松
島
市 

徳
島
6 
徳
島
に
お
け
る
近
代
港
発
祥
の
地
碑
（
港
湾
、
平
成
5
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
小
松
島
港
の
整
備 

 

明
治
32
年
に
小
松
島
村
会
で
小
松
島
港
の
築
港
が
決
議
さ
れ
、
工
事
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
9
月
の
勝
浦
川
の
決
壊
も
港
の
修
築
に
拍
車
を

か
け
る
要
因
と
な
り
、
神
田
瀬
川
口
の
三
千
坪
の
浚
渫
、
湊
口
・
横
須
の
埋
立
、

南
根
井
側
か
ら
一
〇
〇
間
及
び
外
開
側
か
ら
五
〇
間
の
投
石
に
よ
る
波
除
波

止
の
建
設
が
行
わ
れ
、
明
治
33
年
10
月
に
第
一
期
工
事
が
完
了
し
た
。
大
正

2
年
に
阿
波
国
共
同
汽
船
が
徳
島
～
小
松
島
間
に
軽
便
鉄
道
を
敷
設
し
、
鉄
道

院
が
こ
の
軽
便
鉄
道
を
借
り
上
げ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
阪
神
へ
の
航
路
と
し
て

の
小
松
島
港
の
整
備
が
急
務
と
な
り
、
徳
島
県
は
大
正
2
年
か
ら
四
ヶ
年
継
続

事
業
と
し
て
内
港
部
の
整
備
に
着
手
し
た
。
さ
ら
に
大
正
6
年
～
10
年
に
港

口
の
南
北
突
堤
を
増
築
、
港
口
の
有
効
幅
員
を
九
〇
メ
ー
ト
ル
に
拡
張
し
、
港

内
浚
渫
に
よ
っ
て
千
ト
ン
級
の
汽
船
の
出
入
が
自
由
に
で
き
る
よ
う
に
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
小
松
島
市
史
編
纂
委
員
会
編
「
小
松
島
市
史 

中
巻
」
一
九
八

一
年
） 

小松島港 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

              

徳
島
に
お
け
る 

近
代
港
発
祥
の
地 

徳島における近代港 発祥の地 

 ここは和田の鼻による遮蔽区域であり、水深も深いことから

天然の良港として古くから利用されており、奈良時代にすでに

中の湊として中央に知れわたっていたと言う記録がある。 

 源義経が、この地域に上陸して屋島に攻め上がった史実もあ

るが、常時はシケ待ちの避泊地的な使われ方が主であったと思

われる。 

 また、幕末には阿波藩主の要請を受け、英領事ハリーパークス

が通訳アーネストサトウらとともに、この北側の地に上陸した

記録もあるが未だ近代港としての形態ではなかった。 

 明治時代になって近代国家の建設を待ち望む人々の間から、

このような歴史と自然の背景のもと「小松島港」開発の世論が起

こった。主唱者は、当時の小松島村長湯浅貞太郎であった。藍商

達が設立した阿波国共同汽船会社の活動や地元の経済力のバッ

クアップもあって、明治 32年村議会で小松島港湾改修が決議さ

れ、村営による築港工事が実施されることになった。時を同じく

35 年には小松島～和歌浦航路が開設、ここに近代港としての第

一歩を踏み出した。 

（側碑） 

その後のあゆみ 

1908年（明治 41年） 大正天皇（皇太子時代）が徳島に行啓された際、御   

          上陸された。 

1912年（明治 44年） 小松島～徳島間に軽便鉄道が敷設され、汽車から  

          すぐ船に乗れる連絡施設がつくられたのに伴い、 

          ここが阿波～摂津（大阪）間の汽船の発着所と  

          なった。 

1917年（大正 6年）  第一次世界大戦時のドイツ兵捕虜 953名がここに 

          上陸し、板東俘虜収容所（鳴門市大麻町）に移送さ 

          れた。 

1919年（大正 8年）  阿波国共同汽船株式会社小松島支店の船客待合所 

          が建築された。（当時としては超モダンな建物であ 

          ったことから、通称｢ハイカラ館｣と呼ばれていた。) 

1921年（大正 10年） 第 2種重要港湾に指定された。 

1922年（大正 11年） 昭和天皇（皇太子時代）が徳島に行啓された際、御 

          上陸された。 

1934年（昭和 9年）  新しい港（現在の本港）が完成した。 

 

 四国の東門として栄えたこの港も、急速な商工業の発達により出入船舶の

大型化と増加などで狭くなったため、その役割を新港に譲った。 

 輝かしい歴史を刻んできたこの地を、近代港発祥の地として記念し、 

ここに記す。 

平成 5年 3月 小松島市 

※碑では「1912年（明治 44年）」となっているが、小松島～徳島間の軽便

鉄道の着工は明治 45年 3月であり、「1912年（明治 45年）」が正しい。 

（主） 
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■
位
置
図 
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徳
島
県
徳
島
市 

徳
島
7 
今
切
川
河
口
堰
の
慰
霊
碑
（
河
川
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

旧
吉
野
川
河
口
堰
・
今
切
川
河
口
堰
（
昭
和
51
年
完
成
） 

 

旧
吉
野
川
は
、
吉
野
川
河
口
か
ら
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
さ
か
の
ぼ
っ
た
地
点

に
設
置
さ
れ
た
第
十
樋
門
に
よ
り
分
派
さ
れ
、
阿
讃
山
脈
よ
り
流
下
す
る
宮
川

内
谷
川
、
黒
谷
川
等
を
加
え
、
北
島
町
で
右
派
今
切
川
を
分
派
し
、
両
川
と
も

蛇
行
し
つ
つ
紀
伊
水
道
に
注
ぐ
緩
や
か
な
勾
配
を
も
つ
河
川
で
あ
る
。
旧
吉
野

川
河
口
堰
・
今
切
川
河
口
堰
は
、
洪
水
防
御
、
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
及

び
都
市
用
水
の
取
水
を
図
る
目
的
で
、
旧
吉
野
川
・
今
切
川
の
下
流
部
三
、
四

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
八
、
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
そ
れ
ぞ
れ
築
造
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
本
事
業
は
昭
和
45
年
度
に
水
資
源
開
発
公
団
に
よ
り
着
手
さ
れ
、
昭
和
51

年
3
月
に
完
成
し
た
。
今
切
川
河
口
堰
近
く
の
水
資
源
機
構
旧
吉
野
川
河
口
堰

管
理
所
前
に
慰
霊
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。 

（
参
考
文
献
：
建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
徳
島
工
事
事
務
所
編
「
吉
野
川
百
年

史
」
一
九
九
三
年
） 

 

今切川河口堰 

旧吉野川河口堰 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

慰霊碑 

 

（2人の氏名省略） 
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徳
島
県
徳
島
市 

徳
島
8 
豊
川
翁
之
碑
（
道
路
、
昭
和
3
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

吉
野
川
橋
（
旧
国
道
一
一
号
）（
昭
和
3
年
完
成
） 

 

吉
野
川
橋
が
古
川
橋
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
に
は
、
木
橋
の
賃
取
橋
で
、
毎
年

の
よ
う
に
吉
野
川
の
出
水
に
よ
る
被
害
を
受
け
、
交
通
の
途
絶
を
ま
ね
い
て
い

た
。
大
正
10
年
に
県
会
で
古
川
橋
は
県
下
一
一
大
橋
の
一
つ
と
し
て
永
久
橋
へ

の
架
け
替
え
が
決
定
し
た
。
大
正
13
年
に
徳
島
県
は
豊
川
仲
太
郎
か
ら
賃
取
橋

の
経
営
権
を
買
収
し
、
県
営
と
し
た
後
、
下
流
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
地
点

に
大
正
14
年
11
月
に
新
橋
の
架
設
を
着
工
し
た
。
長
さ
一
〇
七
九
、
八
九
メ
ー

ト
ル
、
幅
員
六
、
〇
六
メ
ー
ト
ル
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
曲
弦
ワ
ー
レ
ン
式
の

鉄
橋
は
、
完
成
直
前
に
吉
野
川
橋
と
改
称
さ
れ
、
昭
和
3
年
12
月
に
完
成
し

た
。
開
通
式
で
は
祝
賀
行
事
が
催
さ
れ
、
四
万
人
の
群
衆
が
集
ま
っ
た
。 

（
参
考
文
献
：
ふ
る
さ
と
徳
島
編
集
委
員
会
編
「
ふ
る
さ
と
徳
島
」
一
九
九
八

年
） 

 

吉野川橋 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

表
彰
状 

 
  

板
野
郡
川
内
村 

元
古
川
橋
經
營
者 
故
豊
川
仲
太
郎
氏 

明
治
十
九
年
以
来
古
川
假
橋
ヲ
經
營
シ
タ
リ
シ
カ
本
假
橋
ハ

縣
下
交
通
ノ
要
衝
ニ
當
リ
規
模
亦
第
一
位
ニ
ア
リ
シ
モ
出
水

ニ
對
ス
ル
被
害
頗
繁
ナ
ル
為
經
營
至
難
ナ
リ
シ
モ
氏
ハ
萬
難

ヲ
排
シ
テ
之
レ
カ
維
持
ニ
努
メ
大
正
十
四
年
縣
營
移
管
ニ
至

ル
迠
三
十
九
年
間
一
貫
シ
テ
交
通
ニ
貢
献
シ
タ
ル
ハ
一
ニ
氏

ノ
公
共
心
ノ
發
露
ト
責
任
觀
念
ノ
旺
盛
ナ
ル
ノ
致
ス
所
ナ
リ 

本
日
規
模
構
造
堅
窂
ナ
ル
鐵
橋
架
設
成
ル
ニ
際
シ
茲
ニ
往
時

ノ
功
勞
ヲ
憶
ヒ
之
ヲ
追
彰
ス 

 
 

昭
和
三
年
十
二
月
十
八
日 

 
 
 

徳
島
縣
知
事
正
五
位
勲
四
等
山
下
謙
一 

 
 
 
 
 
 
 
 

辱
友
一
同
建
之 

豊
川
翁
之
碑 

  

秋
田
清
書 

（表） （裏） 
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徳
島
県
徳
島
市 

徳
島
9 
日
本
の
道
一
〇
〇
選
顕
彰
碑
（吉
野
川
大
橋
）（
道
路
、
昭
和
63
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

国
道
一
一
号
吉
野
川
バ
イ
パ
ス
（
平
成
8
年
完
成
） 

 

徳
島
市
及
び
周
辺
の
交
通
渋
滞
対
策
と
し
て
、
昭
和
38
年
度
に
吉
野
川
バ
イ

パ
ス
事
業
（
延
長
一
六
、
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
が
着
手
さ
れ
た
。
特
に
吉
野
川

橋
が
隘
路
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
昭
和
43
年
に
吉
野
川
大
橋
の
下
部
工
に
着
手

し
、
そ
の
後
、
順
次
工
事
を
進
め
、
昭
和
47
年
7
月
の
部
分
供
用
を
始
め
と

し
、
昭
和
61
年
3
月
に
は
全
線
暫
定
供
用
、
平
成
8
年
9
月
に
全
線
完
成
供

用
し
た
。
吉
野
川
バ
イ
パ
ス
は
渋
滞
対
策
の
ほ
か
、
そ
の
後
計
画
さ
れ
た
四
国

縦
貫
自
動
車
道
や
本
州
四
国
連
絡
道
路
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
地
域

活
性
化
に
資
す
る
た
め
に
も
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
道
路
と
な
っ
て
い
る
。 

（
参
考
文
献
：
建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
徳
島
工
事
事
務
所
編
「
徳
島
工
事
五

十
年
史
」
一
九
九
八
年
） 

吉野川大橋 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

顕
彰
碑 

 

建
設
省
は
、
日
本
の
特
色
あ
る
優
れ
た
道
路
を
選

定
、
顕
彰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
道
路
の
意
義
、
重
要
性

に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
六
十
一
・
六
十
二
年
度
に
わ

た
っ
て
「
日
本
の
道
一
〇
〇
選
」
を
選
定
し
ま
し
た

が
、
こ
の
中
に
、
三
木
申
三
徳
島
県
知
事
の
ご
推
薦
に

よ
る
、
国
道
十
一
号
吉
野
川
バ
イ
パ
ス
の
吉
野
川
大

橋
を
含
む
六
車
線
化
完
成
区
間
が
、
慢
性
化
し
て
い

た
徳
島
市
北
部
の
交
通
渋
滞
を
大
幅
に
改
善
し
、
県

民
の
期
待
ど
お
り
の
成
果
を
上
げ
、
道
路
の
持
つ
機

動
性
、
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
と
し
て
、「
日
本
の

道
一
〇
〇
選
」
の
一
つ
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
を
記
念
し
、
こ
こ
に
顕
彰
碑
を
建
立
い
た
し

ま
す
。 

 
 

昭
和
六
十
三
年
一
月
吉
日 

 
 
 
 
 
 

建
設
省
徳
島
工
事
事
務
所
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

振
井
茂
宏 
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徳
島
県
徳
島
市 

徳
島
10 
名
田
橋
の
碑
（
道
路
、
昭
和
38
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

名
田
橋
（
昭
和
37
年
度
竣
工
） 

 

名
田
橋
は
主
要
地
方
道
徳
島
引
田
線
が
吉
野
川
を
跨
ぐ
徳
島
市
不
動
町
～

藍
住
町
に
架
設
さ
れ
た
橋
長
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
有
効
幅
員
八
メ
ー
ト
ル
の
橋

梁
で
あ
る
。
永
ら
く
渡
船
で
連
絡
し
て
い
た
箇
所
に
永
久
橋
を
架
設
す
る
こ
と

は
、
下
流
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
吉
野
川
橋
の
飽
和
交
通
量
の
緩
和
を
図
る

と
と
も
に
、
徳
島
市
と
高
松
市
を
連
絡
す
る
最
短
路
線
と
し
て
期
待
さ
れ
て
き

た
。
徳
島
県
で
は
昭
和
32
、
33
年
に
架
設
計
画
に
基
づ
く
調
査
を
行
い
、
名
田

渡
船
の
上
流
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
架
設
地
点
を
定
め
、
昭
和
34
年
度
よ
り
国
庫

補
助
に
よ
り
事
業
に
着
手
し
、
昭
和
37
年
度
に
竣
工
し
た
。
デ
ィ
ビ
ダ
ー
ク
工

法
（
橋
梁
建
設
に
用
い
る
張
り
出
し
架
設
工
法
）
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
橋
で
あ
る
。 

（
参
考
文
献
：
徳
島
県
土
木
部
編
「
名
田
橋
工
事
報
告
」
一
九
六
三
年
） 

 

名田橋 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

 徳島香川両県を結ぶ幹線としてこの地

点は古くから木橋が架けられてきたが吉

野川の出水毎に流失し渡船による交通が

わずかに住民の要望に応えてきた。永久橋

架設は縣民永年の宿望であり四國交通網

整備の一環として重要な意義をもつもの

である。 

 ここにディビダーク工法により嶄新な

設計と特異な工法をもつ我國最大のプレ

ストレストコンクリート橋が架設された。 

 橋梁は自然を征服する人間技術の芸術

であり國産の資材と日本の技術によって

完成したこの橋梁は永く我國の橋梁史に

輝かしい一頁を飾るものである。 

            昭和 38年 2月 

（右） 

名田橋工事概要 

事業名  橋梁整備事業 

路線名  主要地方道徳島引田線 

橋長   800M（50+10@70+50） 

有効巾員 8M 

橋格   1等橋  （T.L.-20） 

型式   橋体ディビダーク工法による 

PC橋 

基礎エアジェット沈井工法に 

よる井筒基礎 

主要資材 セメント 4700t 鉄筋 680t 

     PC鋼棒 490t   鋼材 130t 

工期   昭和 34年 8月－昭和 38年 2月 

事業費  ￥440,000,000－ 

事業主体 徳島県 

施工   橋体工 住友建設株式会社 

     基礎工 赤松土建株式会社 

（左） 
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徳
島
県
吉
野
川
市 

徳
島
11 
移
転
之
碑
（
河
川
、
大
正
10
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

善
入
寺
島
の
遊
水
地
化
（
昭
和
2
年
完
了
） 

 

善
入
寺
島
は
東
西
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
一
、
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

面
積
約
五
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
吉
野
川
最
大
の
川
中
島
で
、
大
正
初
期
に

は
約
五
〇
〇
戸
、
三
〇
〇
〇
人
ほ
ど
が
住
ん
で
い
た
。
善
入
寺
島
は
吉
野
川
第

一
期
改
修
工
事
で
遊
水
地
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
明
治
42
年
に
内
務
省

が
全
島
買
収
の
方
針
を
示
す
と
、
島
民
は
先
祖
伝
来
の
島
を
守
る
た
め
計
画
変

更
す
る
よ
う
陳
情
し
た
。
し
か
し
、
内
務
省
の
方
針
は
動
か
し
得
ず
、
明
治
45

年
に
は
大
部
分
が
指
定
価
格
で
の
買
収
に
調
印
し
て
大
正
3
年
ま
で
に
一
〇

〇
余
戸
が
立
ち
退
き
、
大
正
4
年
に
は
残
り
四
〇
〇
戸
に
対
し
て
強
制
退
去
命

令
が
出
さ
れ
た
。
善
入
寺
島
の
掘
削
工
事
は
昭
和
2
年
1
月
に
完
了
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
徳
島
工
事
事
務
所
編
「
吉
野
川
百
年

史
」
一
九
九
三
年
） 

 

吉野川岩の鼻から善入寺島方向 



24 
 

■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

 
 
 

碑
文 

麻
植
郡
宮
島
村
隔
吉
野
川
沿
北
岸
隣
接
阿
波
郡
古
属
川
島
郷
天
正
十

三
年
及
蜂
公
封
為
阿
波
之
國
主
置
林
能
勝
川
島
城
同
十
七
年
御
検
地

時
耕
地
二
十
五
町
一
反
七
十
一
歩
内
八
反
二
十
四
歩
居
屋
敷
僅
人
家

十
二
戸
内
寺
一
稱
寳
壽
坊
曰
三
郎
五
郎
源
左
エ
門
右
衛
門
彦
四
郎
宮

太
夫
小
七
孫
二
郎
与
五
郎
惣
二
郎
太
郎
右
エ
門
孫
六
等
其
他
名
負
地

十
曰
衛
門
與
三
二
郎
孫
兵
衛
孫
五
郎
彦
兵
衛
小
二
郎
小
四
郎
助
兵
衛

弥
八
西
蓮
也
此
地
有
浮
島
八
幡
宮
近
郷
同
祀
西
有
極
楽
壙
朴
葬
不
用

浮
屠
無
塚
墓
死
者
則
投
葬
于
此
後
天
保
三
年
御
巡
視
時
人
家
増
殖
而

九
十
九
戸
土
地
肥
飫
農
盛
民
俗
敦
厚
至
於
今
而
阿
北
之
地
憂
水
害
己

久
矣
以
故
明
治
四
十
五
年
四
月
官
省
収
所
謂
善
入
寺
島
之
地
令
六
百

戸
之
士
民
移
於
外
而
為
改
修
工
事
於
吉
野
川
各
欲
去
者
宮
島
及
接
續

地
桒
村
之
一
部
亦
属
之
乃
神
社
三
土
地
五
十
二
町
九
畝
八
歩
人
家
百

戸
悉
散
失
化
荒
蕪
嗚
呼
孰
謂
遂
去
墳
墓
之
地
而
相
離
也
此
地
之
士
民

痛
嘆
於
是
窮
迫
將
辞
訣
書
其
事
並
轉
地
于
石
遺
後
世
焉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

于
時 

大
正
十
年
八
月
十
五
日
建
之 

 

移轉之碑 

   移轉 者住所氏名は省略 
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■
碑
文
の
解
釈 

               

麻
植
郡
宮
島
村
は
吉
野
川
を
隔
て
て
北
岸
に
沿
い
阿
波
郡
に
隣
接
す
る
。
古
よ
り
川
島

郷
に
属
す
る
。
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
蜂
須
賀
公
が
封
ぜ
ら
れ
阿
波
の
国
主
に
な
り
、

林
能
勝
を
川
島
城
に
置
い
た
。
同
十
七
年
御
検
地
の
時
、
耕
地
は
二
十
五
町
一
反
七
十
一

歩
、
う
ち
八
反
二
十
四
歩
は
居
屋
敷
で
、
わ
ず
か
人
家
は
十
二
戸
、
う
ち
寺
が
一
つ
で
寳

壽
坊
と
称
し
た
。
曰
く
三
郎
、
五
郎
、
源
左
エ
門
、
右
衛
門
、
彦
四
郎
、
宮
太
夫
、
小
七
、

孫
二
郎
、
与
五
郎
、
惣
二
郎
、
太
郎
右
エ
門
、
孫
六
等
、
そ
の
他
名
負
地
は
十
で
、
曰
く

衛
門
、
與
三
二
郎
、
孫
兵
衛
、
孫
五
郎
、
彦
兵
衛
、
小
二
郎
、
小
四
郎
、
助
兵
衛
、
弥
八
、

西
蓮
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
に
浮
島
八
幡
宮
が
あ
り
、
近
郷
の
西
に
極
楽
壙
が
あ
っ
た
。
朴

と
し
て
葬
る
の
に
浮
屠
を
用
い
ず
、
塚
墓
は
な
く
、
死
者
す
な
わ
ち
投
じ
て
こ
こ
に
葬
っ

た
。
後
に
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
御
巡
視
の
時
、
人
家
は
増
殖
し
九
十
九
戸
、
土
地
は

肥
沃
、
農
は
盛
ん
、
民
俗
は
敦
厚
に
至
っ
た
。
し
か
し
今
も
阿
北
の
地
は
水
害
の
憂
い
久

し
く
、
明
治
四
十
五
年
四
月
、
内
務
省
は
い
わ
ゆ
る
善
入
寺
島
を
買
収
し
、
六
百
戸
の
士

民
に
島
外
へ
の
移
転
を
命
令
し
た
。
外
に
吉
野
川
に
お
け
る
改
修
工
事
の
た
め
去
る
こ
と

を
欲
す
る
者
、
宮
島
及
び
接
続
地
の
桑
村
の
一
部
も
ま
た
こ
れ
に
属
し
た
。
す
な
わ
ち
神

社
三
、
土
地
五
十
二
町
九
畝
八
歩
、
人
家
百
戸
は
悉
く
散
失
し
、
荒
蕪
と
化
し
た
。
あ
あ

遂
に
墳
墓
の
地
を
去
り
、
相
離
な
り
と
孰
れ
が
謂
ふ
。
こ
の
地
の
士
民
は
こ
こ
に
お
い
て

窮
迫
、
ま
さ
に
辞
訣
を
痛
嘆
し
、
そ
の
こ
と
並
び
に
転
地
を
石
に
書
し
て
後
生
に
遺
し
た
。

 

時
に 

大
正
十
年
八
月
十
五
日
之
を
建
つ 

（
筆
者
の
解
釈
に
よ
る
） 
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徳
島
県
吉
野
川
市 

徳
島
12 
川
島
排
水
機
場
の
治
水
拓
運
碑
（
河
川
、
昭
和
47
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

川
島
排
水
機
場
（
昭
和
39
年
度
竣
工
）、
学
島
排
水
機
場
（
昭
和
41
年
度
竣
工
） 

 

川
島
排
水
機
場
は
桑
村
川
の
内
水
排
除
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
39
年
度
に
建

設
さ
れ
た
排
水
能
力
一
二
立
方
メ
ー
ト
ル
／
秒
の
機
場
で
、
四
国
地
建
で
最
初

の
排
水
機
場
で
あ
る
。
こ
の
川
島
排
水
機
場
で
は
、
平
成
18
～
21
年
度
に
吉
野

川
床
上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
（
桑
村
川
）
に
よ
り
、
一
八
立
方
メ
ー
ト
ル

／
秒
の
排
水
ポ
ン
プ
へ
の
全
面
改
築
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
学
島
排
水
機
場
は

学
島
川
の
内
水
排
除
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
41
年
度
に
建
設
さ
れ
た
排
水
能
力

六
立
方
メ
ー
ト
ル
／
秒
の
機
場
で
あ
る
。
さ
ら
に
学
島
川
の
内
水
排
除
増
強
を

目
的
と
し
て
昭
和
53
年
度
に
学
島
川
排
水
機
場
が
建
設
さ
れ
、
昭
和
57
年
度

に
は
ポ
ン
プ
一
台
が
増
設
さ
れ
た
。 

（
参
考
文
献
：
建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
徳
島
工
事
事
務
所
編
「
徳
島
工
事
五

十
年
史
」
一
九
九
八
年
、
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
事
業
評
価
監
視
委
員

会
資
料 

平
成
26
年
度
第
三
回
） 

 

川島排水機場 

学島排水機場 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

排
水
機
場
の
碑 

 
我
が
川
島
町
は 

四
国
山
脈
南
部
を
走
り 

そ
の
支
脈
は
伸
び
て
岡
山
台
地
と

な
っ
て
東
部
を
扼
し 

更
に
先
端
は
断
崖
と
な
っ
て
北
部
を
貫
流
す
る
吉
野
川
に

迫
ま
り 
地
形
袋
状
を
呈
す
る
為
に 

台
風
の
襲
来
す
る
毎
に
濁
流
は
滞
留
し
て

泥
海
と
な
り 
人
畜
及
び
農
作
物
に
及
ぼ
す
被
害
は
甚
大
で
あ
っ
た 

大
正
年
間 

吉
野
川
築
堤
工
事
の
完
成
に
よ
り 

洪
水
に
よ
る
被
害
は
除
去
さ
れ
た
と
は
言
え 

尚 

豪
雨
の
際
に
は
濁
流
蕩
々
と
し
て
低
地
帯
を
浸
し 

町
発
展
を
阻
む
一
大
素

因
と
な
っ
て
い
た 

歴
代
の
当
局
者
は
土
地
改
良
事
業
を
す
ゝ
め 

或
は
水
害
対

策
委
員
会
の
設
置
等
鋭
意
治
水
策
に
尽
瘁
し
た
が 

昭
和
三
十
四
年
水
田
房
次
郎

氏
が
選
ば
れ
て
町
長
と
な
る
や
「
町
を
治
め
ん
と
す
る
者
は
水
を
治
め
ざ
る
べ
か

ら
ず
」
と 

不
退
転
の
決
意
を
も
っ
て 

町
民
と
一
丸
と
な
り 

日
夜
東
奔
西
走 

そ
の
熱
意
は
関
係
当
局
を
動
か
し 

遂
に
吉
野
川
改
修
工
事
の
一
環
と
し
て 

川

島
学
島
排
水
機
場
設
置
の
運
び
と
な
る 

 

昭
和
三
十
七
年
十
一
月 

川
島
排
水
機
場
を
起
工 

口
径
千
六
百
粍 

三
百
八

十
馬
力 

揚
水
量
毎
秒
六
屯
の
排
水
機
二
台
を
設
置 
昭
和
三
十
九
年
六
月
竣
工 

次
い
で
同
年
十
一
月
学
島
排
水
機
場
に
着
工 

口
径
千
二
百
粍 

百
六
十
五
馬

力
、
揚
水
量
毎
秒
三
屯
の
排
水
機
二
台
を
設
置 

昭
和
四
十
一
年
六
月
竣
工 

工

期
五
ヶ
年 

総
工
費
約
四
億
円 

か
く
て
累
代
町
民
待
望
の
宿
題
が
達
せ
ら
れ
る

に
至
っ
た 

 

燦
然
と
輝
く
両
排
水
機
場
こ
そ
、
水
禍
を
克
服
し
た
先
人
の
栄
光
と
川
島
町
の

将
来
の
発
展
を
象
徴
す
る
記
念
塔
で
あ
る 

依
っ
て 

嘱
る
者
を
し
て
そ
の
鴻
業

を
讃
え 

無
辺
の
恩
澤
に
浴
す
る
幸
運
を
謝
す
る
念
を
想
起
さ
せ
る
た
め 

治
水

の
由
来
を
刻
し
て 

永
く
後
代
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る 

 
 

昭
和
四
十
七
年
一
月
吉
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
島
町
長 

 
 
 

木
野
久
夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
島
町
議
会
議
長 

阿
部
勝
義 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
撰 

徳
島
大
学
教
授 

三
木 

就 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
口
鑄
石
書 

治水拓運 

徳島県知事 武市恭信 
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徳
島
県
吉
野
川
市 

徳
島
13 
吉
野
川
改
修
記
念
碑
（
河
川
、
昭
和
15
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

吉
野
川
第
一
期
改
修
工
事
（
昭
和
2
年
竣
工
） 

 

吉
野
川
第
一
期
改
修
工
事
は
、
左
岸
林
町
岩
津
及
び
右
岸
川
田
町
か
ら
海
に

至
る
約
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
に
つ
い
て
、
岩
津
地
点
に
お
け
る
計
画
高

水
流
量
を
一
万
三
九
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
／
秒
と
し
た
改
修
計
画
で
、
明
治
40

年
に
着
手
し
、
大
正
10
年
に
至
る
15
箇
年
継
続
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
。
善
入

寺
島
の
買
収
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
起
工
式
は
明
治
44
年
9
月
と
な
っ
た
。
大

正
8
年
4
月
に
は
第
十
堰
か
ら
上
流
の
無
堤
部
に
対
す
る
堤
防
の
新
設
及
び

右
岸
支
川
川
田
川
改
修
を
計
画
に
追
加
し
て
、
4
年
間
の
工
期
延
長
を
行
っ

た
。
さ
ら
に
関
東
大
震
災
に
伴
う
経
費
節
減
の
余
波
を
受
け
、
大
正
15
年
竣
工

の
予
定
が
遅
れ
て
、
昭
和
2
年
に
完
成
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
監
修
「
四
国
地
方
建
設
局
三
十
年
史
」

一
九
八
八
年
） 

 

岩津橋から吉野川下流方向 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

吉
野
川
ハ
本
邦
三
大
川
ノ
一
ナ
リ
源
ヲ
土
佐
ニ
發
シ
土
佐
伊
豫
阿
波
ニ

於
ケ
ル
幾
多
ノ
支
流
ヲ
合
セ
洋
洋
海
ニ
入
ル
流
路
六
十
餘
里
沿
岸
滋
潤

潅
漑
ノ
利
頗
大
以
是
上
古
天
富
命 

皇
祖
神
武
ノ
命
ヲ
奉
シ
天
日
鷲
命

ノ
子
孫
ヲ
率
ヒ
肥
饒
ノ
地
ヲ
求
メ
テ
阿
波
ニ
来
リ
荊
榛
ヲ
拓
キ
穀
麻
ヲ

植
エ
耕
織
ヲ
教
フ
爾
来
忌
部
ノ
部
族
本
町
ヲ
中
心
ト
シ
テ
田
邊
ニ
栄
エ

タ
リ
夫
利
用
大
ナ
ル
者
ハ
作
害
亦
大
ナ
リ
平
時
溶
溶
藍
ヲ
流
ス
者
モ
一

朝
暴
漲
セ
ン
乎
禾
ヲ
没
シ
屋
ヲ
流
シ
其
惨
状
謂
フ
可
カ
ラ
ズ
殊
ニ
本
町

ハ
河
曲
ニ
枕
モ
川
田
川
合
流
ノ
衝
土
低
地
窪
其
氾
濫
ニ
際
リ
テ
ハ
濁
浪

滔
滔
田
野
ヲ
没
シ
軒
簷
ヲ
浸
シ
時
ニ
隄
陂
缼
潰
民
屋
流
亡
人
畜
ノ
死
傷

ヲ
見
ル
ヿ
モ
少
カ
ラ
ス
且
其
出
水
夏
秋
ノ
交
ニ
多
ク
辛
苦
営
営
秋
収
ノ

楽
ミ
シ
者
一
時
ニ
水
泡
ニ
帰
シ
加
之
退
水
後
モ
汗
潢
穢
泥
悪
臭
紛
紛
衛

生
保
健
ノ
危
害
亦
大
ナ
リ
於
是
明
治
四
十
年
官
改
修
ノ
工
ヲ
起
シ
幅
員

ヲ
廣
ク
シ
洲
渚
ヲ
削
リ
遊
水
地
ヲ
設
ケ
巨
堤
ヲ
築
キ
大
正
十
年
ニ
至
ル

後
更
ニ
事
業
ヲ
増
加
シ
大
正
十
五
年
完
ク
工
ヲ
竣
ル
前
後
二
十
閲
年
総

工
費
一
千
二
百
萬
圓
也
此
完
成
ニ
依
リ
本
町
ノ
享
ク
ル
福
利
ハ
枚
挙
ス

可
カ
ラ
ス
従
来
瀬
詰
及
山
﨑
ノ
一
部
ハ
年
々
冠
水
ノ
損
害
數
万
円
乃
至

數
十
万
円
ナ
リ
シ
者
今
ヤ
全
ク
免
レ
川
田
川
ノ
流
路
ヲ
更
メ
瀬
詰
橋
ノ

架
設
ニ
ヨ
リ
テ
荒
蕪
地
ノ
良
田
ト
ナ
リ
シ
者
多
ク
出
水
時
ノ
交
通
杜
絶

衛
生
上
ノ
危
険
渾
テ
一
掃
セ
ラ
レ
用
水
耕
地
ノ
改
良
等
農
産
上
ノ
諸
對

策
モ
始
メ
テ
確
立
シ
五
穀
蕃
熟
汙
耶
満
車
家
給
シ
人
足
リ
鼓
腹
謳
歌
ス

今
ヤ
改
修
竣
工
後
二
十
年
時
恰
皇
紀
二
千
六
百
年
ニ
際
ル
本
町
町
民
此

盛
世
ニ
遇
ヒ 

皇
恩
ノ
無
邉
ナ
ル
ト
祖
先
ノ
勞
苦
ノ
甚
大
ナ
リ
シ
ト
ヲ

思
ヒ
感
激
禁
セ
ズ
乃
之
ヲ
勒
シ
テ
以
テ
千
載
ニ
傳
フ
後
世
子
孫
永
ニ
報

恩
感
謝
ノ
念
ヲ
失
フ
ヿ
勿
レ 

皇
紀
二
千
六
百
年
十
一
月 

 
 
 
 
 

徳
島
縣
麻
植
郡
山
瀬
町
大
字
瀬
詰
區
會 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

管
理
者 

山
瀬
町
長 

三
谷
豊
太
郎 

吉野川改修 内
務
大
臣 

安
井
英
二
書 

記念碑 
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徳
島
県
阿
波
市 

徳
島
14 
林
村
築
堤
記
念
碑
（
河
川
、
昭
和
2
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

岩
津
築
堤
（
昭
和
2
年
竣
工
） 

 

吉
野
川
の
第
一
期
改
修
工
事
は
明
治
40
年
に
着
手
さ
れ
、
昭
和
2
年
に
竣

工
し
た
。
こ
れ
は
、
岩
津
の
狭
窄
部
よ
り
下
流
部
河
口
ま
で
の
連
続
堤
防
を
建

設
す
る
こ
と
、
第
十
樋
門
の
建
設
に
よ
り
現
在
の
旧
吉
野
川
を
締
め
切
り
、
当

時
別
宮
川
と
呼
ば
れ
た
第
十
堰
下
流
の
直
線
河
道
を
本
流
と
す
る
こ
と
、
善
入

寺
島
を
全
島
買
収
し
遊
水
地
と
す
る
こ
と
な
ど
を
骨
子
と
し
て
い
た
。
こ
の
う

ち
、
岩
津
築
堤
は
渡
船
場
か
ら
鎌
保
庵
前
ま
で
約
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
新
堤

で
、
大
正
13
年
8
月
に
起
工
し
、
昭
和
2
年
12
月
に
竣
功
し
た
。
地
元
民
は

喜
び
、
林
町
は
築
堤
記
念
碑
を
渡
船
場
に
建
設
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
林
町
誌
編
集
委
員
会
編
「
林
町
誌
」
一
九
五
五
年
） 

 

岩津下流左岸堤防 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

大
正
十
三
年
八
月
起
工
昭
和
二
年
十
二
月
竣
功 

（側面） （正面） 

林
村
築
堤
記
念 

（
村
長
な
ど
11
人
の
氏
名
省
略
） 

吉野川改修 
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徳
島
県
美
馬
市 

徳
島
15 
武
田
覚
三
顕
彰
碑
（
道
路
、
昭
和
36
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

三
好
新
道
（
明
治
23
年
竣
工
） 

 

四
国
新
道
の
う
ち
徳
島
県
を
通
過
す
る
部
分
が
三
好
新
道
で
あ
る
。
三
好
新

道
（
三
一
、
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
は
明
治
19
年
3
月
に
起
工
し
、
明
治
23
年

3
月
に
完
成
し
た
。
池
田
町
で
は
、
明
治
19
年
春
に
東
洲
津
赤
鳥
居
に
県
土
木

出
張
所
が
設
け
ら
れ
、
蔵
谷
付
近
の
難
工
事
が
竣
工
、
明
治
20
年
春
に
は
落
ま

で
開
通
し
、
四
年
後
に
猪
ノ
鼻
峠
の
掘
削
工
事
も
竣
工
し
た
。
三
好
新
道
の
開

設
に
努
力
し
、
偉
大
な
功
績
を
残
し
た
人
と
し
て
大
久
保
諶
之
丞
と
武
田
覚
三

が
あ
げ
ら
れ
る
。
三
好
郡
長
で
あ
っ
た
武
田
覚
三
の
顕
彰
碑
が
出
身
地
美
馬
市

の
東
林
寺
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。 

（
参
考
文
献
：
池
田
町
史
編
纂
委
員
会
編
「
池
田
町
史 

上
巻
」
一
九
八
三
年
） 

 

猪ノ鼻峠付近の旧国道 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

           

※
碑
文
で
は
武
田
覚
三
の
生
年
が
「
天
保
十
三
年
」（
一
八
四
二
）
と
な
っ
て
い
る 

が
、
大
岩
義
雄
編
集
「
猪
ノ
鼻
道
路
の
今
昔
」
で
は
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
と 

し
て
い
る
。
武
田
覚
三
は
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
六
十
七
才
で
亡
く
な
っ
た 

の
で
、
文
政
十
二
年
が
正
し
い
。 

  

武
田
覚
三
君
は
脇
城
主
武
田
上
野
介
の
裔
天
保
十
三
年
猪
尻
に
生
ま

れ
た
明
治
十
二
年
郡
制
施
行
の
日
高
知
県
属
と
し
て
池
田
町
に
在
勤

翌
年
三
好
郡
長
と
な
っ
た
当
時
三
好
郡
内
に
は
一
万
町
歩
の
公
有
林

野
が
明
治
維
新
の
改
変
に
よ
っ
て
荒
れ
る
に
ま
か
せ
て
い
た
の
で
之

を
私
有
地
と
し
て
分
割
造
林
し
よ
う
と
計
畫
し
た
が
地
方
住
民
に
そ

の
趣
旨
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
は
中
々
の
難
事
で
あ
っ
た
君
は
会
合
反

覆
六
十
余
回
能
く
六
十
二
人
の
總
代
を
説
得
し
今
日
の
三
好
美
林
の

基
を
築
い
た
又
阿
讃
土
を
結
ぶ
猪
鼻
大
歩
危
の
険
を
貫
く
四
国
縦
断

国
道
の
成
功
は
一
に
君
の
功
労
で
あ
る
尚
青
少
年
を
愛
し
公
務
の
か

た
わ
ら
漢
学
を
授
け
教
師
を
聘
し
て
英
語
を
習
わ
し
め
武
道
を
奨
励

し
た
日
頃
板
垣
退
助
に
私
淑
し
民
権
真
論
の
著
あ
り
郡
長
た
る
事
十

年
退
職
の
後
自
由
党
の
政
治
家
と
し
て
立
つ
大
志
が
あ
っ
た
が
明
治

二
十
八
年
六
十
七
歳
で
歿
し
た 

 
 

昭
和
三
十
六
年
十
一
月 
 
 

題
額
衆
議
院
議
員
秋
田
大
助 

 
 
 

後
学 

竹
翁 

山
下
待
夫
識 

 

武
田
覚
三
先
生
顕
彰
会 

 
 
 

阿
波
掃
苔
会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九
代
武
田
良
多 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石鐵如心 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



34 
 

徳
島
県
つ
る
ぎ
町 

徳
島
16 
松
尾
神
社
の
「世
紀
の
石
文
」碑
（
道
路
、
昭
和
46
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

貞
光
町
（
現
つ
る
ぎ
町
）
の
国
道
一
九
二
号
（
昭
和
54
年
完
成
） 

 

国
道
一
九
二
号
の
旧
道
は
、
太
田
地
区
で
冠
水
し
た
り
、
全
般
的
に
幅
員
が

狭
く
、
カ
ー
ブ
も
多
い
こ
と
か
ら
、
大
型
車
両
の
通
過
や
交
通
量
の
増
加
に
対

応
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
吉
野
川
沿
い
に
吉
野
川
堤
防
と
の
併

設
工
事
と
し
て
新
設
さ
れ
た
の
が
、
現
在
の
国
道
一
九
二
号
で
あ
る
。
昭
和
45

年
に
半
田
町
境
か
ら
江
ノ
脇
地
区
間
が
完
成
し
、
昭
和
54
年
8
月
に
江
ノ
脇

か
ら
道
満
地
区
間
も
完
成
し
、
町
内
区
間
四
二
五
三
メ
ー
ト
ル
全
線
が
整
備
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
旧
国
道
の
う
ち
半
田
・
貞
光
線
は
昭
和
47
年
3
月
に
県

道
と
な
っ
た
。 

（
参
考
文
献
：
貞
光
町
三
十
年
の
あ
ゆ
み
編
纂
委
員
会
編
「
貞
光
町
三
十
年
の

あ
ゆ
み
」
一
九
八
八
年
） 

 

国道 192号と貞光堤防（右） 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

世紀の石文 

（松尾神社建造物移転の碑） 

この度世代の変遷により幹線道路 192 号

線が吉野川沿に新設せられた。 

このため市街地と新道との取合道路が必

要となり松尾神社の境内 60余坪が用地買

収され神殿拝殿を約 10米後方に移転する

のやむなきに至った。このため境内の鳥

居駒犬その他一切の物の位置を変更せね

ばならなくなった。 

これは松尾神社創設以来 400 余年の歴史

の中で特筆すべき変化である。茲に石文

を建立して長く後世に残す。 

 昭和 46年 12月吉日 

 松尾神社移転工事委員 小谷勝己撰 

 移転の時 自昭和 46年 4月 

      至昭和 46年 12月 

 工費   移転費約 500万円 

      土地売却費約 500万円 

 宮司   小倉克己 

 工事委員 委員長など 5人 

      （氏名省略） 
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徳
島
県
三
好
市 

徳
島
17 
民
益
碑
（
道
路
、
明
治
22
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

三
好
新
道
の
用
地
交
渉
（
明
治
21
年
完
了
） 

 

四
国
新
道
の
う
ち
徳
島
県
を
通
過
す
る
三
好
新
道
は
、
明
治
19
年
に
三
好
郡

州
津
、
西
井
川
、
池
田
の
三
村
で
着
手
さ
れ
た
が
、
沿
道
の
住
民
が
用
地
買
い

上
げ
に
反
対
す
る
な
ど
不
平
が
高
ま
り
、
話
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た

め
明
治
20
年
に
徳
島
の
人
堀
井
栄
三
氏
に
依
頼
し
て
総
代
の
一
員
に
加
わ
っ

て
も
ら
い
、
総
代
が
交
渉
に
努
め
た
結
果
、
明
治
21
年
に
用
地
の
買
い
上
げ
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
三
好
市
池
田
町
ヤ
マ
ダ
に
は
三
好
新
道
完
成
の
民
益
碑

が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
総
代
の
困
苦
や
堀
井
氏
の
尽
力
の
ほ
か
、
下

付
金
を
共
同
事
業
の
た
め
に
義
捐
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

（
参
考
文
献
：
大
岩
義
雄
編
集
「
猪
ノ
鼻
道
路
の
今
昔
」
二
〇
二
一
年
） 

 

三好新道完成の民益碑の標識 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳
島
縣
士
族 

西
尾
可
精
撰 

四
國
三
縣
新
道
開
鑿
事
業
ハ
明
治
十
九
年
ニ
起
リ
我
徳
島
縣
阿
波
国
三
好

郡
洲
津
西
井
川
池
田
ノ
三
村
ニ
着
手
セ
ラ
レ
タ
リ
該
道
敷
ニ
該
當
セ
ル
民

有
地
取
分
ノ
点
ニ
付
関
係
者
一
統
頗
ル
不
平
ヲ
鳴
ラ
シ
錯
論
ヲ
生
シ
其
ノ

底
止
ス
ル
所
ヲ
知
サ
ル
者
ノ
如
シ
時
ニ
明
治
廿
年
十
二
月
徳
島
ノ
人
堀
井

栄
三
氏
ニ
依
頼
シ
総
代
ノ
一
員
ト
シ
之
カ
衝
ニ
當
ラ
シ
メ
且
ツ
共
ニ
経
営

辛
苦
セ
シ
カ
明
治
廿
一
年
終
ニ
局
ヲ
買
上
ニ
結
ニ
至
レ
リ
然
リ
ト
雖
モ
是

ヨ
リ
先
既
ニ
道
敷
ト
ナ
リ
耕
耘
ス
可
カ
ラ
サ
ル
地
ニ
對
シ
二
ヶ
年
間
地
租

ハ
勿
論
一
切
ノ
賦
課
ヲ
負
擔
納
金
シ
有
ヲ
以
テ
是
亦
明
治
廿
一
年
春
該
地

耕
耘
其
他
ノ
損
害
料
下
渡
ノ
請
願
ヲ
成
シ
爾
来
官
民
屢
示
談
ノ
末
明
治
廿

二
年
二
月
下
旬
損
害
料
下
附
ノ
結
果
ヲ
得
テ
斯
ニ
始
テ
関
係
者
一
統
素
望

ヲ
貫
徹
セ
リ
ト
謂
フ
可
キ
ナ
リ
斯
ニ
於
テ
諸
氏
等
相
議
シ
這
回
下
附
金
額

ノ
幾
分
ヲ
各
自
義
捐
シ
以
テ
他
日
共
同
事
業
ヲ
起
シ
民
益
ノ
一
端
ヲ
企
図

セ
ン
ト
ス
蓋
又
美
擧
ナ
リ
爾
シ
テ
其
業
ハ
未
タ
確
立
ノ
域
ニ
達
セ
サ
ル
ノ

故
ニ
効
果
判
シ
難
シ
ト
雖
モ
成
功
ノ
日
ニ
於
テ
刮
目
仰
視
ス
可
キ
ノ
偉
擧

ナ
ラ
ン
ト
信
ス
ル
ナ
リ
今
又
総
代
諸
氏
ノ
困
苦
及
ヒ
堀
井
氏
盡
力
ノ
厚
キ

等
ヲ
畧
叙
シ
以
テ
紀
念
ト
ナ
サ
ン
ト
ス
堀
井
氏
旧
ト
予
ト
相
知
ル
故
ニ
不

敏
ヲ
忘
レ
敢
テ
辞
セ
ス
シ
テ
記
ス 

 
 

徳
島
縣
士
族 

吉
田
吾
三
書 

 
 

 

明
治
二
十
二
年
十
月 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

民益碑 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（表） 

本
郡
池
田
村 

 

安
宅
藤
太
外
三
拾
三
名 

 

総
代
人 

大
石
鶴
蔵 

 
 
 
 
 

古
泉
利
五
郎 

 
 

辻
石
工 

北
岡
岩
吉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（裏） 
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徳
島
県
三
好
市 

徳
島
18 
北
麓
疎
水
碑
（
用
水
、
平
成
元
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

吉
野
川
北
岸
農
業
水
利
事
業
（
平
成
2
年
完
了
） 

 

吉
野
川
北
岸
農
業
水
利
事
業
は
、
池
田
町
他
11
ヶ
町
の
受
益
面
積
六
八
六
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
対
象
と
し
て
、
農
業
用
用
排
水
事
業
及
び
農
地
開
発
事
業
を
併

せ
行
う
国
営
総
合
か
ん
が
い
排
水
事
業
で
あ
る
。
農
業
用
用
排
水
事
業
は
吉
野

川
総
合
開
発
計
画
の
一
環
と
し
て
池
田
ダ
ム
か
ら
取
水
し
て
池
田
町
か
ら
板

野
町
に
至
る
延
長
六
九
、
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
水
路
に
導
水
し
五
〇
三
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
水
田
補
給
と
一
七
八
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畑
地
か
ん
が
い
を
行
う
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
農
地
開
発
事
業
は
樹
園
地
と
普
通
畑
を
つ
く
る
た
め
五
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
造
成
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
吉
野
川
北
岸
農
業
水
利
事
業

は
昭
和
46
年
に
着
手
し
、
平
成
元
年
8
月
に
国
営
吉
野
川
北
岸
農
業
水
利
事

業
の
完
工
式
を
挙
行
、
平
成
2
年
3
月
に
完
了
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
吉
野
川
北
岸
土
地
改
良
区
30
年
史
編
纂
委
員
会
編
「
吉
野
川
北

岸
土
地
改
良
区
30
年
史
」
二
〇
〇
二
年
） 

 

池田ダムの吉野川北岸用水取水工 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

北麓疎水 

       徳島県知事 

           三木申三 書 

（表） 

（裏） 

四
国
三
郎
と
し
て
知
ら
れ
る
吉
野
川
は
、
四
国
を
代
表

す
る
大
河
川
で
あ
る
。 

こ
の
吉
野
川
沿
い
の
農
地
は
、
目
前
に
豊
か
な
水
を
望

み
な
が
ら
、
地
形
上
自
然
取
水
が
出
来
ず
、
古
来
よ
り

旱
魃
の
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。 

お
り
し
も
「
四
国
は
一
つ
」
の
か
け
声
の
も
と
に
吉
野

川
総
合
開
発
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
農
林
水

産
省
に
よ
り
吉
野
川
北
岸
の
農
地
、
凡
そ
七
〇
〇
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
用
水
改
良
と
併
せ
て
農
地
開
発
を
行
う
吉

野
川
北
岸
農
業
水
利
事
業
が
昭
和
四
十
六
年
十
月
に
開

始
さ
れ
、
十
八
年
余
の
歳
月
と
六
〇
〇
億
円
余
の
巨
費

を
投
じ
て
平
成
元
年
度
に
完
了
し
た
。 

こ
の
用
水
の
利
用
に
よ
り
既
耕
地
は
勿
論
、
新
た
に
造

成
し
た
農
地
に
お
い
て
も
、
緑
豊
か
な
農
業
が
更
に
発

展
す
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
る
。 

 
 

平
成
元
年
八
月 

 
 
 
 
 
 

中
国
四
国
農
政
局 

 
 
 
 
 
 
 
 

吉
野
川
北
岸
農
業
水
利
事
業
所 
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徳
島
県
三
好
市 

徳
島
19 
四
国
は
一
つ
碑
（香
川
用
水
取
水
工
）（
用
水
、
昭
和
49
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

香
川
用
水
事
業
（
昭
和
49
年
通
水
） 

 

香
川
用
水
事
業
は
、
吉
野
川
総
合
開
発
計
画
の
一
環
と
し
て
早
明
浦
ダ
ム
で

新
た
に
開
発
さ
れ
た
水
の
う
ち
香
川
県
に
配
分
さ
れ
る
分
を
、
池
田
ダ
ム
上
流

左
岸
に
設
け
た
取
水
施
設
で
取
水
し
、
阿
讃
山
脈
を
貫
通
す
る
八
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
導
水
ト
ン
ネ
ル
に
よ
り
香
川
県
財
田
町
に
導
き
、
こ
こ
か
ら
東
西
に
伸
び

る
幹
線
水
路
で
東
端
は
白
鳥
町
宮
奥
池
付
近
ま
で
（
延
長
七
四
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）、
西
端
は
豊
浜
町
姥
ヶ
懐
池
付
近
ま
で
（
延
長
一
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
導
水

す
る
も
の
で
あ
る
。
昭
和
43
年
10
月
に
起
工
式
が
行
わ
れ
、
昭
和
48
年
2
月

に
導
水
ト
ン
ネ
ル
が
貫
通
、
昭
和
49
年
5
月
に
香
川
用
水
通
水
式
が
行
わ
れ
、

昭
和
50
年
4
月
に
本
格
通
水
が
開
始
さ
れ
た
。 

（
参
考
文
献
：
四
国
の
建
設
の
あ
ゆ
み
編
纂
委
員
会
編
「
四
国
の
建
設
の
あ
ゆ

み
」
一
九
九
〇
年
） 

 

香川用水取水工（池田ダム） 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

四国は一つ （表） 

（裏） 
        昭和 49年春 

四国地方開発審議会 

会長 中川以良書 
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徳
島
県
三
好
市 

徳
島
20 
善
徳
不
動
之
碑
（
河
川
、
平
成
元
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

善
徳
地
区
の
地
す
べ
り
対
策
事
業
（
直
轄
事
業
は
昭
和
57
年
度
着
手
） 

 

善
徳
地
す
べ
り
地
域
は
、
祖
谷
川
の
中
流
部
に
位
置
し
、
善
徳
・
今
久
保
の

二
区
域
に
分
け
ら
れ
る
。
地
す
べ
り
防
止
区
域
の
面
積
は
二
二
〇
、
九
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
、
日
本
で
も
最
大
級
の
破
砕
帯
地
す
べ
り
で
あ
る
。
昭
和
27
年
度
か
ら

徳
島
県
に
よ
り
事
業
が
着
手
さ
れ
、
昭
和
34
年
に
地
す
べ
り
防
止
区
域
に
指
定

さ
れ
、
種
々
の
対
策
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
地
す
べ
り
に
よ
る
土
砂
生

産
等
が
治
水
上
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
い
こ
と
、
地
す
べ
り
の
構
造
が
複
雑
で

あ
る
こ
と
か
ら
直
轄
化
が
望
ま
れ
、
昭
和
57
年
度
か
ら
は
直
轄
地
す
べ
り
対
策

事
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

（
参
考
文
献
：
建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
監
修
「
四
国
地
方
建
設
局
三
十
年
史
」

一
九
八
八
年
） 

 

善徳から今久保方向 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

 
 
 
 

善
徳 

 
 
 
 
 

不
動
之
碑 

  
 
 
 
 
 
 

建
設
省
砂
防
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

友
松
靖
夫
書 

（表） （裏） 

善
徳
地
す
べ
り
は
地
す
べ
り
防
止
区
域
面
積

二
百
二
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
す
る
日
本
で
も

最
大
級
の
破
砕
帯
地
す
べ
り
で
あ
る 

昭
和
五
十
七
年
度
よ
り
直
轄
に
編
入
さ
れ
六
ブ

ロ
ッ
ク
に
別
け
調
査
対
策
工
事
を
実
施
し
て
い

る
が
昭
和
六
十
二
年
八
月
台
風
十
二
号
に
よ
り

Ｚ-

2
ブ
ロ
ッ
ク
の
地
す
べ
り
が
活
発
化
し
人
家

及
び
県
道
が
危
険
な
状
況
と
な
り
直
轄
地
す
べ

り
対
策
災
害
関
連
緊
急
事
業
と
し
て
抑
制
工
と

抑
止
工
を
施
工
し
こ
こ
に
事
業
の
完
成
を
記
念

し
て
本
碑
を
建
て
た 

 

平
成
元
年
十
月
二
十
六
日 

 
 
 
 

建
設
省
吉
野
川
砂
防
工
事
事
務
所 



44 
 

徳
島
県
三
好
市 

徳
島
21 
や
す
ら
ぎ
の
大
地
碑
（
河
川
、
平
成
8
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

善
徳
地
区
直
轄
地
す
べ
り
対
策
災
害
関
連
緊
急
事
業
（
平
成
8
年
完
成
） 

 

平
成
4
年
8
月
の
台
風
九
号
及
び
台
風
十
号
に
よ
り
、
善
徳
地
区
の
Z-

1
下
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
地
す
べ
り
活
動
が
活
発
化
し
た
。
現
地
調
査
の
結
果
、
県

道
路
面
の
変
状
や
山
腹
斜
面
の
亀
裂
・
段
差
が
確
認
さ
れ
、
予
想
を
越
え
る
大

規
模
な
岩
盤
地
す
べ
り
と
判
断
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
建
設
省
吉
野
川
砂
防
工

事
事
務
所
で
は
、
地
す
べ
り
活
動
が
よ
り
活
発
化
し
て
近
隣
の
人
家
や
河
川
、

観
光
施
設
へ
の
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
平
成
4
年

12
月
か
ら
災
害
関
連
緊
急
地
す
べ
り
対
策
事
業
に
着
手
し
た
。
地
す
べ
り
対
策

工
と
し
て
深
礎
工
、
ア
ン
カ
ー
工
、
集
水
井
工
、
修
景
緑
化
工
等
を
実
施
し
、

平
成
8
年
3
月
に
完
成
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
吉
野
川
砂
防
工
事
事
務
所
編
「
善
徳

地
す
べ
り
」
一
九
九
六
年
） 

 

今久保から善徳方向 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

 

やすらぎの大地 
（表） 

（裏） 
 

平成 8年 7月 
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香
川
県 
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香
川
県
東
か
が
わ
市 

香
川
1 
石
引
池
の
香
川
用
水
通
水
碑
（
用
水
、
昭
和
55
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

香
川
用
水
引
田
支
線
工
事
（
昭
和
55
年
竣
工
） 

 

香
川
用
水
事
業
は
、
早
明
浦
ダ
ム
で
開
発
し
た
水
を
池
田
ダ
ム
で
取
水
し
、

導
水
ト
ン
ネ
ル
で
財
田
町
へ
送
り
、
そ
こ
か
ら
東
西
幹
線
水
路
で
東
部
は
白
鳥

町
の
宮
奥
池
、
西
部
は
豊
浜
町
の
姥
ヶ
懐
池
ま
で
導
水
し
、
農
業
用
水
、
都
市

用
水
に
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
宮
奥
池
よ
り
東
側
の
石
引
池
に
至
る
引
田
支

線
水
路
の
工
事
は
昭
和
52
年
6
月
に
着
工
、
昭
和
55
年
4
月
に
竣
工
し

た
。
そ
の
後
、
引
田
支
線
水
路
は
追
加
さ
れ
、
平
成
4
年
度
に
馬
宿
川
を
横

断
し
、
保
田
池
、
宗
極
池
ま
で
の
導
水
が
完
了
し
た
。
香
川
用
水
が
配
水
さ

れ
、
千
足
ダ
ム
完
成
と
合
わ
せ
て
、
引
田
町
の
水
不
足
は
解
消
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
引
田
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
引
田
町
史 

近
・
現
代
」
一
九

九
五
年
） 

 

石引池 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

香川用水通水碑 

記 

 
 

位
置 

 
 
 

引
田
町
吉
田
石
引
池 

 
 

工
事
開
始 

 
昭
和
五
十
二
年
六
月
着
工 

 
 

工
事
全
長 

 

六
、
五
粁 

 
 

通
水 

 
 
 

昭
和
五
十
三
年
七
月
二
十
二
日 

 
 

年
間
取
水
量 

九
十
萬
ト
ン 

 
 

工
事
完
成 

 

昭
和
五
十
五
年
四
月
三
十
日 

 
 

総
工
費 

 
 

三
億
壱
阡
五
百
萬
圓 

吉
野
川
総
合
開
発
計
画
ノ
一
環
ト
シ
テ
遠
ク
四
国
山
脈
ノ
奥
深
ク
其
処
ニ
源
ヲ

発
シ
タ
早
明
浦
ダ
ム
ヨ
リ
池
田
ダ
ム
ニ
取
水
シ
阿
讃
ト
ン
ネ
ル
ヲ
通
リ
讃
岐
ノ

東
端
引
田
町
吉
田
石
引
池
ニ
至
リ
其
ノ
水
ハ
農
業
用
水
及
ビ
上
水
道
用
水
ト
シ

テ
川
股
浄
水
場
ヘ
ポ
ン
プ
送
水
シ
引
田
町
ノ
水
需
要
ノ
安
定
ヲ
図
ル 

 

官
民

一
体
ノ
努
力
ト
地
元
住
民
ノ
協
力
ニ
ヨ
リ
此
ノ
大
事
業
ヲ
成
シ
遂
ゲ
タ
コ
ト
ニ

思
ヲ
至
ス
ト
キ
満
々
ト
湛
ラ
レ
タ
此
ノ
水
ニ
尊
キ
モ
ノ
ヲ
学
ブ
コ
ト
ガ
出
来
ル 

 

幾
世
紀
ニ
亘
ル
水
ノ
争
ノ
歴
史
ノ
中
デ
先
人
ガ
渇
望
シ
テ
止
マ
ナ
カ
ッ
タ
夢

ガ
今
此
処
ニ
実
現
シ
感
慨
無
量
デ
ア
ル
完
工
ノ
喜
ビ
ヲ
筆
ニ
托
シ
テ
概
要
ヲ
後

世
ヘ
ノ
記
録
ト
ス
ル 

 
 
 

昭
和
五
十
五
年
四
月
吉
春 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

引
田
町
長 

柏
木 

甫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉 

田 

自 

治 

会 
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香
川
県
さ
ぬ
き
市 

香
川
2 
軒
原
庄
蔵
氏
像
（み
ろ
く
自
然
公
園
）（
た
め
池
、
平
成
2
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

軒
原
庄
蔵
と
満
濃
池
の
修
築
工
事
（
明
治
3
年
完
成
） 

 

安
政
元
年
の
地
震
の
影
響
に
よ
り
満
濃
池
の
堤
防
が
決
壊
し
て
人
々
は
困
っ

て
い
た
が
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
へ
と
時
代
が
変
わ
る
な
ど
世
の
中
が
混

乱
す
る
中
で
本
格
的
に
修
理
す
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
。
高
松
藩
は
、
堤
防

西
隅
の
岩
盤
に
穴
を
う
が
っ
て
底
ゆ
る
に
す
る
こ
と
を
決
め
、
明
治
2
年
に

弥
勒
池
で
石
穴
掘
り
抜
き
を
完
成
さ
せ
た
実
績
が
あ
る
軒
原
庄
蔵
に
修
築
工
事

を
依
頼
し
た
。
庄
蔵
は
約
五
六
メ
ー
ト
ル
の
石
穴
を
お
よ
そ
半
年
で
見
事
に
貫

通
さ
せ
た
。
庄
蔵
は
地
元
の
人
か
ら
満
濃
池
の
恩
人
と
し
て
あ
が
め
ら
れ
、
昭

和
6
年
に
池
の
畔
の
松
崎
神
社
に
祀
ら
れ
た
。
没
後
一
〇
〇
年
目
の
平
成
2

年
に
は
、
み
ろ
く
自
然
公
園
内
に
軒
原
庄
蔵
の
銅
像
が
建
立
さ
れ
た
。 

（
参
考
文
献
：
香
川
県
教
育
会
編
「
さ
ぬ
き
・
人
・
こ
こ
に
あ
り
」
二
〇
一
三

年
） 

 

満濃池の石造底樋管の標識 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

軒原庄蔵氏像 

 治水の功労者 軒原庄蔵 

 富田中村の庄屋軒原庄蔵は、水不足に困る弥勒池の貯水増の

ため、三ツ石山の岩磐を掘りぬき、砕石谷からの導水に成功し

多くの農民を救った。 

 隧道工事は、田面村の工事監督多田信蔵（霞岳）、富田中村の

数学者萩原栄次郎等の協力を得て、安政 2 年（1855 年）から安

政 4 年にかけて、長さ 105 間（191ｍ）の石穴を貫通させる難工

事であった。 

 この画期的な工事を完成させた功績により、高松藩から郷侍

格にとりあげられた。 

 後、明治 2 年（1869 年）満濃池のゆる石穴工事を命じられ、

明治 3年 30間余（約 56ｍ）の石穴を完成させ、讃岐の治水に貢

献した。このため、満濃池の恩人とあがめられ、満濃池畔の松

崎神社に合祀されている。 

 明治 23年 63歳でふる里に没した。 

 

 大川町歴史民俗資料館の落成を記念し、その遺徳を顕彰して

これを建立する。 

 平成 2年 3月吉日 

                        大川町 

（表） 

（裏） 
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香
川
県
高
松
市 

香
川
3 
新
川
河
川
激
特
事
業
竣
工
記
念
碑
（
河
川
、
平
成
6
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

新
川
河
川
激
特
事
業
（
平
成
6
年
竣
工
） 

 

昭
和
62
年
10
月
の
台
風
一
九
号
に
よ
り
、
新
川
及
び
そ
の
支
流
吉
田
川
流

域
で
は
24
時
間
最
大
雨
量
四
七
五
ミ
リ
を
記
録
し
、
三
木
町
及
び
高
松
市
で

約
八
七
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
浸
水
し
、
浸
水
家
屋
が
四
二
一
六
戸
に
上
っ
た
。
新

川
で
は
昭
和
38
年
度
か
ら
中
小
河
川
改
修
事
業
に
よ
り
改
修
が
行
わ
れ
て
き

た
が
、
こ
の
災
害
を
契
機
に
香
川
県
は
昭
和
62
年
12
月
に
河
川
激
甚
災
害
対

策
特
別
緊
急
事
業
の
採
択
を
受
け
た
。
新
川
河
川
激
特
事
業
は
、
本
川
九
、
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
支
川
吉
田
川
一
、
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
合
わ
せ
た
総
延
長
約

一
〇
、
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
に
対
し
、
築
堤
三
二
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
護

岸
二
一
、
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
潮
止
堰
一
基
等
の
工
事
を
行
い
、
平
成
6
年

3
月
に
完
了
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
香
川
県
高
松
土
木
事
務
所
新
川
改
修
事
業
所
編
「
新
川
河
川
激

特
事
業
工
事
誌
（
昭
和
62
年
10
月
台
風
）」
一
九
九
四
年
） 

 

三木町の高野橋から新川下流方向 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

新川河川激特事業竣功記念碑 

事業概要 

改修区間 

 新川  L=9km（琴電志度線新川橋梁          

          ～三木町高野橋) 

 新川支流吉田川 

     L=1.6km（合流点 

             ～高松市小村橋) 

工事概要 

 護岸  21.2km 

 橋梁  11橋（道路橋 9 鉄道橋 2） 

 堰   14基（取水堰 13 潮止堰 1） 

 樋門  10基   落差工  2基 

 潰地面積 16.9ha 

 移転家屋 86戸 

総事業費 

 激特事業費 141億円(一般被害総額) 

 その他事業費 106億円 

工事期間 自昭和 63年 1月 

 至平成 6年 3月 

事業主体 香川県 

 昭和 62 年 10 月 16 日夜から 17 日未明、

四国地方を通過した大型台風19号は県内全

域に豪雨をもたらし、特に新川水系では 16

日深夜には最大時間雨量 76mmを記録し、17

日未明には連続雨量も 475mmに達した。 

 新川及び支流吉田川では、数か所破堤溢

水し、高松市春日町、東山崎町、前田西

町、前田東町、亀田町及び木田郡三木町で

870ha にわたって浸水した。浸水家屋は

4200 戸余に及び、農地公共土木施設なども

甚大な被害を受けた。 

 このため香川県では、河川激甚災害対策

特別緊急事業等により、当該水系において

再びこのような大災害が起きることなく、

安全で快適な生活が確保出来るよう、緊急

かつ大規模な改修工事を行ったものであ

る。 

 ここにこの事業を記し記念の碑を建立す

る。 

平成 6年 3月吉日 

   新川吉田川沿岸排水対策促進期成会 

題
字 

香
川
県
知
事 

平
井
城
一
書 
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香
川
県
高
松
市 

香
川
4 
日
本
の
道
百
選
の
顕
彰
碑
（中
央
通
り
）（
道
路
、
平
成
2
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
高
松
・
中
央
通
り
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
（
国
道
一
一
号
、
三
〇

号
）（
平
成
2
年
完
成
） 

 

高
松
駅
前
か
ら
栗
林
公
園
ま
で
の
二
、
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
区
間
を
快
適
で

美
し
い
中
央
通
り
と
す
る
た
め
、
高
松
市
及
び
沿
線
地
域
の
協
力
を
得
て
昭
和

60
年
度
に
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
高
松
・
中
央
通
り
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
計
画
」
が

策
定
さ
れ
た
。
直
轄
事
業
と
し
て
、
電
線
類
の
地
中
化
の
た
め
の
キ
ャ
ブ
工

事
、
そ
れ
に
伴
う
歩
道
の
カ
ラ
ー
舗
装
、
装
飾
照
明
、
植
栽
帯
・
標
識
類
の
整

備
、
番
町
地
下
道
の
新
設
を
実
施
し
、
平
成
2
年
に
完
成
し
た
。
な
お
、
キ

ャ
ブ
と
は
電
力
、
通
信
な
ど
の
各
種
ケ
ー
ブ
ル
を
集
約
し
て
道
路
と
一
体
的
に

収
納
す
る
蓋
が
け
式
の
Ｕ
字
構
造
物
で
あ
る
。 

（
参
考
文
献
：
四
国
の
建
設
の
あ
ゆ
み
編
纂
委
員
会
編
「
四
国
の
建
設
の
あ
ゆ

み
」
一
九
九
〇
年
） 

 

高松中央通り 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

顕
彰
碑 

 

建
設
省
は
、
日
本
の
特
色
あ
る
す
ぐ
れ
た
道

路
を
選
定
し
顕
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路
に

対
す
る
関
心
と
道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
事

を
目
的
に
、
昭
和
六
一
年
度
～
昭
和
六
二
年
度

に
わ
た
っ
て
「
日
本
の
道
百
選
」
を
選
定
し
ま

し
た
が
、
こ
の
中
に
高
松
市
内
で
は
比
較
的
広

い
規
格
で
あ
る
二
十
三
米
～
三
十
六
米
の
幅
員

を
持
ち
、
中
央
分
離
帯
に
は
ク
ス
の
木
が
植
え

ら
れ
た
緑
の
軸
を
形
成
し
、
優
れ
た
都
市
景
観

を
創
り
だ
し
て
い
る
中
央
通
り
が
「
日
本
の
道

百
選
」
の
一
つ
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た

び
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
高
松
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
事
業

の
完
成
に
合
わ
せ
こ
れ
を
記
念
し
、
こ
こ
に
顕

彰
碑
を
建
立
い
た
し
ま
す
。 

 
 

平
成
二
年
三
月
吉
日 

 
 
 
 
 
 

建
設
省
四
国
地
方
建
設
局 

 
 
 
 
 
 
 

香
川
工
事
事
務
所
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
本
隆
幸 
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香
川
県
高
松
市 

香
川
5 
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
高
松
・中
央
通
り
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
事
業
記
念
碑 

（
道
路
、
平
成
2
年
建
立
） 

            

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
高
松
・
中
央
通
り
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
（
国
道
一
一
号
、
三
〇

号
）（
平
成
2
年
完
成
） 

 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
高
松
・
中
央
通
り
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
は
、
高
松
駅
と
栗
林
公

園
を
結
ぶ
南
北
二
、
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
三
六
メ
ー
ト
ル
の
中
央
通
り

（
国
道
一
一
号
、
三
〇
号
）
で
、
安
全
で
快
適
な
美
し
い
都
市
空
間
の
創
出
を

目
的
と
し
て
電
力
、
電
話
等
の
ケ
ー
ブ
ル
の
地
下
化
、
カ
ラ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
の
歩

道
、
装
飾
照
明
及
び
交
差
点
で
の
地
下
広
場
の
設
置
な
ど
総
合
的
な
整
備
を
行

っ
た
も
の
で
あ
る
。
番
町
交
差
点
に
は
約
五
三
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
地
下
広
場

が
つ
く
ら
れ
、
地
下
広
場
の
出
入
口
部
に
は
斜
路
付
き
階
段
と
と
も
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
地
下
広
場
は
「
光
の
広
場
」
と
命
名
さ
れ
、
地

上
の
採
光
器
か
ら
運
ば
れ
た
光
が
中
央
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
照
ら
し
て
い
る
。 

（
参
考
文
献
：
土
木
学
会
中
国
四
国
支
部
編
「
土
木
へ
の
い
ざ
な
い
」
一
九
九

一
年
） 

 

番町地下道（光の広場） 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

完成記念碑 

        クリエイティブ高松 

        中央通りプロムナード事業 

 ゆとりとうるおい心のある道路環境の形成、バランスがとれ

た都市景観の整備を進めるため、“クリエイティブ高松・中央通

りプロムナード事業”が推進され、ここに完成を迎えたもので

あります。 

 番町地下道（光の広場）及びキャブシステムによる電線類の

地中化は、沿道地域の協力のもとに道路空間、沿道空間施設等

が総合的に整備されたものであり、特に、規模、施設面に於て

全国的に類のない“光の広場”が、広く県民の方々に愛され活

用されることを念じ、ここに記念碑を設置するものでありま

す。 

  平成 2年 3月吉日 

              建設省四国地方建設局 

              香川工事事務所長 

                    山本隆幸 

光の広場命名者 

（1人の氏名省略） 

工事従事者一覧 

（52人の氏名省略） 

（左） （右） 
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香
川
県
高
松
市 

香
川
6 
高
松
港
玉
藻
地
区
港
湾
整
備
事
業
着
工
記
念
碑 

（
港
湾
、
平
成
3
年
建
立
） 

            

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
港
湾
整
備
事
業
（
平
成
13
年
竣
工
） 

 

香
川
県
で
は
、
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
総
合
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
、
昭
和

63
年
2
月
に
高
松
港
港
湾
計
画
を
改
訂
し
、
港
湾
の
再
開
発
に
着
手
し
た
。

再
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
港
と
街
の
機
能
が
一
体
と
な
っ
た
開
発
を
進
め
る
た

め
、
全
国
で
初
め
て
臨
港
地
区
に
都
市
計
画
法
を
重
層
的
に
適
用
し
た
。
昭
和

63
年
4
月
に
高
松
港
港
湾
改
修
事
業
が
採
択
さ
れ
、
旧
連
絡
船
用
の
泊
地
約

一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
埋
立
て
、
二
万
ト
ン
級
の
大
型
旅
客
船
専
用
岸
壁
を
含
め

た
旅
客
船
埠
頭
、
延
長
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
を
含
む
港

湾
緑
地
や
港
湾
関
連
事
業
用
地
を
整
備
し
、
平
成
13
年
5
月
に
港
湾
施
設
の

供
用
を
開
始
し
た
。。 

（
参
考
文
献
：
香
川
県
土
木
史
編
纂
委
員
会
編
「
香
川
県
土
木
史
第
Ⅱ
巻
」
二

〇
〇
四
年
） 

 

大型旅客船岸壁から高松シンボルタワー 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

礎 石 

高松港玉藻地区港湾整備事業着工記念             

          平成 3年 9月 11日 

       香川県知事 平井城一 
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香
川
県
高
松
市 

香
川
7 
旧
高
松
空
港
跡
地
の
碑
（
空
港
、
平
成
6
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

旧
高
松
空
港
（
平
成
元
年
廃
港
） 

 

昭
和
19
年
1
月
か
ら
旧
陸
軍
が
農
地
や
宅
地
な
ど
約
二
七
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
買
収
し
、
軍
用
飛
行
場
と
し
て
建
設
に
着
手
、
同
年
8
月
に
長
さ
八
〇
〇

メ
ー
ト
ル
、
幅
一
五
メ
ー
ト
ル
の
滑
走
路
を
完
成
さ
せ
た
。
戦
後
、
連
合
軍
に

接
収
さ
れ
た
が
、
昭
和
27
年
に
返
還
さ
れ
、
昭
和
30
年
5
月
に
民
間
飛
行
場

と
し
て
供
用
を
開
始
し
た
。
昭
和
31
年
に
旧
高
松
空
港
は
第
二
種
空
港
に
指

定
さ
れ
、
昭
和
33
年
6
月
に
正
式
に
供
用
開
始
と
な
っ
た
。
空
港
の
ジ
ェ
ッ

ト
化
が
求
め
ら
れ
る
中
、
香
川
県
は
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
就
航
可
能
な
空
港
の
整
備

に
向
け
て
空
港
適
地
調
査
を
行
い
、
最
終
的
に
昭
和
54
年
11
月
に
香
南
地
区

に
候
補
地
が
一
本
化
さ
れ
た
。
平
成
元
年
12
月
に
新
高
松
空
港
が
開
港
し
、

開
港
前
日
に
旧
高
松
空
港
は
廃
港
と
な
っ
た
。 

（
参
考
文
献
：
新
高
松
空
港
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
新
高
松
空
港
史
」
一
九
九

二
年
） 

 

サンメッセ香川（旧高松空港跡地） 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 

  
 
 

 

       

旧
高
松
空
港
跡
地
の
碑 

 

こ
こ
は
昭
和
の
後
半
か
ら
平
成
の
初
め
ま
で
香
川
県
の
空
の
玄
関
で
あ
っ
た
旧
高

松
空
港
の
跡
地
で
あ
る
が
、
旧
高
松
空
港
の
成
り
立
ち
は
地
元
と
の
関
わ
り
を
抜
き

に
し
て
は
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

太
平
洋
戦
争
の
戦
局
が
激
し
く
な
る
中
、
昭
和
十
九
年
一
月
二
十
三
日
林
村
に
青

天
の
霹
靂
と
も
い
う
べ
き
事
態
が
突
発
し
た
。
陸
軍
省
か
ら
林
村
を
中
心
に
周
辺
三

町
村
に
ま
た
が
る
約
二
百
七
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
飛
行
場
を
建
設
す
る
と
の
連
絡
が
入

っ
た
の
で
あ
る
。
時
の
三
宅
信
夫
村
長
は
事
の
重
大
さ
の
あ
ま
り
顔
面
蒼
白
、
絶
句

し
て
言
葉
を
失
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
。 

 

五
日
後
の
二
十
八
日
、
林
小
学
校
講
堂
に
指
定
区
域
内
の
関
係
者
四
百
余
名
が
集

め
ら
れ
土
地
の
買
収
家
屋
の
移
転
を
正
式
に
要
請
さ
れ
た
。
永
年
住
み
馴
れ
た
土
地

家
屋
へ
の
愛
着
、
近
隣
の
親
し
い
友
と
の
別
れ
、
新
し
い
土
地
で
の
生
活
の
不
安
な

ど
が
心
中
に
激
し
く
交
錯
し
、
場
内
は
寂
と
し
て
声
も
な
か
っ
た
。
戦
争
に
勝
つ
た

め
と
は
い
え
、
断
腸
の
思
い
で
こ
れ
を
承
諾
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 

 

昭
和
十
三
年
に
は
優
良
町
村
と
し
て
内
務
大
臣
表
彰
を
受
け
た
林
村
も
、
田
畑
の

半
分
近
く
を
失
い
、
公
共
建
物
を
含
め
た
二
百
七
十
五
戸
の
家
屋
を
一
挙
に
移
転
す

る
に
至
っ
て
は
、
ま
さ
に
崩
壊
寸
前
と
な
り
、
村
民
の
苦
悩
は
そ
の
極
み
に
達
し

た
。
周
辺
市
町
村
か
ら
の
勤
労
奉
仕
隊
の
援
助
を
得
な
が
ら
も
、
縁
故
知
人
を
頼
っ

て
列
を
な
し
て
家
財
を
運
ぶ
村
民
の
姿
は
今
も
脳
裏
を
離
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
移

転
は
四
月
末
ま
で
の
極
め
て
短
期
間
の
う
ち
に
完
了
し
、
引
き
続
き
軍
は
飛
行
場
の

建
設
に
着
手
し
た
。
作
業
は
す
べ
て
人
力
に
頼
る
た
め
一
般
人
は
も
と
よ
り
学
生
・

生
徒
ま
で
連
日
数
千
人
が
勤
労
奉
仕
に
動
員
さ
れ
た
。
夜
を
日
に
つ
ぐ
突
貫
工
事
の

末
、
八
月
に
は
東
西
滑
走
路
が
完
成
し
、
九
月
か
ら
は
軍
用
機
の
飛
行
訓
練
が
始
ま

っ
た
。
し
か
し
当
初
計
画
さ
れ
て
い
た
南
北
滑
走
路
は
翌
年
八
月
の
終
戦
時
に
至
る

も
遂
に
完
成
し
得
な
か
っ
た
。 

 

戦
後
、
飛
行
場
用
地
に
つ
い
て
は
い
わ
ゆ
る
飛
行
場
解
放
運
動
が
行
わ
れ
た
が
、

昭
和
三
十
年
十
二
月
運
輸
省
高
松
航
空
保
安
事
務
所
長
と
高
井
政
雄
村
長
と
の
間
で 

高
松
飛
行
場
敷
地
設
定
に
つ
い
て
の
協
定
書
が
交
わ
さ
れ
決
着
を
み
た
。
そ
の
結
果
大

部
分
が
農
地
等
と
し
て
売
渡
し
、
譲
与
さ
れ
、
約
三
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
飛
行
場
と
し

て
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

本
格
的
な
民
間
航
空
に
よ
る
利
用
は
昭
和
三
十
年
五
月
の
大
阪
ー
高
松
路
線
の
開
設

に
は
じ
ま
り
、
昭
和
三
十
一
年
に
は
第
二
種
空
港
と
な
り
、
滑
走
路
や
通
信
施
設
等
の

整
備
も
順
次
進
め
ら
れ
、
香
川
県
の
空
の
玄
関
と
し
て
広
く
県
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
平
成
元
年
十
二
月
の
新
し
い
高
松
空
港
の
開
港
に
伴
い
、
三
十
余

年
に
及
ぶ
そ
の
使
命
を
終
え
供
用
廃
止
さ
れ
た
。 

 

そ
の
後
、
こ
の
空
港
跡
地
は
高
松
市
の
中
心
部
近
く
に
位
置
す
る
立
地
条
件
を
活
か

し
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
香
川
県
の
産
業
の
飛
躍
的
発
展
や
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め

の
拠
点
と
す
る
た
め
、
平
成
二
年
四
月
香
川
県
が
国
か
ら
用
地
を
取
得
し
、
技
術
・
情

報
・
文
化
の
複
合
拠
点
と
し
て
の
「
香
川
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
パ
ー
ク
」
の
形
成
を
図

る
べ
く
、
地
元
の
協
力
の
下
鋭
意
整
備
が
進
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

今
、
空
港
跡
地
の
開
発
が
進
む
中
、
空
港
の
歴
史
を
振
り
返
り
碑
と
し
て
後
世
に
残

す
も
の
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

平
成
六
年
三
月 

 

林
地
区
開
発
協
議
会 
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■
位
置
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香
川
県
高
松
市 

香
川
8 
水
穂 

香
川
用
水
善
海
通
水
記
念
碑
（
用
水
、
昭
和
51
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

香
川
町
の
香
川
用
水
（
昭
和
55
年
完
成
） 

 

香
川
用
水
は
、
早
明
浦
ダ
ム
で
開
発
さ
れ
る
水
を
池
田
ダ
ム
か
ら
財
田
町
の

東
西
分
水
工
へ
導
水
し
、
こ
こ
で
東
部
幹
線
水
路
と
西
部
幹
線
水
路
に
分
け
て

県
下
に
農
業
用
水
、
上
水
道
用
水
、
工
業
用
水
と
し
て
送
水
す
る
も
の
で
あ

る
。
水
資
源
開
発
公
団
と
農
林
省
が
実
施
し
、
昭
和
43
年
に
着
工
、
昭
和
55

年
に
完
了
し
た
。
香
川
町
に
は
東
部
幹
線
が
大
野
地
区
か
ら
浅
野
地
区
に
約

三
、
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
走
り
、
善
海
、
東
部
幹
線
、
舟
岡
池
、
平

池
の
各
分
水
工
か
ら
農
業
用
水
の
補
給
を
受
け
る
な
ど
し
て
農
地
五
一
三
、
六

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
受
益
し
て
い
る
。
ま
た
、
水
道
用
水
も
県
営
東
部
浄
水
場
か
ら

香
川
町
上
水
道
が
受
水
し
て
い
る
。 

（
参
考
文
献
：
香
川
町
誌
編
集
委
員
会
編
「
香
川
町
誌
」
一
九
九
三
年
） 

 

香川用水（高松市香川町大野） 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

（表） 

（裏） 

水  穂 

 

   善海通水記念碑 
香川 

用水 

世
話
人 

 

県
会
議
員
2
人 

（
氏
名
省
略
） 

 

町
会
議
員
2
人 

 
 

（
氏
名
省
略
） 

  

昭
和
五
十
一
年
四
月
吉
日 

 
 
 

善
海
水
利
組
合
建
之 



65 
 

香
川
県
坂
出
市 

香
川
9 
番
の
州
高
架
橋
下
の
慰
霊
碑
（
道
路
・
鉄
道
、
昭
和
63
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

本
州
四
国
連
絡
橋
児
島
～
坂
出
ル
ー
ト
（
昭
和
63
年
開
通
） 

 

本
州
四
国
連
絡
橋
児
島
・
坂
出
ル
ー
ト
は
、
昭
和
48
年
10
月
に
工
事
実
施

計
画
の
認
可
を
受
け
た
が
、
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
一
時
延
期
さ
れ
た
。
昭
和

50
年
8
月
に
児
島
・
坂
出
ル
ー
ト
を
含
む
「
一
ル
ー
ト
三
橋
」
の
凍
結
解
除

が
決
定
さ
れ
た
。
児
島
・
坂
出
ル
ー
ト
は
、
道
路
と
鉄
道
か
ら
な
り
、
道
路
は

早
島
Ｉ
Ｃ
～
坂
出
Ｉ
Ｃ
間
三
七
、
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
鉄
道
は
茶
屋
町
駅
～
宇

多
津
駅
間
三
二
、
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
途
中
の
海
峡
部
を
含
む
区
間
一

三
、
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
、
上
が
道
路
、
下
が
鉄
道
の
共
用
部
と
な
っ
て
い

る
。
児
島
・
坂
出
ル
ー
ト
は
昭
和
53
年
10
月
に
起
工
し
、
昭
和
63
年
4
月

に
道
路
、
鉄
道
と
も
供
用
さ
れ
た
。 

（
参
考
文
献
：
本
州
四
国
連
絡
橋
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
本
州
四
国
連
絡
橋
公

団
三
十
年
史 

」
二
〇
〇
〇
年
） 

 

聖通寺山山頂展望台から番の州高架橋 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

 

慰 霊 

本州四国連絡橋公団 

第二建設局 

     昭和六十三年三月 

（表） 

（裏） 
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香
川
県
坂
出
市 

香
川
10 
瀬
戸
大
橋
竣
工
記
念
碑
（常
盤
公
園
）（
道
路
・
鉄
道
、
昭
和
63
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

瀬
戸
大
橋
（
昭
和
63
年
開
通
） 

 

瀬
戸
大
橋
は
本
州
四
国
連
絡
橋
児
島
～
坂
出
ル
ー
ト
の
道
路
と
鉄
道
の
併
用

橋
で
あ
る
。
瀬
戸
大
橋
は
昭
和
48
年
11
月
に
着
工
予
定
で
あ
っ
た
が
、
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
延
期
に
な
り
、
昭
和
53
年
10
月
に
着
工
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
水
中
発
破
、
設
置
ケ
ー
ソ
ン
工
法
、
緩
衝
桁
軌
道
伸
縮
装
置
な
ど
数
々
の

新
工
法
を
開
発
す
る
な
ど
し
て
難
工
事
を
克
服
し
、
着
工
以
来
九
年
半
の
歳
月

と
一
兆
一
三
〇
〇
億
円
（
計
画
ベ
ー
ス
）
の
費
用
を
か
け
て
、
瀬
戸
大
橋
は
昭

和
63
年
4
月
に
開
通
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
香
川
県
土
木
史
編
纂
委
員
会
編
「
香
川
県
土
木
史 

第
Ⅱ
巻
」

二
〇
〇
四
年
） 

 

瀬戸大橋記念公園から瀬戸大橋 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

瀬戸大橋竣功記念碑 

瀬
戸
大
橋
竣
功
を
記
念
し
て 

 
人
々
は
、
一
世
紀
も
の
永
い
間
、
瀬
戸
内
の
海
に
橋

を
架
け
る
こ
と
を
夢
み
て
き
た
。
そ
し
て
人
々
は
、
こ

の
と
て
つ
も
な
い
大
き
な
夢
に
挑
戦
し
、
遂
に
そ
の
夢

を
現
実
の
も
の
と
し
た
。 

 

瀬
戸
大
橋
は
、
多
く
の
人
々
の
限
り
な
い
情
熱
と
、

最
高
の
英
知
と
、
汗
に
ま
み
れ
た
努
力
を
積
み
重
ね
、

長
い
長
い
試
練
の
歳
月
を
経
て
、
こ
こ
に
輝
か
し
く
完

成
し
た
の
で
あ
る
。 

 

い
よ
い
よ
瀬
戸
大
橋
新
時
代
の
幕
明
け
で
あ
る
。
瀬

戸
大
橋
は
、
人
と
人
、
地
域
と
地
域
を
結
び
つ
け
、
多

く
の
幸
せ
を
運
ん
で
く
れ
る
に
違
い
な
い
。 

 

蒼
い
海
と
、
島
々
の
緑
に
融
け
込
ん
だ
ラ
イ
ト
グ
レ

ー
の
壮
大
な
橋
の
姿
は
、
往
き
交
う
人
々
に
、
又
新
し

い
夢
、
新
し
い
ロ
マ
ン
を
呼
び
寄
せ
て
く
れ
る
で
あ
ろ

う
。
坂
出
市
瀬
戸
大
橋
架
橋
工
事
促
進
協
力
会
は
、
十

年
に
わ
た
る
架
橋
工
事
に
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
協
力

し
、
こ
の
大
工
事
に
か
か
わ
っ
て
き
た
。
い
よ
い
よ
歴

史
に
も
燦
然
と
光
り
輝
く
世
紀
の
大
橋
の
開
通
の
日
を

迎
え
、
こ
の
大
事
業
に
参
加
し
た
大
き
な
誇
り
と
、
深

い
感
動
に
胸
震
え
る
想
い
で
あ
る
。
こ
の
佳
き
日
を
記

念
し
て
、
こ
こ
に
全
員
の
名
を
刻
し
、
永
く
こ
の
喜
び

を
残
し
伝
え
た
い
。 

 

瀬
戸
大
橋
新
時
代
の
限
り
な
き
発
展
を
祈
り
つ
つ
。 

 

昭
和
六
十
三
年
四
月
十
日 

 

坂
出
市
瀬
戸
大
橋
架
橋
工
事
促
進
協
力
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

会
長 

中
村
勝
敏 

 
 
 
 
 
 
 
 

撰
文 

草
薙 

繁 
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香
川
県
坂
出
市 

香
川
11 
大
久
保
諶
之
丞
像
（瀬
戸
大
橋
記
念
公
園
）（
道
路
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

大
久
保
諶
之
丞
と
瀬
戸
大
橋
（
昭
和
63
年
開
通
） 

 

四
国
と
本
州
を
橋
で
結
ぶ
構
想
を
最
初
に
打
ち
出
し
た
の
は
、
香
川
県
の
県

会
議
員
大
久
保
諶
之
丞
で
あ
る
。
明
治
22
年
（
一
八
八
九
）
に
讃
岐
鉄
道
の

丸
亀
～
多
度
津
～
琴
平
の
開
通
祝
賀
会
で
、
大
久
保
は
「
塩
飽
諸
島
ヲ
橋
台
ト

ナ
シ
山
陽
鉄
道
ニ
架
橋
連
絡
セ
シ
メ
ナ
バ
常
ニ
風
波
ノ
憂
ヒ
ナ
ク
午
時
ニ
浦
戸

ノ
釣
ヲ
垂
レ
夕
ニ
敦
賀
ノ
納
涼
ヲ
得
ル
実
ニ
南
来
北
行
東
奔
西
走
瞬
時
ヲ
費
サ

ズ
其
国
利
民
福
是
ヨ
リ
大
ナ
ル
ハ
莫
シ
」
と
挨
拶
し
て
い
た
。
大
久
保
の
提
唱

か
ら
約
一
〇
〇
年
後
の
昭
和
63
年
（
一
九
八
八
）
に
瀬
戸
大
橋
が
開
通
し
、

四
国
と
本
州
が
橋
で
結
ば
れ
た
。 

（
参
考
文
献
：
瀬
戸
大
橋
架
橋
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
瀬
戸
大
橋
架
橋
史 

通

史
・
資
料
編
」
一
九
八
九
年
） 

 

四国と本州を結ぶ瀬戸大橋（青の山中腹より） 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

瀬
戸
大
橋
の
最
初
の
提
唱
者 

 

大
久
保
諶
之
丞 

 
 

（
嘉
永
二
年
八
月
十
六
日
～
明
治
二
十
四
年
十
二
月
十
四
日
） 

こ
の
像
は
元
々
、
仲
南
町
立
仲
南
西
小
学
校
の
校
庭
に
あ
っ
た
も
の
を 

小
学
校
の
廃
校
に
伴
い
、
地
元
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
こ
の
地
に
移
転
し
た
も
の
で

す
。 

台
座
に
は
、
彼
の
代
表
的
な
歌
が
二
首
、
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

「
わ
が
も
の
の
人
の
も
の
の
と
云
う
も
の
の 

も
の
は
世
間
の
も
の
の
も
の
な
り
」 

「
笑
わ
し
ゃ
ん
す
な
百
年
先
は 

財
田
の
山
か
ら
川
舟
出
し
て 
月
の
世
界
へ
往
来

す
る
」 

こ
れ
ら
の
歌
に
は
社
会
の
た
め
に
無
私
を
貫
き
、 

長
い
時
間
軸
と
広
い
空
間
軸
で
物
事
を
考
え
た
彼
の
面
目
が
躍
如
し
て
い
ま
す
。 
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香
川
県
宇
多
津
町 

香
川
12 
新
宇
多
津
都
市
の
原
形
宇
多
津
塩
田
の
碑 

（
市
街
地
開
発
、
平
成
3
年
建
立
） 

            

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

新
宇
多
津
都
市
の
建
設
（
平
成
3
年
竣
工
） 

 

新
宇
多
津
都
市
は
、
瀬
戸
大
橋
の
効
果
を
受
け
と
め
る
中
讃
都
市
圏
の
中
核

都
市
づ
く
り
と
し
て
、
昭
和
53
年
6
月
か
ら
旧
塩
田
跡
地
で
整
備
が
進
め
ら

れ
た
。
こ
の
事
業
は
、
瀬
戸
大
橋
の
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
鉄
道
電
化
・

高
架
化
、
臨
海
産
業
道
路
（
さ
ぬ
き
浜
街
道
）
の
整
備
、
香
川
県
瀬
戸
大
橋
流

通
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
一
環
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、
香
川
県
、
宇
多
津

町
、
地
域
振
興
整
備
公
団
が
一
体
と
な
っ
て
事
業
に
あ
た
っ
た
。
平
成
2
年

度
に
総
面
積
一
八
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
大
規
模
造
成
工
事
が
完
了
し
、
平
成
3

年
7
月
に
は
市
街
地
の
核
と
な
る
企
業
誘
致
・
施
設
誘
致
も
完
了
、
平
成
3

年
11
月
に
事
業
竣
工
式
を
行
っ
た
。
宇
多
津
町
で
は
、
塩
づ
く
り
の
歴
史
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
、
臨
海
公
園
に
産
業
資
料
館
と
復
元
塩
田
を
つ
く
っ
た
。 

（
参
考
文
献
：
地
域
振
興
整
備
公
団
新
宇
多
津
都
市
開
発
事
務
所
編
「
未
来
へ

翔
く
タ
ー
ミ
ナ
ル
シ
テ
ィ 

新
宇
多
津
都
市
開
発
整
備
事
業
記
録
写
真
集
」
一

九
九
二
年
） 

 

宇多津臨海公園の復元塩田 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

        

新宇多津都市の原形宇多津塩田の碑 （表） 

（裏） 

宇
多
津
塩
田
土
地
区
画
整
理
事
業
完
成
記
念
碑 

 

昭
和
四
十
六
年
十
二
月
宇
多
津
塩
田
一
〇
四
塩
戸
、
一
五
六
・
七
ヘ
ク
タ

ー
ル
は
塩
業
の
整
備
及
び
近
代
化
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
に
よ
り
廃

止
さ
れ
た
。
そ
の
後
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
苦
難
の
末
漸
く
宇
多
津
町
施
行

宇
多
津
塩
田
土
地
区
画
整
理
の
事
業
計
画
が
決
定
さ
れ
、
昭
和
五
十
四
年
度

工
事
に
着
手
し
た
。
事
業
計
画
区
域
は
大
束
川
以
西
の
塩
田
及
び
入
川
・
宇

多
津
港
・
鉄
道
用
地
そ
の
他
を
含
む
面
積
一
八
六
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ

て
地
権
者
は
塩
業
者
等
三
百
余
名
で
あ
る
。
塩
田
土
地
埋
立
は
漁
業
権
に
か

か
る
海
面
浚
渫
土
及
び
陸
上
よ
り
の
山
土
、
そ
の
土
量
七
四
〇
万
立
方
米
に

及
び
全
容
量
は
宇
多
津
の
角
山
の
約
二
分
の
一
に
相
あ
た
る
。
な
お
百
年
を

見
越
し
た
公
園
、
道
路
等
公
共
施
設
の
完
備
に
よ
り
平
均
減
歩
率
は
四
一
パ

ー
セ
ン
ト
で
あ
り
可
成
り
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
当
区
域
は
多
年
念
願

の
瀬
戸
大
橋
架
橋
に
伴
う
本
四
備
讃
線
の
乗
入
れ
と
Ｊ
Ｒ
予
讃
本
線
の
付
替

に
よ
り
宇
多
津
駅
が
移
転
拡
充
さ
れ
四
国
の
交
通
拠
点
と
し
て
、
そ
の
発
展

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

 

国
・
県
・
宇
多
津
町
並
び
に
地
域
振
興
整
備
公
団
の
綜
合
計
画
に
基
ず
き

土
地
利
用
の
方
針
及
び
各
種
公
共
施
設
が
立
案
さ
れ
、
四
国
の
玄
関
口
に
即

応
す
る
新
都
市
の
整
備
事
業
が
施
行
さ
れ
た
。
事
業
開
始
以
来
十
六
年
の
長

い
年
月
に
わ
た
り
、
多
数
地
権
者
並
び
に
地
元
各
位
の
協
力
支
援
に
よ
っ
て

宇
多
津
塩
田
区
画
整
理
事
業
は
完
成
の
域
に
達
し
、
宇
多
津
町
の
活
性
・
熟

成
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。 

 

な
お
一
つ
に
は
、
我
が
郷
土
を
愛
す
る
大
平
内
閣
総
理
大
臣
の
蔭
の
力
に

よ
る
大
き
い
恩
恵
が
追
懐
さ
れ
る
。
こ
こ
に
国
・
県
・
宇
多
津
町
及
び
地
域

振
興
整
備
公
団
に
対
し
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
と
共
に
関
係
地
権
者
及
び
地

元
各
位
の
協
力
支
援
に
厚
く
お
禮
を
申
上
げ
る
。
旧
塩
業
者
一
同
、
新
宇
多 

津
都
市
の
完
成
に
あ
た
り
一
層
の
発
展
を
冀
念
し
て
、
こ
こ
に
完
成
記
念
碑

を
建
立
す
る
。 

 
 

平
成
三
年
四
月
吉
日 

 

宇
多
津
塩
田
土
地
区
画
整
理
事
業
完
成
記
念
碑
建
立
世
話
人
会 

 
 

世
話
人
代
表 

（
3
人
の
氏
名
省
略
） 

 
 

世
話
人 

 
 

（
17
人
の
氏
名
省
略
） 

 
 
 

設
計
監
理 

 
 

（
法
人
代
表
の
氏
名
省
略
） 

 
 
 

記
念
碑
製
作 

 

（
法
人
代
表
の
氏
名
省
略
） 

 
 
 

土
木
工
事
一
式 

（
法
人
代
表
の
氏
名
省
略
） 
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■
位
置
図 
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香
川
県
宇
多
津
町 

香
川
13 
宇
多
津
塩
田
土
地
区
画
整
理
事
業
竣
功
記
念
碑 

（
市
街
地
開
発
、
平
成
4
年
建
立
） 

            

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

宇
多
津
塩
田
土
地
区
画
整
理
事
業
（
平
成
4
年
竣
工
） 

 

昭
和
47
年
の
製
塩
業
の
廃
止
に
よ
り
宇
多
津
町
に
は
塩
田
跡
地
が
残
さ
れ

た
。
宇
多
津
町
で
は
、
四
国
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
開
発
と
健
全
な
市

街
地
の
造
成
を
目
的
と
し
て
、
地
権
者
約
三
〇
〇
人
、
一
八
六
、
三
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
塩
田
跡
地
を
、
地
域
振
興
整
備
公
団
と
香
川
県
の
技
術
的
・
財
政
的
援
助

を
得
な
が
ら
土
地
区
画
整
理
事
業
の
手
法
で
開
発
し
た
。
宇
多
津
塩
田
土
地
区

画
整
理
事
業
は
、
昭
和
52
年
12
月
の
事
業
着
工
か
ら
一
四
年
の
歳
月
を
か
け

て
都
市
基
盤
施
設
の
整
備
と
住
宅
地
の
形
成
を
行
い
、
平
成
4
年
1
月
に
土

地
区
画
整
理
事
業
の
最
終
段
階
で
あ
る
換
地
処
分
を
行
っ
た
。 

（
参
考
文
献
：
香
川
県
土
木
史
編
纂
委
員
会
編
「
香
川
県
土
木
史 

第
Ⅱ
巻
」

二
〇
〇
四
年
） 

青の山山頂展望台から宇多津新都市をのぞむ 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

事
業
名 

 

香
川
中
央
都
市
計
画
事
業 

宇
多
津
塩
田
土
地
区
画
整
理
事
業 

事
業
期
間 

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
～
平
成
四
年
三
月 

事
業
面
積 
一
八
六
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル 

事
業
費 

 
二
三
三
億
円 

 

本
事
業
は
、
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
香
川
の
中
核
都
市
と
し
て
、
さ
ら

に
、
瀬
戸
大
橋
の
四
国
側
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
住
み
よ
い
新
都
市
を
形

成
す
べ
く
、
宇
多
津
塩
田
跡
地
を
主
体
に
造
成
し
、
都
市
基
盤
の
整
備
を
図

る
よ
う
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
国
、
地
域
振
興
整
備
公
団
、
香
川
県
並
び

に
、
地
元
関
係
者
等
の
多
大
な
ご
支
援
、
ご
協
力
の
も
と
に
、
こ
こ
に
め
で

た
く
竣
工
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。 

 

本
事
業
地
区
が
、
香
川
の
中
核
都
市
と
し
て
地
域
の
経
済
、
文
化
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

宇
多
津
町 

 
 
 
 
 

（
町
長
な
ど
5
人
の
氏
名
省
略
） 

 

宇
多
津
町
議
会 

 
 
 
 
 

（
議
長
な
ど
10
人
の
氏
名
省
略
） 

 
 
 

こ
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
宇
多
津
町
の
自
然
と
歴
史
と
未
来 

 

 
 

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
瀬
戸
内
海
の
よ
う
な
穏
や
か
で
伸
び
や
か 

 
 

そ
し
て
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
形
を
表
現
し
た
も
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竣
功
記
念
碑
制
作
者 

塩
田
繚
麻 

 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
四
年
三
月
吉
日 

宇
多
津
町 

宇多津塩田土地区画整理事業 

竣功記念碑 

宇多津町 

（表） 

（裏） 
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香
川
県
多
度
津
町 

香
川
14 
四
国
鉄
道
発
祥
の
地
碑
（多
度
津
駅
）（
鉄
道
、
平
成
元
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

讃
岐
鉄
道
丸
亀
～
多
度
津
～
琴
平
間
（
明
治
22
年
開
通
） 

多
度
津
の
廻
船
問
屋
の
景
山
甚
右
衛
門
は
上
京
し
た
時
に
新
橋
～
横
浜
間
を

走
る
汽
車
に
注
目
し
、
金
刀
比
羅
宮
参
拝
の
鉄
道
の
開
設
を
決
意
し
た
。
景
山

甚
右
衛
門
ら
は
明
治
20
年
5
月
に
私
設
鉄
道
願
を
愛
媛
県
知
事
に
上
申
、
知

事
か
ら
政
府
に
提
出
さ
れ
、
明
治
21
年
2
月
に
本
免
許
が
下
付
さ
れ
た
。
同

年
4
月
に
讃
岐
鉄
道
株
式
会
社
に
よ
り
起
工
式
が
行
わ
れ
、
多
度
津
を
起
点

と
し
て
琴
平
、
丸
亀
の
二
方
面
に
向
け
て
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。
人
力
車
夫
や

馬
方
、
琴
平
の
旅
館
組
合
・
土
産
物
業
者
、
沿
線
の
農
民
な
ど
の
反
対
も
あ
っ

た
が
、
着
工
以
来
約
一
年
で
完
工
し
、
明
治
22
年
5
月
に
丸
亀
～
多
度
津
～

琴
平
間
一
五
、
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
開
業
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
多
度
津
町
誌
編
集
委
員
会
編
「
多
度
津
町
誌
」
一
九
九
〇
年
） 

四国鉄道発祥の地（多度津駅） 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

 四国鉄道発祥の地 

 明治 22 年 5 月 23 日讃岐鉄道株式会社が多度津を起点に丸亀～琴平間（15.5 キロメート

ル）で営業を始めたのが当社の鉄道の始まりです。 

 そのころの多度津駅は、この地点より西へ約 1 キロメートル（仲多度郡多度津町大通

り、ＪＲ多度津工場の西側）の所にありました。 

 その後、大正 2年 12月には、多度津駅を予讃線と土讃線の分岐駅として現在の位置に新

築移転しました。 

 当時の多度津は、讃岐随一の交通文化の中心地として栄え、大正 2 年には、文豪志賀直

哉の小説「暗夜行路」の主人公謙作も、尾道から船で多度津に上陸、ここから汽車に乗っ

て金刀比羅参りをしています。 

 明治 22年の開業式の祝辞で、財田村出身の県会議員、大久保諶之丞が「塩飽諸島ヲ橋台

トシテ架橋連絡セシメバ、常ニ風波ノ憂イナク、南来北行東奔西走瞬時ヲ費ヤサズ、ソレ

国利民福コレヨリ大ナルハナシ。」と挨拶し、瀬戸大橋架橋を提唱しました。以来四国島

民の夢であった瀬戸大橋は、約 1世紀を経た昭和 63年 4月 10日開通しました。 

 ここに展示してある車輪は、昭和 10 年から 42 年ころまで、四国の山野をかけめぐっ

た、おなじみの 8620 形蒸気機関車の動輪です。鉄道開業 80 周年に際して、発祥の地（旧

多度津駅跡）に建立していたものを、100 周年を記念してこの地に移転し、永久保存をは

かります。 

   平成元年 5月 23日 

                             四国旅客鉄道株式会社 
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香
川
県
琴
平
町 

香
川
15 
大
久
保
諶
之
丞
命
像
（琴
平
公
園
）（
道
路
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

四
国
新
道
（
明
治
27
年
完
成
） 

四
国
新
道
の
路
線
ル
ー
ト
は
、
丸
亀
、
多
度
津
、
善
通
寺
、
琴
平
か
ら
阿
波

池
田
を
経
て
高
知
、
須
崎
に
達
し
、
さ
ら
に
佐
川
、
松
山
、
三
津
浜
と
連
な
る

四
国
全
県
に
ま
た
が
る
幹
線
道
路
で
あ
る
。
大
久
保
諶
之
丞
は
四
国
新
道
に
深

い
関
心
を
持
ち
、
計
画
を
立
て
、
世
論
に
訴
え
、
賛
同
者
を
集
め
る
と
、
自
費

を
注
ぎ
込
ん
で
測
量
等
の
準
備
作
業
を
進
め
、
県
外
の
有
志
と
も
協
力
し
て
中

央
官
庁
の
支
持
を
求
め
る
な
ど
し
て
、
明
治
19
年
2
月
に
工
事
が
開
始
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
未
だ
鉄
道
も
自
動
車
も
な
く
、
ほ
と
ん
ど
人
馬
の
交
通
程

度
で
あ
っ
た
当
時
に
、
ほ
ぼ
幅
員
九
メ
ー
ト
ル
余
り
、
総
延
長
二
八
〇
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
四
国
新
道
が
明
治
27
年
に
完
成
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
香
川
県
編
「
香
川
県
史 

第
五
巻
通
史
編
近
代
Ⅰ
」
一
九
八
七

年
） 

大久保諶之丞命像の側碑（琴平公園） 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

四
国
開
発
の
道
路
建
設
等 

 

明
治
の
大
先
覚
者 

大
久
保
諶
之
丞
命
像 

 
 
 
 
 
 
 
 

（像） 

 

大
久
保
諶
之
丞
は 
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
年
）
三
野
郡
財
田
上

ノ
村
に
生
ま
れ 

四
国
新
道 

讃
岐
鉄
道 

多
度
津
港
改
築 

北
海

道
開
拓
移
住
等
の
多
く
の
公
益
事
業
に
参
画
し 

四
国
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
た 

 

特
に
丸
亀
か
ら
多
度
津 

阿
波
池
田
を
経
て
高
知
さ
ら
に
松
山
に

至
る
四
国
新
道
は 

諶
之
丞
の
奔
走
に
よ
っ
て
明
治
十
九
年
（
一
八

八
六
年
）
着
工
に
こ
ぎ
つ
け 

途
中
多
額
の
予
算
超
過
に
よ
り
工
事

の
継
続
が
困
難
に
な
っ
た
際 

彼
み
ず
か
ら
新
道
工
事
請
負
人
と
な

り
苦
心
経
営
の
結
果 

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
年
）
讃
岐
新
道

分
（
丸
亀 

多
度
津
～
猪
ノ
鼻
峠
間
）
を
完
成
さ
せ
た 
こ
の
讃
岐

新
道
は 

将
来
の
交
通
量
の
増
加
を
予
想
し
て 

多
度
津
港
か
ら
十

郷
村
字
坪
ノ
内
ま
で 

当
時
と
し
て
は
非
常
に
広
い
道
中
四
間
に
並

木
敷
を
両
側
に
設
け
て
七
間
巾
に
し
た
こ
と 

金
蔵
寺
か
ら
琴
平
ま

で
約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
一
直
線
の
道
路
に
し
た
こ
と
等 

す
ぐ
れ

た
特
徴
を
も
っ
て
い
る 

 

諶
之
丞
は 

ま
た 

猪
ノ
鼻
峠
に
隧
道
を
掘
り 

吉
野
川
に
注
ぐ

伊
予
川
か
ら
水
路
を
引
き 

西
讃
一
帯
の
灌
漑
用
水
を
供
給
す
る
計

画
を
提
唱
し
た
り 

塩
飽
諸
島
を
橋
台
と
し
て
本
州
と
の
間
に
橋
を

架
け
る
と
い
う 

ま
さ
に
現
在
の
瀬
戸
大
橋
の
構
想
を
披
瀝
す
る
等 

時
代
に
さ
き
が
け
た
着
想
の
持
ち
主
で
も
あ
っ
た 

 

彼
は 

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
年
）
香
川
県
会
で
討
議
中
四

十
二
歳
の
若
さ
で
他
界
し
た
が 

郷
土
発
展
の
た
め
に
何
よ
り
も
道

路
の
整
備
を
と
説
き
献
身
し
た
功
績
は
偉
大
で
あ
る 

（側碑） 
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香
川
県
ま
ん
の
う
町 

香
川
16 
真
野
池
記
碑
（
た
め
池
、
明
治
8
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

明
治
3
年
の
満
濃
池
の
改
修
（
明
治
3
年
竣
工
） 

満
濃
池
は
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
6
月
の
地
震
で
地
盤
が
緩
ん
だ
た
め

か
、
普
請
工
事
の
た
め
か
、
水
漏
れ
が
発
生
し
て
同
年
7
月
に
決
壊
し
た
。

榎
井
村
百
姓
総
代
の
長
谷
川
佐
太
郎
が
慶
応
4
年
（
一
八
六
八
）
に
政
府
に

満
濃
池
再
築
の
嘆
願
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
、
政
府
よ
り
倉
敷
県
が
許
し
を
受

け
て
高
松
藩
、
丸
亀
藩
、
多
度
津
藩
の
三
藩
に
対
し
て
満
濃
池
改
築
を
働
き
か

け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
三
藩
の
意
見
は
一
致
し
な
か
っ
た
。
佐
太
郎
が
私
財

を
投
じ
て
各
藩
の
間
を
斡
旋
、
奔
走
し
た
結
果
、
明
治
2
年
9
月
に
石
穴
掘

削
の
工
事
が
着
手
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
工
事
は
高
松
藩
執
政
・
松
崎
渋
右

衛
門
の
意
見
に
よ
り
堤
防
西
隅
の
岩
盤
に
穴
を
う
が
っ
て
底
ゆ
る
に
す
る
こ
と

と
し
、
明
治
3
年
3
月
に
石
穴
が
貫
通
、
同
年
6
月
に
築
堤
が
完
成
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
満
濃
池
土
地
改
良
区
「
満
濃
池
史 

満
濃
池
土
地
改
良
区
五
十

周
年
記
念
誌
」
二
〇
〇
一
年
） 

満濃池 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

弘
仁
八
年
旱
自
四
月
抵
八
月
郡
縣
奏
之
僧
空
海
𦾔𦾔
蹟
也
干
時
京
寓
十
二
丑
三
月
命
於
是
乃
甘
臨
民

子
來
七
月
乙
已
成
霊
汪
元
暦
元
五
月
朔
洪
泖
滔
天
破
堤
而
謂
池
内
村
寛
永
三
夏
九
十
五
日
不
雨
生

駒
高
俊
臣
西
嶋
之
尤
詢
度
之
五
歳
創
貴
鍤
八
辛
未
果
編
戸
歓
賞
文
化
十
季
丈
為
猪
辰
豹
変
水
晞
之

諼
難
啻
後
畚
役
先
冠
攘
丁
楲
換
五
表
掊
克
駢
羅

集
上
下
交
征
利
讃
汔
癉
有
信
直
者
厭
夥
粍
訴
請

官
以
庵
治
石
畳
方
欲
傳
無
彊
嘉
永
二
秋
経
始
明
春
半
済
同
五
継
築
頻
崩
潰
至
七
寅
春
稍
畢
苟
以
石

翕
之
不
能
釘
用
嘗
庸
水
候
雷
流
并
甃
潜

洞
出
而
樋
外
漫
滑
布
護
豈
圖
同
自
七
月
五
日
格
九
日
肆

決
渫
漑
下
大
残
害
黎
首
號
泣
荒
畴
信
直
輾
轉
反
側
将
再
封
因
九
合
三
藩
丸
亀
多
度
津
失
三
為
乖
戻

故
未
移
浹
辰
為
赤
地
筮
涌
氣
浚
井
設
槹
夙
夜
繘
挽
妻
夫
汲
々
老
稚
配
分
炎
熱
如
燃
汗
如
沸
希
水
體

疲
渇
望
洽
祈
雨
燎
炬
奉
百
神
偶
甘
霤
堪
憐
田
如
鰐
口
剖
然
則
何
益
矣
慶
應
二
八
月
七
日
蕩
々
淼
漫

懐
山
嚢
丘
琴
平
屋
橋
落
雨
町
暴
漲
老
弱
男
女

咷
泣
血
漣
如
溺
叵
計
家
財
大
木
泛
々
脉
連
與
北
邨

旋
陀
羅
鳩
漂
潦
越
市
郷
為
空
動
浩
魃
浅
襲
穀
深
為
赭
埣
允
巨
圮
莫
比
農
商
欸
殫
不
遑
書
契
焉
明
々

源
頼
總
朝
臣
在
屯
之

九
陽
徳
彌
玄
黄
元
々
如
父
母
思
服
如
衆
星
共
之
三
田
深
田
木
崎
障
溜
三
新

池
且
欲
使
萬
湖
穿
岩
壁
先
寒
川
郡
使
彌
勒
沼
試
可
最
元
吉
松
崎
祐
敏
慨
然
以
一
手
欲
経
営
之
遭
戎

來
愈
労
劬
十
七
暦
明
治
二
九
月
谷
夲
信
誼
督
発
罕
工
既
成
者
翌
稔
也
壬
申
大
膜
源
泉
混
々
拝
穂
之

瑞
敞
閈
復
蘇
踊
躍
不
焉
余
環
匝
徼
徹
塞
尾
張
有
入
鹿
池
氻
波
及
八
万
石
云
雖
然
楲
溭
吐
繕
同
州
甲

費
也
如
十
市
者
天
下
一
懸
高
五
万
石
竇
磐
石
防
聊
数
十
間
双
沃
歐
碞
昔
空
海
不
究
勲
天
乎
命
乎
君

徳
乎
悠
遠
省
國
徭
實
鴻
恩
均
乾
坤
公
俊
徳
尖
被
六
合
鳴
呼
可
謂
累
緒
不
朽
神
功
者
也
矣 

 
 

千
秋
來
暦
萬
濃
池
為
野
為
原
嘉
永
時
百
姓
傷
心
将
廿
載
天
成
磐
竇
不
窮
乖 

 
 

鳳
鳥
翺
東
海
雛
離
万
里
鳴
仁
人
民
父
母
親
去
子
何
行 

 
 

真
野
乃
池
者
池
之
大
王
動
無
石
楲
尓
早
流
水
能
白
幢 

 
 
 
 

明
治
八
年
歳
次
乙
亥
秋
九
月 

矢
原
正
敬
撰
兼
題
額
男
正
照
書
并
建  

真野池記 
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■
碑
文
の
解
釈 

               

弘
仁
八
年
（
八
一
七
）
の
旱
ば
つ
は
四
月
か
ら
八
月
ま
で
続
き
、
仲
多
度
郡
庁

で
は
朝
廷
に
こ
れ
を
奏
上
し
た
。
よ
っ
て
池
を
築
い
た
の
は
僧
空
海
の
旧
蹟
で
あ

る
。
時
に
彼
は
都
に
住
ん
で
い
た
が
三
月
に
こ
の
命
令
を
受
け
満
足
し
て
人
民
た

ち
に
接
し
た
。
人
々
は
子
が
親
を
慕
う
よ
う
に
す
る
こ
と
七
か
月
、
弘
仁
十
二
年

（
八
二
二
）
に
り
っ
ぱ
な
池
を
竣
工
し
た
。 

 

元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
五
月
一
日
に
大
洪
水
が
あ
っ
て
天
ま
で
水
が
届
き
、

堤
は
破
壊
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
地
を
池
内
と
言
う
。 

寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
夏
、
九
十
五
日
間
雨
が
降
ら
な
い
。
丸
亀
城
主
生
駒

高
俊
は
家
来
の
西
嶋
之
尤
と
相
談
す
る
こ
と
五
年
に
し
て
り
っ
ぱ
な
鍬
を
創
作

し
、
辛
未
に
は
新
し
く
戸
籍
を
作
る
。
民
は
治
世
を
賞
賛
し
た
。 

 

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
は
旱
ば
つ
と
洪
水
と
が
急
激
に
変
化
す
る
恐
ろ
し
い

災
難
の
年
で
あ
っ
た
。
も
っ
こ
で
土
を
運
ぶ
か
運
ば
な
い
中
に
土
が
削
り
取
ら
れ

て
流
さ
れ
て
し
ま
う
。
池
の
配
水
口
の
所
に
五
基
の
功
績
を
表
わ
し
た
碑
を
誇
ら

し
げ
に
建
て
て
も
、
集
ま
る
人
々
は
上
下
こ
も
ご
も
利
益
を
取
得
す
る
に
一
生
懸

命
で
あ
り
修
復
に
ま
じ
め
に
努
力
す
る
者
は
体
力
を
お
び
た
だ
し
く
消
耗
す
る
の

で
、
改
修
を
官
に
請
願
し
た
。
そ
こ
で
庵
治
石
を
畳
の
よ
う
に
敷
き
詰
め
よ
う
と

努
力
し
た
。 

 

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
秋
よ
り
始
め
て
来
春
の
半
ば
に
休
む
。
こ
れ
を
繰
り

返
し
て
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
ま
で
続
行
し
た
が
、
七
度
崩
壊
し
た
。
正
月
に

は
遂
に
石
で
造
る
こ
と
に
し
た
。
石
を
合
わ
す
た
め
に
釘
を
用
い
る
こ
と
が
で
き

ず
、
か
つ
て
は
配
水
口
に
敷
き
瓦
を
並
べ
た
り
、
樋
の
外
側
が
滑
ら
な
い
よ
う
に

布
で
護
っ
た
り
し
た
。
が
、
七
月
五
日
か
ら
九
日
に
こ
の
装
置
が
水
で
洗
わ
れ
、

ぶ
っ
つ
か
り
合
っ
て
池
の
水
が
大
流
出
し
、
下
流
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
人
民
た
ち
は
泣
き
叫
び
、
田
畑
は
荒
れ
、
転
々
と
寝
返
り
を
う
っ
て
転
げ
回

り
、
安
ん
じ
て
生
活
が
で
き
な
い
。
今
ま
で
統
治
の
行
き
届
い
て
い
た
丸
亀
・
多

度
津
な
ど
三
藩
は
三
つ
と
も
水
害
に
よ
っ
て
し
い
た
げ
ら
れ
た
。
た
め
池
に
水
を

貯
め
る
こ
と
な
く
、
樋
を
造
り
、
井
戸
を
さ
ら
え
て
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
夫

や
妻
は
た
だ
き
ゅ
う
き
ゅ
う
と
つ
る
べ
で
水
を
汲
む
。
老
人
や
子
供
は
暑
い
中
で 

汗
を
流
し
、
ま
た
雨
が
降
る
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
神
々
に
明
々
と
燈
明
を
あ
げ
雨

乞
い
を
し
て
い
る
。
神
も
憐
ん
で
鰐
□
か
ら
流
れ
出
る
よ
う
に
大
雨
が
降
っ
た
。

し
か
し
益
は
な
か
っ
た
。 

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
八
月
七
日
滔
々
と
流
れ
漫
々
と
湛
え
ら
れ
た
水
は
山

を
包
み
丘
に
登
り
、
琴
平
屋
橋
落
雨
町
に
氾
濫
し
老
若
男
女
は
泣
き
叫
び
、
血
を

流
し
溺
れ
る
人
の
数
を
知
ら
な
い
。
ま
た
大
木
も
浮
か
び
連
な
っ
て
流
れ
て
行

く
。
洪
水
は
村
々
に
拡
が
っ
て
穀
物
を
襲
い
土
橋
を
越
え
て
流
れ
て
行
く
。 

時
に
源
頼
総
朝
臣
が
こ
の
地
に
任
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
人
の
行
う
べ
き
九
つ
の
徳

を
備
え
民
衆
か
ら
子
の
父
母
を
慕
う
が
如
く
心
服
さ
れ
て
い
た
。
特
に
三
田
と
深

田
と
木
崎
の
三
箇
所
に
取
水
堰
を
新
に
造
っ
た
。
ま
た
池
の
配
水
口
の
た
め
岩
盤

に
穴
を
あ
け
る
計
画
を
し
、
寒
川
郡
の
弥
勒
沼
で
試
す
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

松
崎
祐
敏
は
世
を
憂
い
嘆
き
、
自
分
ひ
と
り
で
こ
の
難
事
業
に
挑
ん
だ
。
苦
労

は
十
七
年
間
続
き
、
明
治
二
年
九
月
谷
本
信
誼
の
監
督
の
も
と
に
壬
申
完
成
し
、

混
々
と
流
れ
出
る
水
は
稲
田
を
蘇
生
さ
せ
た
。
私
が
池
の
周
囲
を
見
回
っ
て
見
る

に
高
々
と
水
門
の
装
置
が
見
え
る
。
尾
張
の
国
に
入
鹿
池
と
い
う
八
万
石
懸
り
の

池
が
あ
る
と
い
う
け
れ
ど
も
、
こ
の
十
千
池
（
と
お
ち
の
い
け
）
と
も
い
う
万
農

池
は
池
懸
り
五
万
石
で
配
水
口
は
岩
盤
を
穿
ち
、
石
が
堤
防
数
十
間
に
敷
き
詰
め

ら
れ
肥
沃
な
土
地
を
造
る
日
本
一
の
池
で
あ
る
。 

 

昔
の
空
海
が
勲
を
独
占
せ
ず
に
天
が
君
の
徳
に
応
じ
て
与
え
た
も
の
で
あ
る
。

悠
然
と
し
て
国
の
土
木
工
事
に
従
事
し
た
こ
と
は
天
地
の
深
い
恵
み
と
貴
公
の
高

い
徳
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
全
世
界
に
神
の
功
績
と
し
て
不
朽
で
あ
る
。 

 

千
年
来
の
万
濃
池
を
野
の
た
め
原
の
た
め
に
、
ま
た
清
き
水
思
う
百
姓
の
心
に

な
り
て
二
十
年
の
長
き
間
岩
盤
を
穿
ち
続
け
た
こ
と
よ
。 

 

お
お
と
り
の
ひ
な
を
離
れ
て
万
里
の
空
を
天
翔
る
如
く
人
民
の
父
母
と
慕
い
し

徳
高
き
あ
な
た
は
今
何
処
に
行
か
れ
る
。 

 

真
野
池
は
池
の
大
王
な
り
、
岩
盤
に
流
れ
走
る
水
は
白
き
大
の
ぼ
り
な
り
。 

（
香
川
県
農
林
部
編
集
「
讃
岐
農
林
業
の
石
碑
」
よ
り
） 
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香
川
県
ま
ん
の
う
町 

香
川
17 
松
坡
長
谷
川
翁
功
徳
之
碑
（
た
め
池
、
明
治
29
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

長
谷
川
佐
太
郎
と
明
治
3
年
の
満
濃
池
の
改
修
（
明
治
3
年
竣
工
） 

安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
7
月
に
満
濃
池
の
堤
防
が
決
壊
し
て
以
来
、
幕

府
領
の
榎
井
・
五
条
・
苗
田
の
三
村
（
現
琴
平
町
）
で
は
用
水
の
手
当
が
な

く
、
植
え
付
け
に
困
窮
し
て
い
た
。
榎
井
村
百
姓
総
代
の
長
谷
川
佐
太
郎
が
、

慶
応
4
年
（
一
八
六
八
）
政
府
に
満
濃
池
再
築
の
嘆
願
書
を
提
出
し
た
と
こ

ろ
、
政
府
よ
り
倉
敷
県
が
許
し
を
受
け
て
高
松
藩
、
丸
亀
藩
、
多
度
津
藩
の
三

藩
に
対
し
て
満
濃
池
改
築
を
働
き
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
三
藩
の
意
見
は

一
致
し
な
か
っ
た
。
佐
太
郎
が
各
藩
の
間
を
斡
旋
、
奔
走
し
た
結
果
、
明
治

2
年
9
月
に
石
穴
掘
削
の
工
事
が
始
ま
り
、
明
治
3
年
3
月
に
石
穴
が
貫

通
、
6
月
に
築
堤
が
完
成
し
た
。
満
濃
池
は
破
堤
か
ら
16
年
目
に
甦
っ
た
。

満
濃
池
改
修
に
私
財
一
万
数
千
円
を
投
じ
て
い
た
佐
太
郎
は
、
大
正
4
年
に

満
濃
池
の
ほ
と
り
に
あ
る
神
野
神
社
境
内
の
松
崎
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。 

（
参
考
文
献
：
満
濃
池
土
地
改
良
区
「
満
濃
池
史 

満
濃
池
土
地
改
良
区
五
十

周
年
記
念
誌
」
二
〇
〇
一
年
） 

神野神社から満濃池をのぞむ 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

              

松
坡

長
谷

川
翁

功
徳

之
碑 

従
一
位
勲
一
等
候
爵
山
縣
有
朋
篆
額 

志
於
道
據
於
徳
依
於
仁
遊
於
藝
蓋
長
谷
川
翁
之
謂
也
翁
名
信
之
字
忠
卿
號
松 

坡
称
佐
太
郎
讃
岐
那
珂
郡
榎
井
村
豪
農
考
諱
和
信
妣
為
光
氏
翁
為
人
温
良
有 

義
氣
好
救
人
急
夙
憂
王
室
式
微
與
日
柳
燕
石
美
馬
君
田
等
協
力
廣
交
天
下 

士
松
本
謙
三
郎
藤
本
津
之
助
久
阪
義
助
等
先
後
来
議
事
文
久
三
年
有
大
和 

之
挙
翁
與
燕
石
整
軍
資
将
赴
援
聞
事
敗
不
果
桂
小
五
郎
来
多
度
津
翁
延
之 

姻
家
密
議
徹
夜
高
杉
晋
作
韜
迹
来
投
翁
與
燕
石
君
田
等
庇
護
具
至
既
而
事 

覚
逮
捕
甚
急
使
晋
作
揮
去
燕
石
君
田
下
獄
翁
幸
得
免
竊
扶
助
両
家
族
及
王 

政
中
興
翁
至
京
都
知
友
多
列
顕
職
勧
翁
仕
官
翁
固
辞
而

素
志
専
在
修
満 

濃
池
池
為
國
中
第
一
巨
浸
自
古
施
木
閘
毎
卅
歳
改
造
為
例
嘉
永
中
変
例
畳 

雑
石
作
堰
浸
漏
生
竇
水
勢
蕩
蕩
決
裂
堤
防
漂
没

舎
人
畜
亘
数
十
村
田
畴 

率
付
荒
蕪
爾
来
十
四
年
旱
澇
臻
萬
民
不
聊
生
翁
慨
然
計
畫
修
治
屢
上
書
切 

請
明
治
三
年
正
月
得
免
起
工
高
松
藩
松
崎
佐
敏
倉
敷
縣
大
参
事
島
田
泰
夫 

等
克
輔
翁
志
五
閲
月
告
竣
単
工
十
四
萬
四
千
九
百
九
十
六
人
荒
蕪
忽
化
良 

田
黎
民
励
農
五
稼
均
登
藩
侯
賞
翁
功
許
称
姓
帯
刀
且
賜
米
若
干
苞
翁
撰
為
区
長 

後
為
満
濃
池
神
野
神
社
神
官
廿
七
年
叙
正
七
位
翁
多
年
盡
痒
國
事
頗
傾
儲
蓄
且 

修
満
濃
池
蕩
盡
家
産
遂
為
無
一
物
亦
踽
踽
焉
洋
洋
焉
縦
心
所
之
楽
書
畫
好
徘
句
不 

敢
以
得
襄
介
意
尚
聞
義
則
趨
聞
仁
則
起
可
謂
偉
矣
廿
八
年
満
濃
池
水
利
組
合
贈 

有
功
紀
念
章
於
翁
且
為
翁
開
賀
宴
會
者
三
百
五
十
餘
人
寄
詩
歌
連
徘
頌
翁
徳
者 

亦
無

廿
九
年
十
一
月
朝
廷
賞
翁
功
賜
藍
綬
褒
章
及
金
五
拾
圓
云
郷
人
感
懐
仁
慕 

義
胥
謀
建
碑
請
文
予
乃
序
繋
以
辭 

大
寶
始
築
萬
濃
池 

弘
仁
奉
勅
空
海
治 

寛
永
補
修
雖
稍
整 

嘉
永
畳
石
累
卵
危 

安
政
蟻
穴
千
丈
破 

慶
應
早
潦
萬
家
飢 

松
坡
老
叟
振
袂
起 

豈
為
國
土
惜
家
貲 

覃
懐
底
績
農
抃
野 

承
前
善
後
策
無
遺 

曽
悼
亡
友
營
祠
宇 

趨
義
詎
肯
畏
嫌
疑 

去
富
居
貧
率
天
性 

藎
忠
報
國
心
所
期 

不
俟
臚
傳
遭
顕
達 

由
來
天
爵
大
宗
師 

 
 
 
 

明
治
廿
九
年 

従
二
位
勲
二
等
子
爵
品
川
彌
二
郎
撰 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

衣
笠
豪
谷
書 

松
坡
長
谷
川
翁
功
徳
之
碑 

 

長
谷
川
佐
太
郎
は
松
坡
と
号
し
幕
末
か
ら
明
治
に
か

け
て
満
濃
池
の
再
築
に
家
財
を
傾
け
て
尽
力
し
た
人
で

あ
る 

 

榎
井
村
の
豪
農
の
家
に
生
ま
れ
勤
王
の
志
士
日
柳
燕

石
と
交
流
し 

事
変
に
追
わ
れ
た
高
杉
晋
作
を
自
宅
に

か
く
ま
う
な
ど
幕
末
に
は
勤
王
運
動
に
も
挺
身
し
て
い

る 

 

一
方
安
政
元
年
に
決
壊
し
た
満
濃
池
は 

そ
の
水
掛

か
り
が
高
松 

丸
亀 

多
度
津
の
三
藩
に
ま
た
が
り
一

部
に
天
領
も
含
ま
れ
て
い
た 

こ
の
た
め
復
旧
に
は
各

藩
の
合
意
を
必
要
と
し
た
が
意
見
の
一
致
を
見
な
い
ま

ま
十
六
年
の
あ
い
だ
放
置
さ
れ
て
い
た 

こ
の
間
長
谷

川
佐
太
郎
は
満
濃
池
の
復
旧
を
訴
え
て 

倉
敷
代
官
所

や
各
藩
の
間
を
奔
走
す
る
が
目
的
を
果
た
せ
な
い
ま
ま

や
が
て
幕
府
は
崩
壊
す
る 

 

彼
は
好
機
到
来
と
ば
か
り
勤
王
の
同
志
を
頼
っ
て
上

京
し
維
新
政
府
に
百
姓
た
ち
の
苦
難
を
切
々
と
訴
え
早

期
復
旧
の
嘆
願
書
を
提
出
し
た 

 

こ
の
陳
情
が
功
を
奏
し
高
松
藩
の
執
政
松
崎
澁
右
衛

門
の
強
力
な
支
援
の
も
と
に
明
治
二
年
着
工
に
こ
ぎ
つ

け
同
三
年
に
竣
工
し
た 

こ
の
間
彼
は
一
万
二
千
両
に

も
及
ぶ
私
財
を
投
入
し
晩
年
に
は
家
屋
敷
も
失
い
清
貧

に
甘
ん
じ
て
い
る 

 
こ
の
碑
は
彼
の
功
績
を
称
え 

明
治
の
元
勲
山
縣
有

朋
が
題
字 

品
川
弥
次
郎
が
撰
文
し
た
も
の
で
あ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

扇
山
書 

（下の解説文） 
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■
碑
文
の
解
釈 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

           

志
は
道
に
よ
り
徳
は
仁
に
お
い
て
遊
は
芸
に
よ
る
長
谷
川
翁
の
名
は
信
之
字
は
忠
卿
号
は

松
坂
佐
太
郎
と
称
す
讃
岐
那
珂
郡
榎
井
村
の
豪
農
で
あ
る
い
み
名
は
和
信
母
は
為
光
氏
翁

人
と
な
り
温
良
義
気
あ
り
よ
く
人
の
危
急
を
救
う
夙
に
王
室
の
衰
微
を
憂
い
日
柳
燕
石
美

馬
君
田
等
と
協
力
広
く
天
下
の
士
と
交
る
松
本
謙
三
郎
藤
本
津
之
助
久
坂
義
助
ら
先
後
し

て
来
り
事
を
議
す
文
久
三
年
大
和
の
義
挙
あ
る
や
燕
石
と
共
に
軍
資
を
整
え
ま
さ
に
助
け

に
赴
か
ん
と
し
て
事
敗
れ
し
を
聞
き
果
た
さ
ず
桂
小
五
郎
多
度
津
に
来
る
翁
こ
れ
を
親
戚

の
家
に
迎
え
て
徹
宵
密
議
す
る
高
杉
晋
作
逃
れ
て
来
り
翁
燕
石
君
田
ら
と
疵
護
す
既
に
事

発
覚
し
逮
捕
急
な
り
晋
作
逃
亡
す
る
も
燕
石
君
田
は
捕
え
ら
れ
下
獄
す
翁
幸
に
逮
捕
を
ま

ぬ
か
れ
ひ
そ
か
に
両
家
族
を
扶
助
す
王
政
中
興
に
及
び
翁
京
都
に
上
る
知
友
多
く
顕
職
に

列
し
あ
り
翁
に
仕
官
を
す
す
む
翁
固
辞
し
て
帰
る
素
志
は
満
濃
池
の
修
築
に
あ
っ
た
池
は

国
中
第
一
の
大
池
で
あ
っ
た
た
め
木
製
の
樋
閘
は
三
十
年
に
一
回
改
造
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
嘉
永
中
雑
石
で
堰
堤
を
畳
ん
だ
の
で
浸
漏
水
を
生
じ
宝
永
の
時
勢
を
増
し
て
堤

防
が
決
裂
し
民
家
人
畜
の
漂
没
す
る
も
の
数
十
村
に
及
び
田
畑
は
荒
れ
る
に
任
か
せ
た
以

来
十
四
年
旱
に
水
な
く
作
物
は
で
き
ず
万
民
生
色
な
し
で
あ
っ
た
翁
慨
然
と
し
て
修
治
を

計
画
し
し
ば
し
ば
上
書
請
願
し
た
明
治
三
年
正
月
免
許
起
工
高
松
藩
松
崎
佐
敏
倉
敷
県
大

参
事
島
田
泰
夫
等
よ
く
翁
の
志
を
助
け
て
五
か
月
竣
工
人
夫
十
四
万
四
千
九
百
九
十
六
人

荒
地
は
良
田
と
化
し
零
細
な
農
民
は
農
に
励
み
五
穀
等
し
く
稔
る
藩
大
に
欣
び
翁
の
功
績

を
賞
し
姓
を
与
え
帯
刀
を
許
し
且
つ
賜
米
若
干
包
を
も
っ
て
し
た
翁
撰
ば
れ
て
区
長
と
な

り
後
満
濃
池
神
野
神
社
の
神
官
と
な
る
廿
七
年
正
七
位
に
叙
せ
ら
れ
る
翁
多
年
国
事
に
尽

瘁
し
貯
蓄
を
傾
け
て
満
濃
池
を
修
築
し
て
家
産
を
な
く
し
無
一
物
と
な
る
と
も
一
人
静
に

心
に
従
っ
て
書
画
を
楽
し
み
俳
句
を
好
む
な
ど
貧
乏
を
意
に
介
さ
な
か
っ
た
ま
た
義
に
お

も
む
き
仁
に
立
つ
な
ど
偉
大
と
い
う
べ
き
で
あ
る
廿
八
年
満
濃
池
水
利
組
合
は
有
功
紀
念

賞
を
贈
り
翁
の
た
め
祝
賀
会
を
開
く
や
来
会
者
三
百
五
十
人
詩
歌
を
よ
せ
て
翁
の
徳
を
讃

え
た
廿
九
年
十
一
月
朝
廷
翁
の
功
を
賞
し
藍
綬
褒
賞
お
よ
び
金
五
十
円
を
賜
う
郷
人
大
い

に
翁
の
義
を
慕
い
建
碑
を
相
謀
り
予
に
請
文
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
香
川
県
農
林
部
編
集
「
讃
岐
農
林
業
の
石
碑
」
よ
り
） 
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香
川
県
ま
ん
の
う
町 

香
川
18 
松
崎
渋
右
衛
門
辞
世
の
歌
碑
（
た
め
池
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

松
崎
渋
右
衛
門
と
明
治
3
年
の
満
濃
池
の
改
修
（
明
治
3
年
竣
工
） 

榎
井
村
百
姓
総
代
の
長
谷
川
佐
太
郎
が
慶
応
4
年
（
一
八
六
八
）
に
政
府

に
満
濃
池
再
築
の
嘆
願
書
を
提
出
し
た
が
、
関
係
す
る
高
松
藩
、
丸
亀
藩
、
多

度
津
藩
の
合
意
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
満
濃
池
を
視
察
し
た
高
松
藩

の
執
政
・
松
崎
渋
右
衛
門
は
堤
防
西
隅
の
岩
盤
に
穴
を
う
が
っ
て
底
ゆ
る
に
す

る
こ
と
を
主
張
し
、
工
事
は
高
松
藩
が
主
と
な
り
、
丸
亀
藩
が
協
力
し
て
進
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
勤
皇
家
の
渋
右
衛
門
は
工
事
着
手
前
に
高
松
藩
の
城

内
で
守
旧
派
に
よ
り
謀
殺
さ
れ
た
が
、
満
濃
池
の
改
修
工
事
は
明
治
2
年
9

月
に
着
手
、
明
治
3
年
6
月
に
竣
工
し
た
。
渋
右
衛
門
は
満
濃
池
の
ほ
と
り

に
あ
る
神
野
神
社
境
内
の
松
崎
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
。 

（
参
考
文
献
：
満
濃
池
土
地
改
良
区
「
満
濃
池
史 

満
濃
池
土
地
改
良
区
五
十

周
年
記
念
誌
」
二
〇
〇
一
年
） 

  

神野神社 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

松
崎
澁
右
衛
門
辞
世
の
歌
碑 

松
崎
澁
右
衛
門
佐
敏
は
高
松
藩
尊
王
派
の
藩
士
で
榎
井
村
勤
王

の
志
士
日
柳
燕
石
と
も
交
流
が
あ
り
幕
末
に
は
入
獄
の
憂
き
目
に

あ
っ
て
い
る
明
治
維
新
に
よ
り
出
獄
し
藩
の
家
老
職
と
な
り
農
政

長
を
つ
と
め
た 

 

と
き
に
満
濃
池
は
安
政
元
年
に
決
壊
し
た
ま
ま
放
置
さ
れ 

復

旧
の
め
ど
が
立
た
な
か
っ
た 

彼
は
榎
井
村
の
勤
王
家
長
谷
川
佐

太
郎
の
要
請
を
受
け
丸
亀
多
度
津
藩
や
倉
敷
県
の
間
を
奔
走
し
て

藩
論
を
ま
と
め
明
治
二
年
着
工
に
こ
ぎ
つ
け
た 

こ
の
と
き
松
崎

は
自
ら
満
濃
池
の
現
地
を
視
察
し
従
来
の
木
造
底
樋
管
に
代
え
て

岩
山
を
石
穴
で
貫
く
画
期
的
な
工
法
を
実
現
さ
せ
て
い
る
満
濃
池

の
用
水
は
現
在
も
こ
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
て
配
水
さ
れ
て
い
る 

 

彼
は
満
濃
池
の
完
成
を
見
な
い
ま
ま
明
治
二
年
九
月
八
日
高
松

城
内
桜
の
馬
場
で
旧
佐
幕
派
集
団
に
謀
殺
さ
れ
四
十
三
歳
の
生
涯

を
終
え
た
が
か
ね
て
覚
悟
の
辞
世
を
常
に
用
意
し
て
い
た
と
い
う 

 

君
の
為
国
の
為
に
は
惜
し
か
ら
じ 

仇
に
散
り
な
ん
命
な
り
せ
ば 

 註 

こ
の
歌
碑
は
松
崎
澁
右
衛
門
の
末
孫
松
崎
正
照
氏
の
自
宅
高

松
市
片
原
町
に
建
立
さ
れ
て
い
た
が
片
原
町
再
開
発
事
業
に
よ
り

移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
満
濃
池
土
地
改
良
区
が
寄
贈
を
受
け
た
も

の
で
あ
る 

君
の
為 

 

國
の
た
め
に
は 

 
 

惜
し 

 
 

か
ら
じ 

仇
に
散
り 

 
 

な
ん 

 

命
な
り 

 
 

せ
ば 

 
 

澁
右
衛
門 



88 
 

香
川
県
ま
ん
の
う
町 

香
川
19 
満
濃
池
配
水
塔
碑
（
た
め
池
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

満
濃
池
の
配
水
塔
の
建
設
（
大
正
3
年
竣
工
） 

大
正
2
年
に
満
濃
池
普
通
水
利
組
合
の
管
理
者
で
あ
っ
た
仲
多
度
郡
長
の

乾
貢
は
、
旧
態
依
然
の
取
水
施
設
を
視
察
し
、
前
任
地
愛
知
県
の
入
鹿
池
の
取

水
塔
方
式
を
提
案
し
た
。
組
合
内
部
で
は
旧
来
の
水
利
慣
行
が
損
な
わ
れ
る
と

の
懸
念
が
あ
っ
た
が
、
従
来
の
水
利
慣
行
を
存
続
す
る
条
件
で
配
水
塔
の
建
設

が
議
決
さ
れ
た
。
工
事
は
大
正
3
年
9
月
に
起
工
し
、
同
年
11
月
に
竣
工
し

た
。
配
水
塔
は
全
高
一
九
、
七
メ
ー
ト
ル
、
円
筒
形
の
基
底
部
の
径
七
、
三
メ

ー
ト
ル
、
上
部
径
四
、
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
当
時
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
モ

ル
タ
ル
煉
瓦
積
み
が
珍
し
く
、
取
水
塔
に
鉄
管
を
配
置
し
、
バ
ル
ブ
操
作
で
配

水
す
る
な
ど
画
期
的
な
設
備
で
あ
っ
た
。 

（
参
考
文
献
：
満
濃
池
土
地
改
良
区
「
満
濃
池
史 

満
濃
池
土
地
改
良
区
五
十

周
年
記
念
誌
」
二
〇
〇
一
年
） 

  

満濃池配水塔 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

大
正
三
年
九
月
十
三
日
起
工 

同
年
十
二
月
廿
三
日
竣
成 

 

満
濃
池
配
水
塔 

 

總
工
費
金
壹
万
八
千
圓 

全
高
六
十
三
呎 

内
径
七
呎 

外
径
上
部
十
五
呎 

外
径
底
部
二
十
四
呎 

吸
入
鐵
管
径
廿
二
吋
七
個 
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香
川
県
ま
ん
の
う
町 

香
川
20 
修
拓
記
念
碑
（
た
め
池
、
昭
和
6
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

満
濃
池
の
第
二
次
嵩
上
げ
（
昭
和
5
年
竣
工
） 

大
正
13
年
の
干
ば
つ
を
契
機
に
、
満
濃
池
の
再
度
嵩
上
げ
の
要
望
が
高
ま

っ
た
。
満
濃
池
普
通
水
利
組
合
は
大
正
14
年
に
県
に
調
査
を
依
頼
し
、
県
営

満
濃
池
用
排
水
改
良
事
業
と
し
て
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
工
事
内
容
は

（
一)

堤
防
を
一
、
五
二
メ
ー
ト
ル
嵩
上
げ
し
、
貯
水
量
を
一
五
〇
万
ト
ン
増

加
し
て
総
貯
水
量
を
七
八
〇
万
ト
ン
と
す
る
、（
二)

導
水
ト
ン
ネ
ル
（
四
〇
〇

メ
ー
ト
ル
）
と
取
付
水
路
（
二
八
〇
メ
ー
ト
ル
）
を
建
設
し
、
財
田
川
か
ら
満

濃
池
に
導
水
す
る
、（
三)

用
水
損
失
を
防
止
す
る
た
め
丸
亀
幹
線
水
路
約
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
改
修
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
次
嵩
上
げ
事
業
は

昭
和
2
年
10
月
に
着
工
し
、
昭
和
5
年
12
月
に
完
成
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
満
濃
池
土
地
改
良
区
「
満
濃
池
史 

満
濃
池
土
地
改
良
区
五
十

周
年
記
念
誌
」
二
〇
〇
一
年
） 

  

満濃池 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

修拓記念碑 

満
濃
池
ヤ
其
流
域
ノ
山
谷
此
年
土
砂
ヲ
流
出
シ
テ
池
中
ヲ
埋
メ
又
幹
線
水
路
ハ
不
備

狭
隘
ニ
シ
テ
乾
涸
ノ
憂
屢
々
ナ
リ
殊
ニ
大
正
十
三
年
ノ
如
キ
ハ
灌
漑
區
内
挿
抉
不
能

ノ
田
實
ニ
一
千
町
歩
ニ
亘
り
其
惨
状
言
語
ニ
盡
シ
難
シ
因
テ
官
民
鳩
首
凝
議
シ
テ
曰

ク
修
拓
以
テ
灌
漑
ニ
資
セ
ス
ン
ハ
農
村
ノ
疲
弊
ヤ
知
ル
へ
キ
ナ
リ
ト
即
チ
縣
ニ
之
カ

調
査
ヲ
申
請
シ
タ
リ
縣
直
チ
ニ
同
池
ヲ
調
査
シ
優
ニ
二
十
四
万
五
千
立
坪
ヲ
加
量
シ

得
ル
ヲ
知
レ
リ
是
ニ
於
テ
水
利
組
合
全
員
一
致
以
テ
縣
營
起
工
ノ
事
ヲ
懇
請
セ
リ
縣

之
ヲ
容
レ
昭
和
二
年
十
月
工
ヲ
起
シ
同
五
年
十
二
月
竣
成
セ
リ
年
ヲ
累
ス
ル
四
年
夫

ヲ
役
ス
ル
十
四
万
七
千
余
人
工
費
三
十
二
万
三
千
圓
余
國
庫
補
助
十
六
万
圓
縣
費
補

助
六
千
余
圓
池
水
面
積
一
百
六
町
最
深
五
十
五
尺
余
水
吐
幅
九
十
六
尺
満
濃
道
路
三

百
八
十
六
間
其
他
二
千
間
余
ノ
道
路
ヲ
新
設
シ
二
百
三
十
四
間
ノ
塩
入
隧
道
ヲ
穿
鑿

シ
財
田
川
ヨ
リ
引
水
シ
テ
貯
水
ノ
湛
碧
ヲ
期
シ
且
ツ
大
分
木
ヨ
リ
藤
兵
衛
股
ヲ
経
テ

田
村
池
ニ
至
ル
四
千
間
余
ノ
幹
線
水
路
ヲ
混
凝
土
張
ニ
改
メ
以
テ
配
水
ニ
便
セ
リ
蓋

シ
其
工
事
ノ
壮
大
ナ
ル
本
縣
未
曽
有
卜
稱
ス
起
工
以
来
幾
多
ノ
迂
餘
曲
折
ア
リ
シ
モ

無
事
竣
成
ヲ
告
ケ
タ
ル
ハ
農
林
省
ノ
指
導
卜
縣
ノ
事
業
施
行
其
宜
キ
ヲ
得
タ
ル
ト
水

利
組
合
関
係
者
一
同
ノ
熱
誠
ト
ノ
致
ス
所
ニ
シ
テ
永
ク
區
内
農
家
ヲ
シ
テ
旱
炎
ノ
憂

ヲ
免
レ
シ
メ
其
福
祉
ヲ
増
進
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
云
フ
へ
シ
茲
二
碑
ラ
建
テ
其
梗
概
ヲ

叙
シ
以
テ
後
世
ニ
傳
フ
時
ニ
昭
和
六
年
三
月
ナ
リ 

 
 

満
濃
池
普
通
水
利
組
合
管
理
者 

地
方
事
務
官
正
六
位
勲
六
等 

齋
藤
助
昇 
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香
川
県
ま
ん
の
う
町 

香
川
21 
縣
営
満
濃
池
用
水
改
良
事
業
竣
工
記
念
碑
（
た
め
池
、
昭
和
36
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

満
濃
池
の
第
三
次
嵩
上
げ
（
昭
和
33
年
度
竣
工
） 

昭
和
9
年
、
14
年
の
干
ば
つ
を
機
に
、
昭
和
15
年
度
に
塩
野
池
貯
水
池
の

築
造
と
満
濃
池
の
嵩
上
げ
を
内
容
と
す
る
県
営
土
器
川
沿
岸
用
水
改
良
事
業
が

着
手
さ
れ
た
が
、
戦
争
の
激
化
に
よ
り
昭
和
19
年
に
中
断
さ
れ
た
。
戦
後
、

塩
野
池
貯
水
池
計
画
は
天
川
導
水
路
計
画
に
変
更
さ
れ
、
昭
和
27
年
に
県
営

満
濃
池
用
水
改
良
事
業
と
県
営
土
器
川
右
岸
用
水
改
良
事
業
の
二
つ
の
事
業
が

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
32
年
度
に
満
濃
池
の
嵩
上
げ
工
事
が
完

了
、
天
川
導
水
路
の
取
水
口
で
あ
る
天
川
頭
首
工
も
昭
和
33
年
度
に
竣
工

し
、
第
三
次
嵩
上
げ
事
業
は
完
了
し
た
。
満
濃
池
の
六
メ
ー
ト
ル
の
嵩
上
げ

で
、
貯
水
量
は
七
八
〇
万
ト
ン
か
ら
一
五
四
〇
万
ト
ン
に
倍
増
さ
れ
た
。 

（
参
考
文
献
：
満
濃
池
土
地
改
良
区
「
満
濃
池
史 

満
濃
池
土
地
改
良
区
五
十

周
年
記
念
誌
」
二
〇
〇
一
年
） 

  

満濃池 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

縣
営
満
濃
池
用
水
改
良
事
業 

 

竣
工
記
念
碑 

  
 
 
 
 

津
島
寿
一
書 

満
濃
池
の
碑 

 

名
に
し
負
う 

満
濃
池
は 

こ
ヽ
だ
く 

の 

お
ち
同
胞
の 

限
り
な
く 

池
の
築 

き
に
励
み
あ
う 

心
に
明
う 

逞
し
き 

光
か
ゝ
げ
し
弘
法
の 

聖
の
教
を
今
も
尚 

傳
え
て
香
る
真
野
の
里 

 

そ
の
村
人
の
営
み
は 

国
の
援
け
を
継 

ぎ
う
け
て 
か
た
く
太
し
く
い
や
高
く 

池
な
し
遂
げ
し
今
日
よ
り
は 

九
十
九
谷 

の
空
か
け
て 

水
紺
碧
に
輝
き
ぬ 

遥
か 

に
洋
々 

ま
た
渾
々 

 

ま
こ
と
や
真
野
の
池
こ
そ
は 

池
の
大 

玉
ゆ
る
ぎ
な
き 

姿
に
な
せ
し
諸
人
の 

功
を
偲
び
つ
常
永
久
に 

穣
り
を
祈
り
今 

こ
ゝ
に 

誠
を
致
す
と
謹
み
て
記
す 

 

昭
和
三
十
六
年
四
月 

 
 

香
川
県
知
事 

金
子
正
則
撰 
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香
川
県
ま
ん
の
う
町 

香
川
22 
県
営
金
倉
川
沿
岸
用
水
改
良
事
業
の
完
成
記
念
碑 

（
た
め
池
、
昭
和
45
年
建
立
） 

            

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

県
営
金
倉
川
沿
岸
用
水
改
良
事
業
（
昭
和
44
年
度
竣
工
） 

満
濃
池
の
水
掛
か
り
全
域
に
無
駄
な
く
配
水
す
る
た
め
の
用
水
路
の
本
格
的

な
改
修
工
事
が
、
県
営
金
倉
川
沿
岸
用
水
改
良
事
業
と
し
て
、
昭
和
28
年
4

月
に
着
工
し
、
昭
和
44
年
3
月
に
竣
工
し
た
。
こ
の
工
事
は
、
丸
亀
幹
線
用

水
路
か
ら
買
田
幹
線
用
水
路
に
至
る
全
用
水
路
を
近
代
化
す
る
と
と
も
に
、
天

川
頭
首
工
の
改
修
も
行
う
大
工
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
工
事
の
完
成
に
よ
り
、
主

要
幹
線
水
路
が
新
設
、
改
修
さ
れ
て
、
公
平
な
用
水
の
配
分
に
よ
り
農
業
生
産

が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
非
能
率
的
な
用
水
施
設
の
廃
止
に
よ
り
農
業
経
営
の

合
理
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。 

（
参
考
文
献
：
讃
岐
の
た
め
池
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
「
讃
岐
の
た
め
池
誌
」
二

〇
〇
〇
年
） 

  

天川頭首工 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

完成記念碑 

県営金倉川沿岸用水改良事業は昭和二十八年度農林省の採択を得て

着工し県営満濃池用水改良事業の関連として継続した大事業であり

この事業の中期に於て満濃池土地改良区は極度の財政不振に陥り憂

慮すべき状態に遭遇したるも関係役員は不屈の精神を以て悪条件を

克服し金子正則知事の良き指導のもとに総事業費六億参阡余萬圓を

以て天川頭首工満濃池放水路並に 12 幹線水路の改修新設工事を完成

し満濃池を源として基幹の用排水路が名実共に最大の利用効果を挙

げ不用排水の放出を瀬戸内海に納めるの真に治水と利水の大事業の

完成を記念する事となったこの欣びは七阡九百余名と共に後世に記

念すべきである 

 昭和四十五年七月二十日  満濃池土地改良区理事長宮武榮一 

事業概要 

1.総事業費      639122千円 

2.総延長         55338ｍ 

3.受益地積             3400ha 

4.受益戸数            7900戸 

5.着工   昭和 28年 4月 1日 

6.竣工   昭和 44年 3月 31日 

7.完成式典 昭和 45年 7月 20日 

主要工事の概要 

丸亀幹線水路  ℓ=539893m  豊原庄幹線水路 ℓ=263832m 

蓮池幹線水路  913537  青木幹線水路   285340 

宝憧寺幹線水路 558600  道福寺幹線水路  321780 

金倉幹線水路  754414  竜川幹線水路   424897 

金蔵寺幹線水路 446107  寛田幹線水路   312147 

北鴨幹線水路  325845  満濃池放水路    15726 

豊原幹線水路  274350  天川頭首工改修   97340 
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香
川
県
ま
ん
の
う
町 

香
川
23 
満
濃
池
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
碑
（
た
め
池
、
平
成
29
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

満
濃
池
（
大
宝
年
間
創
築
） 

満
濃
池
は
堤
高
三
二
メ
ー
ト
ル
、
堤
長
一
五
五
、
八
メ
ー
ト
ル
の
ア
ー
チ
型

の
土
堰
堤
に
よ
っ
て
金
倉
川
を
堰
き
止
め
、
貯
水
量
一
五
四
〇
万
ト
ン
、
周
囲

約
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
規
模
を
有
す
る
。
満
濃
池
は
大
宝
年
間
（
七
〇
一
～

七
〇
四
年
）
に
讃
岐
国
守
道
守
朝
臣
に
よ
り
創
築
さ
れ
た
が
、
一
〇
〇
年
余
を

経
た
弘
仁
9
年
（
八
一
八
）
の
洪
水
で
堤
が
決
壊
し
た
こ
と
に
伴
い
、
弘
仁

12
年
に
空
海
が
当
時
の
最
新
の
土
木
技
術
で
池
の
修
築
を
完
成
さ
せ
た
と
言

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
決
壊
、
復
旧
、
荒
廃
の
歴
史
を
経
た
も
の
の
、
明
治

3
年
に
長
谷
川
佐
太
郎
ら
に
よ
り
改
修
が
行
わ
れ
て
以
降
、
明
治
か
ら
昭
和

に
か
け
て
三
度
の
堤
防
の
嵩
上
げ
が
行
わ
れ
る
な
ど
し
て
、
今
日
わ
が
国
最
大

の
灌
漑
用
た
め
池
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。 

（
参
考
文
献
：
土
木
学
会
中
国
四
国
支
部
編
「
土
木
へ
の
い
ざ
な
い
」
一
九
九

一
年
） 

  

満濃池 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
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満濃池 

世界かんがい施設遺産 

日本国香川県まんのう町の金倉川水系に位置 

する満濃池を、 

1300 年以上前のアーチ型堤体、放水口、芝を

用いた特殊な護岸、革新的な盛り土の突き固

め法などの環境面にも配慮した技術設計のた

め、 

ＩＣＩＤ世界かんがい施設遺産に登録する。 

      平成 28年 11 月 8日登録 

（主） 

世界かんがい施設遺産記念碑建立協賛者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 6月 15 日建立 

（側碑裏） 

ま
ん
の
う
町 

丸
亀
市 

善
通
寺
市 

多
度
津
町 

琴
平
町 

満
濃
池
土
地
改
良
区 

 

（
理
事
長
な
ど
20
人

の
氏
名
省
略
） 

  

施
工
者 

1
社 

 

石
工
事 

1
社 

 

｛
社
名
省
略
） 

（側碑） 
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香
川
県
ま
ん
の
う
町 

香
川
24 
昭
和
三
年
拾
月
貳
拾
壹
日
満
濃
池
分
水
協
定
要
項
碑
（
た
め
池
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

満
濃
池
の
第
二
次
嵩
上
げ
に
伴
う
財
田
川
分
水
（
昭
和
3
年
協
定
成
立
） 

大
正
13
年
の
干
ば
つ
を
契
機
に
、
満
濃
池
の
再
度
嵩
上
げ
の
要
望
が
高
ま

っ
た
。
満
濃
池
普
通
水
利
組
合
は
大
正
14
年
に
県
に
調
査
を
依
頼
し
、
県
営

満
濃
池
用
排
水
改
良
事
業
と
し
て
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
第
二
次
嵩
上

げ
事
業
で
は
満
濃
池
の
堤
防
を
嵩
上
し
て
貯
水
量
を
増
や
す
た
め
、
財
田
川
か

ら
満
濃
池
に
導
水
す
る
計
画
を
立
て
た
が
、
財
田
川
沿
岸
地
域
か
ら
反
発
が
起

こ
っ
た
。
県
と
満
濃
池
普
通
水
利
組
合
は
、
財
田
川
沿
岸
の
三
一
の
水
利
組
合

の
説
得
を
続
け
、
昭
和
3
年
10
月
に
財
田
川
分
水
協
定
が
成
立
し
た
。
財
田

川
の
満
濃
池
取
入
口
に
、
「
昭
和
三
年
拾
月
弐
拾
壹
日
満
濃
池
分
水
協
定
要
項

碑
」
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
昭
和
42
年
の
野
口
ダ
ム
の
建
設
に
伴

い
碑
が
湖
底
に
沈
む
た
め
、
湖
畔
の
県
道
沿
い
に
移
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

（
参
考
文
献
：
満
濃
池
土
地
改
良
区
「
満
濃
池
史 

満
濃
池
土
地
改
良
区
五
十

周
年
記
念
誌
」
二
〇
〇
一
年
） 

  

分水協定要項碑と野口ダム堰堤（右） 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
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昭
和
三
年
拾
月
貳
拾
壹
日
満
濃
池
分
水
協
定
要
項 

一
、
財
田
川
ヨ
リ
満
濃
池
ヘ
分
譲
ス
ル
下
水
ハ
毎
年
拾
壹
月
壹
日
ヨ
リ
翌
年
四
月
参
拾
日
迄
ノ
期
間

ノ
餘
水
ニ
限
ル
モ
ノ
ト
ス
下
流
利
害
關
係
町
村
ニ
於
テ
将
来
耕
地
整
理
其
他
用
水
ヲ
必
要
ト
ス

ル
場
合
ハ
雙
方
協
議
ノ
上
本
項
ノ
期
間
ヲ
制
限
ス
ル
コ
ト
ト
ス
ル
ベ
シ 

二
、
取
入
口
及
堰
修
繕
ノ
設
計
ハ
下
流
利
害
關
係
町
村
ト
協
定
ヲ
為
シ
工
事
ハ
委
員
立
會
ノ
上
施
行

ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

三
、
取
入
口
水
門
ニ
ハ
弐
個
ノ
鎖
鑰
ヲ
設
ケ
常
務
委
員
ニ
於
テ
保
管
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

四
、
非
灌
漑
時
期
ト
雖
モ
下
流
ニ
於
ケ
ル
必
要
上
下
水
ノ
阻
止
ス
ル
ノ
設
備
ヲ
ナ
ス
コ
ト
ヲ
得
ザ
ル

モ
ノ
ト
ス 

五
、
春
日
横
井
ヨ
リ
取
入
レ
タ
ル
水
ハ
方
法
ノ
如
何
ニ
拘
ハ
ラ
ズ
満
濃
池
ニ
取
入
ル
ル
コ
ト
ヲ
得
ザ

ル
モ
ノ
ト
ス 

六
、
常
務
委
員
ハ
取
入
口
ノ
水
門
其
他
水
利
ノ
状
況
ヲ
常
ニ
監
視
ス 

七
、
取
入
口
水
門
ノ
開
閉
ハ
委
員
立
會
ノ
上
之
ヲ
行
フ
モ
ノ
ト
ス
期
間
外
ト
雖
モ
大
水
ノ
場
合
ハ
委

員
協
議
ノ
上
分
譲
ス
ル
コ
ト
ヲ
得 

八
、
工
事
竣
功
ノ
上
ハ
協
定
ノ
要
項
ヲ
記
録
シ
永
久
ニ
之
ヲ
表
示
シ
實
地
ヲ
撮
影
シ
各
利
害
關
係
町

村
ニ
分
テ
保
持
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 



100 
 

香
川
県
ま
ん
の
う
町 

香
川
25 
佐
文
の
香
川
用
水
記
念
碑
（
用
水
、
昭
和
51
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

仲
南
町
の
香
川
用
水
（
昭
和
51
年
竣
工
） 

香
川
用
水
事
業
は
、
吉
野
川
総
合
開
発
計
画
の
一
環
と
し
て
吉
野
川
の
水
を

香
川
県
に
導
流
し
て
、
県
下
の
水
不
足
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
43
年
10
月
に
起
工
、
昭
和
54
年
6
月
に
竣
工
し
た
。
仲
南
町
で
香
川

用
水
事
業
に
関
係
す
る
の
は
地
形
上
佐
文
地
区
の
み
で
あ
り
、
佐
文
地
区
の
工

事
は
昭
和
47
年
4
月
に
着
工
し
、
昭
和
51
年
3
月
に
竣
工
し
た
。
佐
文
地

区
の
受
益
面
積
は
九
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
受
益
者
は
一
一
三
戸
で
あ
る
。
佐
文
地

区
で
は
昔
か
ら
旱
魃
に
苦
し
め
ら
れ
雨
乞
い
の
た
め
の
綾
子
踊
り
が
伝
わ
っ
て

き
た
が
、
香
川
用
水
の
完
成
に
よ
り
従
来
の
不
合
理
な
水
利
慣
行
に
終
止
符
を

打
ち
、
水
不
足
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

（
参
考
文
献
：
仲
南
町
誌
編
集
委
員
会
編
「
仲
南
町
誌
」
一
九
八
二
年
） 

  

綾子踊の碑（佐文の加茂神社） 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
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香
川
県
仲
多
度
郡
仲
南
町
佐
文
は
千
数
百
年
昔
よ
り
雨
乞
踊
り
香
川
県
指
定
無
形
文
化
財
綾

子
踊
り
が
伝
わ
っ
て
い
る 

特
に
水
利
に
は
立
地
条
件
悪
く
古
来
屡
々
干
魃
に
悩
ま
さ
れ
先

人
は
水
不
足
解
消
の
た
め
雨
乞
踊
り
溜
池
築
造
等
幾
多
苦
心
の
対
策
が
な
さ
れ
て
来
た 

佐

文
の
歴
史
は
水
と
の
闘
い
の
歴
史
で
あ
つ
た
と
言
つ
て
も
過
言
で
は
な
い 

幸
い
に
し
て
国

県
に
お
い
て
実
施
中
の
香
川
用
水
事
業
に
当
地
区
も
昭
和
四
十
四
年
導
水
計
画
に
参
画
し
総

事
業
費
二
億
三
千
万
円
受
益
面
積
九
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
受
益
者
百
十
三
戸
年
間
給
水
量
五
十
四

万
ト
ン
昭
和
四
十
七
年
四
月
着
工
同
五
十
一
年
三
月
竣
工 

県
営
事
業
と
し
て
東
部
幹
線
佐

文
分
水
工
を
起
点
に
各
ポ
ン
プ
場
を
経
て
延
長
三
千
八
百
米
の
送
水
管
を
敷
設
し
山
神
池 

中
谷 

尾
郷
各
池
に
送
水
し
更
に
団
体
営
事
業
と
し
て
四
個
ポ
ン
プ
場
を
設
置
し
五
十
一
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
樹
園
地
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
灌
水
工
事
を
施
工
し
た 

こ
の
事
業
完
成
に
よ
っ

て
従
来
の
不
合
理
な
水
利
慣
行
に
終
止
符
を
打
ち
佐
文
各
池
は
統
合
さ
れ
香
川
用
水
の
近
代

的
水
利
団
体
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た 

こ
れ
で
水
不
足
は
全
く
解
消
し
将
来
当
地

域
の
営
農
向
上
に
大
い
に
貢
献
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る 

特
に
仲
南
町
に
お
い
て
も
当

香
川
用
水
事
業
を
重
視
さ
れ
県
営
事
業
負
担
金
三
千
三
百
万
円
を
助
成
さ
れ
た
茲
に
事
業
完

成
に
当
た
り
沿
革
を
誌
し
同
事
業
を
指
導
さ
れ
た
多
数
諸
賢
の
労
を
多
と
し
栄
誉
を
讃
へ
感

謝
の
意
を
表
し
こ
の
碑
を
建
設
す
る
も
の
で
あ
る 

 
 
 

昭
和
五
十
一
年
三
月
建 

 

 
 
 
 

香
川
用
水
佐
文
地
区
畑
灌
導
水
共
同
施
行 

代
表
者 

池
口
光
春 

 
 
 

題
字 

仲
南
町
長 

枝
園
貞
夫
書 

香川用水記念碑 
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香
川
県
三
豊
市 

香
川
26 
宝
山
湖
の
碑
（
用
水
、
平
成
21
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

香
川
用
水
施
設
緊
急
改
築
事
業
（
平
成
20
年
度
竣
工
） 

香
川
用
水
に
よ
り
農
業
用
水
、
工
業
用
水
、
水
道
用
水
が
供
給
さ
れ
て
い
る

が
、
香
川
用
水
施
設
緊
急
改
築
は
、
緊
急
に
対
策
が
必
要
な
水
路
施
設
等
を
改

築
し
、
水
の
安
定
供
給
と
施
設
の
安
全
性
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
事
故

時
・
地
震
時
等
の
緊
急
水
源
・
代
替
水
源
と
し
て
活
用
し
、
さ
ら
に
渇
水
に
よ

る
断
水
等
の
影
響
緩
和
を
可
能
と
す
る
調
整
池
を
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
平

成
11
年
度
か
ら
平
成
20
年
度
に
か
け
て
、
取
水
工
、
幹
線
水
路
等
の
共
用
施

設
と
貯
水
量
約
三
〇
〇
万
ト
ン
の
調
整
池
等
の
専
用
施
設
の
整
備
が
行
わ
れ

た
。 

（
参
考
文
献
：
水
資
源
開
発
公
団
吉
野
川
開
発
局
編
「
輝
く
21
世
紀
の
暮
ら

し
と
水
」） 

  

宝山湖展望台より宝山湖をのぞむ 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

香川用水調整池 

      宝山湖 

      香川県知事 真鍋武紀 

平成二十一年三月吉日 

（表） 

（裏） 
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香
川
県
三
豊
市 

香
川
27 
讃
岐
財
田
駅
創
業
50
周
年
記
念
碑
（
鉄
道
、
昭
和
48
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

土
讃
線
と
讃
岐
財
田
駅
（
大
正
12
年
開
業
） 

 

土
讃
線
の
琴
平
～
財
田
間
は
大
正
12
年
5
月
に
開
通
し
、
讃
岐
財
田
駅
が

開
業
し
た
。
次
い
で
昭
和
4
年
4
月
に
は
猪
ノ
鼻
ト
ン
ネ
ル
を
貫
い
て
阿
波

池
田
ま
で
延
び
た
。
土
讃
線
の
路
線
に
つ
い
て
は
、
猪
ノ
鼻
経
由
か
曼
陀
線
経

由
に
す
る
か
の
論
議
が
あ
り
、
猪
ノ
鼻
・
塩
入
線
路
の
比
較
調
査
も
行
わ
れ
、

総
合
的
に
猪
ノ
鼻
線
の
優
位
性
が
明
ら
か
に
な
り
、
現
在
の
路
線
が
決
定
さ
れ

た
。
大
正
12
年
5
月
の
開
通
式
は
、
琴
平
町
、
榎
井
村
、
十
郷
村
、
七
箇

村
、
財
田
村
が
合
同
で
開
催
し
、
財
田
駅
及
び
付
近
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。 

（
参
考
文
献
：
新
修
財
田
町
誌
編
纂
委
員
会
編
「
新
修 

財
田
町
誌
」
一
九
九

二
年
） 

讃岐財田駅 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

（表） （裏） 

昭
和
四
十
八
年
五
月
二
十
一
日 

 

祝
賀
記
念
行
事 

 

総
経
費
約
十
万
円 

 

此
寄
金
者 

 

財
田
町
長
川
﨑
清
氏 

 

其
他
町
内
外
有
志
者
各
位 

サヌキ財田駅 

創業 50周年記念碑 
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香
川
県
三
豊
市 

香
川
28 
大
久
保
諶
之
丞
君
碑
（
道
路
、
明
治
27
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

四
国
新
道
（
明
治
27
年
完
成
） 

四
国
新
道
の
路
線
ル
ー
ト
は
、
丸
亀
、
多
度
津
、
善
通
寺
、
琴
平
か
ら
阿
波

池
田
を
経
て
高
知
、
須
崎
に
達
し
、
さ
ら
に
佐
川
、
松
山
、
三
津
浜
と
連
な
る

四
国
全
県
に
ま
た
が
る
幹
線
道
路
で
あ
る
。
大
久
保
諶
之
丞
は
四
国
新
道
に
深

い
関
心
を
持
ち
、
計
画
を
立
て
、
世
論
に
訴
え
、
賛
同
者
を
集
め
る
と
、
自
費

を
注
ぎ
込
ん
で
測
量
等
の
準
備
作
業
を
進
め
、
明
治
19
年
2
月
に
工
事
が
開

始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
未
だ
鉄
道
も
自
動
車
も
な
く
、
ほ
と
ん
ど
人
馬
の

交
通
程
度
で
あ
っ
た
当
時
に
、
ほ
ぼ
幅
員
九
メ
ー
ト
ル
余
り
、
総
延
長
二
八
〇

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
四
国
新
道
が
明
治
27
年
に
完
成
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
香
川
県
編
「
香
川
県
史 

第
五
巻 

通
史
編
近
代
Ⅰ
」
一
九
八

七
年
） 

  

大久保諶之丞翁の碑の標識 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

     
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

      

大
久

保
諶

之
丞

君
碑 

大
久
保
諶
之
丞
君
碑 

 
従
五
位
三
島
毅
撰 

正
五
位
日
下
部
東
作
書 

 

 

従
二
位
勲
一
等
子
爵
谷
干
城
題
額 

南
海
之
為
地
峻
峯
雄
嶺
横
断
南
北
如
馬
脊
四
州
割
拠
両
邊
異
風
俗
閉
産
物
古
来

安
僻
陋
而
開
通
之
為
一
區
同
風
俗
通
産
物
創
萬
民
殷
富
之
基
者
為
大
久
保
諶
之

丞
君
君
為
人
仁
孝
而
有
膽
畧
温
良
而
果
断
思
國
如
家
奉
公
忘
私
夙
謂
殖
物
産
盛

盛
商
業
冝
自
道
路
開
修
始
性
好
算
數
頗
詣
奥
妙
及
擲
私
金
測
量
四
州
地
理
或
擧

険
峻
或
穿
榛
莽
星
行
露
宿
具
嘗
酸
苦
凡
山
川
之
高
低
里
程
之
遠
近
暗
記
而
明
弁

胸
算
既
成
然
後
公
之
世
募
同
志
而
封
建
餘
習
守
奮
厭
新
自
信
疑
他
相
応
者
甚
少

君
單
身
奔
走
予
豫
讃
土
阿
四
州
之
間
百
方
説
諭
盡
數
年
之
力
始
得
同
志
請
之
官

得
允
許
明
治
十
八
年
起
工
二
十
三
年
告
竣
得
新
道
凡
五
十
餘
里
刈
蕪
鑿
巌
拓
狭

為
闊
斫
阻
為
夷
汙
者
平
迂
者
亘
遠
者
迩
人
馬
不
痡
車
軌
不
仄
物
貨
運
輸
如
流
人

智
發
達
日
嚮
文
明
異
日
祝
為
異
域
殊
境
者
今
日
開
通
如
一
郷
人
民
之
利
便
不
可

言
方
是
時
讃
岐
鐵
道
之
工
亦
輿
君
与
有
力
焉
他
年
延
長
遍
四
州
其
利
便
不
可
言

而
開
通
首
唱
之
功
不
得
不
推
君
君
之
畫
公
益
不
獨
比
郷
黨
諸
川
新
架
橋
梁
者
大

小
九
所
其
費
過
半
出
己
又
与
同
志
謀
鑿
長
谷
池
漑
田
凡
二
十
五
町
時
属
凶
荒
貧

民
得
工
銭
免
餞
餓
者
数
百
人
最
用
心
農
桒
廣
菜
穀
百
果
良
苗
分
與
邨
民
又
率
先

養
蚕
製
糸
十
數
年
其
業
盛
大
冠
縣
内
奨
勵
郷
里
子
弟
就
小
學
校
秀
者
入
之
中
學

或
師
範
校
憂
僻
陬
無
良
醫
選
學
生
修
醫
術
或
其
給
其
資
讃
地
膏
腴
流
眠
四
集
人

有
餘
而
田
不
足
君
自
出
費
毎
歳
移
数
百
人
於
北
海
道
従
事
開
墾
又
欲
募
同
志
設

一
社
積
資
金
益
圖
移
住
而
中
道
罹
病
亡
呼
嵯
可
惜
哉
君
先
業
豊
富
稱
一
郷
素
封

為
義
棄
損
不
少
吝
死
之
日
遺
産
不
足
糊
八
口
自
非
思
國
如
家
奉
公
忘
私
者
悪
能

至
比
事
聞
朝
廷
賜
銀
盃
追
賞
之
君
嘉
永
二
年
八
月
十
六
日
生
子
讃
岐
国
三
野
郡

財
田
邨
明
治
五
年
為
邨
吏
尋
為
副
區
長
管
三
野
豊
田
二
郡
勸
業
學
務
等
事
又
為

愛
媛
縣
農
談
會
勸
業
諮
問
會
六
郡
農
産
共
進
會
等
委
員
二
十
年
為
愛
媛
縣
會
議

員
二
十
二
年
轉
香
川
縣
會
議
員
二
十
四
年
為
閣
龍
世
界
博
覧
會
委
員
其
十
二
月

十
四
日
歿
享
年
四
十
二
葬
邨
中
先
塋
妻
同
族
利
吉
女
擧
一
女
曰
菊
枝
配
義
子
衡

 

      

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

平
衡
平
早
世
有
孫
男
曰
豪
承
祀
祖
父
稱
与
三
治
勸
邨
民
種
甘
蔗
製
砂
糖
致
今
日

一
郷
之
盛
其
力
居
多
又
改
修
阿
讃
山
道
便
運
搬
投
資
助
築
多
度
津
港
父
稱
森
治

鑿
池
墾
田
種
果
木
利
邨
民
不
少
君
以
第
三
男
嗣
家
其
平
生
圖
公
益
皆
継
父
祖
志

也
兄
稱
菊
治
所
能
體
先
志
君
之
奔
走
四
方
代
之
守
家
送
資
使
君
無
内
顧
之
憂
弟

稱
彦
三
郎
好
學
曽
在
余
門
君
介
之
見
余
談
及
四
州
開
道
之
事
余
賛
之
書
集
大
成

三
字
以
贈
後
聞
其
能
集
合
衆
志
成
大
業
甚
喜
之
ニ
幾
接
其
訃
又
其
惜
之
昨
秋
財

田
邨
長
正
木
美
隣
来
請
碑
銘
曰
一
縣
有
志
之
士
相
謀
欲
不
朽
其
功
余
諾
而
未
援

筆
偶
帰
展
備
中
遂
航
海
訪
彦
三
郎
觀
建
碑
之
地
爽
塏
宜
眊
矚
南
仰
連
山
嶔
巇
想

開
削
勤
苦
北
俯
多
度
津
洋
商
舶
幅
湊
喜
陸
貨
輸
出
致
比
繁
盛
嗚
呼
余
一
旅
人
猶

追
感
遺
功
不
能
巳
矧
於
往
其
地
受
其
利
者
乎
帰
京
後
寄
銘
便
鐫
其
碑
臼 

 

慮
始
維
難 

君
独
遑
々 

彼
誘
此
導 

奔
走
欲
狂 

楽
成
維
易 

民
咸
欣
欣 

 

南
運
北
輸 

車
馬
如
雲 

陋
嚮
開
明 

于
嗟
誰
績 

峻
變
平
坦 

于
嗟
誰
力 

 

逶
邐
大
道 

貫
通
四
域 

一
歩
半
跬 

永
懐
遺
徳 

 
 

明
治
廿
七
年
七
月 
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■
碑
文
の
解
釈 

              

大
久
保
諶
之
丞
君
碑 

 

従
五
位
三
島
毅
撰 

正
五
位
日
下
部
東
作
書 

 

 

従
二
位
勲
一
等
子
爵 
谷
干
城
題
額 

南
海
の
地
た
る
峻
峰
雄
嶺
南
北
を
横
断
し
て
馬
脊

ば

せ

き

の
如
く
、
四
州
割
拠
し
て
両
辺

風
俗
を
異
に
し
産
物
を
閉
じ
、
古
来
僻
陋

へ
き
ろ
う

に
安
ん
ず
。
而
し
て
こ
れ
を
開
通
し
て
一

区
と
な
し
、
風
俗
を
同
じ
く
し
産
物
を
通
じ
、
万
民
殷い

ん

富ふ
う

の
基
を
創
め
し
も
の
を
大

久
保
諶
之
丞
君
と
な
す
。 

 

君
、
人
と
な
り
仁
孝
に
し
て
胆
略
あ
り
、
温
良
に
し
て
克
く
果
断
、
国
を
思
う
こ

と
家
の
如
く
、
公
に
奉
じ
て
私
を
忘
る
。
夙つ

と

に
謂お

も

え
ら
く
、
物
産
を
殖
し
商
業
を
盛

に
す
る
に
は
、
宜
し
く
道
路
の
開
修
よ
り
始
む
べ
し
と
。
性
、
算
数
を
好
み
、
頗
る

奥
妙
に
詣い

た

る
。
す
な
わ
ち
私
金
を

擲
な
げ
う

ち
て
、
四
州
の
地
理
を
測
量
し
、
或
は
険
峻

を
挙よ

じ
、
或
は
榛
莽

し
ん
ぽ
う

を
穿
ち
星
行
露
宿

具
つ
ぶ
さ

に
酸
苦
を
嘗
め
、
凡
そ
山
川
の
高
低
里

程
の
遠
近
暗
記
し
て
明
弁
す
。
胸
算
既
に
な
り
、
然
る
後
こ
れ
を
世
に
公
に
し
て
同

志
を
募
る
。
し
か
る
に
封
建
の
余
習
、
旧
を
守
り
、
新
を
厭
い
、
自
を
信
じ
て
他
を

疑
い
相
応
ず
る
も
の
甚
だ
少
な
し
。
君
、
単
身
予
讃
土
阿
四
州
の
間
に
奔
走
し
、
百

方
説
諭
す
る
に
数
年
の
力
を
尽
く
し
、
始
め
て
同
志
を
得
て
こ
れ
を
官
に
請
い
、

允
許

い
ん
き
ょ

を
得
た
り
。 

明
治
十
八
年
工
を
起
こ
し
二
十
三
年
峻
を
告
ぐ
。
新
道
を
得
る
こ
と
凡
そ
五
十
余

里
、
蕪ぶ

を
刈
り
巌
を
鑿
ち
、
狭
き
を
拓
き
て
闊か

つ

と
な
し
、
阻そ

を
斫き

り
夷
と
な
し
、

汙お

な
る
も
の
は
平
ら
か
に
、
迂う

な
る
も
の
は
直
く
、
遠
き
も
の
は
近
く
、
人
馬
痡ほ

せ

ず
、
車
軌
仄そ

く

せ
ず
物
資
の
運
輸
流
る
る
が
如
く
、
人
智
発
達
し
て
日
に
文
明
に
嚮む

か

い
、
異
日
視
て
異
域
殊
境
と
な
せ
し
も
の
今
日
開
通
し
て
一
郷
の
如
し
。
人
民
の
利

便
言
う
べ
か
ら
ず
。 

 

是
時
に
方あ

た

り
讃
岐
鉄
道
の
工
も
ま
た
興
り
君

与
あ
ず
か

り
て
力
あ
り
、
他
年
延
長
し
て

四
州
に
遍
く
其
の
利
便
さ
ら
に
言
う
べ
か
ら
ず
。
而
し
て
開
通
首
唱
の
功
は
君
を
推

さ
ざ
る
を
得
ず
。
君
の
公
益
を
図
り
し
は
独
り
こ
れ
の
み
な
ら
ず
郷
党
の
諸
川
新
に

橋
梁
を
架
す
る
も
の
大
小
九
所
、
そ
の
費
の
過
半
は
己
に
出
ず
。
又
同
志
と
謀
り
て

長
谷
池
を
鑿
り
、
田
お
よ
そ
二
十
五
町
に
漑そ

そ

ぐ
。
時
凶
荒
に
属
し
、
貧
民
工
銭
を

え
て
饑
餓
を
ま
ぬ
が
る
る
も
の
数
百
人
な
り
。
最
も
心
を
農
桑
に
用
い
、
広
く
菜
穀

百
果
の
良
苗
を
索も

と

め
て
、
村
民
に
分
与
し
、
又
率
先
し
て
蚕
を
養
い
、
糸
を
製
す

る
こ
と
十
数
年
、
そ
の
業
盛
大
に
し
て
県
内
に
冠
た
り
。
郷
里
の
子
弟
を
奨
励
し
て

小
学
に
就
か
し
め
、
俊
秀
な
る
も
の
は
こ
れ
を
中
学
或
は
師
範
校
に
入
ら
し
む
。

僻
陬

へ
き
す
う

良
医
な
き
を
憂
え
、
学
生
を
選
び
て
医
術
を
修
め
し
め
、
或
は
そ
の
資
を
給

す
。
讃
の
地
膏
腴

こ

う

ゆ

に
し
て
流
民
四
集
し
人
余
り
あ
り
て
田
足
ら
ず
。 
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君
、
自
ら
資
を
出
し
毎
歳
数
百
人
を
北
海
道
に
移
し
て
開
墾
に
従
事
せ
し
め
、
又

同
志
を
募
り
て
一
社
を
設
け
、
資
金
を
積
み
て
益
々
移
住
を
図
ら
ん
と
欲
し
て
中
道

病
に
罹
り
て
亡
し
。
呼
嵯

あ

あ

惜
し
む
べ
き
か
な
。
君
の
先
業
豊
富
に
し
て
一
郷
の
素
封

と
称
せ
ら
れ
、
義
の
為
に
棄
捐
少
し
も
吝お

し

ま
ず
。
死
す
る
の
日
遺
産
八
口
を
糊
す

る
に
足
ら
ず
。
国
を
思
う
こ
と
家
の
如
く
、
公
に
奉
じ
私
を
忘
る
る
者
に
非
ら
ざ
る

よ
り
は
悪
く
ん
ぞ
此
に
至
ら
ん
や
。
事
、
朝
廷
に
聞
こ
え
銀
盃
を
賜
い
て
こ
れ
を
追

賞
せ
ら
る
。 

 

君
、
嘉
永
二
年
八
月
十
六
日
讃
岐
の
国
三
野
郡
財
田
村
に
生
ま
れ
、
明
治
五
年
村

吏
と
な
り
、
尋
い
で
副
区
長
と
な
り
、
三
野
、
豊
田
二
郡
の
勧
業
学
務
等
の
事
を
管

し
、
又
愛
媛
県
農
談
会
勧
業
諮
問
会
六
郡
農
産
共
進
会
等
の
委
員
と
な
り
、
二
十
年

愛
媛
県
会
議
員
と
な
り
、
二
十
二
年
香
川
県
会
議
員
に
転
じ
、
二
十
四
年
閣
龍
世
界

博
覧
会
委
員
と
な
り
そ
の
十
二
月
十
四
日
歿
す
。
享
年
四
十
二
、
村
中
の
先
瑩

せ
ん
え
い

に

葬
る
。
妻
は
同
族
利
吉
の
女
、
一
女
を
挙
ぐ
。
菊
枝
と
曰
う
。
義
子
衡
平
と
配
す
。

衡
平
早
世
す
。
孫
男
あ
り
豪
と
曰
う
。
祀
を
承
ぐ
。
祖
父
は
与
三
冶
と
称
す
。
村
民

に
勧
め
て
甘
藷
を
種
え
、
砂
糖
を
製
し
今
日
一
郷
の
盛
を
致
せ
る
は
そ
の
力
多
き
に

居
る
。
又
阿
讃
の
山
道
を
改
修
し
、
運
搬
に
便
し
、
資
を
投
じ
て
多
度
津
港
を
助
け

築
く
。
父
は
森
冶
と
称
し
池
を
鑿
ち
田
を
開
き
果
木
を
種
え
村
民
を
利
す
る
こ
と
少

な
か
ら
ず
。
君
は
第
三
男
を
以
て
家
を
嗣
ぐ
。
其
の
平
生
公
益
を
図
り
し
は
皆
父
祖 

 
 
 

の
志
を
継
ぎ
し
な
り
。
兄
を
菊
冶
と
称
し
、
能
く
先
志
を
体
し
君
の
四
方
に
奔
走
す

る
や
、
こ
れ
に
代
り
て
家
を
守
り
、
資
を
送
り
君
を
し
て
内
顧
の
憂
な
か
ら
し
む
。

弟
を
彦
三
郎
と
称
す
。
学
を
好
み
曽
て
余
の
門
に
あ
り
。
君
、
こ
れ
を
介
し
て
余
を

見
、
談
四
州
開
通
の
こ
と
に
及
ぶ
。
余
、
こ
れ
を
賛
し
て
集
大
成
の
三
字
を
書
し
て

以
て
贈
る
。
後
、
そ
の
能
く
衆
志
を
集
合
し
大
業
を
成
す
と
聞
き
、
甚
だ
こ
れ
を
喜

び
し
に
幾

い
く
ば

く
も
な
く
し
て
其
の
訃
に
接
す
。
又
甚
だ
こ
れ
を
惜
し
む
。 

 

昨
秋
、
財
田
村
長
正
木
美
隣
来
り
て
碑
銘
を
請
い
て
曰
く
、
一
県
有
志
の
士
相
謀

り
て
そ
の
功
を
朽
ち
ざ
ら
し
め
ん
と
欲
す
と
。
余
、
諾だ

く

し
て
未
だ
筆
を
援と

ら
ず
。

偶
々

た
ま
た
ま

備
中
に
帰
展
し
遂
に
海
に
航
し
て
彦
三
郎
を
訪
う
。
建
碑
の
地
を
観
る
に

爽
塏

そ
う
が
い

に
し
て

眺

臅

ち
ょ
う
し
ょ
く

に
宜
し
く
、
南
に
連
山
の
嶔
巇

き

ん

ぎ

た
る
を
仰
い
で
開
鑿
の
勤
苦

を
想
い
、
北
に
多
度
津
洋
の
商
船
輻
湊
す
る
を
俯
し
て
、
陸
貨
の
輸
出
こ
の
繁
盛
を

致
せ
る
を
喜
ぶ
。
嗚
呼
、
余
、
一
旅
人
に
し
て
猶
遺
功
を
追
感
し
て
已
む
こ
と
能
わ

ず
。
矧い

わ

ん
や
そ
の
地
に
住
し
そ
の
利
を
受
く
る
者
に
於
て
お
や
。
帰
郷
の
後
、
銘

を
寄
せ
て
そ
の
碑
に
刻
ま
し
め
て
曰
く
。 

 
 

始
を

慮
お
も
ん
ば
か

る
は
維こ

れ

難
し 

 
 

君
独
遑
々

こ
う
こ
う

と
し
て
彼
誘
い
此
導
き 

 
 

奔
走
狂
せ
ん
と
欲
す 

 
 

成
を
楽
し
む
維
易
し 
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■
位
置
図 

              

 
 

民
は
欣
々
と
し
て 

南
運
北
輸 

車
馬
雲
の
如
し 

 
 

陋ろ
う

と
し
て
開
明
に
嚮お

か

わ
し
め
し
は 

 
 

于
嗟

あ

あ

誰
の
績
ぞ
や 

 
 

峻
を
し
て
平
坦
に
変
ぜ
し
め
し
は 

 
 

于
嗟
誰
の
力
ぞ
や 

 
 

逶
邐

い

り

た
る
大
道 

四
域
に
貫
通
し 

 
 

一
歩
半
跬き 

永
く
遺
徳
を
懐
う 

 
 
 
 
 

明
治
二
十
七
年
七
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
松
市
石
工 

山
本
佐
平
刻 

 
 
 
 
 
 
 

（
新
修
財
田
町
誌
編
纂
委
員
会
編
「
新
修 

財
田
町
誌
」
よ
り
） 
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香
川
県
三
豊
市 

香
川
29 
大
久
保
諶
之
丞
の
碑
（た
か
ら
だ
の
里
）（
道
路
、
平
成
7
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

四
国
新
道
（
明
治
27
年
完
成
） 

明
治
17
年
、
大
久
保
諶
之
丞
が
四
国
四
県
を
結
ぶ
新
し
い
道
路
と
し
て
四

国
新
道
の
開
鑿
を
提
唱
し
、
建
設
計
画
を
立
て
た
。
こ
の
計
画
は
、
当
時
と
し

て
は
あ
ま
り
に
も
壮
大
で
、
賛
否
の
世
論
が
起
こ
っ
た
が
、
協
力
者
を
求
め
て

奔
走
す
る
な
ど
し
た
結
果
、
明
治
19
年
4
月
に
琴
平
で
四
国
新
道
の
起
工
式

が
行
わ
れ
た
。
工
事
は
し
ば
し
ば
難
関
に
出
会
い
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た

が
、
困
難
を
乗
り
越
え
て
明
治
23
年
3
月
に
多
度
津
～
猪
ノ
鼻
間
三
八
、
三

八
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
竣
工
し
た
。
四
年
後
の
明
治
27
年
5
月
に
は
高
知
・

愛
媛
両
県
の
工
事
が
竣
工
し
、
四
国
新
道
（
総
延
長
二
八
〇
、
三
六
一
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
）
が
完
成
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
新
修
財
田
町
誌
編
纂
委
員
会
編
「
新
修 

財
田
町
誌
」
一
九
九

二
年
） 

  

大久保諶之丞翁像（たからだの里） 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

大
久
保
諶
之
丞 

 

諶
之
丞
は
、
一
八
四
九
年
（
嘉
永
二
年
）
、
財
田
上
奥

尾
谷
に
、
森
冶
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
二
十
三

歳
か
ら
、
財
田
村
役
場
に
勤
め
、
そ
の
後
、
戸
長
や
、
愛

媛
県
議
会
議
員
な
ど
を
へ
て
、
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十

二
年
）
に
、
香
川
県
議
会
議
員
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
残
念
な
こ
と
に
、
一
八
九
一
年
（
明
治
二
十
四
年
）

議
場
で
倒
れ
、
四
十
二
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一

生
は
、
た
だ
、
ひ
た
す
ら
、
郷
土
と
公
共
の
た
め
に
、
す

べ
て
を
、
さ
さ
げ
尽
く
し
た
一
生
で
し
た
。 

大
変
多
く
の
こ
と
を
成
し
と
げ
て
い
ま
す
が
、
主
な
も
の

は
、
次
の
通
り
で
す
。 

一
、
四
国
新
道
を
は
じ
め
、
多
く
の
道
路
、
橋
の
建
設 

二
、
吉
野
川
導
水
計
画
と
、
政
府
へ
の
働
き
か
け 

三
、
瀬
戸
大
橋
の
発
想
と
提
唱 

四
、
北
海
道
移
民
計
画
と
推
進 

五
、
育
医
講
を
つ
く
り
医
者
を
養
成 

六
、
養
蚕
、
製
糸
、
鉄
道
建
設
、
港
改
修
、
育
英
な
ど 

百
年
先
を
見
通
す
先
見
性
と
、
す
ば
ら
し
い
実
行
力
は
、

今
も
な
お
、
私
た
ち
を
ふ
る
い
立
た
せ
ま
す
。 

 
 
 

平
成
七
年
十
月
吉
日 

財
田
町 
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香
川
県
三
豊
市 

香
川
30 
香
川
用
水
記
念
公
園
の
豊
潤
碑
（
用
水
、
昭
和
49
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

香
川
用
水
事
業
（
昭
和
52
年
度
竣
工
） 

香
川
用
水
事
業
は
、
吉
野
川
総
合
開
発
計
画
の
一
環
と
し
て
早
明
浦
ダ
ム
で

新
た
に
開
発
さ
れ
た
水
の
う
ち
香
川
県
に
配
分
さ
れ
る
分
を
池
田
ダ
ム
で
取
水

し
、
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
導
水
ト
ン
ネ
ル
で
財
田
町
に
導
き
、
こ
こ
か
ら
東
西

に
延
び
る
幹
線
水
路
に
よ
っ
て
、
東
部
は
白
鳥
町
宮
奥
池
ま
で
（
延
長
七
三
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）
、
西
部
は
豊
浜
町
姥
ヶ
懐
池
ま
で
（
延
長
一
三
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）
、
高
瀬
支
線
は
高
瀬
町
満
水
池
ま
で
（
延
長
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
導
水

し
、
農
業
用
水
、
都
市
用
水
に
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
農
業
用
水
と
都
市
用

水
の
共
用
区
間
は
公
団
営
（
水
資
源
開
発
公
団
）
で
、
農
業
専
用
区
間
は
国
営

（
農
林
省
）
で
行
い
、
公
団
営
は
昭
和
49
年
度
に
、
ま
た
国
営
は
昭
和
52
年

度
に
完
了
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
香
川
用
水
史
編
集
委
員
会
編
「
香
川
用
水
史
」
一
九
七
九
年
） 

  

香川用水東西分水工（香川用水記念公園） 



114 
 

■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

豊
潤 

 

（表） （裏） 

 昭和 49年春 

香川県知事     金子正則書 

水資源開発公団総裁 柴田達夫建 
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香
川
県
三
豊
市 

香
川
31 
香
川
用
水
記
念
公
園
の
慰
霊
碑
（
用
水
、
昭
和
49
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

香
川
用
水
事
業
（
公
団
営
）（
昭
和
49
年
度
竣
工
） 

香
川
用
水
事
業
は
、
吉
野
川
総
合
開
発
計
画
の
中
核
早
明
浦
ダ
ム
の
建
設

で
生
み
出
さ
れ
る
年
間
八
億
五
五
〇
〇
万
ト
ン
の
水
の
中
か
ら
香
川
県
に
分

水
さ
れ
る
年
間
二
億
四
七
〇
〇
万
ト
ン
の
水
を
県
内
に
導
水
し
、
農
業
用

水
、
都
市
用
水
と
し
て
利
用
し
、
香
川
県
の
水
不
足
を
抜
本
的
に
解
消
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
昭
和
43
年
8
月
主
務
大
臣
（
農
林
、
厚

生
、
通
産
）
か
ら
の
事
業
実
施
方
針
に
基
づ
き
、
香
川
用
水
事
業
の
う
ち
の

共
用
区
間
総
延
長
約
四
六
、
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
導
水
幹
線
約
八
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
東
部
幹
線
約
三
四
、
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
高
瀬
支
線
約
三
、
九
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）
が
水
資
源
開
発
公
団
事
業
と
し
て
発
足
し
、
昭
和
49
年
度
に
竣

工
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
水
資
源
開
発
公
団
香
川
用
水
建
設
所
編
「
香
川
用
水
工
事

誌
」
一
九
七
五
年
） 

  

香川用水取水工（池田ダム） 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

慰霊碑 

 

殉
職
者 

（
4
人
の
氏
名
省
略
） 

   

昭
和
四
十
九
年
春 

 
 

水
資
源
開
発
公
団
建 
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香
川
県
観
音
寺
市 

香
川
32 
豊
稔
池
碑
（
た
め
池
、
昭
和
8
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

豊
稔
池
の
築
造
（
昭
和
5
年
竣
工
） 

水
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
大
正
7
年
に
大
関
耕
地
整
理
組
合
が
設
立
さ

れ
、
そ
の
中
で
田
野
々
新
池
築
造
計
画
が
発
議
さ
れ
て
、
農
民
の
新
池
築
造
へ

の
期
待
が
高
ま
っ
た
。
大
正
13
年
に
加
地
茂
治
郎
組
合
長
は
三
土
忠
造
農
林

政
務
官
の
助
言
を
受
け
て
、
知
事
ら
に
対
し
て
田
野
々
新
池
工
事
を
県
営
用
排

水
事
業
と
し
て
実
施
す
る
よ
う
請
願
し
、
県
議
会
で
決
定
さ
れ
た
。
工
事
は
救

農
土
木
事
業
と
し
て
地
元
か
ら
人
夫
を
調
達
し
て
組
合
が
行
い
、
築
堤
材
料
の

石
は
現
地
で
採
掘
し
た
。
セ
メ
ン
ト
や
砂
は
海
岸
か
ら
牛
車
で
運
び
、
四
年
の

歳
月
と
一
五
万
人
の
労
力
に
よ
っ
て
築
き
上
げ
ら
れ
、
豊
稔
池
は
昭
和
5
年

3
月
に
完
成
し
た
。
池
の
命
名
は
三
土
忠
造
大
蔵
大
臣
に
よ
る
。 

（
参
考
文
献
：
讃
岐
の
た
め
池
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
「
讃
岐
の
た
め
池
誌
」
二

〇
〇
〇
年
） 

  

豊稔池堰堤 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                                                                         

                                                                                     

          

 
 

鐵
道
大
臣
正
三
位
勲
一
等
三
土
忠
造
先
生
題
字 

堰
堤
式
撰
定
者
農
林
省
技
師 

杉
浦
翠 

香
川
縣
三
豊
郡
大
關
耕
地
整
理
組
合
地
區
ハ
土
地
肥
沃
ニ
シ
テ
最
モ
農
耕
ニ
適
ス
然
ル
ニ
水
利

ノ
便
少
キ
ヲ
以
テ
古
来
無
數
ノ
小
池
ヲ
設
ケ
テ
耕
地
ノ
灌
漑
ニ
供
ス
ト
雖
モ
數
々
旱
害
ヲ
蒙
ル

明
治
二
十
七
八
年
ノ
旱
災
ハ
最
モ
劇
シ
ク
就
中
大
野
原
村
ハ
土
地
高
燥
ナ
ル
ヲ
以
テ
被
害
殊
ニ

甚
シ
ク
農
家
ノ
惨
状
實
ニ
言
フ
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
キ
是
ニ
於
テ
一
大
貯
水
池
築
造
ノ
議
起

リ
タ
レ
ト
モ
未
果
サ
ス
大
正
七
年
ニ
至
り
既
設
ノ
大
谷
井
關
兩
池
ノ
擴
張
卜
配
水
路
ノ
改
修
ト

ヲ
目
的
ト
ス
ル
大
關
耕
地
整
理
組
合
ヲ
設
立
シ
タ
リ
ト
雖
モ
組
合
内
ノ
部
落
各
々
其
ノ
利
害
ヲ

異
ニ
ス
ル
ヲ
以
テ
議
容
易
ニ
熟
セ
ス
從
ツ
テ
毫
モ
事
業
ノ
進
捗
ヲ
見
ル
コ
ト
能
ハ
ス
仝
十
二
年

組
合
地
區
ヲ
三
區
ニ
分
テ
各
々
自
區
ニ
有
利
ナ
ル
事
業
ヲ
起
サ
ン
ト
ス
加
之
仝
十
三
年
ノ
大
旱

ハ
大
ニ
吾
人
ニ
自
覺
ヲ
促
シ
テ
益
々
水
利
増
大
ノ
機
運
ヲ
早
メ
タ
リ
第
一
區
即
チ
井
關
池
水
利

區
ニ
於
テ
ハ
五
郷
村
大
字
田
野
々
ニ
最
好
池
床
ヲ
發
見
シ
敢
然
新
池
築
造
計
畫
ヲ
為
ス
偶
々
用

排
水
幹
線
改
良
事
業
補
助
法
ノ
發
布
セ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
以
テ
直
ニ
本
工
事
ヲ
縣
営
ニ
移
シ
工
費
ハ

同
區
ノ
負
擔
ト
ス
同
十
五
年
三
月
二
十
七
日
ヲ
以
テ
起
工
シ
恵
澤
ヲ
地
方
民
ニ
頒
タ
ン
カ
為
ニ

専
ラ
區
内
住
民
ヲ
シ
テ
カ
役
ニ
従
事
セ
シ
メ
タ
リ
拮
据
經
營
ニ
四
箇
年
ノ
星
霜
ヲ
經
昭
和
五
年

三
月
二
十
七
日
ヲ
以
テ
竣
工
ス
大
蔵
大
臣
三
土
忠
造
閣
下
本
工
事
ノ
達
成
ヲ
激
勵
シ
テ
助
カ
ヲ

與
ヘ
ラ
レ
タ
ル
コ
ト
尠
カ
ラ
ス
駕
ヲ
枉
ケ
之
ヲ
視
察
シ
名
ヲ
命
シ
テ
豊
稔
池
卜
曰
フ
爾
来
區
内

六
百
二
十
七
町
歩
ノ
耕
地
ハ
灌
漑
水
豊
富
ニ
シ
テ
啻
ニ
昔
日
ノ
如
キ
旱
災
ヲ
免
ル
ル
ノ
ミ
ナ
ラ

ス
稲
田
豊
ニ
稔
り
黄
雲
穣
々
ト
シ
テ
庶
民
鼓
腹
撃
壌
ノ
樂
ヲ
得
テ
聖
代
徳
澤
ヲ
謳
歌
ス
ル
ニ
至

リ
ヌ
噫
々
此
ノ
大
工
事
ノ
成
ル
ヤ
固
ヨ
リ
本
縣
當
局
者
ノ
施
設
其
ノ
宣
シ
キ
ヲ
得
タ
ル
ト
農
林

省
有
司
諸
賢
ノ
指
導
其
ノ
正
鵠
ヲ
誤
ラ
サ
リ
シ
ト
ニ
因
ル
ト
雖
モ
區
内
農
民
ノ
一
致
團
結
卜
關

係
者
各
位
ノ
熱
誠
ト
ハ
大
ニ
興
ツ
テ
カ
ア
リ
ト
謂
ハ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
将
ニ
碑
ヲ
樹
テ
本
工
事
ノ

頴
末
ヲ
勒
シ
テ
後
世
ニ
傳
ヘ
ン
ト
ス
乃
チ
之
ヲ
叙
ス 

 
 

昭
和
八
年
八
月 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

從
六
位
勲
七
等 

請
川
新
次
郎 

撰 

 
 
  

 
 
 
 
 
 

香
川
縣
立
三
豊
中
学
校
教
論 

白
川
大
吉 

書 

建
碑
責
任
者 

三
豊
郡
大
關
耕
地
整
理
組
合
長 

加
地
茂
治
郎 

豊稔池碑 

様
式
農
林
省
指
定
多
拱
式
石
堰
堤 

總
工
費
五
拾
壹
萬
九
千
八
百
圓 

 
 

内
譯 

石
堰
堤
築
造
費
参
拾
六
萬
参
千
五
百
圓 

土
地
家
屋
買
収
費
拾
貳
萬
四
百
圓 

道
路
改
修
費
参
萬
五
千
九
百
圓 

堤
塘
容
積
参
千
六
百
八
拾
壹
立
坪 

 
 

使
用
材
料
及
人
夫
内
譯 

セ
メ
ン
ト
數
量
貳
萬
壹
千
五
百
八
拾
九
樽 

硅
藻
土
數
量
四
千
百
五
拾
俵 

砂
數
量
千
四
百
五
拾
六
立
坪 

人
夫
延
人
員
拾
参
萬
四
千
八
百
人 

石
工
鍛
治
大
工
坑
夫
壹
萬
六
千
人 

堤
体 

 

高
サ
壹
百
尺 

 
 
 
 

延
長
四
百
八
拾
尺 

 
 
 
 

餘
水
吐
幅
壱
百
四
拾
九
尺 

水
面
積 

四
萬
八
千
坪 

水 

深 

九
拾
尺 

貯
水
量 

貳
拾
六
萬
五
千
立
坪 

支
配
田
面
積 

六
百
貳
拾
七
町
歩
餘 

国
庫
補
助
金 

貳
拾
四
萬
壹
千
貳
百
参
圓
五
拾
六
銭 

 
 
 
 

内
譯 

用
排
水
幹
線
改
良
事
業 

 
 

拾
七
萬
八
千
八
百
参
拾
五
圓
拾
壹
銭 

開
墾
助
成
金 

 
 

六
萬
貳
千
参
百
六
拾
八
圓
四
拾
五
銭 

築堤概要及主ナル役員 
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■
位
置
図 

              

第
一
區
分
區
會
議
員 

 

29
人
（
氏
名
省
略
） 

組
合
評
議
員 

 
11
人
（
氏
名
省
略
） 

組
合
會
議
員 

 

13
人
（
氏
名
省
略
） 

築
造
役
員 

 
 

組
合
長
ら
8
人
（
氏
名
省
略
） 

 

大
正
六
年
十
一
月
組
合
設
立
認
可
申
請
者 

 
 

大
野
原
村
長
ら
9
人
（
氏
名
省
略
） 

 

大
正
七
年
十
一
月
設
立
認
可
役
員 

 
 

組
合
長
ら
4
人
（
氏
名
省
略
） 
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香
川
県
観
音
寺
市 

香
川
33 
豊
稔
池
改
修
事
業
竣
功
記
念
碑
（
た
め
池
、
平
成
6
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

豊
稔
池
の
改
修
工
事
（
平
成
6
年
度
竣
工
） 

豊
稔
池
は
築
造
後
半
世
紀
余
り
を
経
過
し
た
昭
和
50
年
代
後
半
に
堤
体
に

ク
ラ
ッ
ク
が
入
り
、
漏
水
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
本
格
的
な

修
復
工
事
が
必
要
に
な
り
、
農
林
水
産
省
に
申
請
し
、
昭
和
61
年
5
月
に
採

択
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
工
法
等
を
検
討
す
る
中
で
防
災
た
め
池
工
事
で
の
採
択

に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
63
年
4
月
に
防
災
た
め
池
工
事
と
し
て
採

択
さ
れ
、
平
成
元
年
11
月
に
起
工
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
主
要
工
事
は
堤
体

工
、
洪
水
吐
工
、
取
水
工
、
減
勢
工
等
で
、
平
成
5
年
度
に
竣
工
し
た
。
さ

ら
に
平
成
5
～
6
年
度
に
堰
堤
周
辺
が
利
活
用
保
全
施
設
と
し
て
公
園
化
さ

れ
、
多
く
の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。 

（
参
考
文
献
：
讃
岐
の
た
め
池
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
「
讃
岐
の
た
め
池
誌
」
二

〇
〇
〇
年
） 

  

重要文化財の豊稔池堰堤 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

               

 

豊
稔
池
は
貯
水
量
百
五
十
九
万
立
方
米
を
擁
し
、
柞
田
川
西
岸
の
農
地
五
百
三
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
か
ん
が
い
す
る
農
業
用
た
め
池
で
あ
る
。 

 

豊
稔
池
が
全
国
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
い
る
の
は
堰
堤
が
全
国
で
た
だ
一
つ
の
マ
ル
チ

プ
ル
ア
ー
チ
ダ
ム
と
し
て
築
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
、
そ
の
築
造
が
大
正
十
五
年

に
着
工
さ
れ
、
昭
和
五
年
に
竣
工
し
て
い
て
、
我
が
国
ダ
ム
築
造
技
術
が
草
創
期
に
あ
っ

た
時
代
に
、
当
時
の
常
識
を
打
ち
破
っ
て
、
画
期
的
な
ダ
ム
形
式
を
大
胆
に
採
用
し
て
い

る
ば
か
り
で
な
く
、
洪
水
吐
を
サ
イ
フ
ォ
ン
形
式
に
す
る
な
ど
随
所
に
斬
新
な
設
計
を
取

り
入
れ
て
い
て
、
学
術
的
に
評
価
の
高
い
ダ
ム
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
事
業
の
実
施
は
、
農
林
省
所
管
の
も
と
に
県
の
直
営
に
て
実
施
さ
れ
、
工
事
の

施
工
は
、
地
元
の
受
益
農
家
を
主
体
に
構
成
さ
れ
た
、
施
工
の
各
作
業
組
と
、
技
術
陣
と

の
、
統
制
の
と
れ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
、
短
期
間
で
工
事
を
完
成
さ
せ

て
い
る
。 

 

し
か
し
、
豊
稔
池
堰
堤
は
、
築
造
か
ら
半
世
紀
余
の
年
月
を
経
て
、
堤
体
の
一
部
に
漏

水
が
生
じ
る
な
ど
の
老
朽
化
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
調
査
の
結
果
、
県
営
農
地
防
災

事
業
に
よ
っ
て
改
築
す
る
こ
と
と
し
、
昭
和
六
十
三
年
度
に
、
農
林
水
産
省
の
承
認
を
受

け
事
業
に
着
手
し
た
。
改
修
工
事
の
設
計
施
工
に
際
し
て
は
、
堰
堤
築
造
当
時
の
外
観
を

損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮
が
な
さ
れ
、
二
十
億
円
余
の
事
業
費
を
費
や
し
、
平
成
六

年
三
月
竣
工
を
み
た
。 

 

柞
田
川
上
流
の
大
野
原
町
田
野
々
の
山
あ
い
に
、
ま
る
で
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
城
の

如
く
そ
び
え
る
豊
稔
池
の
堰
堤
は
、
我
が
国
ダ
ム
築
造
史
に
特
筆
さ
れ
る
金
字
塔
で
あ
る

こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
我
が
郷
土
の
誇
り
で
あ
り
歴
史
的
遺
産
で
あ
る
。 

 

平
成
六
年
三
月 

 
 
 
 
 
 
 

題
字 

 
 
 
 
 
 

撰
文 

 
 
 
 
 
 
 
 

香
川
県
知
事 

 
 
 

豊
稔
池
土
地
改
良
区 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
井
城
一 

 
 

理
事
長 

村
上
利
武 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

豊稔池改修事業竣功記念碑 

 
 
 

豊
稔
池
の
沿
革 

堰
堤
の
構
造
概
要 

 

堰
堤
の
形
式 

マ
ル
チ
プ
ル
ア
ー
チ
ダ
ム 

 
 
 
 
 
 
 

（
多
拱
扶
壁
式
粗
石
モ
ル
タ
ル
積
堰
堤
） 

 

堤 
 
 

高 

三
〇
・
四
メ
ー
ト
ル 

 

堤 
 
 

長 

一
二
八
・
〇
メ
ー
ト
ル 

 

総
貯
水
量 

 

百
六
四
万
三
千
ト
ン 

 

有
効
貯
水
量 

百
五
九
万
三
千
ト
ン 

 

最
大
水
深 

 

二
十
七
・
三
メ
ー
ト
ル 

 

満
水
面
積 

 

十
五
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル 

 

集
水
面
積 

 

八
・
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル 

 

堤 

体 

積 

二
万
二
千
立
方
メ
ー
ト
ル 

 

洪 

水 

吐 

バ
ッ
ト
レ
ス
（
扶
壁
）
に
内
蔵
さ
れ
た
五
カ
所
の
サ
イ

フ
ォ
ン
よ
り
放
水 

毎
秒
三
十
二
ト
ン 

 
 
 
 
 
 
 

ア
ー
チ
部
堤
頂
か
ら
の
溢
流
に
よ
る
放
水 

            

毎
秒
四
十
六
ト
ン 

 

取
水
施
設 

 

取
水
工 

ス
ル
ー
ス
ゲ
ー
ト 

径
六
百
ミ
リ 

三
門 

 
 
 
 
 
 
 

土
砂
吐 

ス
ル
ー
ス
ゲ
ー
ト 

径
千
二
百
ミ
リ
一
門 

 

工
事
期
間 

 

着
工 

大
正
十
五
年
三
月 

 
 
 
 
 
 
 

竣
工 

昭
和
五
年
三
月 

 

総
事
業
費 

 

五
十
一
万
九
千
八
百
円 

 
 

（表） 

（裏） 
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■
位
置
図 

              

改
修
事
業
の
概
要 

 

事 

業 
名 

県
営
農
地
防
災
ダ
ム
事
業
（
大
野
原
町
開
基
三
百
五
十
年
記
念
） 

 

改
修
内
容 

 
 

 
 

堤
体
工 

 
 
 

前
面
部 

コ
ン
ク
リ
ー
ト 

九
千
三
百
六
十
立
方
メ
ー
ト
ル 

 
 
 
 
 
 
 

石
積
工 

 
 
 

千
二
百
八
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 
 

背
面
部 

コ
ン
ク
リ
ー
ト 

六
千
九
百
十
四
立
方
メ
ー
ト
ル 

 
 
 
 
 
 
 

石
積
工 

 
 
 

千
五
百
二
十
一
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 
 

基
礎
処
理 

カ
ー
テ
ン
グ
ラ
ウ
ト 

百
三
十
九
孔 

 
 
 
 
 
 
 
 

コ
ン
ソ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
グ
ラ
ウ
ト 

百
十
五
孔 

 
 
 

洪
水
吐
工 

サ
イ
フ
ォ
ン
補
修 

 
 
 

取
水
工 

 

土
砂
吐 

補
修 

一
ヶ
所 

 
 
 
 
 
 
 
 

取
水
工 

補
修 

三
ヶ
所 

 
 
 

減
勢
工 

 

一
式 

 
 
 

総
事
業
費 

二
十
億
二
千
四
百
四
十
六
万
二
千
円 

 
 
 

工
事
期
間 

昭
和
六
十
三
年
四
月
着
工 

 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
六
年
三
月
竣
工 

 
 
 

事
業
主
体 

香
川
県 

 
 
 

設
計
施
工
監
理 

香
川
県
三
豊
土
地
改
良
事
務
所 

 
 
 

技
術
協
力 

ダ
ム
技
術
検
討
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
(

財)

ダ
ム
技
術
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
(

株)

日
本
農
業
土
木
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ 

 
 
 

施 
 

工 

清
水
・
フ
ジ
タ
建
設
共
同
企
業
体 

 

大
野
原
町 

 
 

町
長 

 

薦
田
良
知 

 

豊
稔
池
土
地
改
良
区 

 
 

理
事
長 

村
上
利
武 

ほ
か
30
人
（
氏
名
省
略
） 

 

（裏） 
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香
川
県
観
音
寺
市 

香
川
34 
姥
ヶ
懐
池
の
碑
（
用
水
、
昭
和
54
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

豊
浜
町
の
香
川
用
水
（
昭
和
53
年
完
成
） 

香
川
用
水
事
業
は
早
明
浦
ダ
ム
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
る
水
量
の
う
ち
香
川
県

に
配
分
さ
れ
る
年
間
二
億
四
七
〇
〇
万
ト
ン
を
農
業
用
水
、
上
水
道
用
水
、
工

業
用
水
、
上
水
道
用
水
と
し
て
供
給
す
る
も
の
で
あ
る
。
豊
浜
町
内
に
は
財
田

町
か
ら
西
部
幹
線
約
一
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
通
っ
て
く
る
。
上
水
道
の
水
は
、

雲
岡
受
水
槽
と
一
の
宮
浄
水
場
に
貯
め
ら
れ
た
水
が
町
内
各
地
で
使
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
農
業
用
水
は
、
姥
ヶ
懐
池
に
集
め
ら
れ
た
水
が
箕
浦
の
箕
池
ま
で

各
溜
池
に
配
水
さ
れ
て
い
る
。
香
川
用
水
の
恵
み
で
、
町
内
の
田
約
二
七
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
と
畑
約
一
九
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
水
の
心
配
を
し
な
く
て
済
む
よ
う
に

な
っ
た
。 

（
参
考
文
献
：
新
修
豊
浜
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
「
新
修 

豊
浜
町
誌
」
一
九

九
五
年
） 

  

姥ヶ懐池 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

 

姥
ヶ
懐
池
の
起
原
は
詳
か
で
は
な
い
が
天
正
年
間
一
五
八
〇
年
頃
当
時
の
領
主
大
平
伊

賀
守
国
祐
が
長
曽
我
部
元
親
に
攻
め
ら
れ
て
落
城
し
た
際
姥
が
国
祐
の
子
を
懐
に
抱
い
て

こ
の
池
に
入
水
自
殺
を
し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る 

こ
れ
に
よ
れ
ば
こ
の
池
は
相
当
古
く

か
ら
築
造
さ
れ
て
い
た
模
様
で
あ
る 

そ
の
後
下
流
地
域
の
新
田
開
発
に
伴
い
漸
次
増
築

さ
れ
寛
永
年
間
一
六
三
〇
年
頃
に
一
応
溜
池
と
し
て
形
態
を
整
え
て
い
た
も
の
と
推
定
さ

れ
る 

以
後
数
回
は
修
復
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
昭
和
二
十
七
年
四
月
堤
防
老
朽
化
の
た

め
一
部
が
決
壊
し
た 

幸
い
人
畜
に
被
害
は
な
か
っ
た
が
耕
地
の
一
部
が
流
失
し
て
下
流

に
被
害
を
与
え
た 

昭
和
二
十
九
年
衆
議
院
議
員
大
平
正
芳
先
生
並
び
に
香
川
県
議
会
議

長
大
久
保
雅
彦
先
生
の
御
配
慮
に
よ
り
国
及
び
県
の
補
助
を
得
て
復
旧
工
事
に
着
手
し
昭

和
三
十
二
年
に
竣
工
し
た 

こ
れ
に
要
し
た
総
工
費
は
約
二
千
万
円
で
あ
る 

そ
の
後
ま

た
老
朽
化
が
激
し
く
な
り
再
び
漏
水
の
危
険
が
生
じ
た
の
で
昭
和
四
十
五
年
か
ら
老
朽
溜

池
補
強
対
策
事
業
と
し
て
堤
防
に
対
す
る
グ
ラ
フ
ト
工
事
を
施
し
現
在
の
如
く
完
全
な
溜

池
が
完
成
し
た 

こ
の
た
び
の
工
費
は
約
一
千
万
円
で
あ
っ
た 

 

な
お
こ
れ
ら
の
工
事
の
責
任
者
は
次
の
諸
氏
で
あ
る 

（
会
長
な
ど
4
人
の
氏
名
省
略
） 

  
 

昭
和
五
十
四
年
四
月
五
日 

建
之 

 
 
 
 

題
字 

内
閣
総
理
大
臣 

大
平
正
芳
先
生
之
書 

姥ヶ懐池 

         大平正芳書 
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愛
媛
県 
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愛
媛
県
四
国
中
央
市 

愛
媛
1 
新
宮
ダ
ム
の
碑
（
河
川
、
昭
和
50
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

新
宮
ダ
ム
（
昭
和
50
年
竣
工
） 

 

新
宮
ダ
ム
は
、
洪
水
調
節
、
か
ん
が
い
用
水
、
工
業
用
水
、
発
電
を
目
的

と
し
た
多
目
的
ダ
ム
で
あ
る
。
計
画
高
水
流
量
一
六
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
／

秒
の
う
ち
四
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
／
秒
の
洪
水
調
節
を
行
い
、
川
之
江
地
区

の
農
地
約
六
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
か
ん
が
い
を
行
い
、
早
明
浦
ダ
ム
、
柳
瀬

ダ
ム
と
相
ま
っ
て
当
ダ
ム
に
よ
り
三
、
二
八
立
方
メ
ー
ト
ル
／
秒
の
工
業
用

水
を
伊
予
三
島
、
川
之
江
地
区
に
供
給
し
、
愛
媛
県
が
新
設
す
る
銅
山
川
第

三
発
電
所
で
最
大
出
力
一
万
一
七
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
の
発
電
を
行

う
。
新
宮
ダ
ム
は
当
初
、
愛
媛
県
の
利
水
単
独
ダ
ム
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、

昭
和
45
年
7
月
に
多
目
的
ダ
ム
に
変
更
さ
れ
て
、
水
資
源
開
発
公
団
に
よ
り

昭
和
45
年
10
月
着
工
、
昭
和
50
年
10
月
に
完
成
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
四
国
の
建
設
の
あ
ゆ
み
編
纂
委
員
会
編
「
四
国
の
建
設
の
あ

ゆ
み
」
一
九
九
〇
年
） 

 

新宮ダム 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

和 

              愛媛県知事 

      白石春樹 書 

              水資源開発公団 

           総裁 山本三郎 建 

 昭和 50年 10月 

（表） 

（裏） 
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愛
媛
県
四
国
中
央
市 

愛
媛
2 
古
野
小
学
校
跡
地
の
碑
（
河
川
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

新
宮
ダ
ム
建
設
事
業
（
昭
和
52
年
完
了
） 

 

新
宮
ダ
ム
建
設
事
業
は
、
洪
水
調
節
と
発
電
を
目
的
に
す
る
と
と
も
に
、

新
宮
地
点
か
ら
愛
媛
県
に
分
水
を
行
い
、
愛
媛
県
の
工
業
用
水
及
び
農
業
用

水
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
。
事
業
主
体
は
水
資
源
開
発
公
団
で
、
昭
和
45

年
3
月
に
新
宮
ダ
ム
調
査
所
が
伊
予
三
島
市
に
開
設
さ
れ
て
建
設
が
始
ま
っ

た
。
新
宮
ダ
ム
に
よ
る
新
宮
村
（
現
四
国
中
央
市
）
の
水
没
戸
数
は
65
世
帯

で
あ
っ
た
が
、
水
没
補
償
の
交
渉
は
比
較
的
短
期
間
で
妥
結
に
至
っ
た
。
新

宮
ダ
ム
工
事
は
昭
和
50
年
10
月
に
竣
工
、
そ
の
後
地
す
べ
り
対
策
工
事
が
行

わ
れ
、
昭
和
52
年
3
月
に
新
宮
ダ
ム
建
設
事
業
が
完
了
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
新
宮
村
誌
編
纂
委
員
会
編
「
新
宮
村
誌 

歴
史
行
政
編
」
一

九
九
八
年
） 

 

新宮ダム 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

古
野
小
学
校
跡
地
の
碑 

 

こ
の
地
は
、
新
宮
ダ
ム
建
設
工
事
に
伴
い
水
没

し
た
古
野
小
学
校
の
跡
地
で
あ
る
。 

 

閉
校
時
（
昭
和
48
年
度
）
の
児
童
数
は
45
名
。 

 

水
没
地
区
住
民
の
村
外
へ
の
転
出
や
、
全
村
的

に
も
急
速
な
児
童
数
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
ま

た
、
適
当
な
学
校
用
地
の
確
保
が
困
難
な
こ
と
か

ら
、
村
は
、
新
宮
小
学
校
と
の
統
合
を
決
断
し

た
。 

 

昭
和
49
年
3
月
23
日
閉
校
式
が
行
わ
れ
同
年

4
月
1
日
新
宮
小
学
校
に
統
合
さ
れ
た
。 

  
 
 
 
 
 

（
こ
の
下
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

古
野
小
学
校 
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愛
媛
県
四
国
中
央
市 

愛
媛
3 
柳
瀬
ダ
ム
の
慰
霊
碑
（
河
川
、
昭
和
28
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

柳
瀬
ダ
ム
（
昭
和
28
年
度
竣
工
） 

 

柳
瀬
ダ
ム
は
、
吉
野
川
水
系
銅
山
川
に
洪
水
調
節
、
発
電
、
か
ん
が
い
、

都
市
用
水
（
上
水
道
、
工
業
）
の
確
保
を
目
的
に
建
設
さ
れ
た
多
目
的
ダ
ム

で
あ
る
。
昭
和
22
年
3
月
の
愛
媛
県
と
徳
島
県
の
第
三
次
分
水
協
定
に
よ

り
、
昭
和
24
年
4
月
に
愛
媛
県
の
委
託
を
受
け
て
建
設
省
が
柳
瀬
ダ
ム
の
建

設
に
着
手
し
、
昭
和
28
年
度
に
完
成
し
た
。
柳
瀬
ダ
ム
の
建
設
に
は
、
ダ
ム

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
わ
が
国
で
初
め
て
Ａ
Ｅ
剤
（
混
和
剤
）
を
導
入
し
た
り
、

多
段
式
五
門
の
取
水
口
を
設
け
冷
水
対
策
を
図
る
な
ど
、
新
し
い
技
術
が
取

り
入
れ
ら
れ
た
。 

（
参
考
文
献
：
四
国
の
建
設
の
あ
ゆ
み
編
纂
委
員
会
編
「
四
国
の
建
設
の
あ

ゆ
み
」
一
九
九
〇
年
） 

 

柳瀬ダム 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図

              

今
此
處
に
碑
を
建
銅
山
川
柳
瀬
ダ
ム
竣
工
を
記
念
し
左
の
殉
職

者
の
霊
を
慰
む 

昭
和
二
十
八
年
五
月
一
日 

 
 
 
 
 
 
 

鹿
島
建
設
株
式
會
社 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社
長 

鹿
島
守
之
助 

 
 
 
 
 
 

殉
職
者
氏
名 

（
8
人
の
氏
名
省
略
） 

慰霊碑 
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愛
媛
県
四
国
中
央
市 

愛
媛
4 
銅
山
川
疏
水
功
労
者
頌
徳
碑
（戸
川
疏
水
公
園
） 

（
河
川
、
昭
和
38
年
建
立
） 

            

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

銅
山
川
疏
水
事
業
（
昭
和
29
年
完
成
） 

 

銅
山
川
の
水
を
宇
摩
平
野
に
導
水
す
る
計
画
は
幕
末
に
考
え
ら
れ
、
そ
れ

以
降
昭
和
初
期
に
か
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
あ
っ
た
が
、
実
現
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。
昭
和
11
年
に
内
務
省
の
斡
旋
の
も
と
、
愛
媛
県
と
徳
島
県
の
間

で
協
定
が
成
立
し
、
内
務
省
か
ら
事
業
が
認
可
さ
れ
た
が
、
戦
争
に
よ
り
工

事
は
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
戦
後
、
昭
和
22
年
に
改
め
て
両
県
の
分
水

協
定
が
締
結
さ
れ
、
昭
和
23
年
に
愛
媛
県
が
建
設
省
に
委
託
し
て
柳
瀬
ダ
ム

の
建
設
に
着
手
し
、
昭
和
28
年
8
月
か
ら
ダ
ム
貯
水
が
始
ま
り
、
10
月
に
は

発
電
を
開
始
、
昭
和
29
年
8
月
か
ら
農
業
用
水
が
供
給
さ
れ
て
宇
摩
郡
の
水

田
を
潤
す
よ
う
に
な
っ
た
。 

（
参
考
文
献
：
愛
媛
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
愛
媛
県
史 

近
代
下
」
一
九

八
八
年
） 

 

戸川疏水公園の標識 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

              

灌
漑
用
水
に
悩
む
宇
摩
農
民
は
安
政
の
昔
よ
り
銅
山
川
疏
水
を
企
画

し
多
数
の
先
輩
が
こ
れ
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
し
て
挺
身
明
治
末
期
よ

り
大
正
初
期
に
至
っ
て
い
よ
い
よ
積
極
的
に
計
画
が
推
進
せ
ら
れ
特

に
松
柏
村
民
の
関
心
は
最
も
深
く
大
正
十
三
年
宇
摩
疏
水
組
合
の
設

立
と
共
に
村
長
森
実
盛
遠
村
会
議
員
村
上
恒
一
同
じ
く
福
田
武
太
郎

の
諸
氏
ら
が
率
先
こ
れ
に
協
力
そ
の
後
昭
和
十
一
年
森
実
氏
が
組
合

長
と
な
る
に
及
ん
で
同
年
一
月
三
十
日
徳
島
県
と
の
分
水
協
定
成
立

十
二
月
五
日
起
工
式
を
挙
行
同
十
三
年
八
月
六
日
隧
道
工
事
着
工
日

夜
寝
食
を
忘
れ
て
努
力
中
惜
し
く
も
逝
去
さ
れ
村
上
恒
一
氏
は
そ
の

後
を
受
け
て
昭
和
十
七
年
九
月
村
長
並
び
に
銅
山
川
疏
水
組
合
長
に

就
任 

戦
時
中
及
び
終
戦
後
の
複
雑
な
社
会
情
勢
の
下
に
お
い
て
幾

多
の
困
難
を
克
服
昭
和
二
十
四
年
七
月
一
日
待
望
の
隧
道
を
貫
通 

福
田
武
太
郎
氏
は
森
実
村
上
氏
を
強
力
に
補
佐
し
疏
水
実
現
の
た
め

東
奔
西
走
さ
れ
た 

ま
た
在
京
の
森
実
昮
氏
は
本
問
題
の
た
め
数
十

回
に
及
ん
で
上
京
す
る
郷
土
代
表
者
を
物
心
両
面
に
亘
っ
て
助
け
励

ま
し
中
央
政
界
と
の
連
絡
を
計
り
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た 

殊
に

福
岡
農
士
学
校
学
監
伊
藤

一
氏
の
中
央
に
お
け
る
政
治
工
作
と
そ

の
蔭
の
働
き
は
極
め
て
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た 

銅
山
川
疏
水
は
こ

れ
ら
の
諸
先
輩
の
尊
い
汗
の
結
晶
と
地
区
民
の
熱
意
に
よ
り
結
実
し

郷
土
の
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
も
の
で
こ
の
千
歳
不
朽
の
功
績
を
万
世

に
伝
え
そ
の
徳
を
敬
仰
す
べ
く
郷
民
挙
っ
て
こ
の
碑
を
建
立
す
る 

 

銅山川疏水功労者 

頌 徳 碑 

昭
和
三
十
八
年
十
月 

安
岡
正
篤
額 

 
 

銅
山
川
疏
水
史
著
者
合
田
正
良
撰 

柏
堂
石
川
尚
市
書 

建
設
世
話
人 

伊
予
三
島
市
松
柏
地
区
協
議
会 

仝 
 
 

松
柏
地
区
有
志
一
同 

近
藤
富
頼
刻 

 
 

宮
崎
利
光
造
園 

（裏） 

正
篤
書 

（表） 
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■
位
置
図 
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愛
媛
県
四
国
中
央
市 

愛
媛
5 
福
田
武
太
郎
翁
之
碑
（戸
川
疏
水
公
園
）（
河
川
、
昭
和
47
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

銅
山
川
総
合
開
発
事
業
（
昭
和
29
年
完
成
） 

 

銅
山
川
総
合
開
発
事
業
は
、
吉
野
川
か
ら
の
分
水
を
前
提
と
し
た
水
資
源

総
合
開
発
事
業
で
あ
り
、
具
体
化
さ
れ
た
の
は
昭
和
22
年
3
月
に
愛
媛
県
と

徳
島
県
が
合
意
し
た
第
三
次
分
水
協
定
に
始
ま
る
。
愛
媛
県
で
は
、
宇
摩
郡

金
砂
村
小
川
地
区
に
柳
瀬
ダ
ム
を
建
設
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
昭
和
28
年
に

完
成
し
た
。
柳
瀬
ダ
ム
は
、
吉
野
川
下
流
の
洪
水
調
節
を
図
る
と
と
も
に
、

宇
摩
平
野
に
か
ん
が
い
用
水
・
上
水
道
用
水
・
工
業
用
水
を
供
給
す
る
多
目

的
ダ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
発
電
所
の
建
設
が
昭
和
25
年
4
月
に
着

工
さ
れ
、
銅
山
川
第
一
発
電
所
が
昭
和
28
年
10
月
に
、
銅
山
川
第
二
発
電
所

は
昭
和
29
年
3
月
に
完
成
し
、
本
県
の
産
業
経
済
の
基
盤
と
し
て
貢
献
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。 

（
参
考
文
献
：
愛
媛
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
愛
媛
県
史 

県
政
」
一
九
八

八
年
） 

 

愛媛県銅山川発電所 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

福
田
武
太
郎
翁
之
像 

 
 

愛
媛
県
知
事 

白
石
春
樹
書 

（表） 

故
福
田
武
太
郎
翁
は
幼
少
よ
り
人
に
秀
で
成
人
す
る
に
及
び
そ
の

人
格
は
円
満
重
厚
識
見
は
衆
に
卓
越
し
推
さ
れ
て
松
柏
村
議
会
議

員
と
な
り
献
身
議
員
活
動
の
一
方
他
町
村
に
先
ん
じ
て
明
治
の
末

期
に
上
柏
青
年
会
及
び
消
防
組
を
組
織
し
大
正
五
年
農
協
の
前
身

で
あ
る
松
柏
信
用
組
合
を
其
の
先
頭
に
立
っ
て
設
立
し
尚
万
難
を

克
服
し
て
地
区
公
共
財
源
の
基
盤
で
あ
る
松
柏
村
入
会
野
山
を
統

一
植
林
を
奨
め
治
山
治
水
事
業
に
盡
力
す
又
銅
山
川
疏
水
事
業
完

成
の
た
め
に
は
先
覚
者
の
遺
志
を
継
承
し
て
一
生
を
通
じ
て
同
志

と
共
に
弛
ま
ぬ
活
躍
を
続
け
潅
漑
用
水
不
足
に
悩
む
宇
摩
平
野
農

家
の
悲
願
を
達
成
し
た
の
み
に
止
ま
ら
ず
郷
土
産
業
の
一
大
発
展

の
基
盤
を
樹
立
す
る
等
翁
の
生
涯
に
お
け
る
社
会
的
貢
献
は
枚
挙

に
い
と
ま
が
な
い 

こ
の
偉
大
な
郷
土
の
大
先
覚
者
も
天
命
な
る

か
な
昭
和
十
三
年
九
月
五
日
の
大
水
害
に
お
い
て
橋
梁
及
隣
家
の

危
機
を
救
わ
ん
と
し
て
不
慮
の
難
に
遭
い
そ
の
光
輝
あ
る
六
十
三

年
の
生
涯
を
閉
じ
今
は
翁
の
謦
咳
に
接
す
る
こ
と
能
わ
ず
何
時
ま

で
も
故
人
の
面
影
を
偲
び
翁
の
遺
徳
に
想
い
を
馳
せ
敬
慕
の
念
を

新
た
に
す
る
と
共
に
後
世
に
其
偉
業
の
数
々
を
伝
え
る
為
郷
民
相

計
り
翁
の
胸
像
を
建
立
し
て
其
遺
徳
を
永
く
稱
え
る
も
の
で
あ
る 

  
 
 

昭
和
四
十
七
年
一
月 

 

（裏） 
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愛
媛
県
四
国
中
央
市 

愛
媛
6 
銅
山
川
疏
水
功
労
者
頌
徳
碑
（三
島
公
園
）（
河
川
、
昭
和
49
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

銅
山
川
疏
水
事
業
（
昭
和
29
年
完
成
） 

 

銅
山
川
疏
水
の
計
画
は
幕
末
に
考
え
ら
れ
、
そ
れ
以
降
昭
和
初
期
に
か
け

て
事
業
申
請
が
な
さ
れ
た
が
、
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
昭
和
11
年
に
内

務
省
の
斡
旋
の
も
と
、
愛
媛
県
と
徳
島
県
の
間
の
協
定
が
成
立
し
、
長
年
の

懸
案
で
あ
っ
た
分
水
問
題
が
解
決
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
20
年
2
月
の
第
二

次
協
定
で
発
電
事
業
が
追
加
さ
れ
、
昭
和
22
年
3
月
の
第
三
次
協
定
で
河
水

統
制
事
業
が
承
認
さ
れ
、
愛
媛
県
は
柳
瀬
ダ
ム
の
建
設
に
着
手
、
昭
和
28
年

に
完
成
さ
せ
た
。
昭
和
28
年
10
月
に
発
電
事
業
が
稼
働
開
始
、
昭
和
29
年

8
月
か
ら
か
ん
が
い
補
給
水
が
通
水
開
始
と
な
り
、
産
業
振
興
、
食
糧
増

産
、
銅
山
川
下
流
の
洪
水
災
害
の
防
止
に
効
果
を
上
げ
る
に
至
っ
た
。 

（
参
考
文
献
：
伊
予
三
島
市
史
編
纂
委
員
会
編
「
伊
予
三
島
市
史 

中
巻
」

一
九
八
六
年
） 

 

頌徳の記（銅山川疏水功労者頌徳碑の裏面） 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

    

頌徳碑 

銅山川疏水功労者 
（表） 

頌
徳
の
記 

 

緑
滴
る
神
秘
の
山
影
を
湖
面
に
映
し
紺
碧
に
澄
ん
だ
金
砂
湖
は
伊
予
三

島
市
川
之
江
市
宇
摩
地
区
の
人
々
に
潅
漑
用
水
と
工
業
の
栄
養
源
を
供
給

し
て
産
業
の
振
興
に
大
き
な
力
を
与
え
て
い
る
が
こ
の
建
設
の
陰
に
は
安

政
の
昔
よ
り
幾
多
の
先
覚
者
が
そ
の
実
現
の
た
め
に
精
魂
を
傾
け
て
挺
身

し
或
は
故
郷
を
湖
底
に
沈
め
新
天
地
を
求
め
て
立
ち
去
っ
た
数
百
千
の

人
々
の
あ
っ
た
こ
と
を
忘
却
す
べ
き
で
な
い
即
ち
銅
山
川
の
分
水
は
遠
く

安
政
の
昔
に
始
ま
り
明
治
十
六
年
三
島
地
区
の
有
志
測
量
を
実
施
し
て
計

画
続
い
て
明
治
四
十
年
中
之
庄
村
長
高
倉
要
が
金
砂
村
長
鎌
倉
伊
勢
吉
と

と
も
に
愛
媛
県
知
事
に
銅
山
川
分
水
の
こ
と
を
出
願
し
て
不
許
可
と
な
る

や
川
滝
の
人
紀
伊
為
一
郎
こ
れ
を
慨
嘆
し
大
正
三
年
十
月
十
九
日
宇
摩
郡

十
二
ヶ
町
村
有
志
代
表
の
署
名
を
求
め
深
町
愛
媛
県
知
事
に
出
願
大
正
五

年
内
務
省
に
進
達
さ
れ
た
が
徳
島
県
の
反
対
に
よ
り
許
可
に
至
ら
ず
そ
の

後
大
正
十
三
年
九
月
佐
竹
愛
媛
県
知
事
の
認
可
に
よ
り
宇
摩
疏
水
組
合
が

設
立
さ
れ
組
合
長
に
郡
長
高
橋
惣
太
郎
が
就
任
し
た
が
翌
年
七
月
同
氏
の

転
任
に
よ
り
後
任
郡
長
高
木
茂
正
が
組
合
長
と
な
っ
た
同
十
四
年
九
月
組

合
名
称
を
銅
山
川
疏
水
期
成
同
盟
会
と
改
め
大
正
十
五
年
郡
制
廃
止
に
よ

り
高
木
会
長
辞
任
県
会
議
員
山
中
義
貞
が
会
長
に
選
任
さ
れ
る
や
氏
の
努

力
に
よ
り
銅
山
川
疏
水
は
県
營
事
業
と
決
定
さ
れ
山
中
会
長
は
中
央
及
び

徳
島
県
と
の
交
渉
に
東
奔
西
走
し
た
が
徳
島
県
の
反
対
に
よ
り
分
水
協
定

の
調
印
に
至
ら
ず
昭
和
十
一
年
松
柏
村
長
森
実
盛
遠
会
長
と
な
り
幾
多
の

苦
難
を
克
服
し
て
同
年
一
月
三
十
日
愛
媛
徳
島
両
県
の
間
に
分
水
協
定
成

立
調
印
同
年
十
二
月
五
日
銅
山
川
ダ
ム
起
工
式
執
行
同
十
三
年
三
月
三
十

一
日
銅
山
川
疏
水
組
合
と
改
称
同
年
八
月
六
日
隧
道
工
事
着
工
い
よ
い
よ

順
調
に
進
捗
し
つ
つ
あ
る
時
森
実
組
合
長
昭
和
十
七
年
七
月
四
日
途
半
ば

に
し
て
惜
し
く
も
不
帰
の
客
と
な
り
九
月
松
柏
村
長
村
上
恒
一
が
後
任
組

 

合
長
に
就
任
苦
難
な
大
東
亜
戦
争
中
及
び
戦
後
に
亘
り
不
断
の
活
躍
を
つ

づ
け
幾
多
の
成
果
を
挙
げ
つ
つ
完
成
を
目
ざ
し
て
一
路
邁
進
し
曙
光
を
見

た
時
辞
任 

昭
和
二
十
五
年
七
月
三
島
町
長
合
田
鶴
太
郎
が
組
合
長
に
就

任
同
年
八
月
仮
通
水
二
十
八
年
八
月
十
八
日
柳
瀬
ダ
ム
完
成
昭
和
三
十
一

年
五
月
代
議
士
井
原
岸
高
組
合
長
に
就
任
氏
は
県
会
議
員
時
代
及
び
代
議

士
と
し
て
疏
水
実
現
に
尽
く
し
た
働
き
は
実
に
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ

っ
た 

 

本
事
業
の
完
遂
に
つ
い
て
は
多
年
に
亘
る
地
方
有
志
並
に
政
財
界
の
多

大
の
協
力
を
得
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
銘
記
し
た
い 

 

こ
こ
に
碑
を
建
立
し
先
人
の
功
を
永
く
称
え
ん
と
す
る
次
第
で
あ
る 

 
 
 
 

銅
山
川
疏
水
史
筆
者 

合
田
正
良
撰
文 

昭
和
四
十
九
年 

霜
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

銅
山
川
疏
水
組
合
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

伊
予
三
島
市
長 

 
 

森
川
孝
夫 

 
 
 
 
 
 
 
 

川
之
江
市
長 

 
 
 

川
崎
喜
三
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 

土
居
町
長 

 
 
 
 

松
本
正
俊 

（裏） 
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■
位
置
図 
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愛
媛
県
四
国
中
央
市 

愛
媛
7 
紀
伊
為
一
郎
翁
頌
徳
碑
（三
島
公
園
）（
河
川
、
昭
和
59
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

紀
伊
為
一
郎
と
銅
山
川
疏
水
事
業
（
昭
和
28
年
通
水
） 

 

銅
山
川
疏
水
を
め
ぐ
る
動
き
は
幕
末
に
始
ま
り
、
大
正
3
年
に
は
紀
伊
為

一
郎
ら
が
か
ん
が
い
用
水
供
給
を
目
的
と
し
て
用
水
路
開
設
願
を
、
大
正
5

年
に
は
か
ん
が
い
区
域
の
変
更
追
加
願
を
愛
媛
県
に
出
願
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
愛
媛
県
は
河
水
引
用
願
を
内
務
省
に
申
請
し
た
が
、
徳
島
県
が
分
水
に

反
対
し
た
た
め
実
現
し
な
か
っ
た
。
愛
媛
県
は
大
正
14
年
に
銅
山
川
疏
水
事

業
を
県
営
化
す
る
方
針
を
決
め
、
県
主
導
で
関
係
機
関
と
の
調
整
を
進
め
、

戦
後
に
な
っ
て
柳
瀬
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
、
昭
和
28
年
に
銅
山
川
疏
水
が
実
現

し
た
。
疏
水
事
業
の
基
礎
づ
く
り
に
と
っ
て
紀
伊
為
一
郎
の
労
苦
は
大
き
な

力
と
な
り
、
そ
の
後
の
進
展
を
促
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
伊
予
三
島
市
史
編
纂
委
員
会
編
「
伊
予
三
島
市
史 

中
巻
」

一
九
八
六
年
） 

 

紀伊為一郎翁頌徳碑（側碑） 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

紀伊為一郎翁頌徳碑 

 

翁
は
明
治
十
三
年
川
滝
成
尾
紀
伊
義
珍
の
子
と
し
て
生
れ
、
松
山

中
学
を
経
て
京
都
美
術
学
校
に
入
学
、
栖
鳳
、
春
挙
等
に
就
き
日
本

画
を
学
び
、
卒
業
後
岡
山
市
に
於
て
美
術
倶
楽
部
を
設
け
活
躍
中
大

正
元
年
宇
摩
地
方
が
大
旱
魃
に
よ
り
苦
難
の
状
態
に
あ
る
こ
と
を
知

り
、
こ
の
解
決
は
銅
山
川
の
水
を
引
水
す
る
の
ほ
か
な
し
と
、
大
正

三
年
自
か
ら
宇
摩
郡
十
二
ヶ
町
村
を
巡
り
、
有
志
を
説
い
て
銅
山
川

分
水
請
願
書
に
署
名
を
求
め
愛
媛
県
知
事
に
提
出
、
更
に
大
正
五
年

内
務
省
に
進
達
さ
れ
た
が
認
可
に
至
ら
ず
そ
の
後
大
正
十
三
年
宇
摩

疏
水
組
合
が
結
成
さ
れ
る
や
翁
は
常
任
幹
事
に
選
任
さ
れ
言
語
に
絶

す
る
苦
難
を
克
服
し
て
不
断
に
活
躍
、
昭
和
十
一
年
一
月
三
十
日
、

愛
媛
、
徳
島
両
県
の
間
に
分
水
協
定
が
成
立
し
同
日
内
務
大
臣
よ
り

河
水
引
用
の
認
可
が
あ
り
、
同
年
八
月
六
日
隧
道
工
事
着
工
昭
和
二

十
八
年
八
月
十
三
日
翁
が
活
動
開
始
以
来
四
十
二
年
振
り
に
柳
瀬
ダ

ム
完
成
、
宇
摩
平
野
の
潅
漑
用
水
、
上
水
道
、
工
業
用
水
の
す
べ
て

が
満
た
さ
れ
、
こ
の
豊
富
な
水
に
よ
っ
て
当
地
方
は
、
生
活
用
水
、

農
業
用
水
に
恵
ま
れ
る
と
共
に
今
日
の
製
紙
産
業
の
発
展
を
見
る
に

至
っ
た
も
の
で
、
紀
伊
翁
の
遠
大
な
理
想
と
尊
い
努
力
に
対
し
心
か

ら
感
謝
し
、
碑
を
建
立
し
、
そ
の
功
績
の
一
端
を
誌
し
て
徳
を
顕
彰

す
る
次
第
で
あ
る
。 

 
 
 

昭
和
五
十
九
年
十
一
月 

 
 
 
 
 

撰
文
銅
山
川
疏
水
史
著
者 

合
田
正
良 

 
 
 
 
 

建
立
者 

銅
山
川
工
業
用
水
企
業
団 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

企
業
長
伊
予
三
島
市
長 

篠
永
善
雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

川 

之 

江 

市 

長 

石
津
榮
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
伊
為
一
郎
翁 

頌
徳
碑 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（主） （側） 
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愛
媛
県
四
国
中
央
市 

愛
媛
8 
四
国
高
速
道
路
発
祥
之
地
記
念
碑
（三
島
公
園
） 

（
道
路
、
平
成
6
年
建
立
） 

            

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

伊
予
三
島
市
の
松
山
自
動
車
道
（
昭
和
60
年
開
通
） 

 

伊
予
三
島
市
に
関
係
す
る
高
速
自
動
車
道
の
整
備
計
画
決
定
及
び
施
行
命

令
は
、
善
通
寺
～
伊
予
三
島
間
が
昭
和
47
年
6
月
で
、
伊
予
三
島
～
土
居
間

が
昭
和
48
年
10
月
で
あ
っ
た
。
建
設
工
事
は
日
本
道
路
公
団
で
進
め
ら
れ
、

四
国
初
の
鍬
入
れ
式
が
昭
和
55
年
4
月
に
中
之
庄
町
的
之
尾
で
行
わ
れ
た
。

こ
の
区
間
に
は
中
央
構
造
線
が
あ
り
、
難
工
事
と
な
っ
た
が
、
最
新
の
工
法

で
克
服
し
た
。
松
山
自
動
車
道
三
島
川
之
江
～
土
居
間
の
開
通
式
は
、
昭
和

60
年
3
月
に
三
島
川
之
江
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
で
挙
行
さ
れ
、
四
国
の
高
速

道
路
時
代
の
幕
開
け
を
祝
っ
た
。 

（
参
考
文
献
：
伊
予
三
島
市
史
編
纂
委
員
会
編
「
伊
予
三
島
市
史 

中
巻
」

一
九
八
六
年
） 

 

松山自動車道（三島公園付近） 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

四国高速道路発祥之地記念 

 四国の高速道路の歴史が当市 

 から始まったことを記念しここに  

 この碑を建立する 

  市制 40周年 平成 6年 11月吉日 

   伊予三島市長 篠永善雄 
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愛
媛
県
西
条
市 

愛
媛
9 
壬
生
川
港
改
築
記
念
碑
（
港
湾
、
大
正
5
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

大
正
～
昭
和
戦
前
期
の
壬
生
川
港
（
東
予
港
）（
昭
和
11
年
竣
工
） 

 

大
正
4
年
3
月
に
壬
生
川
港
の
最
初
の
港
湾
改
修
が
着
工
さ
れ
、
港
内
の

浚
渫
・
拡
張
、
護
岸
の
石
垣
改
築
が
行
わ
れ
、
同
年
12
月
に
竣
工
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
帆
船
や
小
型
機
帆
船
の
入
港
が
容
易
に
な
り
、
従
来
の
不
便
は
や

や
解
消
さ
れ
た
。
昭
和
7
年
に
は
匡
救
事
業
と
し
て
港
湾
改
修
及
び
土
地
造

成
事
業
に
着
手
し
た
。
堀
川
港
下
口
に
突
堤
を
築
き
、
そ
こ
を
壬
生
川
外
港

と
す
る
た
め
に
浚
渫
し
、
同
時
に
浚
渫
土
砂
で
突
堤
の
北
側
（
大
新
田
地

先
）
に
土
地
造
成
を
行
い
、
昭
和
11
年
3
月
に
竣
工
し
た
。
こ
の
港
湾
改
修

に
よ
り
、
汽
船
や
機
帆
船
の
接
岸
が
可
能
と
な
り
、
港
の
機
能
は
大
幅
に
向

上
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
壬
生
川
郷
土
史
研
究
委
員
会
編
「
壬
生
川
郷
土
史
」
二
〇
〇

九
年
） 

 

東予港（西条市大新田） 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

                 

壬
生
川
港
改
築
記
念
碑 

本
港
内
土
砂
堆
積
且
狭
隘

不
便
ヲ
感
ズ
ル
多
年
大
正

三
年
十
二
月
知
事
ノ
許
可

ヲ
得
同
四
年
三
月
起
工
同

年
十
二
月
浚
渫
ヲ
了
シ
港

内
壹
千
七
坪
ヲ
擴
大
シ
工

費
壹
万
二
千
五
百
餘
円
ヲ

投
ジ
以
テ
改
築
全
ク
竣
成

ヲ
告
グ
因
テ
記
念
碑
ヲ
建

テ
以
テ
関
係
者
ヲ
記
録
ス 

（表） （側） 

大
正
五
年
四
月
廿
七
日 

落
成
式
挙
行
日 

（裏） 

関
係
者
愛
媛
県
知
事
な
ど
12
人 

（
氏
名
省
略
） 
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愛
媛
県
西
条
市 

愛
媛
10 
志
河
の
恵
水
碑
（
用
水
、
平
成
19
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
事
業
（
平
成
20
年
度
完
了
） 

 

面
河
ダ
ム
を
築
造
し
道
前
平
野
及
び
道
後
平
野
に
導
水
す
る
道
前
道
後
平

野
農
業
水
利
事
業
は
昭
和
32
年
に
事
業
着
手
、
昭
和
42
年
に
完
成
し
、
道
前

道
後
両
平
野
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
社
会
情
勢
の

変
化
に
伴
い
、
畑
作
振
興
に
よ
る
冬
期
灌
漑
用
水
の
確
保
等
新
し
い
水
需
要

へ
の
対
応
が
要
望
さ
れ
る
と
と
も
に
、
施
設
の
老
朽
化
が
課
題
と
な
っ
て
き

た
。
こ
の
た
め
、
既
存
水
利
施
設
の
改
修
、
志
河
川
ダ
ム
及
び
佐
古
ダ
ム
の

築
造
、
志
河
川
幹
線
用
水
路
を
整
備
す
る
国
営
道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
事

業
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
平
成
元
年
度
に
工
事
着
手
し
、
平
成
20
年
度
に
完

了
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
農
林
水
産
省
中
国
四
国
農
政
局
道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
事

業
所
編
「
道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
事
業
概
要
」
一
九
九
一
年
） 

 

志河川ダム 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

志河の恵水 

                愛媛県知事 加戸守行 書 
（右） 

 

志
河
川
ダ
ム
は 

農
林
水
産
省
の

国
営
道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
事
業

の
水
源
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も

の
で
あ
り 

平
成
十
九
年
度
に
完
成

し
た 

 

志
河
川
は 

石
鎚
山
北
麓
の
天
ヶ

峠
に
源
を
発
し 

年
間
を
通
し
て
切

れ
る
こ
と
な
く
清
水
が
脈
々
と
流
れ

楠
窪 

湯
谷
口 

志
川
地
区
の
農
地

を
潤
す
と
と
も
に
人
々
の
命
を
支
え

て
き
た 

 

志
河
川
ダ
ム
は 

こ
の
志
河
川
の

恵
み
の
水
を
道
前
平
野
全
体
に
導
く

た
め
の
施
設
で
あ
り
地
元
住
民
を
は

じ
め
多
く
の
方
々
の
御
協
力
を
得
て

こ
こ
に
ダ
ム
は
完
成
し
た 

 

志
河
川
の
恵
み
の
水
に
よ
り 

道

前
平
野
の
大
地
が
潤
い 

更
に
農
業

が
発
展
し 

豊
か
な
美
郷
が
築
か
れ

る
こ
と
を
願
う 

 
 
 

平
成
十
九
年
十
月
吉
日
建
立 

（左） 
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愛
媛
県
今
治
市 

愛
媛
11 
来
島
海
峡
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
慰
霊
碑
（
道
路
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

来
島
海
峡
大
橋
（
西
瀬
戸
自
動
車
道
）（
平
成
11
年
開
通
） 

 

来
島
海
峡
大
橋
は
、
大
島
と
今
治
と
の
間
の
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
来
島

海
峡
に
架
か
る
世
界
初
の
三
連
吊
橋
で
あ
る
。
大
島
側
か
ら
来
島
海
峡
第
一

大
橋
（
橋
長
九
六
〇
メ
ー
ト
ル
）
、
来
島
海
峡
第
二
大
橋
（
一
五
一
五
メ
ー
ト

ル
）
、
来
島
海
峡
第
三
大
橋
（
一
五
七
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
三
つ
の
吊
橋
で
構
成

さ
れ
る
。
本
橋
は
昭
和
62
年
12
月
に
事
業
化
が
認
め
ら
れ
、
平
成
2
年
9

月
に
本
格
着
工
し
た
。
来
島
海
峡
大
橋
の
建
設
は
、
激
し
い
潮
流
と
い
う
自

然
環
境
や
、
大
型
船
が
航
行
す
る
国
際
航
路
で
あ
る
と
い
う
困
難
な
条
件
の

も
と
で
行
わ
れ
た
。
平
成
11
年
5
月
に
来
島
海
峡
大
橋
は
多
々
羅
大
橋
、
新

尾
道
大
橋
と
と
も
に
完
成
し
、
こ
れ
に
よ
り
既
に
供
用
中
の
区
間
も
含
め
て

西
瀬
戸
自
動
車
道
の
全
線
が
開
通
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
編
「
し
ま
な
み
海
道 

西
瀬
戸
自
動

車
道
建
設
誌
」
一
九
九
九
年
） 

 

来島海峡大橋 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

 

慰 霊 
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愛
媛
県
上
島
町 

愛
媛
12 
弓
削
大
橋
開
通
記
念
碑
（
道
路
、
平
成
8
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

弓
削
大
橋
（
県
道
岩
城
弓
削
線
）（
平
成
8
年
開
通
） 

 

弓
削
大
橋
は
、
弓
削
島
と
佐
島
の
間
に
架
か
る
総
延
長
九
八
〇
メ
ー
ト
ル

（
主
橋
梁
三
二
五
メ
ー
ト
ル
、
取
付
橋
梁
二
四
二
メ
ー
ト
ル
、
取
付
道
路
四

一
三
メ
ー
ト
ル
）
の
斜
張
橋
で
あ
る
。
両
島
を
結
ぶ
架
橋
は
「
町
を
一
つ

に
」
と
い
う
町
民
の
悲
願
で
あ
っ
た
。
架
橋
事
業
は
広
域
市
町
村
構
想
に
基

づ
い
て
、
上
島
架
橋
の
早
期
整
備
を
図
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
昭
和
63
年
度

に
は
県
の
重
点
施
策
と
し
て
弓
削
大
橋
架
橋
計
画
・
調
査
が
開
始
さ
れ
、
平

成
元
年
度
に
は
町
道
佐
島
循
環
線
橋
梁
整
備
（
国
庫
補
助
）
事
業
が
採
択
さ

れ
た
。
平
成
2
年
7
月
に
弓
削
町
か
ら
愛
媛
県
に
事
業
委
託
さ
れ
、
平
成
8

年
3
月
に
完
成
し
た
。
町
道
佐
島
循
環
線
は
平
成
8
年
4
月
に
県
道
岩
城
弓

削
線
に
昇
格
移
管
さ
れ
た
。 

（
参
考
文
献
：
弓
削
町
編
「
弓
削
町
誌 

補
遺
」
二
〇
〇
四
年
） 

 

弓削大橋 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

                

    弓削大橋 

   開通記念 

平成 8年 3月 弓削町 
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愛
媛
県
上
島
町 

愛
媛
13 
ゆ
め
し
ま
海
道
の
碑
（
道
路
、
平
成
28
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

生
名
橋
（
県
道
岩
城
弓
削
線
）（
平
成
23
年
開
通
） 

 

生
名
橋
は
、
上
島
町
の
生
名
島
（
旧
生
名
村
）
と
佐
島
（
旧
弓
削
町
）
を

結
ぶ
橋
長
五
一
五
メ
ー
ト
ル
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
た
め
車
道
を
一
、
五

車
線
に
し
た
斜
張
橋
で
あ
る
。
平
成
16
年
3
月
に
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整

備
局
よ
り
予
算
成
立
に
伴
う
事
業
概
要
の
発
表
が
あ
り
、
上
島
架
橋
構
想
の

一
環
と
し
て
生
名
橋
は
事
業
化
さ
れ
、
平
成
23
年
2
月
に
開
通
し
た
。
な

お
、
上
島
架
橋
は
、
上
島
町
の
岩
城
島
を
起
点
に
、
生
名
島
、
佐
島
を
経
て

弓
削
島
に
至
る
県
道
岩
城
弓
削
線
に
架
か
る
弓
削
大
橋
、
生
名
橋
、
岩
城
橋

の
三
橋
の
総
称
で
あ
り
、
平
成
26
年
に
「
ゆ
め
し
ま
海
道
」
の
愛
称
が
制
定

さ
れ
た
。 

（
参
考
文
献
：
生
名
村
誌
編
纂
委
員
会
編
「
生
名
村
誌
」
二
〇
〇
四
年
、
上

島
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
） 

 

生名橋 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

ゆ
め
し
ま
海
道 

（表） （裏） 

平
成
二
十
八
年
二
月
吉
日 

愛
媛
県
知
事 

 
 
 
 

中
村
時
広
書 
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愛
媛
県
久
万
高
原
町 

愛
媛
14 
檜
垣
翁
碑
（
道
路
、
昭
和
6
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

三
坂
新
道
（
明
治
27
年
完
成
） 

 

藩
政
期
の
土
佐
街
道
は
、
松
山
市
荏
原
か
ら
久
谷
を
経
て
三
坂
峠
に
通
じ

て
い
た
が
、
桜
か
ら
峠
ま
で
急
峻
な
坂
道
が
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
続
き
、
土

佐
街
道
最
大
の
難
所
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
上
浮
穴
郡
長
桧
垣
伸
の

尽
力
に
よ
り
、
従
来
の
土
佐
街
道
の
西
に
砥
部
か
ら
三
坂
峠
（
標
高
七
二
〇

メ
ー
ト
ル
）
に
通
ず
る
三
坂
新
道
の
建
設
が
明
治
19
年
に
開
始
さ
れ
、
明
治

27
年
に
完
成
し
た
。
三
坂
新
道
の
完
成
に
よ
り
、
麓
か
ら
峠
に
至
る
道
は
土

佐
街
道
の
急
坂
か
ら
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
緩
や
か
な
登
り
坂
に
変
わ
り
、

明
治
・
大
正
時
代
は
主
に
馬
車
道
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。 

（
参
考
文
献
：
愛
媛
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
愛
媛
県
史 

地
誌
Ⅱ
（
中

予
）」
一
九
八
四
年
） 

 

三坂峠 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

翁
檜
垣
氏
名
伸
松
山
人
少
入
藩
學
才
兼
文
武
後
歴
任
諸
職
明
治
十
四
年
為
上
浮
穴
郡
長

郡
山
峻
路
險
交
通
不
開
翁
憂
之
會
四
國
亦
議
新
通
便
道
翁
躍
然
欲
必
成
其
事
而
三
阪
嶺

最
難
乃
躬
測
量
險
阻
又
勸
説
隣
縣
日
夜
焦
勞
殆
忘
寝
食
二
十
四
年
所
謂
四
國
新
道
始
成

翁
又
夙
唱
四
國
横
貫
鐡
道
之
要
而
二
十
六
年
官
決
全
國
鐡
道
豫
定
線
也
不
及
豫
土
翁
慨

然
大
會
同
志
以
揚
衆
論
翌
年
退
官
而
持
志
益
堅
數
上
京
謀
於
代
議
士
及
諸
先
輩
計
畫
甚

力
奔
走
盡
瘁
不
知
老
之
至
私
財
為
空
大
正
十
一
年
鐡
道
敷
設
法
成
而
新
加
松
山
佐
川
間

焉
翁
志
乃
達
尋
罹
病
十
三
年
十
一
月
十
五
日
遂
歿
享
年
七
十
五
葬
久
万
町
真
光
寺
翁
識

高
而
氣
剛
誠
篤
好
義
其
執
職
一
郡
者
實
十
有
四
年
以
興
治
益
民
為
念
産
業
教
育
備
荒
救

窮
諸
事
莫
一
不
盡
其
力
者
先
歿
自
表
其
墓
曰
埋
骨
注
心
血
之
地
至
今
郡
民
多
受
其
恵
焉

頃
者
慕
徳
者
胥
謀
欲
建
碑
傳
後
請
予
文
蓋
翁
功
業
之
多
不
可
悉
記
今
特
掲
其
大
者
銘
曰 

 
 

富
強
之
本 

職
由
交
通 

況
斯
新
道 

四
國
攸
同 

計
畫
展
力 

畢
生
圖
功 

 
 

翁
實
建
始 

誰
成
厥
終 

 

昭
和
六
年
三
月 

阿
波
對
南
岡
本
由
撰
併
書 

檜垣翁碑 
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■
碑
文
の
解
釈 

              

翁
檜
垣
氏
、
名
伸
、
松
山
の
人
。
若
く
し
て
藩
学
に
入
り
、
文
武
を
兼
ね
、
後
に
諸
職
を
歴

任
。
明
治
十
四
年
上
浮
穴
郡
長
と
な
っ
た
。
郡
の
山
高
く
路
険
し
く
交
通
開
け
ず
、
翁
之
を
憂

い
た
。
た
ま
た
ま
四
国
も
ま
た
新
に
通
す
道
を
議
論
し
、
翁
は
躍
然
と
そ
の
こ
と
の
必
成
を
欲

し
た
。
三
坂
嶺
の
最
難
の
険
阻
を
自
ら
測
量
し
、
ま
た
隣
県
に
日
夜
殆
ど
寝
食
を
忘
れ
説
き
勧

め
、
明
治
二
十
四
年
に
い
わ
ゆ
る
四
国
新
道
が
完
成
し
た
。
翁
は
ま
た
つ
と
に
四
国
横
貫
鉄
道

の
必
要
を
唱
え
た
。
し
か
し
、
明
治
二
十
六
年
に
政
府
が
全
国
鉄
道
予
定
線
を
決
す
る
に
予
土

線
は
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
を
翁
遺
憾
と
し
、
大
会
同
志
で
世
論
の
喚
起
に
努
め
た
。
翌
年
翁
は

郡
長
を
退
官
し
た
が
、
志
は
ま
す
ま
す
堅
く
、
上
京
し
て
代
議
士
や
諸
先
輩
と
謀
り
、
計
画
に

尽
力
、
奔
走
し
た
。
全
力
を
尽
く
し
、
老
い
を
知
ら
ず
、
こ
こ
に
至
り
私
財
は
空
と
な
っ
た
。

大
正
十
一
年
鉄
道
敷
設
法
が
成
立
し
、
そ
こ
に
松
山
か
ら
佐
川
間
が
新
た
に
加
わ
り
、
翁
の
志

が
達
せ
ら
れ
た
。
ま
も
な
く
罹
病
し
て
大
正
十
三
年
十
一
月
十
五
日
に
遂
に
歿
し
た
。
享
年
七

十
五
才
。
久
万
町
の
真
光
寺
に
葬
ら
れ
た
。
翁
は
見
識
が
高
く
、
気
は
勇
ま
し
く
、
誠
篤
く
、

義
を
好
ん
だ
。
上
浮
穴
郡
長
と
し
て
実
に
十
有
四
年
、
盛
ん
に
治
め
民
を
益
す
る
こ
と
を
信
念

と
し
た
。
産
業
、
教
育
、
備
荒
救
窮
な
ど
そ
の
力
を
尽
く
さ
な
い
も
の
は
一
つ
も
な
か
っ
た
。

翁
自
ら
墓
に
、
骨
を
埋
め
心
血
を
注
い
だ
地
と
表
わ
し
た
。
今
に
至
る
ま
で
郡
民
多
く
そ
の
恵

み
を
受
け
て
き
た
。
近
頃
徳
者
を
慕
い
、
こ
こ
に
建
碑
を
欲
し
て
謀
り
、
後
世
に
伝
え
よ
う
と

し
て
、
予
に
文
を
請
う
た
。
翁
の
功
業
の
多
く
を
悉
く
記
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
今
そ
の
大

な
る
も
の
を
特
に
掲
げ
る
。
銘
に
曰
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
筆
者
の
解
釈
に
よ
る
） 
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愛
媛
県
久
万
高
原
町 

愛
媛
15 
檜
垣
伸
翁
の
顕
彰
碑
（桧
垣
桜
公
園
）（
道
路
、
平
成
24
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

四
国
新
道
（
愛
媛
県
分
）（
明
治
25
年
竣
工
） 

 

明
治
17
年
に
大
久
保
諶
之
丞
が
四
国
新
道
を
提
唱
し
た
時
、
高
知
県
と
愛

媛
県
を
つ
な
ぐ
予
土
横
断
道
路
の
開
削
計
画
も
練
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
予
土

横
断
道
路
に
丸
亀
・
多
度
津
～
高
知
ル
ー
ト
を
加
え
て
、
明
治
18
年
に
愛
媛

県
、
高
知
県
、
徳
島
県
の
三
県
（
香
川
県
の
分
離
独
立
は
明
治
21
年
12
月
）

で
四
国
新
道
開
削
計
画
が
内
務
省
に
提
出
さ
れ
た
。
明
治
19
年
4
月
、
四
国

新
道
の
起
工
式
が
琴
平
宮
で
行
わ
れ
、
明
治
20
年
9
月
に
三
坂
峠
の
開
削
が

完
成
し
た
。
四
国
新
道
の
う
ち
愛
媛
県
分
の
工
事
は
明
治
25
年
8
月
に
落
出

橋
の
渡
船
場
の
完
成
を
期
し
て
竣
工
し
、
三
坂
峠
で
完
工
式
が
行
わ
れ
た
。 

（
参
考
文
献
：
久
万
町
誌
編
集
委
員
会
編
「
久
万
町
誌 

増
補
改
訂
版
」
一

九
八
九
年
） 

 

レストパーク明神 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

               
 
 
 
 
 

久
万
地
域
の
発
展
を
願
っ
て 

明
治
十
四
年
第
二
代
の
上
浮
穴
郡
長
と
な
っ
た
檜
垣
伸
さ
ん
は
、
上
浮
穴
郡
の
発
展
に
は

道
路
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
、
各
方
面
に
熱
心
に
は
た
ら
き
か
け
、
郡
民
の
先

頭
に
立
っ
て
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
七
年
間
の
歳
月
を
か
け
て
、
国
道
三
十
三
号
の
開

通
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。 

そ
の
ほ
か
、
久
万
凶
荒
予
備
組
合
結
成
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
り
、
ま
た
、
植
林
や
三
椏
の

栽
培
を
進
め
る
な
ど
、
上
浮
穴
郡
の
発
展
に
大
き
な
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。 

檜
垣
伸
さ
ん
の
業
績
を
た
た
え
る
、
道
路
開
通
の
記
念
碑
は
、
現
在
も
三
坂
峠
に
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
。 

伸
さ
ん
の
お
孫
さ
ん
で
東
京
に
お
住
ま
い
だ
っ
た
、
檜
垣
端
さ
ん
は
、
お
じ
い
さ
ん
の
素

晴
ら
し
い
業
績
に
強
く
心
を
打
た
れ
、
久
万
地
域
の
人
々
が
、
地
域
を
大
切
に
す
る
心
を
一

層
強
め
、
久
万
の
地
域
が
ま
す
ま
す
栄
え
る
こ
と
を
願
い
、
平
成
十
三
年
、
久
万
町
に
三
千

万
円
と
い
う
た
く
さ
ん
の
お
金
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。 

檜
垣
伸
さ
ん
の
尊
い
業
績
と
、
檜
垣
端
さ
ん
の
ご
意
志
に
深
く
感
謝
し
、
そ
の
ご
意
志
を

受
け
継
ご
う
と
の
強
い
決
意
で
、
檜
垣
端
さ
ん
の
寄
付
金
を
も
と
に
、
こ
こ
に
「
桧
垣
桜
公

園
」
を
つ
く
り
記
念
碑
を
建
て
て
記
念
し
ま
す
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
三
月
吉
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

檜
垣
伸
翁
を
顕
彰
す
る
会 
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愛
媛
県
久
万
高
原
町 

愛
媛
16 
水
徳
洽
豫
洲
の
碑
（
用
水
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

面
河
ダ
ム
（
道
前
道
後
用
水
事
業
）（
昭
和
40
年
竣
工
） 

 

面
河
ダ
ム
は
、
道
前
平
野
と
道
後
平
野
に
農
業
用
水
を
補
給
す
る
と
と
も

に
、
臨
海
工
業
用
水
を
確
保
し
、
あ
わ
せ
て
導
水
途
中
の
落
差
利
用
に
よ
り

三
つ
の
発
電
所
で
水
力
発
電
を
行
う
道
前
道
後
用
水
事
業
の
水
源
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。
面
河
ダ
ム
は
昭
和
35
年
10
月
に
起
工
、
昭
和

36
年
12
月
に
は
定
礎
式
が
行
わ
れ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
が
始
ま
り
、
昭
和

40
年
4
月
に
竣
工
式
が
行
わ
れ
た
。
ダ
ム
の
規
模
は
堤
高
七
三
、
五
メ
ー
ト

ル
、
堤
長
一
五
九
メ
ー
ト
ル
、
堤
体
積
一
九
万
一
〇
二
立
方
メ
ー
ト
ル
、
総

貯
水
量
二
八
三
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
、
有
効
貯
水
量
二
六
八
〇
万
立
方
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。 

（
参
考
文
献
：
道
前
道
後
用
水
史
編
集
委
員
会
編
「
石
鎚
の
水
こ
こ
に
展
く

道
前
道
後
用
水
史
」
一
九
七
八
年
） 

 

面河ダム 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

水
徳
洽
豫
洲 

参
議
院
副
議
長 

重
政
庸
徳 
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愛
媛
県
東
温
市 

愛
媛
17 
石
鎚
の
水
こ
こ
に
展
く
碑
（
用
水
、
昭
和
45
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

道
前
道
後
用
水
事
業
（
昭
和
42
年
竣
工
） 

 

道
前
平
野
及
び
道
後
平
野
の
関
係
者
か
ら
別
個
に
要
請
を
受
け
た
農
林
省

は
、
検
討
の
結
果
、
道
前
平
野
と
道
後
平
野
の
事
業
を
統
合
し
、
仁
淀
川
水

系
面
河
川
を
水
源
と
し
て
農
業
用
水
、
発
電
、
上
水
道
用
水
を
確
保
す
る
案

を
策
定
し
、
昭
和
27
年
に
道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
事
業
の
計
画
調
査
を
開

始
し
た
。
そ
の
後
関
係
者
間
の
調
整
が
行
わ
れ
、
昭
和
32
年
度
に
全
体
実
施

設
計
が
完
了
し
、
工
事
着
工
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
面
河
ダ
ム
の
水
没
補
償
、

仁
淀
川
分
水
交
渉
等
を
経
て
、
昭
和
39
年
1
月
に
面
河
ダ
ム
の
水
が
中
山
川

に
放
流
さ
れ
、
同
年
4
月
に
工
業
用
水
が
、
同
年
6
月
に
は
農
業
用
水
が
配

水
さ
れ
た
。
昭
和
42
年
9
月
に
国
営
道
前
道
後
農
業
水
利
事
業
の
竣
工
式
が

行
わ
れ
た
。 

（
参
考
文
献
：
道
前
道
後
用
水
史
編
集
委
員
会
編
「
石
鎚
の
水
こ
こ
に
展
く

道
前
道
後
用
水
史
」
一
九
七
八
年
） 

 

面河ダムと道前道後第一発電所 



162 

 

■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

               

 

道
前
道
後
水
利
総
合
開
発
事
業
は 
昭
和
二
十
六
年
以
来
愛
媛

県
政
最
大
の
事
業
と
し
て
企
画
さ
れ 
昭
和
三
十
二
年
着
工 

同

三
十
五
年
高
知
県
と
の
仁
淀
川
分
水
協
定
成
立 

昭
和
四
十
五
年

三
月
総
事
業
費
一
五
四
億
円
で
完
成
し
た 
こ
の
事
業
は
石
鎚
山

系
の
水
を
面
河
ダ
ム
に
集
め 

道
前
道
後
平
野
一
万
三
千
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
耕
地
に
三
千
三
百
万
ト
ン
の
農
業
用
水 

中
予
臨
海
工
業

地
帯
に
日
量
十
万
六
千
ト
ン
の
工
業
用
水
を
供
給 

さ
ら
に
出
力

二
万
五
千
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
を
行
な
う
も
の
で
あ
る 
事
業

完
成
に
あ
た
り 

尊
い
人
命
を
さ
さ
げ 

あ
る
い
は 

湖
底
に
故

郷
を
沈
め
た
方
々
に
哀
悼
と
感
謝
の
意
を
表
わ
す
と
と
も
に
関
係

者
の
努
力
を
た
た
え
碑
を
建
立
し
て
偉
業
を
伝
え
る 

 

昭
和
四
十
五
年
十
月
建
之 

 
 

道
前
道
後
水
利
開
発
竣
功
記
念
事
業
実
行
委
員
会 

 
 
 

土
地
改
良
区
連
合
会
代
表
者
ら 

 
 
 

及
び
関
係
町
村
長
の
16
人
（
氏
名
省
略
） 

石
鎚
の 

 
 
 

水 

 
 
 

こ
こ
に 

展
く 

 

愛
媛
県
知
事 

久
松
定
武
書 

（表） （裏） 
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愛
媛
県
東
温
市 

愛
媛
18 
国
営
道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
（二
期
）事
業
完
工
碑 

（
用
水
、
平
成
20
年
建
立
） 

            

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
（
二
期
）
事
業
（
平
成
20
年
度
竣
工
） 

 

面
河
ダ
ム
を
築
造
し
道
前
道
後
平
野
に
導
水
す
る
道
前
道
後
平
野
農
業
水

利
事
業
は
昭
和
32
年
に
事
業
着
手
、
昭
和
42
年
に
完
成
し
、
道
前
平
野
及
び

道
後
平
野
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
が
、
そ
の
後
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴

い
、
畑
作
振
興
に
よ
る
冬
期
灌
漑
用
水
の
確
保
等
新
し
い
水
需
要
へ
の
対
応

が
要
望
さ
れ
る
と
と
も
に
、
施
設
の
老
朽
化
が
課
題
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の

た
め
、
国
営
道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
事
業
が
計
画
さ
れ
、
一
期
事
業
と
し

て
既
存
水
利
施
設
の
改
修
を
、
二
期
事
業
と
し
て
志
河
川
ダ
ム
及
び
佐
古
ダ

ム
の
築
造
、
志
河
川
幹
線
用
水
路
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
二
期
事
業

は
平
成
3
年
度
に
工
事
着
手
し
、
平
成
20
年
度
に
完
了
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
農
林
水
産
省
中
国
四
国
農
政
局
道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
事

業
所
編
「
道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
事
業
概
要
」
一
九
九
一
年
） 

 

佐古ダム 

志河川ダム 



164 

 

■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

国
営
道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
（
二
期
）
事
業
完
工
記
念
碑 

 

石
鎚
山
系
の
水
を
面
河
ダ
ム
に
集
め 

道
前
道
後
平
野
へ
の
農
業
用
水 

中
予
臨
海
工
業
地
帯
へ
の
工
業
用
水 

さ
ら
に
水
力
発
電
に
よ
る
電
力
を
安

定
的
に
供
給
す
る
道
前
道
後
水
利
総
合
開
発
事
業
が
昭
和
四
十
五
年
三
月
完

成
以
来 

本
県
の
産
業
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た 

 

し
か
し
な
が
ら 

事
業
完
成
後
約
二
十
年
を
経
過 

老
朽
化
・
旧
式
化
し

た
水
利
施
設
を
再
整
備
す
る
た
め 

平
成
元
年
度
か
ら
国
営
事
業
（
一
期
地

区
）
と
県
所
管
の
工
業
用
水
及
び
発
電
事
業
と
の
共
同
事
業
に
着
手
し 

平

成
十
八
年
度
に
完
成 

 

さ
ら
に 

農
業
用
水
の
通
年
通
水
や
新
規
受
益
地
の
拡
大
な
ど 

新
た
な

水
需
要
に
対
応
す
る
た
め 

平
成
三
年
度
か
ら
同
国
営
事
業
（
二
期
地
区
）

に
着
手 

道
前
平
野
に
志
河
川
ダ
ム 

道
後
平
野
に
は
佐
古
ダ
ム
を
築
造
し 

平
成
二
十
年
度
に
完
成 

 

事
業
完
成
に
あ
た
り 

仁
淀
川
分
水
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
高
知
県
や

久
万
高
原
町
の
皆
様
方
に
改
め
て
感
謝
の
意
を
表
す
と
と
も
に 

平
成
十
八

年
二
月
「
全
国
疏
水
百
選
」
に
選
ば
れ
た
こ
の
「
道
前
道
後
用
水
」
を
後
世

ま
で
伝
え
る
べ
く 

こ
こ
に
碑
を
建
立
し
て
偉
業
を
伝
え
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
年
二
月
吉
日
建
立 
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愛
媛
県
東
温
市 

愛
媛
19 
佐
古
の
恵
水
碑
（
用
水
、
平
成
15
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

佐
古
ダ
ム
（
道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
事
業
）（
平
成
12
年
竣
工
） 

 

道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
事
業
は
昭
和
42
年
に
完
成
し
、
面
河
ダ
ム
を
水

源
と
し
て
灌
漑
期
の
用
水
を
確
保
し
て
き
た
が
、
そ
の
後
の
社
会
情
勢
の
変

化
に
伴
い
、
畑
作
振
興
に
よ
る
非
灌
漑
期
の
灌
漑
用
水
の
確
保
等
、
新
し
い

水
需
要
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
重
信
川
水
系
佐
川
川
に

あ
る
既
存
の
佐
古
谷
池
を
撤
去
し
、
佐
古
ダ
ム
を
築
造
す
る
こ
と
に
よ
り
、

非
灌
漑
期
の
水
田
裏
作
六
七
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
及
び
輪
換
畑
四
七
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
農
業
用
水
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
た
。
佐
古
ダ
ム
は
、
農
林
水
産
省
が

平
成
8
年
に
着
工
し
、
平
成
12
年
に
完
成
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
東
温
市
史
編
纂
委
員
会
編
「
重
信
町
誌 

続
編 

川
内
町
新
誌
」

二
〇
一
二
年
） 

 

佐古ダム 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

 

佐
古
ダ
ム
は
、
農
林
水
産
省
の
国
営
道
前
道

後
平
野
農
業
水
利
事
業
の
水
源
施
設
と
し
て
建

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
平
成
十
三
年
度
に
完

成
し
た
。 

 

も
と
も
と
こ
の
場
所
に
は
、
約
百
五
十
年
前

に
築
造
さ
れ
た
佐
古
谷
池
が
あ
り
、
重
信
町
下

林
・
上
村
地
域
の
農
地
を
潤
し
て
き
た
。 

 

佐
古
ダ
ム
は
、
佐
古
谷
池
の
堰
堤
を
撤
去
し

て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
旧
池
の
使
命
を

引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
道
後
平
野
地
域
全
体
の
農

地
を
潤
す
水
源
と
し
て
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ

た
も
の
で
あ
る
。 

 

佐
古
谷
池
受
益
者
や
地
元
住
民
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
て
こ
こ
に
佐
古
ダ
ム

は
完
成
し
た
。 

 

佐
古
の
恵
み
の
水
に
よ
り
、
道
後
平
野
地
域

の
農
業
が
更
に
発
展
す
る
こ
と
を
願
う
。 

 
 

 
 
 
 
 

平
成
十
五
年
三
月
建
立 

佐古の恵水 

             愛媛県知事 加戸守行 書 
（表） 

（裏） 
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愛
媛
県
松
山
市 

愛
媛
20 
小
林
信
近
翁
像
（
鉄
道
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

伊
予
鉄
道
松
山
～
三
津
間
（
明
治
21
年
開
通
） 

 

製
材
を
大
阪
方
面
に
輸
送
し
て
い
た
小
林
信
近
は
、
松
山
～
三
津
間
の
運

搬
費
が
三
津
～
大
阪
間
の
海
上
運
賃
よ
り
は
る
か
に
高
い
た
め
、
交
通
機
関

の
改
善
の
必
要
を
強
く
感
じ
て
い
た
。
小
林
は
明
治
18
年
に
鉄
道
局
に
松
山

～
三
津
間
の
軽
便
鉄
道
の
願
書
を
申
請
し
却
下
さ
れ
た
が
、
明
治
19
年
に
再

度
願
書
を
提
出
し
許
可
を
得
て
、
明
治
20
年
9
月
に
伊
予
鉄
道
会
社
を
創
立

し
た
。
明
治
21
年
9
月
に
松
山
、
三
津
口
（
現
古
町
）
、
三
津
停
留
場
の
建

設
工
事
が
竣
工
し
、
同
年
10
月
に
営
業
を
開
始
し
た
。
松
山
～
三
津
間
を
28

分
で
走
り
、
運
賃
が
安
価
な
た
め
利
用
者
が
増
加
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
創
立
百
二
十
五
周
年
史
編
纂
委
員
会
編
「
道
は
、
み
ら
い
へ 

伊
予
鉄
道
創
立
百
二
十
五
周
年
史
」
二
〇
一
二
年
） 

 

伊予鉄道三津駅ホーム 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

小
林
信
近
翁 

（像） （碑） 

 小林信近 1842年（天保 13）－1918年（大正 7） 

 松山藩士の中島家に生まれた信近は、11 歳で小林家

に養子として迎えられ、藩主・松平勝成、続いて世継

ぎの定昭の小姓役に取り立てられた。版籍奉還・廃藩

置県が行われた後に県庁出仕を経て事業活動を開始

し、維新後に困窮した旧藩士の授産のための会社を設

立し、製靴や織物などの事業を行ったほか、士族が政

府から与えられた公債の保全のために第五十二国立銀

行（現・伊予銀行）を設立（1878年・明治11）、初代頭

取に就任した。また、商法会議所（現・松山商工会議

所）を設立（1882年・明治15）、海南新聞（現・愛媛新

聞）の社長を務めた（1883年・明治16）。明治中期に入

ると、地方では初の民間鉄道として伊予鉄道会社

（現・伊予鉄道）を開業（1888 年・明治 21）させ、後

に全国各地で作られる軽便鉄道の先駆けとなった。さ

らに、伊豫水力電気会社（現・四国電力）を開業

（1903 年・明治 36）、松山の産業発展に大きく貢献し

た。このように、経済発展に寄与する会社や地域に貢

献する経済団体を設立したほか、愛媛県会初代議長、

松山市会初代議長、国会議員を歴任し、政治活動を通

して、松山の発展の礎を築いた。 
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愛
媛
県
伊
予
市 

愛
媛
21 
大
谷
池
記
念
碑
（
た
め
池
、
昭
和
21
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

大
谷
池
の
築
造
（
昭
和
20
年
竣
工
） 

 

大
正
11
年
の
大
干
ば
つ
と
大
正
12
年
の
大
水
害
を
機
に
、
南
伊
予
村
長
の

武
智
惣
五
郎
は
大
正
12
年
に
大
谷
池
築
造
を
決
意
し
た
。
大
正
13
年
に
南
伊

予
村
外
三
ヶ
町
村
耕
地
整
理
組
合
を
設
立
し
、
昭
和
5
年
に
県
知
事
に
干
ば

つ
の
窮
状
を
訴
え
、
県
知
事
が
県
議
会
に
大
谷
池
築
造
の
議
案
を
提
出
し
た

が
、
政
争
に
よ
り
否
決
さ
れ
た
。
し
か
し
、
大
谷
池
築
造
は
昭
和
6
年
1
月

に
内
務
省
よ
り
許
可
さ
れ
、
昭
和
7
年
に
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。
昭
和
9
年

の
室
戸
台
風
に
よ
り
基
礎
工
事
が
ほ
と
ん
ど
流
失
埋
没
す
る
被
害
を
受
け
た

た
め
、
漏
水
防
止
の
た
め
苦
労
を
し
た
が
、
昭
和
17
年
度
か
ら
は
耕
地
整
理

組
合
に
代
わ
っ
て
県
が
直
営
方
式
で
工
事
を
進
め
、
昭
和
20
年
3
月
に
完
成

し
た
。
工
事
従
事
者
は
延
べ
三
七
万
三
〇
〇
〇
人
に
及
ん
だ
。 

（
参
考
文
献
：
伊
豫
郡
大
谷
池
土
地
改
良
区
編
「
大
谷
池 

築
造
五
拾
周
年

記
念
誌
」
一
九
九
四
年
） 

 

大谷池 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

（表） （裏） 

大
谷
池
記
念 

 
 

若
槻
禮
次
郎
書 

大
谷
池
ノ
灌
漑
地
區
ハ
古
来
用
水
ノ
涵
養
裕
カ
ナ
ラ
ズ
早
害
屢
至
ル
加
之
大
谷
川
時
ニ
汎
濫

シ
テ
地
區
民
ノ
困
憊
名
状
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
此
ニ
於
テ
コ
レ
ガ
災
禍
ヲ
永
遠
ニ
防
止

シ
テ
農
産
物
ノ
増
進
ヲ
圖
ラ
ン
ト
大
正
十
二
年
南
伊
豫
村
長
武
智
惣
五
郎
氏
大
谷
池
ノ
築
造

ヲ
発
起
シ
仝
十
三
年
四
月
南
伊
豫
村
外
三
ヶ
町
村
耕
地
整
理
組
合
ヲ
組
織
シ
テ
其
ノ
實
現
ニ

努
ム
昭
和
六
年
ニ
至
リ
コ
レ
ヲ
縣
營
ニ
移
シ
更
ニ
仝
年
十
二
月
関
係
地
區
用
排
水
改
良
工
事

組
合
ヲ
興
シ
翌
七
年
一
月
第
一
期
導
水
溝
工
事
ヲ
創
メ
仝
年
五
月
竣
工
セ
リ
カ
ク
テ
昭
和
八

年
八
月
ニ
及
ピ
第
二
期
築
堤
工
事
ニ
着
手
セ
シ
ガ
昭
和
九
年
偶
地
方
稀
有
ノ
大
水
害
ア
リ
基

礎
工
事
ハ
殆
ン
ド
畫
餅
ニ
歸
ス
然
レ
ド
モ
是
レ
ニ
屈
セ
ズ
着
々
工
ヲ
進
タ
リ
蓋
シ
該
工
事
ハ

岩
層
卜
土
質
ト
ノ
関
係
上
實
ニ
難
工
事
ナ
リ
シ
ガ
漸
ク
茲
ニ
完
成
ノ
慶
ニ
接
ス
ル
ヲ
得
タ
リ

時
ニ
昭
和
二
十
年
三
月
ナ
リ
依
テ
大
谷
池
ノ
概
要
ヲ
記
ス
コ
ト
左
ノ
如
シ 

一
堤
防
直
立
高
百
十
六
尺
五
寸 

一
堤
防
延
長
百
十
間 

一
堤
防
底
巾
百
十
間 

一
堤
防
盛
土
六
万
一
千
四
百
立
坪 

一
堤
防
勾
配 

内
法
面
三
割 

外
法
面
上
段
二
割 

中
下
段
二
割
五
分 

一
堤
内
部
石
張
面
積
四
千
二
百
面
坪 

一
水
深
八
十
四
尺
四
寸 

一
貯
水
量
三
十
万
立
坪 

一
導
水
溝
延
長
八
百
六
十
五
間 

内
隧
道
三
百
三
十
三
間 

一
灌
漑
面
積
五
百
七
十
町
歩 

一
工
事
ニ
従
事
シ
タ
ル
延
人
員
三
十
七
万
二
千
七
百
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

昭
和
二
十
一
年
十
月
建
之  
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愛
媛
県
伊
予
市 

愛
媛
22 
武
智
惣
五
郎
氏
頌
徳
碑
（
た
め
池
、
昭
和
23
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

武
智
惣
五
郎
と
大
谷
池
の
築
造
（
昭
和
20
年
竣
工
） 

 

大
谷
川
は
、
い
っ
た
ん
大
雨
が
降
れ
ば
洪
水
と
な
り
田
畑
や
作
物
に
被
害

を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
日
照
り
が
続
け
ば
、
大
谷
川
沿
川
で
は
干
ば
つ
に

よ
る
被
害
が
起
こ
っ
た
。
そ
こ
で
南
伊
予
村
長
の
武
智
惣
五
郎
は
、
大
正
12

年
に
大
谷
池
築
造
を
発
起
し
た
。
大
正
13
年
4
月
に
南
伊
予
村
外
三
ヶ
町
村

耕
地
整
理
組
合
を
設
立
し
、
昭
和
6
年
1
月
に
工
事
の
許
可
を
得
て
、
昭
和

7
年
1
月
か
ら
工
事
に
着
手
し
た
。
昭
和
9
年
の
大
水
害
で
基
礎
工
事
は
ほ

と
ん
ど
破
損
し
た
が
、
そ
の
後
、
工
事
を
再
開
し
、
特
に
漏
水
防
止
に
苦
心

し
て
、
14
年
の
歳
月
を
経
て
昭
和
20
年
3
月
に
完
成
し
た
。
大
谷
池
の
堤
防

に
は
武
智
惣
五
郎
の
頌
徳
碑
が
、
伊
予
小
学
校
に
は
胸
像
が
建
て
ら
れ
て
い

る
。 

（
参
考
文
献
：
伊
豫
市
史
編
さ
ん
会
編
「
伊
豫
市
誌
」
一
九
八
六
年
） 

 

武智惣五郎翁像（伊予小学校） 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

               

武
智
惣
五
郎
氏
頌
徳
碑 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

愛
媛
縣
知
事 

青
木
重
臣
書 

（表） （裏） 

武
智
惣
五
郎
君
ハ
愛
媛
縣
伊
豫
郡
南
伊
豫
村
上
三
谷
ノ
人
ナ
リ
資
性
俊
敏
頗
ル
公
共
心
ニ
富
ム

南
伊
豫
村
々
長
ノ
職
ニ
在
ル
コ
ト
二
十
有
餘
年
其
ノ
間
伊
豫
郡
町
村
長
會
々
長
愛
媛
縣
町
村
長

會
々
長
全
國
町
村
長
會
理
事
ニ
選
バ
レ
更
ニ
愛
媛
縣
會
議
員
ト
シ
テ
縣
政
ニ
参
與
シ
タ
リ
殊
ニ

心
ヲ
産
業
ノ
發
展
ニ
注
ギ
自
治
ノ
振
興
ニ
貢
献
セ
シ
コ
ト
枚
擧
ニ
遑
ア
ラ
ズ
就
中
大
谷
池
ノ
築

造
ハ
實
ニ
君
ノ
創
始
完
成
セ
シ
所
ナ
リ
惟
フ
ニ
南
伊
豫
村
外
三
箇
町
村
ハ
古
来
灌
漑
水
ニ
乏
シ

ク
シ
テ
早
害
頻
ニ
至
リ
大
谷
川
ノ
氾
濫
ニ
ヨ
ル
水
害
モ
亦
多
ク
該
地
區
住
民
ノ
困
憊
眞
ニ
名
状

ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
君
座
視
ス
ル
ニ
忍
ビ
ズ
ト
ナ
シ
其
ノ
水
源
地
ニ
水
量
三
十
万
立
方
坪

ヲ
貯
溜
ス
ベ
キ
大
谷
池
ノ
築
造
ヲ
企
テ
タ
リ
時
正
ニ
大
正
十
二
年
君
年
歯
三
十
八
歳
ナ
リ
キ
翌

十
三
年
南
伊
豫
村
外
三
箇
町
村
耕
地
整
理
組
合
ヲ
興
シ
其
ノ
實
現
二
努
ム
蓋
シ
其
ノ
事
業
タ
ル

ヤ
縣
下
唯
一
ノ
大
貯
水
池
ニ
シ
テ
其
ノ
土
堰
堤
ハ
我
ガ
國
ニ
於
ケ
ル
最
高
ノ
モ
ノ
ナ
レ
バ
到
底

不
可
能
ノ
事
業
ナ
リ
ト
ノ
論
議
尠
カ
ラ
ズ
加
之
當
時
政
黨
ノ
争
ヒ
熾
烈
ヲ
極
メ
タ
レ
パ
工
事
ノ

實
施
容
易
ナ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
リ
君
慨
然
ト
シ
テ
曰
ク
成
否
ハ
固
ヨ
リ
天
ニ
在
リ
吾
レ
死
ス
ト
モ

辞
セ
ズ
ト
或
ハ
内
ニ
諮
リ
或
ハ
外
ニ
説
キ
苦
心
經
営
ス
ル
コ
ト
正
ニ
十
年
漸
ク
各
方
面
ノ
支
援

ヲ
受
ケ
昭
和
六
年
之
ヲ
縣
營
ニ
移
管
ス
依
テ
更
ニ
關
係
地
區
用
排
水
改
良
工
事
組
合
ヲ
組
織
シ

翌
七
年
愈
々
第
一
期
導
水
溝
工
事
ニ
着
手
竣
功
セ
リ
然
ル
ニ
翌
八
年
第
二
期
工
事
ニ
移
ル
ヤ
岩

層
卜
土
質
ト
ノ
関
係
ヨ
リ
シ
テ
工
事
ニ
支
障
ヲ
来
シ
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
昭
和
九
年
ニ
ハ
不
慮
ノ

大
水
害
ア
リ
為
メ
ニ
既
成
ノ
基
礎
工
事
ハ
全
ク
画
餅
ニ
歸
ス
ル
ノ
已
ム
ナ
キ
ニ
至
レ
リ
君
猶
屈

セ
ズ
着
々
其
ノ
工
ヲ
進
ム
ト
雖
モ
規
模
宏
大
ニ
シ
テ
所
要
資
材
ノ
巨
額
ナ
ル
ト
岩
層
土
質
ノ
關

係
ニ
ヨ
ル
エ
事
ノ
至
難
ナ
ル
ト
ハ
胥
テ
其
ノ
進
展
ヲ
阻
礙
セ
シ
メ
シ
ガ
君
ハ
殆
ド
寝
食
ヲ
忘
レ

テ
事
ニ
従
ヒ
昭
和
二
十
年
三
月
ニ
至
リ
漸
ク
完
成
ノ
慶
ニ
接
ス
其
ノ
工
ヲ
起
シ
テ
ヨ
リ
正
ニ
十

有
余
年
ノ
星
霜
ヲ
經
タ
リ
之
ヨ
リ
シ
テ
磽
确
ノ
地
忽
チ
豊
穣
ノ
沃
土
卜
化
シ
農
産
物
ノ
増
進
期

シ
テ
俟
ツ
ベ
キ
ヲ
見
ル
是
レ
一
ニ
君
ノ
卓
見
卜
至
誠
ト
ノ
實
ニ
シ
テ
餘
澤
遠
ク
後
世
ニ
及
フ
其

ノ
功
實
ニ
偉
ナ
リ
ト

謂
フ
ベ
シ
因
テ
茲
ニ
此
ノ
碑
ヲ
建
テ
功
ヲ
勒
シ
テ
其
ノ
徳
ヲ
不
朽
ニ
傳
フ 

 

昭
和
二
十
三
年
八
月       

愛
媛
縣
伊
豫
郡
南
伊
豫
村
外
三
箇
町
村
耕
地
整
理
組
合
建
之 
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愛
媛
県
伊
予
市 

愛
媛
23 
大
谷
池
改
修
事
業
の
概
要
碑
（
た
め
池
、
平
成
18
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

大
谷
池
改
修
工
事
（
平
成
17
年
竣
工
） 

 

大
谷
池
は
昭
和
20
年
に
完
成
し
て
か
ら
半
世
紀
以
上
が
経
過
す
る
と
老
朽

化
が
顕
著
に
な
り
、
堤
体
な
ど
か
ら
漏
水
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
た

め
、
平
成
12
年
か
ら
愛
媛
県
が
県
営
た
め
池
等
整
備
事
業
と
し
て
堤
体
の
大

改
修
工
事
に
着
手
し
、
平
成
17
年
に
完
成
し
た
。
こ
こ
に
県
下
最
大
の
た
め

池
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
し
て
再
び
甦
っ
た
。
平
成
18
年
5
月
に
は
加
戸
守

行
知
事
を
現
地
に
迎
え
、
竣
工
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。
加
戸
知
事
揮
毫

に
よ
る
記
念
碑
「
甦
る
大
谷
の
塘
」
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。 

（
参
考
文
献
：
伊
豫
郡
大
谷
池
土
地
改
良
区
編
「
県
下
最
大
の
た
め
池 

大

谷
池
」
二
〇
一
一
年
） 

 

甦る大谷の塘碑 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

         

（表） 

 
 
 
 
 

大
谷
池
改
修
事
業
の
概
要 

 

武
智
惣
五
郎
翁
を
は
じ
め
先
人
の
永
年
に
わ
た
る
労
苦
の
も
と
、
県
営
用
排
水
改
良
事
業

と
し
て
昭
和
二
十
年
三
月
に
完
成
し
た
大
谷
池
は
、
昭
和
四
十
二
年
か
ら
は
国
営
道
前
道
後

平
野
地
区
農
業
水
利
事
業
の
調
整
池
の
役
割
も
担
い
、
爾
来
伊
予
市
と
松
前
町
に
拡
が
る
約

一
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
農
地
を
潤
し
、
地
域
の
農
業
は
も
と
よ
り
産
業
経
済
の
振
興
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
し
て
き
た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
完
成
後
五
十
年
余
が
経
過
し
て
老
朽
化
が
進
行
し
、
堤
体
や
底
樋
内
か

ら
の
漏
水
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
大
雨
時
に
は
余
水
吐
隧
道
が
溢
れ
る
事
態
も
起
こ
り
決

壊
の
虞
が
強
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
伊
豫
郡
大
谷
池
土
地
改
良
区
は
改
修
を
決
意
、
平
成
十
二

年
度
に
県
営
た
め
池
等
整
備
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
、
六
年
の
歳
月
を
経
て
完
成
を
み
た
。 

 

国
、
県
、
市
町
、
道
後
平
野
土
地
改
良
区
、
愛
媛
大
学
農
学
部
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
適

切
な
指
導
、
援
助
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
る
大
谷
池
を
立

派
に
守
り
育
て
後
世
に
伝
承
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
豫
郡
大
谷
池
土
地
改
良
区 

 
 
 

平
成
十
八
年
三
月
吉
日
建
立 

事
業
名 

 

県
営
た
め
池
等
整
備
事
業
（
大
規
模
） 

地
区
名 

 

大
谷
地
区 

受
益
面
積 

九
百
八
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル 

事
業
費 

 

八
億
二
千
六
百
五
十
万
円 

負
担
割
合 

国
五
十
五
％ 

 
 
 
 
 

県
二
十
五
％ 

 
 
 
 
 

市
町 

伊
予
市 

 
 
 
 
 
 
 

堤
体
工
、
取
水
施
設
工 

 
 

十
％ 

 
 
 
 
 
 
 
 

松
前
町 

 
 
 
 
 
 
 

洪
水
吐
工 

 
 
 
 
 
 
 

十
五
％ 

 
 
 
 
 

地
元 

伊
豫
郡
大
谷
池
土
地
改
良
区 

 

堤
体
工
、
取
水
施
設
工 

十
％ 

 
 
 
 
 
 
 
 

伊
予
市
配
水
協
議
会 

 
 
 
 

洪
水
吐
工 

 
 
 
 
 

五
％ 

事
業
内
容 

堤
体
工
（
上
部
の
中
心
遮
水
コ
ア
土
置
換
） 

 
 
 
 

百
七
十
七
メ
ー
ト
ル 

 
 
 
 
 

取
水
施
設
工
（
堤
樋
ト
ン
ネ
ル
内
巻
工
法
に
て
補
強
） 

百
九
十
六
メ
ー
ト
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

洪
水
吐
工
（
放
水
路
隧
道
式
を
開
水
路
式
に
改
築
） 

 

二
百
十
一
メ
ー
ト
ル 

工
期 

 
 

平
成
十
二
年
度
～
平
成
十
七
年
度 

大
谷
池
改
修
当
時
役
員 

 

伊
豫
郡
大
谷
池
土
地
改
良
区
（
23
人
の
氏
名
省
略
） 

 

伊
予
市
配
水
協
議
会
（
24
人
の
氏
名
省
略
） 

（裏） 
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■
位
置
図 
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愛
媛
県
伊
予
市 

愛
媛
24 
大
谷
池
の
全
国
た
め
池
百
選
記
念
碑
（
た
め
池
、
平
成
22
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

大
谷
池
の
築
造
（
昭
和
20
年
完
成
） 

 

南
伊
予
村
長
の
武
智
惣
五
郎
は
大
正
12
年
に
大
谷
池
築
造
を
決
意
し
た
。

大
正
13
年
に
南
伊
予
村
外
三
ヶ
町
村
耕
地
整
理
組
合
を
設
立
し
、
昭
和
5
年

に
干
ば
つ
に
よ
る
窮
状
を
県
知
事
に
訴
え
た
と
こ
ろ
、
県
知
事
が
県
議
会
に

大
谷
池
築
造
の
議
案
を
提
出
し
た
が
、
政
争
に
よ
り
否
決
さ
れ
た
。
し
か

し
、
大
谷
池
築
造
は
昭
和
6
年
1
月
に
内
務
省
よ
り
許
可
さ
れ
、
昭
和
7
年

に
県
営
用
排
水
改
良
事
業
と
し
て
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。
工
事
は
南
伊
予
村

外
三
ヶ
町
村
用
排
水
改
良
工
事
組
合
が
請
け
負
い
、
人
海
戦
術
に
よ
り
工
事

を
進
め
た
が
、
昭
和
9
年
の
室
戸
台
風
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
た
め
漏
水
防

止
に
苦
労
し
た
。
昭
和
17
年
度
か
ら
は
組
合
に
代
わ
っ
て
県
が
直
営
方
式
で

工
事
を
進
め
、
昭
和
20
年
3
月
に
完
成
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
伊
豫
郡
大
谷
池
土
地
改
良
区
編
「
県
下
最
大
の
た
め
池 

大

谷
池
」
二
〇
一
一
年
） 

 

大谷池の全国ため池百選の標識 



177 

 

■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

大
谷
池 

全
国
た
め
池
百
選
記
念
碑 

 
 
 

平
成
二
十
二
年
三
月 

 
 
 
 

農
林
水
産
省
選
定 

（碑） （標識） 

全国ため池百選 

大谷池 

 大谷池は、全国に 21 万あるといわれるため池の中から、

農林水産省の「全国ため池百選」に選定された。 

 選定の理由は、①地域の先人が心血を注ぎ、14 年の歳月

をかけ、昭和 20 年に完成した県下最大のため池である。②

貯水量 180 万トン、潅漑面積は 1,100ha にも及び、地域農

業発展の礎を築いている。③地域住民の参画による保全・

維持活動が継続的に行われている。④マガモ・カルガモな

ど 2,000 羽近くの渡り鳥が飛来し、その越冬地として重要

な役割を果たしている。⑤周囲は美しい国有林に囲まれ、

春は桜、夏は青葉、秋は紅葉、冬は渡り鳥と、四季折々の

彩を水面に映し、訪れる人たちの憩いの場になっているこ

とによる。 

 愛媛を代表するため池として、歴史にその名を刻む大谷

池は、伊予市が誇る貴重な文化的遺産である。 

 伊豫郡大谷池土地改良区 

        伊予市配水協議会 

        伊予市 
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愛
媛
県
大
洲
市 

愛
媛
25  
肱
川
治
水
碑
（
河
川
、
平
成
12
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

肱
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
（
平
成
12
年
度
竣
工
） 

 

平
成
7
年
7
月
梅
雨
前
線
に
よ
る
豪
雨
の
た
め
、
東
大
洲
地
区
か
ら
大
和

橋
付
近
の
区
間
で
は
浸
水
被
害
を
受
け
た
。
平
成
7
年
9
月
の
直
轄
河
川
激

甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
の
事
業
採
択
に
よ
り
、
東
大
洲
地
区
か
ら
大
和

橋
付
近
の
一
〇
地
区
で
河
川
改
修
計
画
が
な
さ
れ
、
長
浜
町
（
現
大
洲
市
）

で
は
岡
、
豊
中
、
柿
早
、
加
屋
、
田
ノ
淵
、
郷
（
下
須
戒
）
の
六
地
区
が
対

象
と
な
り
、
工
事
に
着
手
し
た
。
長
浜
町
の
築
堤
整
備
の
延
長
は
約
三
、
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
だ
。
平
成
12
年
11
月
に
は
白
滝
地
区
で
完
成
を
祝

い
、
記
念
の
碑
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。 

（
参
考
文
献
：
長
浜
町
誌
編
纂
会
編
「
長
浜
町
誌 

続
編
」
二
〇
〇
四
年
） 

 

肱川右岸堤防（大洲市白滝） 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

（主） （側碑） 

 
 
 

肱
川
治
水
碑 

 
 
 
 

平
成
十
二
年
十
一
月
吉
日 

 

 

平
成
七
年
七
月
三
日
お
よ
び
四
日
の

梅
雨
前
線
の
南
下
に
伴
う
豪
雨
に
よ
り

大
洲
盆
地
を
中
心
と
し
た
肱
川
沿
川
で

約
九
百
三
十
戸
が
浸
水
被
害
を
受
け
た 

 

こ
れ
に
対
し
、
平
成
八
年
一
月
よ
り 

肱
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
に

よ
り
大
洲
市
、
長
浜
町
の
肱
川
沿
川
の

十
箇
所
に
お
い
て
堤
防
や
樋
門
な
ど
の

整
備
を
実
施
し
た 

 

地
元
関
係
者
を
始
め
多
く
の
方
々
の

多
大
な
る
ご
協
力
と
ご
尽
力
を
頂
き
、

全
事
業
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た 

 

こ
こ
に
肱
川
の
治
水
と
安
全
、
地
域

発
展
を
願
い
、
記
念
の
碑
を
建
立
す
る 

 

平
成
十
二
年
十
一
月
吉
日 

 
 
 
 
 

四
国
地
方
建
設
局 

 
 
 
 
 

大
洲
市 

 
 
 
 
 

長
浜
町 
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愛
媛
県
八
幡
浜
市 

愛
媛
26  
南
予
用
水
碑
（
用
水
、
平
成
8
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

南
予
用
水
農
業
水
利
事
業
（
平
成
8
年
度
竣
工
） 

 

南
予
用
水
農
業
水
利
事
業
は
、
野
村
ダ
ム
か
ら
取
水
し
て
み
か
ん
園
に
農

業
用
水
を
供
給
し
、
渇
水
被
害
の
軽
減
、
薬
剤
散
布
の
労
力
軽
減
な
ど
に
よ

り
地
域
の
み
か
ん
農
業
の
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た
。

事
業
は
、
農
林
省
に
よ
り
昭
和
46
～
47
年
度
に
地
区
調
査
計
画
、
昭
和
48
年

度
に
全
体
実
施
設
計
を
経
て
昭
和
49
年
10
月
に
着
工
し
た
。
受
益
地
は
二
市

七
町
の
五
七
六
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
受
益
地
拡

大
の
要
望
を
受
け
、
事
業
計
画
の
変
更
が
必
要
と
な
り
、
平
成
元
年
度
に
受

益
地
を
二
市
七
町
の
七
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
拡
大
し
て
、
平
成
8
年
度
に

工
事
が
完
了
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
続
伊
方
町
誌
編
集
委
員
会
編
「
続 

伊
方
町
誌
」
二
〇
〇
五

年
） 

 

南予用水農業水利事業完工之碑 

（南予用水碑の側碑） 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

        

南
予
用
水 

 
 

愛
媛
県
知
事 

 
 
 

伊
賀
貞
雪
書 

南
予
用
水
農
業
水
利
事
業 

 
 

完
工
之
碑 

南
予
は
水
資
源
が
乏
し
く 
柑
橘
栽
培
主
体
の
農
業
は
繰
り
返
し
深
刻
な
干
ば
つ

被
害
を
蒙
っ
て
き
た 

昭
和
四
二
年
の
大
干
ば
つ
を
契
機
に
水
資
源
確
保
と
か
ん

が
い
施
設
整
備
を
目
指
す
機
運
が
大
き
く
盛
り
上
が
っ
た 

国
営
南
予
用
水
農
業
水
利
事
業
は 
野
村
ダ
ム
（
建
設
省
所
管
）
か
ら
導
い
た
用

水
を
柑
橘
園
に
供
給
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
農
業
の
基
盤
強
化
と
合
理
化
を
図
る

も
の
で
あ
る 

こ
の
事
業
の
完
成
に
よ
り
南
予
の
農
業
農
村
が
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
し
て
こ
の

記
念
碑
を
建
立
す
る 

 
 
 

事
業
概
要 

事
業
主
体 

 

農
林
水
産
省 

中
国
四
国
農
政
局 

事
業
地
域 

 

宇
和
島
市 

八
幡
浜
市 

保
内
町 

 
 
 
 
 
 

伊
方
町 

瀬
戸
町 

三
崎
町 

 
 
 
 
 
 

三
瓶
町 

明
浜
町 

吉
田
町 

受
益
面
積 

 

七
、
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル 

最
大
取
水
量 

毎
秒
三
、
五
一
立
方
メ
ー
ト
ル 

総
事
業
費 

 

七
八
六
億
円
余 

事
業
期
間 
 

自 

昭
和
四
九
年
度 

 
 
 
 
 
 

至 

平
成
八
年
度 

 
 

 

（主） （側碑） 

 

主
要
施
設 

 
 

吉
田
導
水
路 

延
長
六
、
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル 

 
 

幹
線
水
路 

 

延
長
九
七
、
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル 

 
 

支
線
水
路 

 

延
長
七
一
、
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル 

補
助
水
源 

 

一
ヶ
所
（
東
蓮
寺
ダ
ム
） 

 
 

調
整
池 

 
 

二
ヶ
所
（
布
喜
川 

伊
方
） 

 
 

揚
水
機
場 

 

二
一
ヶ
所 

 
 

調
整
水
槽 

 

三
七
ヶ
所 

  
 
 
 
 
 

平
成
八
年
十
月
吉
日 
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■
位
置
図 
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愛
媛
県
八
幡
浜
市 

愛
媛
27  
布
喜
川
調
整
池
の
碑
（
用
水
、
平
成
9
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

南
予
用
水
事
業
（
平
成
8
年
度
竣
工
） 

 

南
予
用
水
事
業
は
、
昭
和
42
年
の
干
ば
つ
を
契
機
に
愛
媛
県
が
昭
和
45
年

に
南
予
水
資
源
開
発
計
画
を
策
定
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
昭
和
49
年
に
宇

和
・
野
村
の
二
町
の
同
意
を
得
て
野
村
ダ
ム
の
建
設
が
始
ま
っ
た
。
南
予
用

水
は
、
野
村
ダ
ム
の
水
を
法
華
津
峠
の
下
を
通
し
、
吉
田
町
大
河
内
で
北
幹

線
と
南
幹
線
に
分
岐
し
、
北
幹
線
は
八
幡
浜
の
布
喜
川
調
整
池
と
伊
方
調
整

池
に
通
し
て
三
崎
町
ま
で
運
び
、
南
幹
線
は
宇
和
島
市
内
の
三
浦
半
島
ま
で

配
水
さ
れ
、
途
中
か
ら
九
島
へ
海
底
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
よ
り
配
水
す
る
も
の

で
、
平
成
8
年
度
に
完
成
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
八
幡
浜
市
誌
編
纂
会
編
「
合
併
十
周
年
記
念
版 

八
幡
浜
市

史 

第
一
巻 

歴
史
編
」
二
〇
一
八
年
） 

 

布喜川調整池 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

（表） 

布喜川調整池 

      八幡浜市長 

           吉見弘晏 

（裏） 

布
喜
川
調
整
池
は
長
大
な
北
幹
線
水
路
に
お
い
て
円
滑

な
送
水 

配
水
管
理
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設

で
あ
る 

こ
の
調
整
池
に
よ
り
野
村
ダ
ム
か
ら
佐
田
岬
半
島
ま
で

延
び
る
約
七
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
北
幹
線
水
路
の
水
管

理
を
き
わ
め
て
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
る 

水
が
必
要
な
と
き
に
は
野
村
ダ
ム
か
ら
の
送
水
を
待
つ

（
約
八
時
間
）
こ
と
な
く
調
整
池
に
貯
留
さ
れ
て
い
る

水
を
す
ぐ
に
使
う
こ
と
が
で
き 

需
要
に
対
応
し
た
水

管
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る 

諸 

元 

 

位
置 

 
 
 

愛
媛
県
八
幡
浜
市
布
喜
川
地
先 

 

河
川 

 
 
 

流
田
川
（
二
級
河
川
） 

 

ダ
ム
型
式 

 

直
線
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム 

 

堤
高 

 
 
 

三
三
、
七
〇
メ
ー
ト
ル 

 

堤
頂
長 

 
 

一
一
〇
、
〇
メ
ー
ト
ル 

 

堤
頂
標
高 

 

Ｅ
Ｌ
九
八
、
七
メ
ー
ト
ル 

 

総
貯
水
量 
 

一
九
七
〇
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル 

 

有
効
貯
水
量 

一
五
〇
〇
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル 

 

常
時
満
水
位 

Ｅ
Ｌ
九
五
、
〇
メ
ー
ト
ル 

 

低
水
位 

 
 

Ｅ
Ｌ
八
六
、
三
メ
ー
ト
ル 

 

取
水
量 

 
 

毎
秒
二
、
一
〇
二
立
方
メ
ー
ト
ル 

 

工
期 

 
 
 

昭
和
五
四
年
～
昭
和
五
九
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
九
年
三
月
吉
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

農
林
水
産
省 
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愛
媛
県
八
幡
浜
市 

愛
媛
28  
鉄
道
開
通
記
念
碑
（双
岩
駅
）（
鉄
道
、
昭
和
60
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

予
讃
本
線
八
幡
浜
～
卯
之
町
間
（
昭
和
20
年
開
通
） 

 

予
讃
本
線
は
昭
和
14
年
ま
で
に
高
松
か
ら
八
幡
浜
ま
で
開
通
し
、
昭
和
16

年
に
は
宇
和
島
～
卯
之
町
間
が
開
通
し
た
。
残
さ
れ
た
八
幡
浜
～
卯
之
町
間

は
昭
和
17
年
か
ら
工
事
が
始
め
ら
れ
た
。
戦
争
下
に
あ
っ
て
建
設
用
資
材
の

確
保
と
労
力
の
不
足
に
悩
み
な
が
ら
も
、
国
土
防
衛
上
の
必
要
か
ら
地
元
の

勤
労
奉
仕
隊
員
約
五
万
人
が
動
員
さ
れ
て
八
幡
浜
～
卯
之
町
間
の
建
設
が
急

ピ
ッ
チ
で
行
わ
れ
、
昭
和
20
年
6
月
に
開
通
し
て
予
讃
本
線
が
全
通
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
八
幡
浜
市
史
編
纂
会
編
「
合
併
十
周
年
記
念
版 

第
一
巻 

歴
史
編
」
二
〇
一
八
年
） 

双岩駅 



186 

 

■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

鉄道開通記念碑 

昭和 8 年今は黄泉の人士たる菊池教之翁 佐竹岩松翁 三瀬利孝翁

及び井上永治翁らが先導となり 双岩村に鉄道誘致運動おこる 

村民の奉仕の精神と相まって 

 昭和 20 年 6 月 20 日 予讃本線八幡浜卯之町間開通す 第二次大

戦後 苦難の時代にもひたすら走り続け国土の復興産業の発展に寄

与すること顕著なり 

モータリゼーションの進展とともに 鉄道利用は激減し今昔の感ひ

としお深し 輸送の使命再び大ならんことを期するとともに 先人

の偉業を偲んでこの碑を建つ 

                     昭和 60年 10月 14日 

建
立
者 

4
人
（
氏
名
省
略
） 

（側面） （正面） 
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愛
媛
県
伊
方
町 

愛
媛
29  
国
道
改
築
記
念
碑
（国
道
一
九
七
号
）（
道
路
、
昭
和
62
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

佐
田
岬
地
区
改
良
工
事
（
国
道
一
九
七
号
）（
昭
和
62
年
完
成
） 

 

国
道
一
九
七
号
の
八
幡
浜
市
矢
野
町
か
ら
三
崎
町
に
至
る
五
四
、
四
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
（
旧
道
）
の
間
は
、
愛
媛
県
に
よ
り
改
築
さ
れ
た
区
間
を
除
い

て
、
平
均
幅
員
三
、
六
メ
ー
ト
ル
の
狭
小
な
道
路
で
あ
っ
た
た
め
、
早
期
の

改
築
が
望
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
昭
和
45
年
度
に
八
幡
浜
バ
イ
パ
ス
で

改
築
事
業
が
開
始
さ
れ
た
の
に
引
き
続
き
、
順
次
事
業
化
さ
れ
た
。
施
工
区

間
に
は
、
ト
ン
ネ
ル
が
大
峠
ト
ン
ネ
ル
外
一
九
箇
所
、
橋
梁
が
堀
切
大
橋
外

三
一
箇
所
計
画
さ
れ
、
総
延
長
が
三
八
、
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
旧
道

と
比
べ
て
延
長
で
約
一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
時
間
で
六
〇
分
短
縮
さ
れ
た
。

昭
和
62
年
12
月
に
全
線
完
成
供
用
し
、
管
理
を
建
設
省
か
ら
県
に
引
き
継
い

だ
。 

（
参
考
文
献
：
建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
大
洲
工
事
事
務
所
編
「
大
洲
工
事

五
十
年
史
」
一
九
九
四
年
） 

 

堀切大橋 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

国
道
改
築
記
念 

 

 

四
国
地
方
建
設
局
長 

岡
田
朋 

（上） （下） 

一般国道 197号 

佐田岬道路事業概要 

 一般国道 197 号佐田岬道路は四国西南部と九州

中部を結ぶ唯一の幹線道路であるが、古くから交

通の隘路となっていた。この解消のために、建設

省大洲工事事務所は八幡浜から三崎間延長 38.9KM

の道路事業に昭和 45 年より着手し 18 年の歳月を

かけて昭和 62年に完成させた。 

路線名  一般国道 197号 

規格   第 3種 3級 設計速度 40及び 50KM 

延長   38.9KM（うち県施工 3.7KM） 

事業費  約 410億円 

幅員   車道 6.0M 歩道 1.5M 全幅 9.5M 

全線供用        昭和 62年 12月 4日 
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愛
媛
県
宇
和
島
市 

愛
媛
30  
山
緑
水
豊
地
の
碑
（東
蓮
寺
ダ
ム
）（
用
水
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

宇
和
島
市
の
南
予
農
業
用
水
事
業
（
平
成
13
年
度
竣
工
） 

 

南
予
農
業
用
水
事
業
は
、
南
予
地
区
二
市
七
町
七
二
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
宇
和
島
市
七
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
樹
園
地
に
農
業
用
水
を
供
給
す
る
計

画
の
も
と
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
宇
和
島
市
で
は
昭
和
49
年
12
月
に
宇
和
島

市
土
地
改
良
区
が
設
立
さ
れ
て
、
本
格
的
に
事
業
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ

た
。
野
村
ダ
ム
を
水
源
と
し
て
、
吉
田
導
水
路
六
、
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
経

て
、
吉
田
分
水
工
よ
り
南
幹
線
水
路
と
し
て
三
浦
に
至
る
国
営
幹
線
水
路
二

七
、
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
設
置
さ
れ
、
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
と
し
て
幹

線
水
路
二
一
、
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
管
路
工
と
三
十
箇
所
の
配
水
槽
が
設
置

さ
れ
た
。
末
端
施
設
ま
で
の
全
事
業
が
完
了
し
た
の
は
平
成
13
年
度
で
あ
っ

た
。 

（
参
考
文
献
：
宇
和
島
市
誌
編
纂
委
員
会
編
「
宇
和
島
市
誌 

下
巻
」
二
〇

〇
五
年
） 

 

東蓮寺ダム 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

         

山
緑
水
豊
地 

 
 

吉
田
町
長 

 
 
 
 

児
玉
武
夫 

（主） 

完
工
記
念
碑 

 

本
町
の
農
業
は
、
急
傾
斜
畑
に
お
け
る
柑
橘
栽
培
が
中
心
で
あ
る
。

用
水
を
天
水
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
毎
年
の
ご
と
く
干
ば
つ
の
脅
威

に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。 

 

県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
は
国
営
分
水
施
設
か
ら
各
樹
園
地
ま
で
の

基
幹
施
設
を
工
事
す
る
こ
と
に
よ
り
農
業
経
営
の
安
定
と
農
業
振
興
に

大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

事
業
の
完
成
に
あ
た
り
関
係
各
位
の
御
尽
力
に
深
く
感
謝
し
我
々
の

産
地
発
展
を
誓
い
こ
の
碑
を
建
立
す
る
。 

 
 

事
業
概
要 

事
業
名 

 

県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業 

事
業
主
体 

愛
媛
県 

地
区
名 

南
予
第
二
地
区
（
玉
津
工
区
） 

 

施
工
年
度 

昭
和
五
十
八
年
度
～
平
成
八
年
度 

 

総
事
業
費 

七
億
七
千
五
百
万
円 

 

主
要
工
事 

用
水
路
工 

九
千
六
百
メ
ー
ト
ル 

 

受
益
面
積 

三
百
三
十
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル 

地
区
名 

吉
田
南
部
地
区 

 

施
工
年
度 

昭
和
五
十
九
年
度
～
平
成
十
年
度 

 

総
事
業
費 

十
五
億
二
千
八
百
万
円 

 

主
要
工
事 

用
水
路
工 

一
万
八
千
百
メ
ー
ト
ル 

 

受
益
面
積 

九
百
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル 

（側碑） 

地
区
名 

吉
田
東
部
地
区 

 

施
工
年
度 

昭
和
六
十
年
度
～
平
成
九
年
度 

 

総
事
業
費 

十
一
億
円 

 

主
要
工
事 

用
水
路
工 

一
万
六
百
メ
ー
ト
ル 

 

受
益
面
積 

四
百
四
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル 

関
連
事
業 

国
営
南
予
農
業
水
利
事
業 

 
 
 
 
 

畑
地
帯
総
合
整
備
事
業 
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■
位
置
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愛
媛
県
宇
和
島
市 

愛
媛
31  
中
原
町
長
頌
功
碑
（
港
湾
、
大
正
8
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

明
治
期
の
宇
和
島
港
の
改
修
（
明
治
43
年
竣
工
） 

 

明
治
期
の
宇
和
島
港
で
は
須
賀
川
、
辰
野
川
な
ど
が
運
び
込
む
土
砂
が
堆

積
し
て
、
内
港
は
干
潮
時
に
は
舟
の
出
入
り
さ
え
も
不
自
由
に
な
っ
て
い

た
。
町
長
に
就
任
し
た
中
原
渉
は
内
港
の
浚
渫
を
決
意
し
、
県
に
対
し
て
港

湾
改
修
事
業
の
実
施
を
働
き
か
け
、
そ
の
費
用
の
う
ち
人
夫
二
万
人
役
の
提

供
と
用
地
及
び
支
障
物
件
に
要
す
る
経
費
を
町
が
負
担
す
る
代
わ
り
に
、
事

業
に
よ
り
生
じ
る
土
砂
埋
立
地
の
無
償
払
い
下
げ
を
受
け
る
約
束
を
取
り
付

け
た
。
県
は
明
治
41
年
か
ら
の
土
木
事
業
計
画
に
宇
和
島
港
の
改
修
計
画
を

編
入
し
て
本
格
的
に
取
り
組
み
、
内
港
の
浚
渫
、
辰
野
川
口
及
び
須
賀
川
口

の
埋
立
や
浚
渫
が
明
治
43
年
に
竣
工
し
た
。
内
港
は
蘇
り
、
船
舶
の
航
行
が

自
由
と
な
っ
て
経
済
の
振
興
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
造
成
さ
れ
た
埋
立
地

が
町
有
財
産
と
な
り
、
新
市
街
地
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

（
参
考
文
献
：
宇
和
島
市
誌
編
纂
委
員
会
編
「
宇
和
島
市
誌 

上
巻
」
二
〇

〇
五
年
） 

 

宇和島新内港 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

               

中
原
町
長
頌
功
碑 

 

侯
爵
伊
達
宗
陳
篆
額 

 

高
田
忠
周
書 

軍
国
ノ
都
市
ハ
城
池
ヲ
中
心
ト
シ
文
明
ノ
都
市
ハ
港
灣
ヲ
中
心
ト
ス
我
宇
和
島
ノ
地
タ
ル
𦾔𦾔
伊

達
氏
封
疆
ノ
首
府
ニ
シ
テ
士
邸
商
鋪
鶴
島
城
ヲ
繞
リ
テ
櫛
比
シ
前
ニ
ハ
豊
豫
海
峡
ノ
險
灘
ヲ
擁

シ
背
ニ
ハ
鬼
城
ノ
峻
嶺
ヲ
負
フ
詢
ニ
軍
國
天
險
ノ
城
市
ナ
リ
而
モ
沿
岸
水
浅
ク
港
口
壅
塞
シ
テ

舟
楫
ノ
利
乏
ク
船
舶
ノ
錨
地
ハ
遠
ク
市
街
ヲ
距
ル
樺
崎
ノ
一
角
ニ
在
り
我
町
ヲ
シ
テ
文
明
ノ
都

市
タ
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
抑
亦
難
イ
哉
陸
軍
少
将
中
原
渉
君
ノ
推
サ
レ
テ
我
町
長
ト
爲
ル
ヤ
深
ク
茲

ニ
見
ル
所
ア
リ
大
ニ
内
港
修
築
ノ
必
要
ヲ
唱
ヘ
屢
當
局
ニ
迫
リ
テ
其
急
施
ヲ
促
シ
竟
ニ
知
事
ヲ

動
カ
シ
テ
縣
議
ヲ
決
セ
シ
メ
町
ハ
之
ニ
對
シ
テ
地
所
及
工
費
ヲ
提
供
シ
其
代
償
ト
シ
テ
沿
岸
ノ

水
面
ヲ
埋
メ
之
ヲ
町
有
財
産
ト
爲
ス
コ
ト
ヲ
許
サ
ル
ニ
至
ル
爾
来
町
會
ハ
石
崎
庄
吉
居
村
繁
治

郎
堀
部
乙
蔵
神
森
眞
市
高
畠
秋
松
吉
田
百
三
長
瀧
嘉
三
郎
山
村
豊
次
郎
山
本
助
治
郎
蛭
子
屋
惣

六
郎
ノ
諸
氏
ヲ
擧
ケ
テ
委
員
ト
シ
助
役
桑
山
吉
輝
氏
ト
共
ニ
町
長
ヲ
助
ケ
テ
事
ニ
當
ラ
シ
メ
町

民
亦
町
長
ノ
勸
誘
ニ
應
シ
喜
ン
テ
地
所
工
費
ヲ
提
供
ス
是
ヲ
以
テ
工
事
遂
行
ノ
準
備
速
ニ
成
リ

尋
テ
縣
ハ
工
ヲ
起
シ
暮
年
ニ
シ
テ
竣
成
ス
實
ニ
明
治
四
十
三
年
ナ
リ
茲
ニ
於
テ
我
宇
和
島
町
ノ

中
心
ハ
鶴
島
山
頂
翠
松
ノ
間
ニ
屹
立
ス
ル
天
王
閣
ヨ
リ
轉
シ
テ
帆
檣
林
立
萬
貨
幅
湊
ノ
内
港
ニ

移
リ
地
方
ノ
民
人
永
ク
其
恵
福
ニ
頼
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ニ
至
レ
リ
抑
此
事
業
タ
ル
ヤ
前
記
諸
氏
亦

興
リ
テ
大
ニ
力
ア
リ
ト
雖
モ
町
長
熱
誠
ノ
功
其
最
モ
多
キ
ニ
居
ル
聞
ク
安
藤
知
事
曾
テ
人
ニ
語

テ
曰
ク
中
原
町
長
ハ
武
勲
赫
赫
ノ
人
ニ
シ
テ
高
齢
軍
職
ヲ
退
ク
モ
敢
テ
其
身
ヲ
私
セ
ス
老
軀
ヲ

自
治
制
ニ
捧
ケ
テ
奉
公
ノ
誠
ヲ
竭
ス
余
カ
企
畫
セ
ル
縣
下
七
十
二
工
事
中
劇
甚
ナ
ル
競
争
ヲ
排

シ
テ
先
ツ
宇
和
島
内
港
ノ
改
修
ニ
着
手
シ
タ
ル
ハ
實
ニ
中
原
氏
ノ
至
誠
人
ヲ
動
シ
タ
ル
カ
爲
ノ

ミ
ト
嗚
呼
此
軍
國
ノ
市
街
ヲ
変
シ
テ
文
明
ノ
市
街
タ
ラ
シ
メ
タ
ル
ハ
中
原
老
将
軍
其
人
ナ
リ
将

軍
曾
テ
日
清
日
露
ノ
両
戦
役
ニ
従
フ
テ
偉
勲
ア
リ
後
町
長
ノ
職
ニ
在
ル
コ
ト
十
年
施
設
ノ
見
ル

ヘ
キ
モ
ノ
甚
多
シ
就
中
其
最
モ
顕
著
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
内
港
ノ
修
築
ト
ス
斯
武
功
ノ
人
ニ
シ
テ
斯
文

勲
ア
リ
郷
人
深
ク
之
ヲ
徳
ト
シ
有
志
胥
謀
リ
碑
ヲ
建
テ
功
ヲ
勒
シ
永
ク
後
昆
ヲ
シ
テ
其
餘
澤
ヲ

忘
ル
ル
コ
ト
勿
ラ
シ
ム 

大
正
八
年
十
月 

 

正
三
位
勲
一
等
法
学
博
士
男
爵
穂
積
陳
重
撰 

 
 

長受恵澤 
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愛
媛
県
愛
南
町 

愛
媛
32  
内
海
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
開
通
記
念
碑
（
道
路
、
平
成
4
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

内
海
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
（
国
道
五
六
号
）（
平
成
4
年
完
成
） 

 

国
道
五
六
号
内
海
ト
ン
ネ
ル
は
、
昭
和
45
年
の
開
通
以
来
、
須
ノ
川
地
区

の
中
学
生
が
通
学
路
と
し
て
使
っ
て
い
た
が
、
交
通
量
が
多
く
危
険
性
が
高

か
っ
た
。
昭
和
62
年
に
村
内
の
中
学
校
の
統
合
に
よ
り
、
柏
・
柏
崎
地
区
の

中
学
生
が
須
ノ
川
地
区
の
内
海
中
学
校
へ
の
通
学
路
と
し
て
使
い
始
め
た
の

を
契
機
に
、
柏
・
柏
崎
地
区
の
住
民
か
ら
要
望
が
出
さ
れ
、
既
設
ト
ン
ネ
ル

に
平
行
す
る
歩
道
ト
ン
ネ
ル
（
自
転
車
歩
行
者
道
）
を
設
け
る
こ
と
と
し

た
。
平
成
元
年
に
調
査
を
開
始
、
平
成
2
年
に
着
工
し
、
平
成
4
年
に
「
内

海
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
」
（
延
長
一
〇
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
四
、
〇
メ
ー
ト

ル
）
が
完
成
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
内
海
村
史
編
纂
委
員
会
編
「
新
訂 

内
海
村
史
」
二
〇
〇
四

年
） 

 

内海ふれあいトンネル 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

内
海
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル 

 
 
 
 
 
 
 

開
通
記
念 

（表） （裏） 

平
成
四
年
十
二
月
吉
日 
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高
知
県 
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高
知
県
室
戸
市 

高
知
1 
佐
喜
浜
川
砂
防
の
記
念
碑
（
治
山
、
昭
和
8
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

佐
喜
浜
川
砂
防
事
業
（
昭
和
7
年
着
工
） 

 

佐
喜
浜
川
で
は
加
奈
木
地
区
で
延
享
3
年
（
一
七
四
六
）
に
最
初
の
崩
壊

が
発
生
し
、
一
集
落
三
〇
戸
の
家
屋
全
部
と
田
畑
五
〇
町
歩
余
が
埋
没
ま
た

は
押
し
流
さ
れ
、
人
畜
の
死
傷
も
夥
し
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

後
も
大
崩
壊
が
続
い
た
。
対
策
工
事
と
し
て
、
大
正
6
年
か
ら
治
山
工
事

が
、
昭
和
7
年
か
ら
砂
防
工
事
が
始
ま
り
、
昭
和
52
年
度
か
ら
本
格
的
な
整

備
に
着
手
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
平
成
7
年
現
在
、
ダ
ム
29
基
が
完
成

し
て
お
り
、
12
基
を
計
画
ま
た
は
施
工
中
で
あ
る
。
佐
喜
浜
川
は
小
康
状
態

で
、
下
流
地
域
に
大
き
な
災
害
を
出
し
て
い
な
い
。 

（
参
考
文
献
：
高
知
県
土
木
史
編
纂
委
員
会
編
「
高
知
縣
土
木
史
」
一
九
九

八
年
） 

 

加奈木の崩えの標識（佐喜浜川上流端） 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

昭
和
七
年
縣
ハ
政
府
ノ
命
ニ
ヨ
リ
匡
救
事
業
ト
シ
テ
当
所
ニ

砂
防
ノ
堰
堤
ヲ
畫
シ
十
月
起
工
晝
夜
兼
行
萬
難
ヲ
排
シ
テ
茲

ニ
其
竣
工
ヲ
告
ク
監
督
小
松
峯
馬
氏
ハ
資
性
穏
健
言
寡
ケ
レ

ト
モ
情
濃
カ
ニ
部
下
亦
其
徳
ニ
懐
キ
テ
渾
然
一
体
期
外
ノ
成

果
ヲ
得
タ
リ
千
丈
ノ
堤
萬
里
ノ
城
モ
鳥
悲
鬼
哭
ノ
惨
ヲ
盡
サ

ハ
其
功
業
以
テ
称
ス
ル
ニ
足
ラ
ス
上
下
ノ
和
至
誠
ノ
迸
是
レ

即
チ
當
堰
堤
ノ
誇
ト
ス
ル
所
以
噫
悠
々
タ
ル
流
水
此
ノ
美 

ヲ
千
歳
ニ
傳
ヘ
黙
々
タ
ル
連
峰
ハ
此
ノ
徳
ヲ
万
世
ニ
藏
セ
ン

偉
ナ
ル
哉 

 
 
 
 
 
 
 

川
﨑
鮎
之
助
撰 
 

濱
西
敏
明
書 

 
 

昭
和
八
年
三
月 

記念碑 
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高
知
県
馬
路
村 

高
知
2 
丸
山
台
地
の
記
念
碑
（
電
力
、
昭
和
39
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

魚
梁
瀬
発
電
所
（
昭
和
40
年
完
成
） 

 

奈
半
利
川
水
系
の
電
源
開
発
に
つ
い
て
は
住
友
共
同
電
力
と
四
国
電
力
に

よ
っ
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
29
年
11
月
に
電
源
開
発
調
整
審
議

会
で
電
源
開
発
の
主
体
を
電
源
開
発
株
式
会
社
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

た
。
馬
路
村
で
は
魚
梁
瀬
ダ
ム
築
造
絶
対
反
対
を
唱
え
た
が
、
県
知
事
が
調

整
役
と
な
り
、
ダ
ム
に
よ
り
水
没
す
る
魚
梁
瀬
集
落
の
た
め
に
上
流
四
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
丸
山
台
地
に
三
万
坪
以
上
の
土
地
を
造
成
す
る
こ
と
な
ど
で
決

着
が
図
ら
れ
た
。
奈
半
利
川
水
系
の
電
源
開
発
の
中
核
と
な
る
魚
梁
瀬
ダ
ム

は
昭
和
37
年
に
着
工
さ
れ
、
魚
梁
瀬
ダ
ム
の
直
下
に
あ
る
魚
梁
瀬
発
電
所
は

昭
和
40
年
6
月
に
営
業
運
転
を
開
始
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
安
岡
大
六
著
「
馬
路
村
史
」
一
九
六
六
年
、
土
木
学
会
中
国

四
国
支
部
編
「
土
木
へ
の
い
ざ
な
い
」
一
九
九
一
年
） 

 

魚梁瀬発電所 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

丸山台地 

記 

 

昭
和
四
十
年
二
月
魚
梁
瀬
部
落
は

湖
底
に
沈
む
。 

 

壽
永
四
年
檀
ノ
浦
合
戦
に
敗
れ
た

平
教
經
が
の
が
れ
住
ん
だ
伝
説
か
ら

七
百
八
十
年
の
歴
史
が
こ
の
台
地
で

始
ま
る
新
し
い
魚
梁
瀬
に
引
き
継
が

れ
る
。 

 

台
地
造
成
の
発
想
よ
り
十
年
愛
着

と
憎
悪
と
混
乱
の
日
々
を
ひ
と
び
と

は
勇
氣
と
英
知
と
忍
耐
を
も
っ
て
う

ち
勝
っ
た
こ
と
を
し
る
す
。 

 
 
 
 

馬

路

村 

 
 
 
 

魚
梁
瀬
ダ
ム
補
償
対
策
会 

 
 
 
 

電

源

開

発

株

式

会

社 

 
 

昭
和
三
十
九
年
四
月
十
四
日 

 
 
 
 
 

丸
山
台
地
竣
工
式
擧
行 

（表） 

（裏） 
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高
知
県
香
美
市 

高
知
3 
四
足
峠
ト
ン
ネ
ル
の
碑
（
道
路
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

四
足
峠
ト
ン
ネ
ル
（
国
道
一
九
五
号
）（
昭
和
39
年
竣
工
） 

 

国
道
一
九
五
号
四
足
峠
ト
ン
ネ
ル
は
、
高
知
県
物
部
村
別
府
と
徳
島
県
木

頭
村
北
川
を
結
ぶ
延
長
一
八
五
七
メ
ー
ト
ル
、
有
効
幅
員
五
、
五
メ
ー
ト
ル

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。
も
と
も
と
日
本
道
路
公
団
が

有
料
道
路
「
高
徳
ト
ン
ネ
ル
」
と
称
し
て
計
画
し
て
い
た
が
、
内
外
の
情
勢

に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
徳
島
・
高
知
両
県
へ
の
補
助
事
業
と
し
て

採
択
さ
れ
、
昭
和
36
年
11
月
に
高
知
県
四
足
峠
ず
い
道
建
設
事
務
所
を
特
設

し
、
四
足
峠
ト
ン
ネ
ル
と
し
て
昭
和
37
年
1
月
に
工
事
着
手
、
昭
和
39
年

12
月
に
竣
工
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
徳
島
県
・
高
知
県
編
「
四
足
峠
ト
ン
ネ
ル 

Ⅱ
級
国
道
一
九

五
号
線
四
足
峠
ト
ン
ネ
ル
工
事
概
要
」
一
九
六
四
年
） 

 

四足峠トンネル（高知県側） 



203 
 

■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

四
足
峠
ト
ン
ネ
ル 

 

ト
ン
ネ
ル
延
長 

 

一
八
五
七
メ
ー
ト
ル 

 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
量 

一
七
八
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル 

 

着
手 

 
 
 
 
 

昭
和
三
七
年
一
月 

 

竣
工 

 
 
 
 
 

昭
和
三
九
年
一
二
月 

 

設
計
監
督 

 
 
 

高
知
県 

 

工
事
請
負 

 
 
 

株
式
会
社
竹
内
建
設 
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高
知
県
香
美
市 

高
知
4 
永
瀬
ダ
ム
の
碑
（
河
川
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

永
瀬
ダ
ム
（
物
部
川
水
系
）（
昭
和
31
年
竣
工
） 

 

永
瀬
ダ
ム
は
物
部
川
河
口
よ
り
約
三
一
、
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
建

設
さ
れ
た
洪
水
調
節
、
か
ん
が
い
、
発
電
の
多
目
的
ダ
ム
で
あ
る
。
昭
和
24

年
に
河
水
統
制
事
業
と
し
て
建
設
省
直
轄
で
調
査
・
計
画
に
着
手
、
昭
和
25

年
度
か
ら
見
返
資
金
に
よ
り
本
格
的
な
建
設
に
着
手
し
、
昭
和
26
年
度
か
ら

公
共
事
業
に
よ
る
河
川
総
合
開
発
事
業
と
改
称
さ
れ
た
。
永
瀬
ダ
ム
の
工
事

実
施
は
建
設
省
が
、
永
瀬
・
吉
野
・
杉
田
の
三
発
電
所
は
県
営
電
気
事
業
と

し
て
高
知
県
が
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
永
瀬
ダ
ム
は
、
昭
和
25
年
の
着
工
以

来
七
年
を
要
し
昭
和
31
年
5
月
に
完
成
、
昭
和
32
年
8
月
に
建
設
省
か
ら

高
知
県
に
引
き
継
ぎ
移
管
さ
れ
た
。 

（
参
考
文
献
：
高
知
工
事
事
務
所
編
「
高
知
工
事
事
務
所
四
十
年
史
」
一
九

八
七
年
） 

 

永瀬ダム 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

永瀬ダムについて 

 このダムは、物部川総合開発計画の主体であって洪水の調節、

農業用水の確保、水力発電等多くの目的を兼ねて築造されたもの

であります。工事は昭和 25年 9月に着工、昭和 31年 5月に完成

しましたが、その間 16名に及ぶ尊い生命を失い 39億圓余の費用

を要しました。このダムを造るため長い間住みなれた土地を离れ

たり、あるいは土地を提供した関係者は 792名で、この人々の陰

の協力を末長く忘れてはなりません。 

 このダムの大きさその他は次のとおりであります。 

ダムの高さ基礎岩盤から天端まで    87M 

道路面の標高（海抜）        202M 

ダムの長さ             207M 

ダムの体積           392,000M3 

グラウトの延長          16,000M 

貯水量 全体の体積      58,800,000M3 

貯水量 有効な体積      45,300,000M3 

湖水の面積          2,084,000M2 

水力発電、永瀬、吉野、杉田 

3発電所合計出力        37,200KW 

3発電所で 1年間に起る電力 189,100,000KWH 
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高
知
県
香
美
市 

高
知
5 
永
瀬
ダ
ム
の
慰
霊
碑
（
河
川
、
昭
和
31
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

永
瀬
ダ
ム
（
物
部
川
水
系
）（
昭
和
31
年
竣
工
） 

 

永
瀬
ダ
ム
は
物
部
川
河
口
よ
り
約
三
一
、
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
在
所
村
永

瀬
に
建
設
さ
れ
た
洪
水
調
節
、
か
ん
が
い
、
発
電
の
多
目
的
ダ
ム
で
あ
る
。

昭
和
22
年
度
に
内
務
省
に
よ
り
実
施
計
画
調
査
が
開
始
さ
れ
、
昭
和
25
年
度

に
建
設
省
に
よ
り
本
格
的
着
工
、
昭
和
26
年
度
か
ら
国
土
総
合
開
発
法
に
基

づ
く
河
川
総
合
開
発
事
業
と
し
て
続
行
さ
れ
た
。
昭
和
27
年
11
月
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
を
開
始
、
そ
の
後
岩
盤
の
崩
落
や
記
録
的
出
水
に
見
舞
わ
れ
な

が
ら
も
対
策
を
講
じ
、
昭
和
30
年
5
月
に
一
次
湛
水
を
開
始
、
昭
和
31
年

6
月
に
竣
工
式
を
挙
行
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
高
知
県
土
木
史
編
纂
委
員
会
編
「
高
知
縣
土
木
史
」
一
九
九

八
年
） 

 

永瀬ダム 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
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慰
霊
碑 

殉
職
者 

建
設
省 

 

（
4
人
の
氏
名
省
略
） 

間
組 

 

永
瀬
堰
堤 

 

（
12
人
の
氏
名
省
略
） 

 

永
瀬
發
電
所 

 

（
7
人
の
氏
名
省
略
） 

 

吉
野
發
電
所 

 

（
2
人
の
氏
名
省
略
） 

（正面） 

昭
和
三
十
一
年
五
月 

間
組
社
長 

 
 
 

神
部
滿
之
助 

（側面） 
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高
知
県
大
豊
町 

高
知
6 
鉄
道
開
通
記
念
碑
（豊
永
駅
）（
鉄
道
、
昭
和
10
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

土
讃
線
土
佐
山
田
～
琴
平
間
（
昭
和
10
年
開
通
） 

 

大
正
12
年
4
月
に
土
讃
線
を
東
豊
永
で
南
北
二
つ
に
分
け
、
琴
平
～
東
豊

永
間
六
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
土
讃
北
線
と
し
、
土
佐
山
田
～
東
豊
永
間
三
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
土
讃
南
線
と
し
て
、
南
の
土
佐
山
田
と
北
の
琴
平
の
両
方

面
か
ら
掘
り
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
北
線
は
大
正
12
年
5
月
に
琴
平
～
讃

岐
財
田
間
が
、
昭
和
4
年
4
月
に
阿
波
池
田
ま
で
開
通
し
、
南
線
は
甫
岐
山

隧
道
ほ
か
二
四
箇
所
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘
削
し
て
昭
和
5
年
6
月
に
角
茂
谷
ま

で
、
昭
和
7
年
12
月
に
は
大
杉
ま
で
、
昭
和
9
年
10
月
に
豊
永
ま
で
開
通

し
た
。
北
線
は
昭
和
6
年
9
月
に
三
縄
ま
で
延
び
、
昭
和
10
年
11
月
に
三

縄
～
豊
永
間
が
開
通
し
、
高
松
～
高
知
間
が
全
通
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
大
豊
町
史
編
纂
委
員
会
編
「
大
豊
町
史 

近
代
現
代
編
」
一

九
八
七
年
） 

 

豊永駅 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
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鉄
道
開
通
記
念 

（正面） 

昭
和
十
年 

 

十
一
月
二
十
八
日 

（側面） 
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高
知
県
南
国
市 

高
知
7 
安
藝
線
電
化
開
通
記
念
碑
（
鉄
道
、
昭
和
24
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

土
佐
電
鉄
安
芸
線
の
電
化
（
昭
和
24
年
完
成
） 

 

昭
和
16
年
に
高
知
鉄
道
は
土
佐
電
気
か
ら
電
車
部
門
を
譲
り
受
け
、
バ
ス

事
業
も
吸
収
し
、
社
名
を
土
佐
交
通
と
改
称
し
、
昭
和
23
年
4
月
に
は
合
併

に
よ
り
土
佐
電
気
鉄
道
と
な
っ
た
。
土
佐
電
気
鉄
道
は
昭
和
23
年
11
月
に
安

芸
線
の
電
化
を
起
工
し
、
第
一
工
区
（
後
免
～
手
結
間
）
は
昭
和
24
年
4
月

に
完
成
し
、
第
二
工
区
（
手
結
～
安
芸
間
）
は
同
年
7
月
に
竣
工
し
た
。
電

化
の
完
成
に
よ
り
、
後
免
～
安
芸
間
の
所
要
時
間
は
、
そ
れ
ま
で
の
一
時
間

四
〇
分
か
ら
五
〇
分
に
短
縮
さ
れ
た
。
土
佐
電
鉄
安
芸
線
は
昭
和
49
年
に
廃

止
さ
れ
、
平
成
14
年
か
ら
は
後
免
～
奈
半
利
間
に
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
阿
佐

線
（
ご
め
ん
・
な
は
り
線
）
が
運
行
さ
れ
て
い
る
。 

（
参
考
文
献
：
八
十
八
年
史
編
纂
委
員
会
編
「
土
佐
電
鉄
八
十
八
年
史
」
一

九
九
一
年
） 

 

後免町駅（土佐くろしお鉄道ごめん・なはり線） 
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■
碑
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■
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IN COMMEMORATION Of THE OPENING 

OF THE ELECTRIFIED AKI LINE 

   ELECTRIFICATION WORK ON THE AKI LINE, WHICH HAD BEEN OUR LONG-

CHERISHED DESIRE, WAS COMMENCED IN NOVEMBER 1948 AND COMPLETED IN 

JULY THIS YEAR. THE RAPID COMPLETION OF THIS WORK WAS DUE TO THE 

CORDIAL ASSITANCE OF LT-COL. OSCAR A. AXELSON, CHIEF OF THE KOCHI 

CIVIL AFFAIRS TEAM. TO OUR GREAT JOY, IT HAS NOT ONLY PROMOTED THE 

WELFARE OF THE PEOPLE ALONG THE LINE HAS MADE A GREAT CONTRIBUTION 

TO THE CULTIVATION OF FRIENDLY RELATIONS BETWEEN AMERICA AND JAPAN. 

THE PUPILS AND STUDENTS OF THE TOWNS AND VILLAGES CONCERNED HAVE 

DECIDED TO HAVE THESE WORDS CARVED HERE IN COMMEMORATION OF THE 

DISINGUISHED MERIT OF LT-COL. OSCAR A. AXELSON TO EXPRESS THEIR MOST 

HEARTFELT AND EVERLASTING THANKS. 

THIS MEMORIAL IS PLACED HERE BY THE PUPILS AND STUDENS OF THE 

TOWNS AND VILLAGES CONCERNED. NOVEMBER 30.1949. 

     SHIGERU YOSHIDA, THE PRIME MINISTER 

安藝線電化開通記念碑 

多年宿望せる安藝線電化工事は昭和二十三年十一月工を起し本年七月工を

完成した此の工事が斯くも急速に竣工したのは是れ全く高知民事部長アク

セルソン中佐の懇切なる御援助の賜にして沿線住民の福祉頗る多く日米兩

國修交の上にも亦絶大の貢献を為したのは吾々の最も欣快とする所である

茲に関係町村各學校生徒相謀り先達の功績を刻して永遠に感謝感恩の誠意

を表す 

   昭和二十四年十一月三十日   関係町村學校生徒建之 

内閣總理大臣 吉田茂書 
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高
知
県
土
佐
町 

高
知
8 
四
国
の
い
の
ち
碑
（早
明
浦
ダ
ム
）（
河
川
、
昭
和
48
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

早
明
浦
ダ
ム
（
昭
和
38
年
度
～
昭
和
53
年
竣
工
） 

 

早
明
浦
ダ
ム
は
洪
水
調
節
、
不
特
定
利
水
、
灌
漑
、
都
市
用
水
の
供
給
、

発
電
を
目
的
と
し
た
多
目
的
ダ
ム
で
あ
る
。
治
水
に
つ
い
て
は
、
治
水
容
量

九
〇
〇
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
利
用
し
、
二
七
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
／
秒
の

調
整
を
行
う
。
ま
た
、
利
水
容
量
二
億
九
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
を
利
用
し
、

吉
野
川
下
流
の
不
特
定
利
水
の
補
給
を
行
う
と
と
も
に
、
新
規
用
水
と
し
て

年
間
八
億
六
三
〇
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
開
発
し
て
四
国
四
県
に
供
給
す

る
。
早
明
浦
ダ
ム
は
昭
和
38
年
度
に
実
施
計
画
調
査
を
開
始
し
、
昭
和
42
年

度
よ
り
水
資
源
開
発
公
団
に
移
管
さ
れ
、
昭
和
53
年
3
月
に
完
工
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
徳
島
工
事
事
務
所
編
「
吉
野
川
百

年
史
」
一
九
九
三
年
） 

 

早明浦ダム 



213 
 

■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

（表） 

（裏） 

四国のいのち 

昭和 48年 11月 

髙知県知事     溝渕増巳書 

水資源開発公団総裁 柴田達夫建 
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高
知
県
土
佐
町 

高
知
9 
早
明
浦
ダ
ム
の
殉
職
者
慰
霊
碑
（
河
川
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

早
明
浦
ダ
ム
建
設
事
業
（
昭
和
54
年
完
了
） 

 

早
明
浦
ダ
ム
は
池
田
、
新
宮
な
ど
の
ダ
ム
と
相
ま
っ
て
四
国
四
県
の
上
水

道
用
水
、
工
業
用
水
な
ら
び
に
徳
島
県
・
香
川
県
・
愛
媛
県
の
農
業
用
水
の

確
保
、
洪
水
調
節
、
不
特
定
か
ん
が
い
及
び
発
電
の
用
に
資
す
る
も
の
で
あ

る
。
工
事
は
昭
和
40
年
4
月
に
建
設
省
に
よ
り
工
事
用
道
路
な
ど
の
準
備
工

事
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
昭
和
42
年
4
月
に
早
明
浦
ダ
ム
の
建
設
事
業
は
建
設

省
か
ら
水
資
源
開
発
公
団
に
引
き
継
が
れ
た
。
ダ
ム
本
体
工
事
は
昭
和
48
年

3
月
に
完
成
し
た
が
、
そ
の
後
、
貯
水
池
の
濁
水
問
題
や
出
水
の
発
生
へ
の

対
応
を
行
い
、
昭
和
54
年
3
月
に
す
べ
て
の
工
事
を
完
了
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
水
資
源
開
発
公
団
池
田
総
合
管
理
所
編
「
早
明
浦
ダ
ム
工
事

誌
」
一
九
七
九
年
） 

 

早明浦ダム 
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■
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碑 

（
殉
職
者
6
人 

の
氏
名
省
略
） 

  
 
 

 
 
 

 
 
 

建立 

四国地方建設局職員有志 

水資源開発公団職員有志 

昭和 42年早明浦同期生 

協力 

  株式会社 間 組 

  日花総業株式会社 

  

（表） 

（裏） 
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高
知
県
大
川
村 

高
知
10 
諸
霊
鎮
魂
親
水
の
碑
（
河
川
、
平
成
13
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

大
川
村
と
早
明
浦
ダ
ム
の
建
設
（
昭
和
48
年
ダ
ム
本
体
工
事
完
成
） 

 

昭
和
35
年
に
建
設
省
が
早
明
浦
ダ
ム
の
建
設
計
画
を
明
ら
か
に
し
た
た

め
、
大
川
村
で
は
村
議
会
が
ダ
ム
建
設
絶
対
反
対
の
決
議
を
し
、
大
川
村
は

昭
和
37
年
に
水
没
予
定
の
船
戸
地
区
に
鉄
筋
三
階
建
て
の
役
場
を
新
築
し

て
、
反
対
の
砦
と
し
た
。
建
設
省
が
昭
和
38
年
に
早
明
浦
ダ
ム
の
実
施
計
画

調
査
に
着
手
し
、
高
知
県
や
国
に
よ
る
働
き
か
け
な
ど
も
あ
り
、
調
査
実
施

に
反
対
し
て
い
た
大
川
村
議
会
も
昭
和
41
年
6
月
に
立
入
調
査
を
受
け
入
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
42
年
4
月
に
は
ダ
ム
工
事
が
建
設
省
か
ら
水
資
源

開
発
公
団
に
引
き
継
が
れ
、
昭
和
48
年
3
月
に
ダ
ム
本
体
工
事
は
完
成
し

た
。 

（
参
考
文
献
：
大
川
村
史
追
録
編
さ
ん
委
員
会
編
「
大
川
村
史 

追
録
」
一

九
八
四
年
） 

 

早明浦ダムのダム湖 
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■
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諸霊鎮魂 

親水の碑 

 1975 年 3 月 吉野川早明浦にダム堤が竣工と

なり土佐郡大川村の在家 167 世帯及び役場庁舎

が湖底に沈む 深い谷が四国の水瓶として流域

の子々孫々に日常生活の安寧と豊かさを潤す 

 1994 年 10 月 14 日 米国海軍の戦闘機が厚木

から岩国へ訓練飛行中この湖水に墜落し搭乗員

2名の霊が湖底に眠る 

On October 14, 1994, a United States Navy 

attack plane on its training flight enroute 

for MCAS Iwakuni from NAF Atsugi crashed 

here； the souls of two crew members are at 

rest in the lake. 

 湖水に眠る諸々の霊を鎮魂し 我ら千秋万世

に平和と繁栄の庇護あることを願いここに建立

する 

   2001年 8月吉日 親水会世話人一同 
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高
知
県
土
佐
市 

高
知
11 
高
岡
堤
防
竣
工
記
念
碑
（
河
川
、
昭
和
52
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

高
岡
堤
防
の
拡
幅
強
化
（
昭
和
52
年
度
完
成
） 

 

昭
和
50
年
8
月
、
宿
毛
市
付
近
に
上
陸
し
た
台
風
五
号
は
、
仁
淀
川
上
流

を
中
心
に
集
中
豪
雨
を
も
た
ら
し
た
。
鳴
川
・
天
崎
・
末
光
の
山
崩
れ
、
用

石
堤
防
の
決
壊
、
用
石
・
高
岡
市
街
地
・
家
俊
の
浸
水
な
ど
に
よ
り
、
土
佐

市
で
は
死
者
六
人
、
負
傷
者
七
四
人
、
家
屋
全
壊
二
六
戸
、
家
屋
半
壊
七
二

戸
、
床
上
浸
水
二
二
五
五
戸
、
床
下
浸
水
二
一
〇
〇
戸
な
ど
の
被
害
が
出

た
。
こ
の
台
風
五
号
災
害
を
契
機
に
、
土
佐
市
街
地
を
守
る
上
で
重
要
な
高

岡
堤
防
の
補
強
工
事
が
行
わ
れ
、
昭
和
51
年
度
に
吹
越
か
ら
京
間
銀
杏
の
木

の
下
ま
で
が
完
成
し
、
昭
和
52
年
に
高
岡
堤
防
の
下
流
残
区
間
が
完
成
し

た
。 

（
参
考
文
献
：
土
佐
市
史
編
集
委
員
会
編
「
土
佐
市
史
」
一
九
七
八
年
、
高

知
工
事
事
務
所
編
「
高
知
工
事
事
務
所
四
十
年
史
」
一
九
八
七
年
） 

 

高岡堤防 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

高
岡
堤
防
竣
工
記
念
碑 

 

参
議
院
議
員 
塩
見
俊
二
書 

（表） （裏） 

昭
和
五
十
年
八
月
台
風
五
号
は
仁
淀
川
中
流
域
に
未
曾
有
の
集
中
豪
雨
を
も
た

ら
し
仁
淀
川
の
洪
水
は
毎
秒
一
万
三
千
五
百
立
方
米
の
既
往
最
大
を
記
録
し
濁

流
猛
り
狂
い
髙
岡
堤
防
の
漏
水
ま
た
は
地
割
れ
に
よ
る
堤
防
欠
壊
が
各
所
で
発

生
し
た 

地
元
民
ら
懸
命
の
水
防
で
仁
淀
川
激
流
に
よ
る
惨
禍
は
ま
ぬ
が
れ
た

も
の
の
土
佐
市
街
地
の
防
災
上
最
重
要
地
先
で
あ
る
髙
岡
堤
防
拡
幅
強
化
の
早

期
達
成
は
さ
ら
に
全
市
民
の
悲
願
と
な
っ
た 

昭
和
五
十
年
十
二
月
髙
岡
堤
防

改
修
に
着
工
し
工
期
一
年
有
余
と
事
業
費
三
億
五
千
万
円
を
も
っ
て
こ
の
事
業

を
完
成
し
た 

堤
防
は
天
端
幅
七
米
で
旧
堤
防
を
裏
小
段
と
し
前
面
に
十
四
万

立
方
米
の
土
砂
を
も
っ
て
腹
付
築
堤
し
た 

こ
こ
に
全
市
民
の
不
安
と
恐
怖
を

解
消
す
る
本
事
業
の
完
成
に
尽
力
さ
れ
た
人
々
の
功
績
を
讃
え
感
謝
の
意
を
表

わ
す
た
め
仁
淀
川
清
流
の
一
角
に
碑
を
建
て
悠
久
の
流
れ
と
と
も
に
こ
れ
を
不

朽
に
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。 

 

昭
和
五
十
二
年
七
月
吉
日 

（裏下） 

土
佐
市
長 

板
原 

伝 

建
設
省
髙
知
工
事
事
務
所
長 

 
 
 
 
 

大
河
原
満 

施
工 

福
留
開
発
株
式
会
社 

 
 
 

株
式
会
社
轟
組 
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高
知
県
土
佐
市 

高
知
12 
波
介
川
河
口
導
流
事
業
通
水
記
念
碑
（
河
川
、
平
成
24
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

波
介
川
河
口
導
流
事
業
（
仁
淀
川
水
系
）（
平
成
24
年
竣
工
） 

 

波
介
川
河
口
導
流
事
業
は
、
仁
淀
川
と
波
介
川
の
合
流
点
を
約
二
、
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
下
流
の
仁
淀
川
河
口
に
付
け
替
え
、
波
介
川
の
洪
水
を
仁
淀
川

河
口
に
導
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仁
淀
川
の
影
響
を
排
し
、
波
介
川
流
域
の

浸
水
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
昭
和
60
年
度
に
事
業
着
手
し
た

が
、
地
元
新
居
地
区
の
住
民
が
導
流
路
建
設
に
よ
り
地
下
水
の
塩
水
化
、
水

質
の
悪
化
な
ど
環
境
面
で
の
悪
化
や
、
農
業
・
生
活
環
境
へ
の
悪
影
響
を
懸

念
し
た
た
め
、
国
・
県
・
市
と
地
元
と
の
協
議
調
整
が
継
続
的
に
行
わ
れ
、

平
成
16
年
3
月
に
本
格
的
に
着
工
、
平
成
24
年
3
月
に
波
介
川
河
口
導
流

路
が
完
成
し
、
同
年
5
月
に
通
水
が
開
始
さ
れ
た
。 

（
参
考
文
献
：
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
事
業
評
価
監
視
委
員
会
資
料

平
成
10
年
度
第
三
回
、
平
成
28
年
度
第
四
回
） 

 

波介川河口導流路 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

               

波介川河口導流事業 

通水記念碑 

平成 24年 5月完成 

 

波
介
川
流
域
は
特
異
な
低
奥
型
地
形
で 

仁
淀
川
が
氾

濫
す
れ
ば
逆
流
し
て
一
帯
は
し
ば
し
ば
湖
水
と
化
し
た 

そ
の
た
め 

水
害
の
多
い
こ
の
地
を
見
限
り 

海
外
へ
移

住
し
た
家
も
少
な
く
な
い 

 

往
古
よ
り
治
水
は
流
域
住
民
の
悲
願
で
あ
っ
て 

遠
く

慶
長
の
頃
に
取
組
み
が
始
ま
り 

昭
和
の
中
期
ま
で
断
続

し
て
改
良
工
事
等
が
行
わ
れ
た
が 

水
害
の
克
服
に
は
至

ら
な
か
っ
た 

 

と
こ
ろ
が 

昭
和
五
十
年
の
台
風
五
号
に
よ
り 

市
内

一
円
の
浸
水
と
各
所
に
未
曾
有
の
大
災
害
が
発
生
し 

こ

れ
を
機
に
い
よ
い
よ
抜
本
改
修
の
機
運
が
高
ま
り 

市
政

の
最
重
要
課
題
と
し
て
位
置
づ
け 

市
を
挙
げ
て
国
県
へ

要
望
活
動
を
続
け
た
結
果 

昭
和
六
十
年
に
至
り
国
直
轄

の
波
介
川
河
口
導
流
事
業
が
採
択
さ
れ
た 

 

し
か
し 

事
業
の
進
捗
に
は
困
難
な
課
題
が
多
く
様
々

な
混
乱
と
苦
悩
の
時
を
経
て 

地
権
者
及
び
新
居
地
区
民

の
深
い
ご
理
解
に
よ
り 

よ
う
や
く
平
成
十
六
年
工
事
に

着
手
し 

そ
し
て
今
般
歓
び
の
日
を
迎
え
た 

 

こ
こ
に
至
る
ま
で
に
ご
尽
力
を
賜
わ
っ
た
国
県
市
の
関

係
者
を
は
じ
め 

事
業
の
推
進
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
全

て
の
方
々
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し 

悲
願
達
成
に
尽
く
さ

れ
た
先
人
先
輩
の
ご
苦
労
を
称
え 

こ
の
大
事
業
が
市
勢

の
浮
揚
発
展
と
市
民
生
活
の
安
心
安
全
に 

大
き
く
寄
与

す
る
こ
と
を
確
信
し 

こ
こ
に
記
念
の
碑
を
建
て
る 

 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
四
年
五
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

土
佐
市
長 

板
原
啓
文 
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高
知
県
日
高
村 

高
知
13 
日
下
川
放
水
路
竣
功
記
念
碑
（
河
川
、
昭
和
57
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

日
下
川
放
水
路
（
仁
淀
川
水
系
）（
昭
和
57
年
完
成
） 

 

昭
和
35
年
に
旧
の
日
下
川
放
水
路
（
派
川
日
下
川
）
が
完
成
し
た
が
、
こ

の
放
水
路
だ
け
で
は
排
水
能
力
が
十
分
で
は
な
く
、
昭
和
50
年
、
51
年
の
台

風
に
よ
り
日
高
村
は
大
き
な
水
害
を
受
け
た
。
こ
の
た
め
、
昭
和
52
年
か
ら

国
の
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
と
し
て
新
し
い
日
下
川
放
水
路
工

事
が
行
わ
れ
、
昭
和
57
年
2
月
に
完
成
し
た
。
こ
の
放
水
路
は
、
日
下
川
と

戸
梶
川
の
合
流
点
あ
た
り
を
始
点
と
し
、
仁
淀
川
の
八
田
堰
下
流
に
至
る
全

長
約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
最
大
通
水
量
一
三
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
／
秒
の
日

本
最
大
級
の
放
水
路
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。 

（
参
考
文
献
：
続
・
日
高
村
史
編
纂
委
員
会
編
「
続 

日
高
村
史
」
二
〇
一

三
年
） 

 

日下川放水路呑口部 



223 
 

■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

                   

日
下
川
放
水
路 

 
 

竣
功
記
念
碑 

  
 

建
設
大
臣
始
関
伊
平
書 

（表） 

昭
和
五
十
年
八
月
に
来
し
ゅ
う
し
た

台
風
五
号
は
、
日
下
川
流
域
を
死
の

泥
海
と
化
し
二
十
五
名
の
尊
い
人
命

を
失
う
激
甚
な
災
害
と
な
っ
た
。
日

下
川
の
内
水
排
除
の
対
策
と
し
て
昭

和
五
十
二
年
一
月
日
下
川
放
水
路
工

事
に
着
工
し
工
期
五
年
余
と
事
業
費

百
三
十
億
円
を
も
っ
て
内
径
七
米
総

延
長
四
千
九
百
九
十
八
米
の
全
国
最

大
の
放
水
路
と
し
て
完
成
し
た
。
こ

こ
に
全
村
民
の
不
安
と
恐
怖
を
解
消

し
た
本
事
業
の
完
成
に
尽
力
さ
れ
た

人
々
の
功
績
を
た
た
え
感
謝
の
意
を

表
す
た
め
こ
の
碑
を
建
立
す
る
。 

 
 

昭
和
五
十
七
年
二
月
吉
日 

 

日
高
村
長 

 

三
宮
忠
男 

 

建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
長 

 
 
 
 
 
 
 

井
上
章
平 

 

高
知
県
知
事 

中
内 

力 

 

施
工 

鹿
島
建
設
株
式
会
社 

 
 
 
 

清
水
建
設
株
式
会
社 

 
 
 
 

西
松
建
設
株
式
会
社 

（裏） 
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高
知
県
日
高
村 

高
知
14 
笹
木
越
の
開
道
碑
（国
道
三
三
号
）（
道
路
、
明
治
21
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

高
知
～
松
山
線
（
四
国
新
道
）（
明
治
27
年
完
成
） 

 

高
知
県
知
事
田
辺
良
顕
の
英
断
と
、
高
岡
郡
長
大
西
正
義
、
愛
媛
県
上
浮

穴
郡
長
桧
垣
伸
ら
の
協
力
に
よ
っ
て
、
高
知
～
松
山
線
の
開
削
が
決
定
さ

れ
、
明
治
18
年
10
月
起
工
し
、
明
治
27
年
3
月
に
完
成
し
て
全
線
開
通
し

た
。
新
道
は
日
下
村
の
中
央
部
を
東
西
に
直
線
に
貫
い
た
の
で
、
高
知
往
還

は
短
縮
さ
れ
た
上
、
人
力
車
や
自
転
車
、
荷
馬
車
の
往
来
も
頻
繁
に
な
り
、

日
下
大
橋
や
加
茂
の
岩
目
地
は
交
通
の
要
衝
と
な
り
、
笹
木
越
、
小
村
前
、

妹
背
口
な
ど
新
道
沿
い
に
は
商
家
や
人
家
が
建
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
笹

木
越
の
開
道
碑
に
は
、
新
道
の
路
線
は
多
額
の
工
事
費
が
見
込
ま
れ
る
た
め

笹
木
越
を
迂
回
す
る
計
画
だ
っ
た
が
、
三
人
の
有
志
が
私
財
を
投
じ
て
直
線

に
し
た
経
緯
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

（
参
考
文
献
：
日
高
村
史
編
纂
委
員
会
編
「
日
高
村
史
」
一
九
七
六
年
） 

 

笹木越の開道碑附近の国道 33号 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

明
治
十
九
年
本
縣
新
道
開
通
ノ
挙
興
ル 

 
 

ヤ
官
本
道
ノ
路
線
ヲ
測
定
シ
本
坂
ノ
険
且
阻
ニ
シ 

テ
其
費
ノ
多
額
ナ
ル
ヿ
ヲ
憂
ヒ
迂
曲
シ
テ
路
ヲ
坂
北
ニ 

取
ラ
ン
ト
ス
村
民
其
不
便
ヲ
嘆
ジ
乃
チ
本
坂
ヲ
開
通
シ 

迂
ヲ
避
ケ
テ
捷
ニ
就
キ
曲
ヲ
変
ジ
テ
直
ト
為
ン
ト
欲
シ 

之
ヲ
官
ニ
請
フ
官
其
規
畫
既
ニ
定
マ
ル
ヲ
以
テ
許
サ
ズ 

是
ニ
於
テ
カ
濱
田
金
吉
岩
見
熊
作
濱
田
彦
七
等
奮
テ 

増
費
ノ
半
額
ヲ
醵
シ
且
親
ラ
其
工
事
ヲ
負
擔
シ
大
ニ 

行
通
ノ
便
ヲ
圖
ラ
ン
ト
欲
シ
再
ビ
之
ヲ
官
ニ
請
フ 

官
モ
亦
其
志
ヲ
嘉
シ
遂
ニ
之
ヲ
許
ス
村
民
ノ 

来
リ
役
ヲ
助
ク
ル
者
期
セ
ズ
シ
テ
相
會
シ 

日
夜
奔
走
経
営
ス
三
氏
因
テ
之
ヲ
督 

シ
指
示
宜
ニ
適
シ
孜
々
黽
勉
復
タ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開道碑 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
碑
明
治
二
十
一
年
製
作 

爾
来
五
十
年
土
中
ニ
埋
没 

本
回
発
掘
建
立
ス 

 
 

昭
和
十
四
年
五
月 

 
 
 
 
 

岩
村
勲
之
助 

餘
力
ヲ
残
サ
ズ
工
ヲ
廿
一
年
二
月 

一
日
ニ
興
シ
成
ル
ヲ
仝
年
八
月
廿
一
日
ニ
告
グ 

此
間
日
ヲ
閲
ス
ル
ヿ
二
百
三
日
資
ヲ
糜
ス
ル
ヿ
五
千
二 

百
餘
金
ニ
シ
テ
其
内
九
百
七
十
餘
金
ハ
則
チ
有
志
者
ノ
義 

醵
ニ
係
レ
リ
抑
モ
本
縣
新
道
開
通
ノ
挙
タ
ル
知
事
田
邊
君
ノ
偉 

業
ニ
係
ル
ト
雖
モ
本
道
ノ
如
キ
ハ
三
氏
ノ
努
力
ニ
非
ズ
ン
バ
焉 

ゾ
能
ク
福
利
ヲ
永
遠
ニ
増
進
ス
ル
今
日
ノ
如
キ
ヲ
得
ン
哉
嗚 

呼
其
功
モ
亦
大
矣
落
成
ノ
式
ヲ
挙
ル
ニ
當
リ
歌
テ
曰 

旅
馬
繹
々
貨
車
如
織
田
君
之
圖
三
氏
之
力 

 
 

明
治
二
十
一
年
八
月
吉
日 

 
 
 
 
 

髙
知
縣
収
税
属 

中
村
眞
夾
男
撰 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

武
政
大
道
書 

（表） （裏） 

（表下） 
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高
知
県
佐
川
町 

高
知
15 
佐
川
駅
開
設
五
十
周
年
記
念
碑
（
鉄
道
、
昭
和
49
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

高
知
線
須
崎
～
日
下
間
（
土
讃
線
）（
大
正
13
年
開
通
） 

 

高
知
県
内
務
部
長
を
会
長
と
す
る
四
国
鉄
道
期
成
同
盟
会
が
官
民
一
致
し

て
敷
設
運
動
を
展
開
し
た
結
果
、
大
正
5
年
3
月
に
須
崎
～
山
田
間
が
高
知

線
と
し
て
第
一
期
線
に
追
加
さ
れ
た
。
こ
こ
で
高
岡
経
由
か
佐
川
経
由
か
の

南
北
路
線
争
奪
運
動
が
起
こ
っ
た
が
、
北
線
（
佐
川
経
由
）
に
決
定
さ
れ

た
。
大
正
7
年
4
月
に
開
始
さ
れ
た
鉄
道
敷
設
工
事
に
は
、
佐
川
町
民
も
労

力
を
提
供
し
、
大
正
13
年
3
月
に
須
崎
～
日
下
間
三
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
開

通
し
た
。
昭
和
49
年
10
月
に
は
、
須
崎
～
日
下
間
が
開
通
し
て
か
ら
五
十
周

年
を
記
念
し
て
、
佐
川
駅
で
記
念
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
記
念
碑
の
下
に
は
、

五
〇
年
後
に
開
封
す
る
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
埋
設
さ
れ
た
。 

（
参
考
文
献
：
佐
川
町
史
編
纂
委
員
会
編
「
佐
川
町
史 

下
巻
」
一
九
八
一

年
） 

 

佐川駅 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

               

佐川駅開設五十周年記念碑 

奉
賀
帖 

佐
川
駅
五
十
年
小
史 

記
念
写
真 

 

一
九
七
四
年
建
立 

 

二
〇
二
四
年
開
之 

（表） 

実
行
委
員 

 

（
9
人
の 

氏
名
省
略
） 

    

寄
附
者
芳
名 

 

（
35
人
の 

氏
名
省
略
） 

（裏） 
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高
知
県
仁
淀
川
町 

高
知
16 
大
渡
ダ
ム
建
設
記
念
碑
（
河
川
、
昭
和
61
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

大
渡
ダ
ム
（
仁
淀
川
水
系
）（
昭
和
61
年
度
完
了
） 

 

大
渡
ダ
ム
は
洪
水
調
節
、
か
ん
が
い
、
上
水
道
供
給
、
発
電
を
目
的
と
す

る
多
目
的
ダ
ム
で
あ
る
。
昭
和
41
年
度
か
ら
実
施
計
画
調
査
を
開
始
し
、
昭

和
43
年
度
に
建
設
事
業
に
着
手
し
た
。
ダ
ム
の
建
設
工
事
は
昭
和
43
年
度
に

工
事
用
道
路
の
建
設
に
着
手
、
昭
和
48
年
5
月
に
ダ
ム
本
体
工
事
を
開
始

し
、
昭
和
55
年
8
月
に
本
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
を
完
了
し
た
。
試
験
湛
水

中
の
昭
和
57
年
4
月
に
地
す
べ
り
が
発
生
し
た
が
、
同
年
9
月
頃
か
ら
本
格

的
な
対
策
工
事
を
開
始
し
、
そ
の
後
ダ
ム
周
辺
環
境
整
備
等
を
実
施
し
て
、

昭
和
61
年
度
に
ダ
ム
事
業
を
完
了
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
監
修
「
四
国
地
方
建
設
局
三
十
年

史
」
一
九
八
八
年
） 

  

大渡ダム 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

（表） 

（裏） 

大渡ダム 

建設記念碑 

昭和六十一年十一月吉日 

四国地方建設局長 

鈴木道雄書 
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高
知
県
仁
淀
川
町 

高
知
17 
大
渡
ダ
ム
の
殉
職
者
慰
霊
碑
（
河
川
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

大
渡
ダ
ム
建
設
事
業
（
仁
淀
川
水
系
）（
昭
和
61
年
竣
工
） 

 

大
渡
ダ
ム
は
、
洪
水
調
節
、
不
特
定
利
水
の
確
保
、
水
道
用
水
の
供
給
、

発
電
を
目
的
と
す
る
多
目
的
ダ
ム
で
あ
る
。
昭
和
41
年
4
月
か
ら
実
施
計
画

調
査
に
入
り
、
同
年
6
月
の
仁
淀
川
水
系
工
事
実
施
基
本
計
画
の
策
定
で
事

実
上
大
渡
ダ
ム
の
建
設
が
決
定
さ
れ
た
。
ダ
ム
の
建
設
工
事
は
昭
和
43
年
度

か
ら
始
ま
り
、
昭
和
46
年
10
月
に
本
体
工
事
に
着
手
、
昭
和
55
年
8
月
に

堤
体
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
が
完
了
し
た
。
大
渡
ダ
ム
の
建
設
過
程
で
は
、

補
償
問
題
、
ダ
ム
の
安
全
問
題
、
貯
水
池
地
す
べ
り
問
題
な
ど
が
起
こ
っ
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
が
な
さ
れ
て
、
昭
和
61
年
11
月
に
竣
工
式
が
行
わ

れ
、
昭
和
62
年
3
月
に
建
設
事
業
が
完
了
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
大
渡
ダ
ム
工
事
誌
編
纂
委
員
会
編
「
大
渡
ダ
ム
工
事
誌
」
一

九
八
七
年
） 

 

大渡ダム 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

湖に安らかな 

     眠りを祈る 
（表） 

（裏） 

（
殉
職
者
8
人
の
氏
名 

及
び
殉
職
日
省
略
） 
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高
知
県
仁
淀
川
町 

高
知
18 
大
渡
ダ
ム
記
念
碑
（
河
川
、
平
成
元
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

仁
淀
村
と
大
渡
ダ
ム
（
仁
淀
川
水
系
）（
昭
和
61
年
竣
工
） 

 

昭
和
42
年
に
大
渡
ダ
ム
調
査
事
務
所
が
開
設
さ
れ
て
以
来
、
立
ち
入
り
調

査
、
水
没
関
係
者
の
移
転
対
策
、
ダ
ム
建
設
工
事
、
試
験
湛
水
、
地
す
べ
り

防
災
工
事
な
ど
を
経
て
、
昭
和
61
年
11
月
に
大
渡
ダ
ム
は
竣
工
し
た
。
大
渡

ダ
ム
建
設
は
、
仁
淀
村
と
し
て
は
一
時
的
就
労
の
場
が
で
き
る
こ
と
の
ほ
か

は
、
特
別
な
メ
リ
ッ
ト
は
期
待
で
き
な
か
っ
た
が
、
下
流
地
域
の
防
災
、
都

市
用
水
、
発
電
用
水
の
確
保
な
ど
の
目
的
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
大
局
的
視

野
に
立
っ
て
全
面
的
に
協
力
し
て
き
た
。
大
渡
ダ
ム
が
今
後
い
つ
ま
で
も
そ

の
使
命
を
発
揮
し
、
流
域
住
民
の
安
全
と
福
祉
、
産
業
・
文
化
の
発
展
向
上

に
大
き
な
効
果
を
あ
げ
る
よ
う
祈
念
し
て
や
ま
な
い
。 

（
参
考
文
献
：
仁
淀
村
史
編
纂
委
員
会
編
「
仁
淀
村
史 

追
補
」
二
〇
〇
五

年
） 

  

大渡ダム 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

              

   大渡ダム 

     記念碑 

（表） 

大
渡
ダ
ム
の
概
要 

 

仁
淀
川
は
四
国
の
雄
峰
石
鎚
山
に
そ
の
源
を
発
し
愛
媛
高
知
両
県
を

へ
て
太
平
洋
に
流
れ
る
四
国
有
数
の
河
川
で
流
域
の
大
部
分
は
山
地
で

あ
る
が
下
流
域
は
高
知
県
内
の
主
要
な
農
耕
地
帯
を
な
し
て
い
る 

仁

淀
川
は
年
間
を
通
じ
て
流
況
が
不
安
定
で
豊
渇
の
差
が
極
め
て
大
き
く

流
域
は
台
風
の
常
襲
地
帯
に
位
置
す
る
と
同
時
に
我
が
国
有
数
の
温
暖

多
雨
地
帯
で
度
重
な
る
大
洪
水
を
起
こ
し
下
流
域
に
多
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
て
き
た 
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
仁
淀
川
下
流
域
の
安
定
し
た

発
展
を
期
す
る
た
め
大
渡
ダ
ム
建
設
が
計
画
さ
れ
昭
和
三
十
六
年
度
か

ら
昭
和
四
十
年
度
の
五
箇
年
に
わ
た
り
予
備
調
査
を
実
施 

昭
和
四
十

一
年
度
よ
り
二
箇
年
間
で
実
施
計
画
調
査
を
行
い 

昭
和
四
十
三
年
度

か
ら
建
設
工
事
が
開
始
さ
れ 

昭
和
五
十
七
年
度
末
完
成
の
予
定
で
工

事
が
進
め
ら
れ
た 

し
か
し
完
成
直
前
の
試
験
湛
水
中
に
地
滑
り
が
広

範
囲
に
発
生
し
防
災
対
策
に
万
全
を
期
す
べ
く
最
新
の
工
法
と
技
術
等

に
よ
り
防
災
工
事
が
行
わ
れ
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日
に
竣
工

式
が
行
わ
れ
た 

大
渡
ダ
ム
か
ら
受
け
る
利
益
の
全
く
な
い
本
村
は
ダ

ム
受
け
入
れ
に
英
断
を
要
し
た
が 

多
く
の
目
的
を
持
つ
ダ
ム
の
効
用

か
ら
大
局
的
見
地
に
立
ち
ダ
ム
建
設
を
認
め 

村
は
こ
の
世
紀
の
大
事

業
に
対
し
村
議
会
に
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
を
設
け 

水
没
関
係
者
の

生
活
再
建
と
水
没
の
犠
牲
を
地
域
開
発
に
よ
り
償
う
こ
と
を
基
本
理
念

と
し
て
取
組
み 

完
成
後
も
水
源
地
域
と
し
て
の
環
境
保
全
に
努
め
な

が
ら
地
域
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
周
辺
整
備
を
図
っ
て
い
る 

ダ
ム
建

設
に
よ
り
仁
淀
村
で
三
十
六
戸
の
人
々
が
新
天
地
に
移
住
し
た 

今
湖

底
と
な
っ
た
故
郷
の
自
然
と
思
い
出
を
川
底
か
ら
取
り
上
げ
た
赤
石
に

秘
め
大
渡
ダ
ム
建
設
の
犠
牲
に
な
ら
れ
た
人
々
な
ら
び
に
ダ
ム
建
設
関

係
者
の
業
績
を
永
久
に
顕
彰
す
る
た
め
に
こ
の
碑
を
建
立
す
る 

 
 

平
成
元
年
八
月
吉
日 

 
 
 
 

仁
淀
村
々
長 

西
森
豊
作 

 

（裏） 
大渡ダム建設による家屋移転世帯主名 

大渡ダム建設に貢献のあった人々 

  

35
人
（
氏
名
省
略
） 

仁
淀
村
長
3
人 

（
氏
名
省
略
） 

仁
淀
村
議
会
議
員
64
人 

（
氏
名
省
略
） 
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高
知
県
梼
原
町 

高
知
19 
国
道
一
九
七
号
開
通
記
念
碑
（
道
路
、
昭
和
58
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

高
研
地
区
の
直
轄
工
事
（
国
道
一
九
七
号
）（
昭
和
58
年
完
成
） 

 

国
道
一
九
七
号
高
研
地
区
の
直
轄
工
事
は
、
大
洲
工
事
事
務
所
と
中
村
工

事
事
務
所
が
担
当
し
、
昭
和
五
一
年
三
月
に
高
研
山
ト
ン
ネ
ル
（
一
五
六
二

メ
ー
ト
ル
）
工
事
に
着
工
、
昭
和
56
年
8
月
に
開
通
し
た
。
昭
和
57
年
8

月
に
中
屋
敷
第
二
橋
か
ら
出
口
第
一
橋
ま
で
、
同
11
月
に
は
仲
間
ト
ン
ネ
ル

（
五
二
七
メ
ー
ト
ル
）
を
供
用
開
始
、
同
12
月
に
は
川
口
ト
ン
ネ
ル
（
四
四

五
メ
ー
ト
ル
）
が
完
成
し
た
。
昭
和
58
年
1
月
に
は
飯
母
橋
右
岸
か
ら
仲
間

ト
ン
ネ
ル
東
口
ま
で
、
日
向
第
二
大
橋
よ
り
中
屋
敷
第
一
橋
ま
で
、
出
口
第

一
橋
よ
り
日
出
橋
ま
で
が
完
成
し
、
直
轄
工
事
一
六
、
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
全

線
が
完
了
、
供
用
開
始
と
な
っ
た
。
国
道
一
九
七
号
髙
研
地
区
の
全
線
開
通

を
祝
っ
て
、
開
通
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。 

（
参
考
文
献
：
梼
原
町
史
編
纂
委
員
会
編
「
梼
原
町
史
２
」
一
九
八
八
年
） 

 

高研山トンネル（梼原側） 
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             一般国道 197号 

開通記念碑 

             建設省四国地方建設局長 

                          中西秩書 

  土予県境にまたがる高研山は交通の難所で、道路開設は地域住民

多年の悲願であったところ昭和 3 年海抜 630 米の地点に 258 米の隧道

が完成し、これによって梼原日吉間 26.2 粁の国道となったが、冬期

の積雪凍結による交通途絶はしばしばであった。 
 その後、交通量の増大により昭和 44 年 12 月一般国道 197 号として

昇格、昭和 49 年 4 月国の直轄事業として道路改築に着手、以来 10 年

の歳月と 216 億余の巨額を投じ、こゝに 16.9 粁の国道が完成された

もので、今後の地域に与える恩恵ははかり知れないものがある。 

      昭和 58年 11月 28日 

               梼原町 日吉村 建之 

（表） 

（裏） 
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高
知
県
四
万
十
町 

高
知
20 
鉄
道
開
通
記
念
碑
（窪
川
駅
）（
鉄
道
、
昭
和
26
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

土
讃
線
須
崎
～
窪
川
間
（
昭
和
26
年
開
通
） 

 

須
崎
～
窪
川
間
三
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
昭
和
9
年
3
月
に
窪
川
線
と
し
て

鉄
道
敷
設
法
に
追
加
編
入
さ
れ
、
昭
和
10
年
度
か
ら
着
工
さ
れ
た
。
昭
和
14

年
11
月
に
須
崎
～
土
佐
久
礼
間
が
部
分
開
通
し
、
昭
和
17
年
度
に
は
全
線
の

土
木
工
事
を
終
了
し
な
が
ら
も
戦
争
の
た
め
に
中
止
さ
れ
た
。
終
戦
後
、
新

線
工
事
が
再
開
さ
れ
、
昭
和
22
年
10
月
に
土
佐
久
礼
～
影
野
間
が
開
通
し

た
。
そ
の
後
、
新
線
工
事
は
Ｃ
Ｔ
Ｓ
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
民
間
運
輸
局
）
の
指
示
に
よ

り
中
止
さ
れ
た
が
、
新
線
建
設
解
除
に
伴
い
、
影
野
～
窪
川
間
の
工
事
再
開

が
認
め
ら
れ
、
昭
和
26
年
11
月
に
開
通
し
た
。
窪
川
町
で
は
盛
大
な
開
通
祝

賀
式
が
催
さ
れ
、
駅
前
広
場
に
鉄
道
開
通
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
た
。 

（
参
考
文
献
：
四
国
鉄
道
75
年
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
四
国
鉄
道
75
年
史
」

一
九
六
五
年
） 

 

窪川駅 
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■
碑
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■
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昭
和
二
十
六
年
十
一
月 

鉄
道
開
通
紀
念 

 
 

髙
知
縣
知
事
桃
井
直
美
書 

（表） （裏） 

外国人 9人（氏名省略） 

 

 

日本人 3人（氏名省略） 

 

 

当地区鉄道開通促進に貢献され

たる方々の名を刻んで之を記す 
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高
知
県
四
万
十
町 

高
知
21 
予
土
線
開
通
記
念
碑
（土
佐
大
正
駅
）（
鉄
道
、
昭
和
49
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

窪
江
線
江
川
崎
～
川
奥
信
号
場
間
（
予
土
線
）（
昭
和
49
年
開
通
） 

 

江
川
崎
～
川
奥
信
号
場
間
三
九
、
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
建
設
上
は
窪
江

線
）
は
四
国
西
部
循
環
線
と
し
て
昭
和
34
年
7
月
に
着
工
さ
れ
た
が
、
昭
和

36
年
に
電
源
開
発
に
よ
る
大
正
ダ
ム
建
設
計
画
の
た
め
窪
江
線
ル
ー
ト
の
水

没
問
題
が
持
ち
上
が
り
、
二
年
に
わ
た
り
工
事
が
中
断
し
た
。
昭
和
38
年
度

に
工
事
が
再
開
さ
れ
た
が
、
国
鉄
財
政
の
悪
化
や
ロ
ー
カ
ル
新
線
の
建
設
中

止
勧
告
に
よ
り
工
事
の
進
展
が
危
ぶ
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
苦

難
を
乗
り
越
え
て
、
建
設
さ
れ
た
路
線
は
昭
和
49
年
3
月
に
予
土
線
と
し
て

開
業
し
た
。
新
し
く
開
通
し
た
区
間
に
は
、
江
川
崎
か
ら
数
え
て
半
家
、
十

川
、
土
佐
昭
和
、
土
佐
大
正
、
打
井
川
、
家
地
川
の
六
駅
が
設
置
さ
れ
た
。 

（
参
考
文
献
：
四
鉄
史
編
集
委
員
会
編
「
四
鉄
史
」
一
九
八
九
年
） 

 

土佐大正駅 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

 
 
 

昭
和
四
十
九
年
三
月
一
日 

予
土
線
全
通
記
念 

 
 

高
知
県
知
事 

溝
渕
増
巳
書 
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高
知
県
四
万
十
市 

高
知
22 
渡
川
治
水
起
工
記
念
碑
（
河
川
、
昭
和
10
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

戦
前
の
渡
川
改
修
事
業
（
昭
和
4
年
度
着
工
） 

 

戦
前
の
渡
川
改
修
事
業
は
一
四
ヶ
年
継
続
事
業
と
し
て
昭
和
4
年
度
に
着

手
さ
れ
、
昭
和
5
年
度
に
具
同
人
力
掘
削
工
事
、
昭
和
6
年
度
に
後
川
右
岸

の
中
村
築
堤
工
事
、
昭
和
7
年
度
に
具
同
築
堤
工
事
に
着
手
し
、
昭
和
9
年

度
に
は
岩
崎
堤
防
の
拡
築
工
事
を
完
了
す
る
な
ど
し
た
が
、
昭
和
10
年
8
月

に
計
画
高
水
流
量
を
大
幅
に
上
回
る
洪
水
に
見
舞
わ
れ
、
計
画
の
一
部
変
更

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
12
年
度
に
坂
本
背
割
堤
防
、
昭
和
13

年
度
に
甲
ヶ
峯
開
削
工
事
に
着
手
す
る
な
ど
し
た
が
、
戦
時
体
制
下
の
た
め

昭
和
19
年
度
に
は
大
部
分
の
工
事
が
休
止
状
態
と
な
っ
た
。 

（
参
考
文
献
：
中
村
工
事
事
務
所
編
「
渡
川
改
修
四
十
年
史
」
一
九
七
〇

年
） 

 

渡川治水起工式記念碑は旧岩崎堤防に立つ 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

               

渡
川
治
水
起
工
記
念
碑 

  
 
 
 
 

内
務
大
臣
男
爵 

山
本
達
雄
書 

（表） 

渡
川
ノ
氾
濫
ハ
古
来
世
ニ
喧
傳
ス
ル
所
ニ
シ
テ
下
流
沿
岸
地
方
二
千
五
百
町
歩
ノ
田
畝
ハ

年
々
歳
々
其
ノ
害
ヲ
被
リ
僅
ニ
天
候
ノ
恵
ヲ
得
テ
十
年
一
回
ノ
収
穫
ヲ
恃
ム
ニ
過
キ
ス
一
朝

大
出
水
ニ
際
會
セ
ム
カ
堤
防
ノ
決
潰
家
財
ノ
流
失
人
畜
ノ
死
傷
等
其
ノ
惨
禍
見
ル
ニ
忍
ヒ
サ

ル
モ
ノ
ア
リ
是
ヲ
以
テ
関
係
地
方
民
ハ
常
ニ
之
カ
根
本
的
治
水
ノ
方
策
ヲ
要
望
ス
ル
コ
ト
極

メ
テ
切
ナ
リ
然
ニ
明
治
四
十
三
年
桂
内
閣
ノ
時
始
テ
六
十
五
河
川
改
修
計
畫
ノ
内
ニ
編
入
セ

ラ
レ
大
正
十
一
年
ヨ
リ
仝
十
二
年
ニ
亘
リ
第
一
回
調
査
ヲ
遂
ニ
尋
テ
大
正
十
五
年
五
月
時
ノ

内
務
省
土
木
局
長
ノ
實
地
踏
査
ヲ
仰
キ
翌
月
関
係
地
區
ニ
於
テ
ハ
渡
川
治
水
期
成
同
盟
會
ヲ

組
織
シ
亦
来
官
民
一
致
ノ
盡
力
ニ
依
リ
昭
和
四
年
四
月
愈
内
務
省
直
轄
工
事
ト
シ
テ
着
手
セ

ラ
ル
ル
ノ
運
ニ
至
レ
リ
此
ノ
間
各
関
係
者
並
有
志
ノ
熱
誠
ナ
ル
奔
走
努
力
ノ
功
興
ツ
テ
力
ア

リ
シ
ハ
勿
論
官
ニ
在
リ
テ
ハ
望
月
内
務
大
臣
秋
田
内
務
政
務
次
官
次
田
土
木
局
長
野
ニ
在
リ

テ
ハ
代
議
士
坂
本
志
魯
雄
氏
等
ノ
特
別
ナ
ル
援
助
ハ
共
ニ
永
久
ニ
記
念
ス
ヘ
キ
所
ナ
リ
茲
ニ

起
工
式
ヲ
擧
行
ス
ル
ニ
當
リ
経
過
ノ
梗
概
ヲ
録
シ
テ
之
ヲ
不
朽
ニ
傳
フ 

 
 
 

昭
和
十
年
五
月 

 

高
知
縣
知
事
正
五
位
勲
四
等 

泊
武
治
撰 

 

揚
田
猪
吉
書 

（裏） （側） 

高
知
石
工 

弘
瀬
楠
吾
剣 

（側） 

渡
川
治
水
期
成
同
盟
會
建
之 
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高
知
県
四
万
十
市 

高
知
23 
新
中
筋
川
通
水
記
念
碑
（
河
川
、
昭
和
40
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

中
筋
川
付
替
工
事
（
渡
川
水
系
）（
昭
和
39
年
完
成
） 

 

中
筋
川
付
替
工
事
は
、
昭
和
12
年
度
に
坂
本
背
割
堤
防
、
昭
和
13
年
度
に

甲
ヶ
峯
開
削
工
事
に
着
手
し
た
も
の
の
、
戦
時
体
制
下
の
た
め
昭
和
19
年
度

に
は
大
部
分
の
工
事
が
休
止
状
態
と
な
っ
た
。
戦
後
、
昭
和
29
年
度
末
に
坂

本
背
割
堤
防
を
甲
ヶ
峯
上
流
ま
で
延
長
し
、
昭
和
31
年
度
に
山
路
背
割
堤
防

に
着
手
、
昭
和
32
年
度
か
ら
新
中
筋
川
の
掘
削
に
着
工
し
た
。
し
か
し
、
新

中
筋
川
予
定
地
の
大
部
分
は
戦
前
に
買
収
済
の
土
地
で
、
そ
の
後
耕
作
が
続

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
交
渉
が
難
航
し
た
も
の
の
、
昭
和
34
年
2
月

の
覚
書
交
換
に
よ
り
解
決
を
得
て
、
昭
和
39
年
2
月
に
中
筋
川
沿
川
住
民
が

久
し
く
待
望
し
て
い
た
新
中
筋
川
の
通
水
が
実
現
し
た
。 

（
参
考
文
献
：
中
村
工
事
事
務
所
編
「
渡
川
改
修
四
十
年
史
」
一
九
七
〇

年
） 

 

坂本背割堤（左は中筋川、右は四万十川） 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

※
碑
文
で
は
「
昭
和
十
年
第
一
次
室
戸
台
風
」
と
し
て
い
る
が
、
昭
和
十
年
の
水
害
は 

室
戸
台
風
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。 

 
 
 
 

新
中
筋
川
通
水
記
念
碑 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
知
県
知
事 

溝
渕
増
巳
書 

流
域
住
民
多
年
の
悲
願
で
あ
る
渡
川
改
修
工
事
中
最
大
の
難
工
事
と
い
わ
れ
た
甲
ヶ
峯
開
削
新

中
筋
川
の
通
水
は
昭
和
三
十
九
年
二
月
四
日
遂
に
完
成
し
た
顧
れ
ば
昭
和
四
年
渡
川
が
時
の
内

務
省
直
轄
改
修
工
事
と
し
て
工
を
起
し
て
よ
り
三
十
有
余
年
三
十
一
億
円
の
巨
費
を
投
入
し
初

代
後
藤
登
所
長
よ
り
鋤
柄
小
一
、
三
好
宗
逸
、
飯
敏
夫
、
吉
田
友
文
、
東
村
一
郎
、
池
上
雅

夫
、
増
岡
康
治
、
多
田
武
の
各
所
長
を
経
て
縄
田
照
美
所
長
の
時
代
に
漸
く
竣
工
を
み
る
に
至

っ
た
こ
の
間
工
事
の
掌
に
当
っ
た
渡
川
工
事
々
務
所
長
以
下
職
員
の
努
力
は
勿
論
地
元
中
村
市

始
め
地
区
民
の
労
苦
は
筆
舌
に
盡
し
難
い
も
の
が
あ
っ
た
即
ち
坂
本
背
割
堤
築
造
に
よ
り
合
流

点
を
千
八
百
米
下
流
の
甲
ヶ
峯
地
点
に
求
め
た
第
一
期
工
事
完
成
の
喜
も
束
の
間
昭
和
十
年
第

一
次
室
戸
台
風
に
よ
る
大
災
害
の
結
果
想
を
新
た
に
し
て
甲
ヶ
峯
を
開
削
し
新
水
路
を
造
り
合

流
点
を
更
に
三
千
米
下
流
に
求
め
昭
和
十
一
年
よ
り
用
地
買
収
に
か
か
り
昭
和
十
三
年
甲
ヶ
峯

開
削
工
事
に
着
手
し
た
が
相
次
ぐ
戦
争
の
た
め
財
政
資
材
難
に
陥
り
工
事
は
中
断
の
止
む
な
き

に
至
っ
た
戦
後
二
十
八
年
渡
川
の
総
体
計
画
を
た
て
昭
和
三
十
一
年
再
び
工
事
に
か
か
っ
た
が

山
路
地
区
の
補
償
問
題
等
数
々
の
難
問
に
遭
遇
し
工
事
は
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
余
曲
折
を
経
て

昭
和
三
十
八
年
山
路
地
区
市
営
土
地
改
良
事
業
の
同
時
施
工
に
よ
り
地
元
の
協
力
を
得
改
修
予

算
も
二
億
一
千
万
円
と
大
巾
に
増
額
さ
れ
て
工
事
も
急
速
に
進
み
遂
に
待
望
久
し
か
っ
た
新
中

筋
川
通
水
の
運
び
と
な
っ
た
我
々
は
三
十
有
余
年
に
及
ぶ
水
と
の
各
年
の
歴
史
を
振
返
り
こ
の

難
工
事
に
当
ら
れ
た
建
設
省
並
び
に
工
事
の
促
進
の
た
め
血
の
滲
む
努
力
を
盡
さ
れ
た
先
輩
各

位
に
感
謝
の
ま
こ
と
を
捧
げ
併
せ
て
工
事
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
る
も
の
で
あ
る 

 
 

一
九
六
五
年
五
月
五
日
建
立 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
川
改
修
期
成
同
盟
会
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
村
市
長 

長
谷
川
賀
彦 

（表） （裏） 
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高
知
県
四
万
十
市 

高
知
24 
四
萬
十
河
橋
之
碑
（
道
路
、
昭
和
2
年
建
立
） 

             

■
碑
に
ま
つ
わ
る
社
会
資
本
整
備
の
概
要 

四
万
十
川
橋
（
旧
国
道
五
六
号
）（
大
正
15
年
完
成
） 

 

地
元
の
人
々
が
念
願
し
て
い
た
四
万
十
川
の
架
橋
は
、
大
正
13
年
3
月
に

起
工
式
が
行
わ
れ
、
大
正
15
年
6
月
に
橋
長
四
三
七
、
六
メ
ー
ト
ル
強
、
有

効
幅
員
五
、
五
メ
ー
ト
ル
強
の
曲
弦
結
構
様
式
の
四
万
十
川
橋
が
完
成
し

た
。
昭
和
21
年
の
南
海
大
地
震
に
よ
り
鉄
橋
中
央
部
の
鉄
骨
六
桁
が
落
下
し

た
が
、
復
旧
工
事
に
よ
り
四
万
十
川
橋
は
昭
和
23
年
に
元
通
り
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
昭
和
42
年
11
月
に
歩
道
橋
架
設
工
事
が
始
ま
り
、
昭
和
43
年
3
月

に
完
成
し
て
、
従
来
の
橋
は
自
動
車
専
用
道
と
な
っ
た
。
四
万
十
川
橋
は
赤

色
に
塗
装
さ
れ
て
い
る
た
め
、
市
民
の
間
で
は
通
称
赤
鉄
橋
と
愛
称
さ
れ
て

い
る
。 

（
参
考
文
献
：
高
知
県
教
育
委
員
会
編
「
高
知
県
の
近
代
化
遺
産
」
二
〇
〇

四
年
） 

 

四万十川橋（赤鉄橋） 
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■
碑
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■
位
置
図 

              

 

四
萬
十
河
橋
之
碑 

此
橋
大
正
十
三
年
四
月
十
日
起
工
同
十
五
年
六
月
三
十
日
竣
成
セ
リ
超

ヘ
テ
七
月
四
日
渡
橋
式
ヲ
行
フ
縣
知
事
之
ニ
莅
ミ
儀
禮
荘
嚴
盛
大
ヲ
極

ム
遠
近
来
リ
觀
ル
モ
ノ
雲
集
シ
歡
呼
抃
舞
旬
日
ニ
及
フ 

抑
此
地
ハ
縣
道
宿
毛
線
ノ
要
津
ナ
ル
モ
滔
々
タ
ル
大
河
ニ
沿
ヒ
只
僅
カ

ニ
扁
舟
ヲ
以
テ
往
返
セ
リ
會
々
暴
風
洪
水
ニ
逢
遭
セ
シ
カ
或
ハ
渡
船
顚

覆
ノ
厄
難
ニ
遇
フ
コ
ト
ア
リ
舟
筏
通
セ
ス
東
西
ノ
交
通
全
ク
杜
絶
ス
然

ル
ニ
今
ヤ
茲
ニ
文
明
ノ
恵
澤
ニ
藉
リ
當
時
南
海
第
一
ノ
長
橋
梁
ト
シ
テ

虹
ノ
如
ク
交
通
ノ
安
全
ト
運
輸
ノ
利
便
ト
ヲ
併
セ
得
曩
曰
ノ
災
禍
不
便

ハ
只
單
ニ
一
場
ノ
奮
話
柄
ト
ナ
ル
ニ
至
レ
リ
加
之
土
佐
十
景
ノ
勝
地
四

萬
十
河
畔
ハ
コ
ノ
橋
梁
ニ
ヨ
リ
更
ニ
端
嚴
壮
嚴
ノ
趣
ヲ
添
ヘ
我
カ
中
村

町
西
門
ノ
観
望
ヲ
雄
偉
ナ
ラ
シ
メ
タ
リ
若
夫
レ
此
架
橋
ハ
本
郡
先
覚
諸

賢
ノ
執
功
ナ
ル
努
力
ト
此
地
一
帯
ノ
人
士
ノ
和
衷
協
力
ニ
負
フ
所
多
キ

モ
時
ノ
長
官
阿
部
氏
及
ヒ
後
任
小
幡
藤
岡
兩
明
府
ノ
同
情
斡
旋
ニ
依
ル

所
モ
亦
尠
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
敢
テ
記
シ
テ
後
人
ニ
傳
フ
矣 

 
 

昭
和
二
年
三
月
一
日 

奪天工 

（表） 

 

工
事
概
況 

一
、
鐵
橋
様
式 

 

曲
弦
結
構
式 

一
、
橋
長 

 
 
 

四
三
七
、
六
メ
ー
ト
ル
強 

一
、
有
効
幅
員 

 

五
、
五
メ
ー
ト
ル
強 

一
、
附
帯
道
長 
 

一
一
七
三
、
五
メ
ー
ト
ル 

一
、
工
費
総
計 

 

四
三
五
四
六
三
圓 

 
 

内
中
村
町
寄
附
一
三
〇
〇
〇
圓 

一
、
中
村
町
敷
地
寄
附 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
八
五
一
平
方
メ
ー
ト
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 

五
六
〇
坪 

工
事
主
務 

髙
知
縣
土
木
技
手 

鈴
木
進
一
郎  

（裏） 

   

中
村
町
長
な
ど
23
人 

（
氏
名
省
略
） 

   

題
字 

中
村
町
長 

嶋
﨑
正
助 

撰
文 

中
村
町 

 

佐
野
友
次
郎 

書 
 

髙
知
市 

 

田
内
道
太
郎 
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参
考
文
献 

〈
徳
島
県
〉 

阿
南
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
阿
南
市
史
第
四
巻
」（
阿
南
市
、
二
〇
〇
七
年
） 

建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
徳
島
工
事
事
務
所
編
「
那
賀
川
改
修
史
」（
建
設
省

四
国
地
方
建
設
局
徳
島
工
事
事
務
所
、
一
九
八
一
年
） 

那
賀
川
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
那
賀
川
町
史 

上
巻
」（
那
賀
川
町
、
二
〇

〇
二
年
） 

徳
島
県
教
育
委
員
会
編
「
徳
島
県
の
近
代
化
遺
産
」（
徳
島
県
教
育
委
員
会
、
、

二
〇
〇
六
年
） 

小
松
島
市
史
編
纂
委
員
会
編
「
小
松
島
市
史 
中
巻
」（
小
松
島
市
、
一
九
八
一
年
） 

建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
徳
島
工
事
事
務
所
編
「
吉
野
川
百
年
史
」（
建
設
省

四
国
地
方
建
設
局
徳
島
工
事
事
務
所
、
一
九
九
三
年
） 

ふ
る
さ
と
徳
島
編
集
委
員
会
編
「
ふ
る
さ
と
徳
島
」
（
徳
島
市
市
民
生
活
課
、

一
九
九
八
年
） 

建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
徳
島
工
事
事
務
所
編
「
徳
島
工
事
五
十
年
史
」（
建

設
省
四
国
地
方
建
設
局
徳
島
工
事
事
務
所
、
一
九
九
八
年
） 

徳
島
県
土
木
部
編
「
名
田
橋
工
事
報
告
」
（
徳
島
県
土
木
部
、
一
九
六
三
年
） 

川
島
町
史
編
集
委
員
会
編
「
川
島
町
史 

上
巻
、
下
巻
」（
川
島
町
、
一
九
七

九
年
、
一
九
八
二
年
） 

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
事
業
評
価
監
視
委
員
会
資
料
（
平
成
26
年
度

第
三
回
、
二
〇
一
四
年
） 

建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
監
修
「
四
国
地
方
建
設
局
三
十
年
史
」（
四
国
建
設

弘
済
会
、
一
九
八
八
年
） 

林
町
誌
編
集
委
員
会
編
「
林
町
誌
」
（
林
町
、
一
九
五
五
年
） 

池
田
町
史
編
纂
委
員
会
編
「
池
田
町
史 

上
巻
」
（
池
田
町
、
一
九
八
三
年
） 

貞
光
町
三
十
年
の
あ
ゆ
み
編
纂
委
員
会
編
「
貞
光
町
三
十
年
の
あ
ゆ
み
」（
貞

光
町
、
一
九
八
八
年
） 

大
岩
義
雄
編
集
「
猪
ノ
鼻
道
路
の
今
昔
」（
三
好
市
建
設
部
工
務
課
、
二
〇
二

一
年
） 

吉
野
川
北
岸
土
地
改
良
区
30
年
史
編
纂
委
員
会
編
「
吉
野
川
北
岸
土
地
改
良

区
30
年
史
」
（
吉
野
川
北
岸
土
地
改
良
区
、
二
〇
〇
二
年
） 

四
国
の
建
設
の
あ
ゆ
み
編
纂
委
員
会
編
「
四
国
の
建
設
の
あ
ゆ
み
」（
四
国
建

設
弘
済
会
、
一
九
九
〇
年
） 

建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
吉
野
川
砂
防
工
事
事
務
所
編
「
善
徳
地
す
べ
り
」

（
建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
吉
野
川
砂
防
工
事
事
務
所
、
一
九
九
六
年
） 

 

〈
香
川
県
〉 

引
田
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
引
田
町
史 

近
・
現
代
」（
引
田
町
、
一
九
九

五
年
） 

香
川
県
教
育
会
編
「
さ
ぬ
き
・
人
・
こ
こ
に
あ
り
」（
香
川
県
教
育
会
、
二
〇

一
三
年
） 

香
川
県
高
松
土
木
事
務
所
新
川
改
修
事
業
所
編
「
新
川
河
川
激
特
事
業
工
事

誌
（
昭
和
62
年
10
月
台
風
）
」
（
香
川
県
高
松
土
木
事
務
所
、
一
九
九
四
年
） 

四
国
の
建
設
の
あ
ゆ
み
編
纂
委
員
会
編
「
四
国
の
建
設
の
あ
ゆ
み
」（
四
国
建

設
弘
済
会
、
一
九
九
〇
年
） 

土
木
学
会
中
国
四
国
支
部
編
「
土
木
へ
の
い
ざ
な
い
」（
土
木
学
会
中
国
四
国
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支
部
、
一
九
九
一
年
） 

香
川
県
土
木
史
編
纂
委
員
会
編
「
香
川
県
土
木
史 

第
Ⅱ
巻
」（
香
川
県
建
設

技
術
協
会
、
二
〇
〇
四
年
） 

新
高
松
空
港
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
新
高
松
空
港
史
」（
香
川
県
、
一
九
九
二
年
） 

香
川
町
誌
編
集
委
員
会
編
「
香
川
町
誌
」
（
香
川
町
、
一
九
九
三
年
） 

本
州
四
国
連
絡
橋
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
三
十
年
史 

」

（
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
、
二
〇
〇
〇
年
） 

瀬
戸
大
橋
架
橋
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
瀬
戸
大
橋
架
橋
史 

通
史
・
資
料
編
」

（
瀬
戸
大
橋
架
橋
推
進
香
川
県
協
議
会
、
一
九
八
九
年
） 

地
域
振
興
整
備
公
団
新
宇
多
津
都
市
開
発
事
務
所
編
「
未
来
へ
翔
く
タ
ー
ミ

ナ
ル
シ
テ
ィ 

新
宇
多
津
都
市
開
発
整
備
事
業
記
録
写
真
集
」（
地
域
振
興
整

備
公
団
新
宇
多
津
都
市
開
発
事
務
所
、
一
九
九
二
年
） 

多
度
津
町
誌
編
集
委
員
会
編
「
多
度
津
町
誌
」
（
多
度
津
町
、
一
九
九
〇
年
） 

香
川
県
編
「
香
川
県
史 

第
五
巻
通
史
編
近
代
Ⅰ
」（
香
川
県
、
一
九
八
七
年
） 

ワ
ー
ク
・
ア
イ
編
「
満
濃
池
史 

満
濃
池
土
地
改
良
区
五
十
周
年
記
念
誌
」（
満

濃
池
土
地
改
良
区
、
二
〇
〇
一
年
） 

香
川
県
農
林
部
編「
農
林
業
の
石
碑
」（
香
川
県
農
業
改
良
普
及
会
、一
九
八
一
年
） 

讃
岐
の
た
め
池
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
「
讃
岐
の
た
め
池
誌
」（
香
川
県
農
林
水

産
部
土
地
改
良
課
、
二
〇
〇
〇
年
） 

仲
南
町
誌
編
集
委
員
会
編
「
仲
南
町
誌
」
（
仲
南
町
、
一
九
八
二
年
） 

水
資
源
開
発
公
団
吉
野
川
開
発
局
編
「
輝
く
21
世
紀
の
暮
ら
し
と
水
」（
水
資

源
開
発
公
団
吉
野
川
開
発
局
、
発
行
年
不
明
） 

新
修
財
田
町
誌
編
纂
委
員
会
編
「
新
修 

財
田
町
誌
」（
財
田
町
、
一
九
九
二

年
） 

香
川
用
水
史
編
集
委
員
会
編
「
香
川
用
水
史
」（
吉
野
川
総
合
開
発
香
川
用
水

事
業
建
設
期
成
会
、
一
九
七
九
年
） 

水
資
源
開
発
公
団
香
川
用
水
建
設
所
編
「
香
川
用
水
工
事
誌
」（
水
資
源
開
発

公
団
香
川
用
水
建
設
所
、
一
九
七
五
年
） 

新
修
豊
浜
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
編
「
新
修 

豊
浜
町
誌
」（
豊
浜
町
、
一
九
九

五
年
） 

 

〈
愛
媛
県
〉 

四
国
の
建
設
の
あ
ゆ
み
編
纂
委
員
会
編
「
四
国
の
建
設
の
あ
ゆ
み
」（
四
国
建

設
弘
済
会
、
一
九
九
〇
年
） 

新
宮
村
誌
編
纂
委
員
会
編
「
新
宮
村
誌 

歴
史
行
政
編
」（
新
宮
村
、
一
九
九

八
年
） 

愛
媛
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
愛
媛
県
史 

近
代
下
」（
愛
媛
県
、
一
九
八
八

年
） 

愛
媛
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
愛
媛
県
史 

県
政
」（
愛
媛
県
、
一
九
八
八
年
） 

愛
媛
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
愛
媛
県
史 

地
誌
Ⅱ
（
東
予
東
部
）
」（
愛
媛
県
、

一
九
八
八
年
） 

伊
予
三
島
市
史
編
纂
委
員
会
編
「
伊
予
三
島
市
史 

中
巻
」
（
伊
予
三
島
市
、

一
九
八
六
年
） 

壬
生
川
郷
土
史
研
究
委
員
会
編
「
壬
生
川
郷
土
史
」（
壬
生
川
郷
土
史
研
究
委

員
会
、
二
〇
〇
九
年
） 

農
林
水
産
省
中
国
四
国
農
政
局
道
前
道
後
平
野
農
業
水
利
事
業
所
編
「
道
前



249 

 

道
後
平
野
農
業
水
利
事
業
概
要
」（
農
林
水
産
省
中
国
四
国
農
政
局
道
前
道
後

平
野
農
業
水
利
事
業
所
、
一
九
九
一
年
） 

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
編
「
し
ま
な
み
海
道 

西
瀬
戸
自
動
車
道
建
設
誌
」

（
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
、
一
九
九
九
年
） 

弓
削
町
編
「
弓
削
町
誌 

補
遺
」
（
弓
削
町
、
二
〇
〇
四
年
） 

生
名
村
誌
編
纂
委
員
会
編
「
生
名
村
誌
」
（
生
名
村
、
二
〇
〇
四
年
） 

愛
媛
県
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
愛
媛
県
史 

地
誌
Ⅱ
（
中
予
）
」（
愛
媛
県
、
一

九
八
四
年
） 

久
万
町
誌
編
集
委
員
会
編
「
久
万
町
誌 

増
補
改
訂
版
」（
久
万
町
、
一
九
八

九
年
） 

梅
木
正
衛
「
檜
垣
伸
翁
の
事
蹟
」（
「
伊
豫
史
談 
第
五
九
号
」
伊
豫
史
談
会
、

一
九
二
九
年
） 

道
前
道
後
用
水
史
編
集
委
員
会
編
「
石
鎚
の
水
こ
こ
に
展
く 

道
前
道
後
用

水
史
」
（
愛
媛
県
、
一
九
七
八
年
） 

東
温
市
史
編
纂
委
員
会
編
「
重
信
町
誌 

続
編 

川
内
町
新
誌
」（
東
温
市
、
二

〇
一
二
年
） 

創
立
百
二
十
五
周
年
史
編
纂
委
員
会
編
「
道
は
、
み
ら
い
へ 

伊
予
鉄
道
創
立

百
二
十
五
周
年
史
」
（
伊
予
鉄
道
、
二
〇
一
二
年
） 

伊
豫
郡
大
谷
池
土
地
改
良
区
編
「
大
谷
池 

築
造
五
拾
周
年
記
念
誌
」（
伊
豫

郡
大
谷
池
土
地
改
良
区
、
一
九
九
四
年
） 

伊
豫
市
史
編
さ
ん
会
編
「
伊
豫
市
誌
」
（
伊
豫
市
、
一
九
八
六
年
） 

伊
豫
郡
大
谷
池
土
地
改
良
区
編
「
県
下
最
大
の
た
め
池 

大
谷
池
」（
伊
豫
郡

大
谷
池
土
地
改
良
区
、
二
〇
一
一
年
） 

長
浜
町
誌
編
纂
会
編
「
長
浜
町
誌 

続
編
」
（
長
浜
町
、
二
〇
〇
四
年
） 

続
伊
方
町
誌
編
集
委
員
会
編
「
続 

伊
方
町
誌
」
（
伊
方
町
、
二
〇
〇
五
年
） 

八
幡
浜
市
誌
編
纂
会
編
「
合
併
十
周
年
記
念
版 

八
幡
浜
市
史 

第
一
巻 

歴
史
編
」
（
八
幡
浜
市
、
二
〇
一
八
年
） 

建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
大
洲
工
事
事
務
所
編
「
大
洲
工
事
五
十
年
史
」（
建

設
省
四
国
地
方
建
設
局
大
洲
工
事
事
務
所
、
一
九
九
四
年
） 

宇
和
島
市
誌
編
纂
委
員
会
編
「
宇
和
島
市
誌 

下
巻
」（
宇
和
島
市
、
二
〇
〇

五
年
） 

宇
和
島
市
誌
編
纂
委
員
会
編
「
宇
和
島
市
誌 

上
巻
」（
宇
和
島
市
、
二
〇
〇

五
年
） 

内
海
村
史
編
纂
委
員
会
編
「
新
訂 

内
海
村
史
」
（
内
海
村
、
二
〇
〇
四
年
） 

 

〈
高
知
県
〉 

高
知
県
土
木
史
編
纂
委
員
会
編
「
高
知
縣
土
木
史
」
（
高
知
県
建
設
業
協
会
、

一
九
九
八
年
） 

東
洋
町
史
編
纂
委
員
会
編
「
東
洋
町
史
」
（
東
洋
町
、
二
〇
二
〇
年
） 

安
岡
大
六
著
「
馬
路
村
史
」
（
馬
路
村
教
育
委
員
会
、
一
九
六
六
年
） 

土
木
学
会
中
国
四
国
支
部
編
「
土
木
へ
の
い
ざ
な
い
」（
土
木
学
会
中
国
四
国

支
部
、
一
九
九
一
年
） 

徳
島
県
・
高
知
県
編
「
四
足
峠
ト
ン
ネ
ル 

Ⅱ
級
国
道
一
九
五
号
線
四
足
峠
ト

ン
ネ
ル
工
事
概
要
」
（
徳
島
県
・
高
知
県
、
一
九
六
四
年
） 

高
知
工
事
事
務
所
編
「
高
知
工
事
事
務
所
四
十
年
史
」（
建
設
弘
済
会
、
一
九

八
七
年
） 
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大
豊
町
史
編
纂
委
員
会
編
「
大
豊
町
史 

近
代
現
代
編
」（
大
豊
町
教
育
委
員

会
、
一
九
八
七
年
） 

八
十
八
年
史
編
纂
委
員
会
編
「
土
佐
電
鉄
八
十
八
年
史
」
（
土
佐
電
気
鉄
道
、

一
九
九
一
年
） 

建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
徳
島
工
事
事
務
所
編
「
吉
野
川
百
年
史
」（
建
設
省

四
国
地
方
建
設
局
徳
島
工
事
事
務
所
、
一
九
九
三
年
） 

水
資
源
開
発
公
団
池
田
総
合
管
理
所
編
「
早
明
浦
ダ
ム
工
事
誌
」（
水
資
源
開

発
公
団
池
田
総
合
管
理
所
、
一
九
七
九
年
） 

大
川
村
史
追
録
編
さ
ん
委
員
会
編
「
大
川
村
史 

追
録
」（
大
川
村
、
一
九
八

四
年
） 

土
佐
市
史
編
集
委
員
会
編
「
土
佐
市
史
」
（
土
佐
市
、
一
九
七
八
年
） 

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
事
業
評
価
監
視
委
員
会
資
料
（
平
成
一
〇
年

度
第
三
回
、
平
成
二
八
年
度
第
四
回
）
（
一
九
九
八
年
、
二
〇
一
七
年
） 

続
・
日
高
村
史
編
纂
委
員
会
編
「
続 

日
高
村
史
」
（
日
高
村
教
育
委
員
会
、

二
〇
一
三
年
） 

日
高
村
史
編
纂
委
員
会
編
「
日
高
村
史
」（
日
高
村
教
育
委
員
会
、
一
九
七
六

年
） 

四
鉄
史
編
集
委
員
会
編
「
四
鉄
史
」
（
四
国
旅
客
鉄
道
、
一
九
八
九
年
） 

佐
川
町
史
編
纂
委
員
会
編
「
佐
川
町
史 

下
巻
」
（
佐
川
町
、
一
九
八
一
年
） 

建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
監
修
「
四
国
地
方
建
設
局
三
十
年
史
」（
四
国
建
設

弘
済
会
、
一
九
八
八
年
） 

大
渡
ダ
ム
工
事
誌
編
纂
委
員
会
編
「
大
渡
ダ
ム
工
事
誌
」（
国
土
交
通
省
四
国

地
方
整
備
局
大
渡
ダ
ム
工
事
事
務
所
、
一
九
八
七
年
） 

仁
淀
村
史
編
纂
委
員
会
編
「
仁
淀
村
史 

追
補
」
（
仁
淀
村
、
二
〇
〇
五
年
） 

梼
原
町
史
編
纂
委
員
会
編
「
梼
原
町
史
２
」
（
梼
原
町
、
一
九
八
八
年
） 

四
国
鉄
道
75
年
史
編
さ
ん
委
員
会
編
「
四
国
鉄
道
75
年
史
」（
日
本
国
有
鉄
道

四
国
支
店
、
一
九
六
五
年
） 

中
村
工
事
事
務
所
編
「
渡
川
改
修
四
十
年
史
」（
四
国
建
設
弘
済
会
、
一
九
七

〇
年
） 

高
知
県
教
育
委
員
会
編
「
高
知
県
の
近
代
化
遺
産
」
（
高
知
県
教
育
委
員
会
、

二
〇
〇
四
年
） 

 

四
国
社
会
資
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ス 

https://www.shikoku-shakaishihon.com
/ 

 
 

 
           

四
国
社
会
資
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
は
、
過
去
に
四
国
各
地
で
行
わ
れ
て
き

た
社
会
資
本
整
備
に
関
す
る
情
報
を
収
集
、
整
理
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て
広
く
皆
さ
ん
に
提
供
す
る
も
の
で
す
。 

 

運
営
は
一
般
社
団
法
人
四
国
ク
リ
エ
イ
ト
協
会
が
行
い
、
令
和
2
年
7

月
か
ら
本
格
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。 

 

四
国
社
会
資
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
は
河
川
、
道
路
、
鉄
道
、
港
湾
・
空
港
、

電
力
、
市
街
地
開
発
、
た
め
池
、
用
水
、
公
園
、
治
山
施
設
、
流
域
下
水
道

の
分
野
を
対
象
と
し
、
主
要
事
業
と
し
て
合
計
で
一
七
四
四
件
の
デ
ー
タ

を
登
録
し
て
い
ま
す
。
（
令
和
4
年
4
月
現
在
） 
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お
わ
り
に 

 
本
書
を
つ
く
る
き
っ
か
け
は
、
あ
る
碑
の
前
に
立
ち
碑
文
を
読
ん
で
い
た

時
に
、
後
世
の
人
々
に
ど
う
し
て
も
伝
え
た
い
と
い
う
先
人
の
思
い
が
感
じ

ら
れ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
筆
者
は
四
国
社
会
資
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
作
成

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
四
国
の
社
会
資
本
整
備
に
関
す
る
文
献
資
料

は
概
ね
一
通
り
目
を
通
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
碑
文
か
ら
は
文
献
資
料
に

は
な
い
熱
意
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

四
国
社
会
資
本
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
に
は
社
会
資
本
の
碑
の
写
真
や
地
図
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
碑
文
の
内
容
は
載
せ
て
い
ま
せ
ん
。
四
国
社
会
資
本

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
作
成
に
関
わ
っ
た
者
と
し
て
、
先
人
が
後
世
の
人
々
の
た

め
に
伝
え
た
い
と
願
っ
た
碑
が
、
一
般
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
、
あ
る
い

は
存
在
は
知
ら
れ
て
い
て
も
碑
文
が
読
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
は
申
し
訳
な
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
、
碑
文
の
内
容
を
文
字
に
起
こ
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

作
業
は
、
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
を
そ
の
ま
ま
読
み
取
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
た
。
碑
が
風
化
し
て
い
た
り
、
汚
れ
た
り
し
て
い
て
、
文
字
が
う
ま
く

読
み
取
れ
な
い
も
の
や
、
目
線
か
ら
遠
い
高
所
や
地
面
す
れ
す
れ
の
低
所
に

文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
碑
な
ど
も
あ
り
、
読
み
取
り
に
は
手
間
が
か
か
り
ま

し
た
。
天
候
の
良
い
日
に
再
度
訪
れ
て
よ
う
や
く
文
字
が
判
読
で
き
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
読
み
取
っ
た
古
い
文
字
が
パ
ソ
コ
ン
で
表
示
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
刻
ま
れ
た
文
字
を
そ
の
ま
ま
表
記
す
る
こ
と
を
原
則
と

し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
先
人
の
思
い
を
後
世
の
人
々
に
伝
え
る
た
め
に
は
そ
れ

が
一
番
良
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。 

 

碑
に
関
す
る
情
報
が
事
業
史
や
市
町
村
史
、
郷
土
史
、
史
談
会
資
料
な
ど
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
碑
文
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
参
考
に
し
ま

し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
中
に
は
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
表
現
を

変
え
た
り
、
文
字
を
現
代
語
に
改
め
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し

ま
し
た
。
篆
額
の
文
字
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
地
元
の
図
書
館
の
方
に
教
え
て
い

た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
碑
の
横
に
、
地
元
の
自
治
体
や
有
志
の

人
々
が
設
置
し
て
い
る
標
識
や
案
内
板
な
ど
は
、
碑
の
解
釈
に
役
立
ち
ま
し

た
。
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
行
っ
て
本
書
を
つ
く
っ
た
つ
も
り
で
す
が
、
浅
学

の
た
め
碑
文
の
読
み
取
り
や
漢
文
の
解
釈
な
ど
に
間
違
い
が
あ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。 

 

本
書
に
示
し
た
と
お
り
、
事
業
の
完
成
碑
や
記
念
碑
に
は
事
業
実
施
の
背

景
や
経
緯
、
事
業
の
内
容
、
関
係
者
の
努
力
と
地
元
住
民
の
協
力
及
び
そ
れ
に

対
す
る
謝
意
、
事
業
が
地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
へ
の
期
待
な
ど
が
記

さ
れ
、
顕
彰
碑
に
は
事
業
に
功
績
の
あ
っ
た
功
労
者
の
経
歴
、
働
き
ぶ
り
、
碑

建
立
に
至
る
経
緯
な
ど
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施

す
る
に
あ
た
っ
て
住
み
慣
れ
た
土
地
か
ら
移
転
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
人
が

い
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
碑
や
、
工
事
中
に
殉
職
さ
れ
た
人
を
慰
霊
す
る
た
め

の
碑
な
ど
が
あ
る
こ
と
も
分
か
り
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
碑
か
ら
社
会
資
本
整
備
の
概
要
や
事
業
に
伴
う
移
転
、

犠
牲
者
の
存
在
な
ど
を
知
り
、
先
人
が
苦
心
し
移
転
や
犠
牲
を
伴
い
な
が
ら

も
成
し
遂
げ
た
社
会
資
本
を
、
地
域
の
た
め
に
長
く
活
か
し
て
い
く
努
力
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
先
人
は
そ
の
こ
と
を
願
う
だ

け
で
な
く
、
文
字
に
表
わ
し
て
い
な
い
大
切
な
こ
と
も
伝
え
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。 
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そ
れ
は
、
自
分
の
た
め
で
な
く
公
共
の
た
め
に
力
を
尽
く
す
こ
と
、
困
難
に

遭
っ
て
も
至
誠
を
貫
き
道
を
切
り
拓
く
こ
と
、
よ
り
良
い
社
会
を
築
く
た
め

に
み
ん
な
で
助
け
合
う
こ
と
、
先
人
の
恩
に
報
い
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な

い
こ
と
、
有
名
無
名
を
問
わ
ず
人
の
行
い
を
正
し
く
観
る
こ
と
な
ど
、
人
の
生

き
方
や
物
の
考
え
方
に
関
す
る
こ
と
で
す
。
人
に
よ
っ
て
感
じ
る
こ
と
は
異

な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

碑
文
の
中
に
「
官
民
一
体
ノ
努
力
ト
地
元
住
民
ノ
協
力
ニ
ヨ
リ
此
ノ
大
事

業
ヲ
成
シ
遂
ゲ
タ
コ
ト
ニ
思
ヲ
至
ス
ト
キ
満
々
ト
湛
ラ
レ
タ
此
ノ
水
ニ
尊
キ

モ
ノ
ヲ
学
ブ
コ
ト
ガ
出
来
ル
」
と
い
う
一
文
が
あ
り
ま
す
。
本
書
を
読
ん
で
、

何
か
得
ら
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
幸
い
で
す
。 

  

令
和
四
年
四
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
山 

究
・
山
本 

基 
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